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- シャワーが使えて、6室まで暖房できますL

お台所はもちろん、 シャワーや洗面所で、お

湯が使えて、お部屋 では清潔な温風暖

房が楽しめる・一。「エックス」は日本の暮

らしに合わせたひと昧ちがう給湯 ・暖房

システム。しかも、新配管方式の採用で、

あとか らでも簡単に暖房する部屋 を増や

していけます二また、お風呂への給湯がで

きる、給湯能力13号タイプもありますL

フラス

. ムダをはぶいて、ガスを効率よく使いますL

「エックス」は暖房や給湯の使用状態に

合わせてガスの消費量を自動的に調節

する新しp 燃焼方式 を採用。また、使わ

ない部屋 まで暖房するとp ったムダもなく

なりました。 このように、 システムの交が率

をアップすることで、暖房費を極力おさえ

ております二(1室1時間あたり約35円) <当

社計算データ〉

大阪ガスのエックスは、お湯と暖房 をムダなく

ひとまとめ。新築、増改築はもちろん、いまの

お住まいにも手軽に組みこめるエコノミーシ

ステムで七そのシンプルなしくみでご好評を

いただき、マンションなどの集合住宅をはじ

め、 一 戸建 の 分

譲 住 宅 、 そ れ に

注 文 住宅 と、ご

採 用 件 数 も す で

に40，000戸 を 数

えています。

ｾ大限耐叉

ｅｉｅｾｉＧＭｾ 町ｉＡｓｾ副

. 価格は工事費も含めて、

従来のセントラルヒーテインク、の約半分ですL

Ｈｉ ｾ ッ ク価格の例 〕

※ 工 y クスについてのご相談は、大阪ガスセン トラルヒーテ ィ

ンゲ特約底、サービスショ・ノヌ風呂ショ ップをご利用くだ

さl '0 
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善説丘デザイン 永田佑三

私の好きな景色 7

夏の蒸暑い午後、 メキ シコシテ

ィーから 、ユカタン州の主都メリ

ダに着きました。 ニの ジヤングル

の向ニうに7 ヤ文化の遺跡がある、

と思 った時、心が ときめきました。
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住 友 生 命 千 種 ビ ル

;;.n. 

昌又 計 日 建 設 計/ 大 阪

|ヨIJ!k 中 央 線 と 地 下 鉄 東 山総 が 令 流 す る 千 内 駅 周 辺 は 交

通 至 使 な 環 境 に あ り な が ら 今 ま で あ ま り 発 展 を i差げて

い な い 。 ; f，古M 市 の 繁 華 街 代 ぷ で あ る 栄 と 今 池 の '.1"1::1

に位出し、谷N ¥J 的 存 .(E で あ った 。

こ の ピ ノ レ は そ の 千 般 駅 に 隣 接 し た 敷 地 の 総 合 計 画 の 中

の第一 ｊｾｉ 工事としてその一角に池つ ｮ ビノレである 。

地 下 1 附 一 地 上 21Wi ま で は 、、ピ y トインちくさ H の 愛

ヰ ホ で 、 レ ス ト ラ ン 、 喫 羽 仁 パ ラ エ テ ィ シ ョ y プ 、 シ ョ

ーノレームなどが入居する r Wi 舗 と し て 、 ま た 、 31l}' i -

611符は1' f .1' ; 務室である絞令ピノレである。 10 ，00001'以 上

におよぶ広大な敷地であるため、その第 一 ｊｾｉ エ ー ＱＧ［ とし

て の 基 盤 づ く り と 、 将 米 へ の 発 展 の シ ン ボ ノ レ と し て の

新 し い イ メ ー ジ づ く り に 心 が け た 。

外 装 全 而 を 認i う ハ ー フ ミ ラ ー ガ ラ ス は 変化 す る 天 候 や

H寺 聞 に よ る 周 辺 のUff 2l t を 美 し く 写 し .11"¥し て い る 。 また

外装アノレミカ テンウォ- ) レは新I)tl 発 に よ る オ ー プ ン

ジ ョ イ ン ト 工 法 を 保用 し た 。

ま た 忠 ま れ た 広 い 敷 地 を 有 効 に 手11m した中庭を設け、

多 く の 拙t討 を お こ な い 、 周 辺 住 民 や ビ J レ 利 用 者 に 思 い

の 広 場 を 従 供 し 、 こ れ ら を 四 む よ う に 次J1:I 1の 建 物 は 順

次 計 画 の 予 定 で あ る 。

リ1，( $0也前h初 、 ら い え ば 最 大 約50 ，00001'の 床 而 引 の 雄 築 が

可能であり、 2 ml 工 事 以 降 に も ま だ 約40 ，00001'の，建築

の 可 能 性 が 銭 さ れ て い る 。 将 米 金 ，11ー闘が完成されれば、

こ の 周 辺 地 械 の 発 展 の 伎 と な る べ く J1 ! I 待される 。

日

3  - 6 階平面図

ｆ ーｾ 1  京国全景

1  2  1  2  南面全lit

搬最長 官山写真館

( 日 建 設 計 )

道 路

母島

悌

歩道

院

除 |

言長

常

配置図・ 1 階平面図

施 工

所 在 地

敷 地面 積

建 築面 積

延 床 面 積

構 造 規 模

工 期

目。

llJ 

町

田

町

竹 中 工 務 唐

名 古 屋 市 東 区 赤萩 宙T 2 丁 目

10 ，433 . 70m'  

1，829 . 67m'  

10 ，775 . 61m'  

S R C 、 7 F 、 B 1  

昭 和52年 10 月~ 昭 和54年 2 月

!. .I免hht

@  
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厚 生 年 金 日 南 杉 の 湯 荘

設 計 安 井 建 築 設 計 事 務 所

日田 iiih--

4  



施 工 志 多 組

所 在 地 宮 崎 県 南 那 珂 郡 北 郷 町 大 字 犬 猿 字 小 藤 甲

敷 地 面 積 12 ，433m'  

建 築 面 積 2，353m'  

延 床 面 積 3，196 m'  

構 造 規 模 R C 、 2 F 、 木 造 平 屋 建 ( 別 棟 )

工 期 昭 和53年 B 月~ 昭 和54年 3 月

北 郷 町 は 、 白 崎 市 内 か ら 南 へ 約70km、 日 市 di から

西 へ 約 IOkmの 山 /:11にあリ、 11=か ら 、 船 材 料 と し て

' ピ'"

キT名な ifi沃} j 巴杉」の路地て' ある 。 こ こ に 、 尚 l Eft

おな正 ｾｩｬ 品の、山崎県 ｆ では珍らしい良伎の出ｽ止が

初出した 。 杉 の 尖 林 と 広 波 川 lil 日lH1Iの凹 Il:l l、 日 本 の

1111干の，'fft か て ¥ な ご や か な j品目t と泌氏を 7刊行二、

「杉の場ｾｊＺｊの敷地周辺は、北郷町により「似祉

のやりとして訂阿されている 。 サ ｾｕ 也上ｦｬｉ ｬ の ｦ￬ｊ 也に

は、すでに、身体 ｉ ＩＺｾ 汚名 ｊｪ ￓｩＺｩｬｴ i 北 郷J上J があり、

将米は品以プーノレ、体育館等、れらi祉地訟の税制ii と

誘欽に 1りl る い 以 盟 が/Jfl け ている 。

「杉の i+i ｾＮｴｊは厚生ＧＨ￮が全 ＱＢＱ に主ｾ設しているｾ人

ホ ー ム の 一 段 て ¥ 脱 悦 的 に は '[' J ; I ，I . 桜老人ホームと

与えられる 。 この「杉の場 ｾｅｊ の特徴は、 一 般的

な左人ホーム機能の他に、 ｩｾ ， ｾｲ ｎＮという ＱＡｍ サよい在ｊｉＮ

光 安 ぷ を 持 つ た め 、 十I ｾＧｲｬｩ リ作や、 一 般の似謎符に

もBfl 放 さ れ た 地 E設 で も あ る と い う 点 に あ る 。 これ

は 、 長 ml や WJ 切の乏人の lo'f fi うすi- とz作者や家政との

交 流 の 場 を 従 ()I，寸る 1'I '(j遜I1りな辺、味もある 。 厚 生 省

広人ホームのえitiEの #UV! と-f- 'n の 厳 し い 枠 内 て ¥

い か に し て一 般有: にも魅力ある施設とするかが、

設 計 上j止も苦心した点である 。

地 i設自己 ili は、病 ; (1' 長をまとめた' ，J;' 住縦と、ハブリ ッ

ク 部 分 を ま と め た 械 の 2 似 を 分 離 し て 設 t丘し、 }jlT

住吉 ＱＱ 分のプライパシーを ￯ｾＧｾ めた 。 宿泊釜はＲｪＺ符主ｾ

て ¥ す べ て 南 に 1Mし、 "，) いの山の美しし、杉の林を

望む位; 丘にある 。 汁H( I 3 2 ，のタイプは、 6ij"lj ，611¥lj ， 3  

恥 ＱＱ 、 ＸＱ 仙のそれぞれ剣 ｊｾｉ 一 人、長 ｪ 則夫制、ｩ｜ ｩｊ 切の Ｓ

タイプの他に、 4 お の 特 別 宅 が あ る 。 1' 1'嵯 を へ だ

てた、パブリ ッ クif l S 分には、集会宅 ( 和洋) 、大裕

場、食堂、娯楽室があり、特に大浴場はゆ ったリと

したスペースを取 った。 浴 t l j i j には、オープ ンな和

室を設けて、口弘1; り品υ it 作 の 休 Mt ス ペ ー ス と し て

いる 。 この和室は、修正リJ 明 に よ り 利 用 状 汎 に よ っ

ては、; 羊宅集会主へ 拡 げ ら れ る よ う 巧 服 し て い る 。

全 体 の 形 は 、 激I由形状に沿 って 、 雁 行 す る 勾 配 以

似の ｩｬｬ なりをテ ー Ｗ とし、処物に ｾ Ｑ＼Ａｊｪ ｬ ｊＡぷを ＱＩ えて

いる 。 屋中民から明まて' 、大きく/ ) ，1か れ た ガ ラ ス 1M

は、この処物のメインのノ、ブリ ッ クスペー ス 、 食

ｾと大詰 Ｓ 上場の主主である 。 Ｎｴ Ｑ Ｎｾ Ｎｊ Ｑ 叱の ｦｈ 紫色の出似と、

揺れ、ベージュ色の明は、この地 h の Jilil:!;tl ニ、 l!' ，F.J!j l

なく融けこむ形と色であり、主主物を稀ち J f かせる

ア ノレのついた Ｇｉ ＨＧ ，ｾせの Ｑｦｴ は、全体的な平日 ｊ Ａｩ止の印

象を、現代へ引き} 7 < ! : す匝l ! 1 三である 。

佳 物 周 辺 に は 、 多 く の 人 々 の J手} } により、" 十1'111 を

上 回 る 机 樹 が な さ れ た 。 こ の ケ ツ 軒 の ' I.t，1，.、 fi J也が、

1Mに 縦 わ れ る H には、 i  11.¥祉の村」桝: t l . tが. i 1l んで、

このJ也J或ー 怖が人間作，11の村相11に あ ふ れ た 、 心fll

や む 環 境 と な る こ と を 切 望 し て い る 。

( 絞 山 :i:'Jr / 公 ) 1二位築設 .n' li ;ji封印i 設Ｎｬｉ ＭＺ ｾＱ Ｑ 主任Ｉ
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兵 庫 県 公 営 笠 屋 高 層 住 宅

設 計 兵 庫 県 都 市 住 宅 部 住 宅 管 理 課

昭 和 設 計
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施 工 熊 谷 組

所 在 地 西 宮 市 笠 屋 町14

敷 地 面積 3 ，629 ，72m'  

建 築面 積 1，159 ，454"; '  

延 床 面積 5，753 ，626m'  

構 造 規 模 S R C 、 9 F  

工 期 昭 和52年 10 月~ 昭 和54年 3 月

まず、テー 7 と し て は 次 の 二 点 で し た 。

(1)公' ;:，，' fi 一定の 従 米 イ メ ー ジ を 変 え る こ と 。

ＨＲＩ ゴ栄 化埠による無機的榊成の祈 ｕｌ と ｹｾＮ なる

ソフトな) j " 11'J でまとゲヲること 。

つ ぎ に 従 示f人l 谷についてのべます。

事iH也の lf3状 お よ ひ 近 隣へ の 日;J 外l J 組から、

尚北中111仰 を 採 用 。 そ し て 、 南 北 '1411械 の似' ) *は、

ＱＺ 特段索引スキ ｹ プタイプをＭｴＺｒｊｮする ι ｊｾ による、

点 I}YI 山il ( l j のか? と予というフロンテージメリ ント

に 説 わ れ て い る 。

② な ぜ 、 内 j胃袋令住宅というものすべてが、

表と誕のぶれーf を不 j'.;) 令で主主伐のものとして: 欣

しく持つ必安ーがあるのか。 そ の 反 証 の l つと

してのtJ J止ポ を し て い る 。

③ 特に t，t在l I . 上、全くの J汗胤は悲しい。 圧 迫

感 を な く す た め 、 既 存 住 宅 近 付 幻.5さを下げ、

また、エレベータ- j : ' ; ' 止1: 昔1Ji に 、微に分節j 化

させ 、 心 理 (I (J に 1: 皆;数の炉11えを試みている 。 こ

の ｾ ｆ は 、 Ｋ ｦ Ｓ Ｑ ，遥にと っ ても、我，ｾＢの ｻ 立 ｦ 位や ｬ が

iりJ {i 世ーになり、縦しみ劫さを持たせている 。 9

階、 7 附、 5 ド告の車11み作わせてす市= 行させ、フ

レ イ ヤ ー ド や 竪 シ ャ フ ト の干IJmと併 せ て 、 恨

の 分節 も 図 っ て い た が 、 近 隣 f H( の 反 対 で 現

場変i l ! となり、意図は十分表わせていない。

しかし、 ｦ 此 もこの ｦｪ Ｚｾｾ 江主に反対していた地

元の人主主が、竣工川 j! i : になり、続きをぷし、

i些lこI必" 射してくi ' L ている 'JC(止 、，没討宇; として

は、 fiiJ よ り も 汽 こ ん で い る 。

④ lii jf( I J 道路に治っては、従米武I ! H川女 r大

学 の 街 並 形 成 へ の 谷 与 は 大 き く 、何 とか' ; O; : Pfl

気を合わすべく、タイノレ を、 そ れ も コ ス ト の

l品目系て 25fl J モサr イクタイノレを mい、ニ オL を、

4 7f11 タイノレ.f'，' . }支のも": ! rf: (I(J 炎 JJ l . に近づ け る 努 力

をしている 。

低 Mに世u絡 し な い て" ']'; j 佐保: l ' ) :'I' I: を持たせ主

がら '1' ，:':j Jrj 集 合 住 宅 に お け る 魅 力 を い か に 悦

d 、するか一 一こi . L が成約制 :1 ' 羽生討す; に与え

らl L た深紅iであろうと ，目、って}.l_;' ります。

私 JI，チームは、本1 ' 1 " 只w県コンペを含め、 神

戸 市 ポ ー ト ア イ ラ ン ド 分 瓜 住 宅 コ ン ペ 、 大 阪

rlilti 沿 ポー ト タ ウ ン 分，:i! 住宅コンペ( 第 1 [101)  

において、その目的のために、アイデアを秘示

し、当選し、また、大阪，IHi : 毛 供 給 公 社1m[lj 

I也服行タイプに引あい、て、神戸市三 ': :; '; 点布Ilrli

計I ' lii 住 宅 に お い て 、 典 明 (1サな、雁行{ 主似 全

集 1( ( 1 安保光 ・IWi l ' 生宅引スキ ップ ・5圭相i分自1 ・

フライングコリグー( ノ、ーフダウン) のタイ

プを もt ポ し て い ま す。

そ れ ぞ れ 地 工 中 で は あ り ま す が 、本 件 の干:! I(み

上げ給採Ｚとして、 ｬｾ ｪｊ Ｕ＼ＧＨ イす きの点御指導いただ

ければギ ｔｾｭ ， < 存じます。

( 三号、司自11/ 11召キn設計)

日E

l  点 Ifli7 ァサード

2  内IflI 7 ァサード

3  内l自iサンルームの比J - .

4  エレベ ター担りの比 1，

抽 Ｑ ［ＮＱ ｾ 河野 ｾｾｾ＠

7  



中間シヨ‘ 汐てーズプラザ

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

8  

施 工 ヒ ヤ ム タ 建 設 ・フ ジ タ 工業 共 同 企 業 体

所 在 地 福 岡 県 中 間 市 大 字 中 間

敷 地 面積 36 ，225. 95m'  

建 築 面 積 13 ，860 .1 2 2 m'  

延 床 面 積 20 ，963 . 3 3 2 m'  

精 進 規 模 R C、 2 F 、 P 2  

工期 ＵＲ 年 ｧ 月 ｾ ＵＳ 年 Ｙ 月

i * i 代建築に HJ て 来 る ア ゴ ラ つ ま り 、 市 民

の 広 場 は 、 そ の 当 時 に は 、 か な り 露 呈Zな

役' ，l i J j であ っ た と 忠 わ れ る 。 そ の 日 の 話 題

を 市 川 、 聞 売 の 取 引 き を し 、 彼 ら の マ ー

ケ ッテ イ ン グ が 行 な わ れ た 場 所 で あ っ た 。

必 然 的 に 生 れ た こ れ ら の 施 設 は 現 代 社 会

に 商 業 、 絞r行の発展と相ま っ て 近 代 商 業

の 要 求 に あ っ た j杉 で 変 化 し 現 有 に つ た え

られているのが現イ仁のンヨ y ピ ン グ セ ン

タ ー で は な か ろ う か。

，11民生前に宮任務し、者11市 機 能 と し て 生 か

さ れ た 地 設 の 設 計 と 云 う こ と を 重 視 し 市

民 に 税 し み と 気 安 さ を 感 じ さ せ る 建 物 で

あ っ て ほ し い と 附i っ ている 。 I

Ｈ 以 ｩｬｾ 哲史 Ｏ ;;t iN. 建築設計ょr; 務 所 ) I  



レンタJ レマンション心斎橋M

施 工 栗 本 建設 工 業

所 在 地 大 阪 市 南 区 北 炭 屋 町15 ー 1 ・ 2

設 計 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

，:':j )Mマ ン シ ョ ン の 往 築 や 、 ミ ニ Ilf))t が II .J . には 1

1

;

くからある IIIf ，ｉｦ ［や ｦｩ Ｚ 開犯を ｾ Ａｉ Ｎ ｆＮ 布 Ｑ Ｑ 統に似域し、せ

っかく fi' み な れ た fi み j込い広P'}l を tif っ てしまう

こ と が あ る また「町、 ｉｦ ［｟ｪという ｉ［ＧＡ ｊＺｾ えの大下は

他 物 に よ っ て桃成されていると，U う。 円に 1映る

旧f，; t 色、そこには明があり他物があリ、道路、 lJr

J I i ¥樹、人 'I i . 等身によ っ て そ の 1111 が 災 し く も 的

敷地 面 積 1，159 . 87 m'  

建 築 面 積 914 . 18 m'  

延 床 面 積 5，439. 49m'  

構 造 規 模 S R C 、 1 0 F

工 期 52年 10 月- 53年 11 月

主 く し 比 え る の で あ る 。 こ の よ う に 行 え る と ill l として、f i : ' - t 令州公! 引の削:'(t を 受 け 、 従 米 似 つ

築 家 と し て 、 い か に ，'l H: Ofi 人ーであるかが分る 。 I ていた｟，ｪ，Ｎ￬Ｎ￭ｩ Ｇ ｉ ｈ Ｉｬ Ｑ リ ｩ の Ａｩｬｬ ｦＧｾと Ｑ ， ［ＱＱＱ 与に Ｑ ・ Ｑ 付 Ｑ［ 析にマン

しかし ＮｩｬｬｾＧ ，永一人で往物を ｩｬｬ 決するわけではな |  ションを，ili1hj し た の で あ る 。 池 袋 iミが E没，1I' ?i の

く、住吉長 ｪＧＮ のＮｦＱ Ｑ｜ 仰がその他物の良し ［ＡｬＮｾ しを決め |  行 え に 深 い J' IHI'(と fi: み 良 い J;;U; H1' りに然志. ある

る大きな Ｇ ｴｴｫ とな っ ている Ｇ ｊ ｾ L 白14'ぷ で あ る 今 |  勿 }J を恥Lけられた幸N! 社、て' さあヵ、 っ た位l物 で あ

1"1 こ の マ ン シ ョ ン .1I・ Ill ij に 当 っ ては住吉島でである |  る

「附 ) L エ ム 製 作 所 J fil1業 5011，) 年 記 念 ・)'; : t の- f;l 1  Oi<i)( -I' I' ;l_o_ /  Ｎｬ Ｎん ｾ Ｉｾｩｬｬｾ ， ￼Ｎｴ ， ｾＱι Ｉ ｱ Ｉｬ刈Ｉ

9  



天 理 教 第73母 屋 芦 津 詰 所

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

本位ｾは天恩教施設の一世 Ｑ｜ として、 ｦ ， ｬ ＮｦＧ￮ の人

i主が1;'ii(1のために相l川 す る 信 者 泊 所 て¥ 引李総

の坊であると ｊｾ に氾Ａの場所でもある 。 教会役

Ａｾ万との打介わせのキ ｾｦＪ 、 ①ガＦＮｴ 也のイ了効利川、

②一般 ｦ ， ￬ ＮＯＧ￭ーと修必利宅 Ｈ 教設をおさめ、 ｦｾ￬ｦｦｬｬ

の} ' { . ぴを会仰するための自主総者) との l三分、

③術 ; ( I*. のイ了合11比を百百める、 @ 各 本 JTJi 金の融

il!i tt および多機1 ' 1:、 ⑤ 街 itl 者の安全性、⑥干?

エ ネ ル ギ 一 、 ⑦ 維 持 . Ｑ｝Ｚ珂 Ｑ の経済ＱＧＱＺおよび ｾｩｪ

ｾ化、を， ｭ ｬ 可の Ｉ，ｾ本とした 。

リｾｬｪＨ j也が，{ ) i f! 1川 の 2 分流に挑まれた" 吋H状 で 不

燃 j移であり、公i且よりのアプローチが限定さ

わせ、 1，1宇? 仰と修づ室料械に分隊した 。 f11 し食

止、浴室 苦手 共 ｭｮｾ 米る 室は ｴ 可能なＡ出り共汀 ｩ さ

せ た 。 桁 itl 才; ーの安全性から各附全周にノりレコ

ニーを ilEけ、 j盤強ftl 階段も L-ti 外 階 段 と し た 。 こ

れは円 ｾＧｲｬＡ りののおが休: 巴! のため利l川 す る 大 広

ｉｉ｜ｊ に ＱＨＨ 彼 Ｚｈ 入りが ｡ｾ 米、玄ｼ対のｩＡｻ雑緩和にも

ｾＩｊ米をはたしている 。

名 ｊ 立制 ｩ￮ の系統は名ｼ橋、 ｉｈｾ ヒ室、 ｊｔｉ j傘別土手に剖11か

く分け、声九百rr，i もf計約人数の Wlil成 に | 分 対 応 出

オミるよう巧1. i ¥J : した 。 また車合if-，J システムを与え

るi削 1:' で、うまく太陽熱を利J l l し仰ると| 判断

し、 54枚の. J t 熱線を設出した。 五lLイ1:の 所 そ の

れていること、他物の性質上収符入量立が' f Z 'ii¥' I 昔11*は tれているようである 。

時 ( 200 人) )J 次 然H干 ( 500人 ) 大 祭 時 ( 1000 I 外 袋 は 従 米 の 母 出 の イ メ ー ジ を そ こ な わ な い

人) と大きく m滅 す る こ と が 故 大 の Ul"l従!.I，'l で |  ょう1 ' 11瓜 に ま と め た 。 バルコニーの下剤は相官

あった 。 hI I . 校としては i比大H寺の人以を収芥す I  ｫｾＮ 止のｾＡｩＡ ［ｾＢｉｊ を巧えたが、安 全性 Ｑ Ｓ ・から ｊ ｊｬ｟イ Ｑ Ｚ の ｉｦＳ

る も の で あ り な が ら 、 千 'i ;:; 1I 与では 5 分 の l の |  とした 。 ま た 粍iat化 を ，11'るためhHNの 瓦 i王を

人Ａｾでの ｪｩｬｩ 営 ・ 竹ＮｦＡＮｬｬを芥劫 ｊｊ つ続前作 ｊ に行う | や め 被 縦 鋼 板 に て そ れ ら し く 比 せ た が 、 大 半

こ と に 仰 芯 し た 。 I の人i : f が瓦j ' f と思 った こ と か ら 充 分 に そ の 効

他 物 配 i町、、11. f(J j 榊成では主l . ' ; 物を激地時，if l!l lに 添 | 米 が 出 た も の と 思 っている。 (S.I ｾＨ畑建期務所 Ｉ

10 

施 工 東 海 興 業

所 在 地 天 理 市 丹波市 町300番 地

敷 地 面積 8 ，350 ，08 m'  

建 築 面 積 3 ，176. 5 m'  

延 床 面 積 8，974. 22m'  

構 造 規 模 本 館 R C 、 B 1 、 5 F  別 棟 W 、 2 F  

工 期 昭 和52年 11 月~ 昭 和54年 2 月



- 写正Lと概要をどしどしお送リ下さい。

凡例 : a  所: { EJ也 b . 般地面制 c .  ill 築面積 d . 延床 l而fl ! e . 情造 IJH英 I  工 JUI

1396 皇 子 山 陸 上 競 技 場 主 ス タ ン ド

設 計 。 都 市 科 学 研 究 所

施 工 : 熊 谷 組 ・ 笹 川 組 J V

｡ Ｎ 滋 ｦｾ 県大 ￬ ＮＡｴ市御陵町

b .  m

l  

C .  2 ，528 m'  

d .  3 ，278 m官

e .  R C ， 3 F  

f  昭和52年7 月- s[l布153年7 月

1399 社 会 福 祉 法 人 緑 会 鳴 光 荘

設 計 ・ 東 畑 建 築 事 務 所

施 工 戸 田 建 設

a  鳴門市I鳴門町三 y石字江尻山

b  .  2  ， 030 .  24  111'  

c  .  1  ，077 .  20 m'  

d .  1 ，705 .52111'  

e .  R C ， 2 F ， P l  

f  111l 手応3年8 月~昭和54年 3 月

1402 シ
ヤ J レ .b.. 尽 梧i

設 計 . 長 谷 川 工 務 后

施 工 : 長 谷 川 工 務 盾

a .  大阪市都島区東野田 3- 91- 5他

b .  2 ，754. 59m'  

C .  935 . 21 m'  

d  11 ，129 .81 m'  

e .  S  R  C ， 1 4 F ， P  2  

f .  ug干応Z年10月~昭和53年II 月

1397 八 鹿 町 小 売 商 業 団 地

設 計 昭 和 設 計

施 工 竹 中 工 務 庖

a .  兵庫県養父郡八鹿町八鹿字沖田

b .  8 ，638111'  

C .  4 .637m・

d .  8 .848m'  

e .  R C ， 2 F  

f  s1l相53年7 月-1昭和54年 2 月

1400 神 戸 市 環 境 局 第 6 次 工 場

設 計 東 畑 建 築 事 務 所

施 エ ー 前 田 建 設

a  .  神戸市須磨区白川字洛告山 l の3

b .  38 ，550 .  OOm'  

c .  6 ，470 . 74m'  

d  .  14  ， 582 .  62 m'  

e .  R C + S + S R C， B2，4  F  

f .  日目制52年2 月-1I1l frI54年 4 月

1403 御 影 ガ ー デ ン ハ イ ツ

設 計 長 谷 川 工 務 J吉

施 工 . 長 谷 川 工 務 I吉

a  神戸市東灘区住吉鴨子ケ IJ;¥

b .  9 ，211 . 74m'  

c  2 ，634. 15m'  

d  6 ，423. 90m'  

e  R  C ， 3  F  

f .  1昭和52年5 月- l I fJ.fl 153年12月

同 ク I

1398 大 阪 市 立 こ ど も 文 化 セ ン タ ー

設 計 対蜘鵠輯録十 1課・昭和設計

施 工 阪 神 土 木 工 業

a .  大阪市西区北培江御池通 5丁目 l

1401 イ主
τ 士r

Eコ

b .  1，865. 3111'  

c  .  1  ， 234 .  20 m'  

d .  2 ，213 . 24111'  

e .  R  C  ( 一部 S ) 、 3 F  

f .  昭和52年11月- H1l初53年 10月

川 病 院

設 計 : 大 林 組 本 盾

施 工 : 大 林 組 本 底

a .  神戸市東漉区甲南町 5丁目6鈎 74 

b .  1 ，896 .  78m'  

C .  823 . 0 7 m'  

d .  2 ，095 . 42111'  

e .  R C ， 4 F  

f .  s1l初53年5月-11目初54年 l 月

1404 香 里 ヶ 丘 マ ン シ ョ コノ

設 計 。 長 笹 川 工 務 l吉

施 工 : 長 谷 川 工 務 底

a . 枚 方 市 芥 虫 ヶ 丘 6 - 11

b .  3 ，070. 58m'  

c  1  ;187 .  4 6 m'  

d  6 ，126 . 22111'  

e  R C ， 6 F ， P 2  

f  111lf 1出3年6 月-1昭和54年 2 月



[  逸敬電急エ幸妹夫令系企 |  

信頼の大きき・・近電工の技術で写:

脈動し呼吸し成長する都市…

その生命のシステムを支え構築する近電工

きたえあげた技術と組織を集中し

級密さとパワーで

↑ 知直と安全と能率の

大きな信頼を確立します

~52P:  

電気・計装・空調・防災・土木. 取締役社長武図恭一

大阪市大淀区本庄東2丁目3番41号〒531n06 (375)  60∞ 

北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 滋 賀 ・ 京 都 ・ 奈 良 ・ 和 歌 山 ・ 大 阪 ・ 神 戸 ・ 姫 路 ・ 広 島 ・ 四 国 ・ 九 州 ・ 沖 縄 |



日 本 建 築 協 会 法 規 委 員 会

ナコ

，会、

寸3

より主主築物を含めて工作物の頂音11までの高きが算

定基準となり、この高さが20mをこえる場合は 、

jlli'; I;' 設備を設けなければならない。

なお、避2f 設備の技術的基準の詳細については、

r  ｪｬｬｩｾｇ 針 J  1  S  A  420l j を参照されたい 。

j出前設備iは包装から地上に政屯し縫々の災害を起

こすことを防止するのが目的であるが、ほとんと

の雷雲は、プラス術屯した主主からマイナスに 部電

した事相互 11¥1に放 ill し、中和 されて消滅する 。一

郎、大地に接近したお芸が地上の物件に災害をお

よぼしているものもある 。地上で宣I 撃を受けやす

い部分は、当然のことながら、最も高い部分( 首

芸 に近い部分 ) 、突起音11および炎角音11 (雷界強度が

高い) である 。 この現象を利用して避震設備は、

ｪ 白川針で ｩＡ＿ 雲からの放ｾｲＮＺ Ｑ 江流を受け、これを ｪｪ 皇官

導線で大地に導き、桜 Ｑ 也極から ｊ 也 Ｚド に放電させｾｲＮＺ

平 ｾｦ を中和させて安全を計る構造にな っ ている 。

下表は、 J 1  S の概要を示したもので、 下図 は避

' ; r; - 設備の一例を示したので参考にされたい。

( 大阪市建築指導部審査課 小 林 健 彦)

質疑などの投稿をお待ちしております。

法 ( 火薬類による災筈防止) 、地 )j 鉄道法 ( 索道鋭

則による支索、支柱、駅舎の保護 Ｉ 、航 ｅ ｅ 法 Ｈ ｪｬｬｩｾｊ［Ｇ

設備の高さl I tll 阪の緩和) 、コンビナート等保安規則

( 導管系には必要に応じて避笛設備を設ける ) が

ある 。本コーナーでは、建築基準法について述べ

ることにする 。

建 築 基 準 法

法第33条に、高さ 20mをこえる建築物に対する iiit

雷設備の設置を定めている 。ただし同一敷地内で

同一建築主により設置されている i笠宮設備の保護

範囲内にあれば、その旨明示することにより高さ

2 0 mをこえても遊話設備は設けなくてもよいこと

にな っている 。 また、工作物に対して同法第88粂

により煙突、広告塔、高架7M/!i 、ょう壁その他こ

れらに類する工作物 (施行令第 138粂に指定する

工作物) のうち高さが20mをこえる工作物には i笠

宮設備を設けなければならない 。 なお建築物の上

に上項の工作物が設置される場合は、施行令第 2

条 Ｖ 項ＨロＩにより、ｩｬｬￊ Ｇｊ ［ ｾ Ｎ 設備にｼ具 ｬ する限リ地盤面

1 3 8  

避 雷針 の 設 備

昨今におけるわが国の経済の発展と建築技術の進

歩に伴 って、建築物は高層化、大規鋭化 と大きく

変化し、その建設は ，大都市で、また近郊の都市

にと拡が っている 。 これがため、i ! ! i ' 1 b設備が士曽加

するとともに、これらのi ! ! i ' a i 設備に務富する機会

が増加l しているのである 。

この避包ー設備については、建築基準法、その他の

法令によ って設置しなければならない建築物を、

また、その桃造を定めているのであるが、建築基

準法では建築物等の高きが20mを超える場合は、

日本工業規絡に定める基準によ って設置すること

を義務付けている 。建築基準法および他の法令に

よるｾ草笛設備の設置 ｬ 基準は最低限度の基準を定め

たものであり、とくに包については学問的にも解

明されていない部分も多いので、防災上の安全を

者il[ 保するために設計者、施工者は法令等の趣旨を

十分理解した上で適正なi控司・設備を設置されるこ

とを切望する 。

i ! ! i ' c t ; . 設備の法令は、建築基準法以外に消防法 ( 危

険物の製造所、貯蔵所等の火災予防 ) 、火薬類取締

処 築と 社会/ 1979年 711 1} 13  

ロ

ロ

口

、凶

N

15，000 

遊雷設備の一例

40，000 

ロ

ロ

口

、

口

ロ
ロ

口

、

的

一

f，' I ; 成各部 概 主E

- 保滋角は6ぴ (危険物貯蔵庫45・) 以下とする e

失針型 - 突量| 先端は被保議物から 25cm以上突き出す。

Ｍ 突針材料は、 ｪｬｾ 、アルミニ ュ ームの絡 Ｈ ＱＲ 世 ｭｭ 以上) 、または同等以上のもの。

- 保護角は60・( 危険物J l i' 蔵周145・) 以下とする 。

受首都

. ai 

むね上

ループ状とする 。

- 材料は断面積30mm'.以上の銅線等とする 。

導体型

なお、これと同等以上の金属体を使用した手すり フェンス等 を用いても・ね

上導体とすることができる 。

- むね上導体と可燃物とは 2()cm以上離す。

その他 独立ilirJi 針 ・独立架空地紙[ . ケージによる方法もある 。

• ｾＧｾＱｾ 導線の内、引下導線は Ｒ 条以上 Ｈ 高さ ＲＰｭ 以上の部分 の 水 平 投彩而紛が

50m'以下の場合は 1 ;粂で可 ) とする 。

. 51下導線の附11商は 50m以内とする 。

- 材料は断面積30mm'以上の銅線等とする 。

illf ai ' 導線 .  ｩＡＡ￯ ＧｩｬｩＢ 導線か ら ＱＮ Ｕｭ 以内の電線管等の金属体は核地、または ＱｾＱｾｾ 正し ゃへ いを

絡す。

- 受- ; ; t ; . 都が複数の場合は、相互I首i を按絞する 。

• Si 笠・S R C造 ・R C造の場合、鉄骨・鉄筋 ( 2粂以上) を迎i'd; i t ; ¥線に替え

ることができる (簡略法λ

- 各号 |下導線に l 個以上設ける 。

- 材料は、厚さ1 . 4mm以上、而桜 0 .3501' (片面) 以上の銅板、または、これと

接 J也 極 同等以上のもの。

・ ｊＺＮＮｬｬｩｾ生深さは、 ＱｾＧ 水面下または地下 Ｓｭ 以上とする 。

Ｍ 総合接地抵抗他は Ｑ Ｐｑ 以下、 ｬ￬ｩｾＡ 虫核地抵抗値は ＲＰｑ 以下とする 。

遊雷設備の概要



歴 史 的 集 落 と 街 路 景 観 - 10-

紙野桂人( 大阪大学助教授)

長瀬信義( 大阪大学大学院卒)

渡辺豪秀( 大阪大学大学院生)

三 木 亨 ( 大阪大学学生)

道 景 観 そ の 4

旧集落では III における新旧の要素がぶつかり合 って様々なドラマを

演出する 。 と同時に、その道ににじみ出した生活的要素によ って人

間的印象が強められる 。

新旧の要素のぶつかり合いは路面でが{ じられることが多い 。旧来の

縁石や Ｇｴ ｾｦｯ や車止めが、新しい舗装と出会 っ て妙に印象的な模様を描

くことがあるp 道にはみ出した植木鉢や立木、不法にかけ られたキ

L S ー 1

2 4 < の樹木が交叉して泊

をまたいで- 1・自の門椛 と

なっている .

L Wー 1

I也I溢: 立が巡に泣かれ、 jlfi

る人の注目を引く . 人IHl

にと っては、必ずしむ降

告にはならない.

ス カ イ ラ イ ン と 生 活 的 要 素

U，J -: 大ケ塚

ャノピーとか、道の上空を占領する洗濯物なども、| 日集落環境の手

垢に染ま った姿のひとつである 。

旧集落では、道は常に公私の領域の接点をなしている 。 また、 l待聞

の流れにおける新旧の事情の接点をもなしている 。 その結果、そこ

で起きていた様々な矛盾とその矛盾がもたらした独自の結果を通る

人の眼に見せ、示唆を与える 。

L S - 2  

しS - 6

#rl の破打i を防ぐためにた

てかけられた石柱の強い

印象



L W- 3  

L W- 5  

所々 に金111ii のとl三えた土の

ままの夜道

L R - 3  

ｨ ｙ ｴｾＺｩ と布 ｬ￬ 装との 出 会 い が

捕〈 鋭 機(1)

L R - 5  

路前の 中央書11が石公にな

っている場合

L W- 4  
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' 7I I J ; J I.... ごE ー ド

マスチヅヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

無 公 害 な 弾 性 床 材

特 長

耐久性 : 耐久性にすぐれている 。

2  耐摩性 . 摩耗の度合か低; く、ホコりなど生じない。

3  すベ り抵抗性 : すベり抵抗性にすぐれている 。

4  弾力性 : 弾性があり、万一 亀裂ができても使用している聞に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性: 引火のおそれがなく 、ガス工場、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多く使用されている 。

毛主主

フリントコートについてのお 間令せは F記へ

ｪ 旅武 ＸＵＱ シェル厄 ｾｩｘ 版発売所
τｆ 宅 ｉｾｉＭ こｉＺ ｾｉＭ 部

大阪本部 軍 530 大 阪 市 北 区 堂 島 浜 1 丁目 2 の 6( 新大ピル 9 F ) n (06) 343- 0441 

東 京 需 104 東京都中央区京橋 2 丁目 9 の 2 ( 第一ぬり 彦 ビル ) n (03) 562- 4676  

福 岡 軍810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 町 1 - 1 - 5( 舞鶴 ピル 3 F ) n  (092) 77ト 1961

1IIIIIIIIII IIIIIIIIIIIIIIIIIIII II IIIIIilllllllllllllllll 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



日 本 建 築 協 会 建 材 委 員 会

新 建 材 紹 介 コ ー ナ ー

〈新主I ! ; 材紹介 No.61，No.62)  

高 性 能 遮 音 間 仕 切 り 壁 『ス パ ン ク ス 』

和 室 天 井 板 『チ ヨ ダ ヒ ッ ト 天 井 』 お よ び

「チ ヨ ダ 和 風 天 井 」

千代田建材工業株式会社

，j>: H  〒 512 三旦ｾ，｜｛ｉ ＴＱＱ di di ( t 8I Uf 15- 2  T E L  0593- 64 - 521l( (t) 

点ｽｾｾ， ｾＡＮＴ 業 ｲｾｲ 〒 135 点京都江点 l正iif:川 2 - 2  - 20  T E L  03- 641- 411 1((1:) 

大阪 'i;i' : J i所 干 550 大阪市 ｾｱｉｋＯ 何 ｉｨｴｬ ｩＺｬＺ 2  - 2  - 6  ケンザイビノレ

T E L  06ー541 - 7734(( り

高性能遮音間仕切り壁 『スパンクス』

スパンクスは、緊結金具のメーカ一三洋工業株式会社

( 点京自11江京区 f色戸 6 - 2 0 - 7  T  E  L (03) - 685-

3451) とr. rc. ボードの専門メーカーである上記会社が、

共同開発した向性能遮= f f fl l J 仕切り堕である 。 ことに遮

71- 性能の袋ポされるマン y ョン、ホテ l レ、病院、山府

ビJ レのオフィスや会議室などの! 間仕切りに! よし、 JTJ i主が

あるのでここに似介する。スノマンクスには、スノぞンク

ス; rj 'nボード仕上げ芹J 9  mmと下I ! li

'

) 用 12mmをこ! fi l! li り

した 5 - 2121 タイプおよび仕上げ用 12mmと下I ! li リJTJ I2

mmとを二1I 11! Ii りした 5 - 2424 タイプの二位矧がある。

. 標準仕機( 施工仕織)

(1) 選出し

IHJ 仕切りを設 i丘する所定の床而および天}I:I 而の 1立iEに

選出しを正胤に行う 。

(2) 上 ・下ランナー取付

芯出しを行った援にずれを生じないように、 lポl而には

下ランナーを、天 ｾｉＺ 而には上ランナーを正維に ｩ 泣き、

アンカーボルト 6.3X60mmにてピ y チ 600mm11t に 1i'!J定

する。アンカーボルトは充分に締付け、ゆるみのない

ように施工する 。

(3) 粍1，1Ｄｾ＠ 1' j"/H] 柱 ( スタッド)

あらかじめ現場にあわせて切断された ni l Hをランナー

に 455mmピッチに縫込み、セパレートをスタ ッ ドに取

り付ける 。 セノ、レートのピ ッチは 455mmとする 。

(4) 石こうボード ( 下貼用)

下ランナーの両 ll11J にシーリング村を敷き込み、下ラン

ナーにエンドクリ ップ を取り付け、下貼ボードを機に

エンド 7
'
) '1 プにはめ込み、スプリングクリ ップでス

タ y ドに下 I! 占ボードを l活l定し、下! 日: ボード同志をジョ

イントクリ ップでとめる 。 j副長の FJ l 占ボードは上ラン

ナーにエンドクリ ンプ を取り{ ーl け、エンドクリ ップ、

スプリングクリ ップ、ジョイントクリ ップにはめ込ん

で、上ランナーの阿 IIIIJ と1:.t lfiI にシーリング材を充嘆す

るエンドク 1) Ｎｾ プ、スプリングクリ ｹ プ、ジョイント

クリ ップのピ y チはおのおの 455mmとする 。

(5) 石 こうボード ( 仕上I ! lifn)

仕上貼汗 Ｇ ｊ ［ｲｪこうポード の袋に按 ｾＷ ｮ 剤 Ｈ 悶 ＩＳ ＰＰｧ Ｏ ＱｬＱを

it 4i 完了後 、直ちに 縦に I! 占1・l け、ステープノレ 3 X 19mm 

にて固定する 。 ステープルのビ y チは、端部( タテ 150

mm、ヨコ 150mm) 、中心部 (; タテ 300mm、ヨコ 300mm)

とする 。

(6) シーリング材

行こうボードの仕 l二(f l! li
'
) を行 った後、 * 1師、天升[ 師、

ｉＺｉｾ 而の隙 ｵｮ を銭さないように卜分に注 ｉｅ しながらシー

リング材を注入する 。

(7) 目I幽 L理

表而継げ目をジョイントセメントおよびジョイントテ

ープにより補強し、宇治にする 。

(8) 表面仕上げ

事Ｏｉ￬ Ｇｪｾｬ 後、完全にジョイントセメントが乾燥した後、表ﾭ

I而を塗装または 7 ロス I1占にて仕上げをする 。

. 特長

(1) 遮 ＿ｾＺＧｖｴ ￅＱｬＺ 指定品である 。

ill 設大臣J肯 定 遮7干 ( 例) 第41号 5 - 2121 タイ 7

ill 設 大 臣 指 定 巡7干 ( 伊f) 第42号 5  - 24247 イプ

スパンクスはそのままでも高い1 ' I : imを持 っているが、

l i lHt 切リ 小宅l科部分にグラスウールを充てんすると 、

Ｍ ｊ 白の効Ｊを正 ｾｪ めるとともに、 ｺ Ｇ ｅ い陸 ｲｲ 斜刻，ＩＪを ｊｕ ｉ 待す

ることがtH米る 。
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2424 タイプ

(3) ぷl削がボード) 1 l 1民紙であるから、クロスI ! 出リ、ペ

イ ン トＨｉＺ ｉ ＺＮ ｾ が谷坊でＱＧＱ由に選べる 。

(4) ｴｩｬｬｦｬＺ 切りの ＱＱ Ｑｾ 層部分の恥 ｩ が ＶＵｭｭ あいているので

配線、円 ｇＱｾ ・が作劫である 。

(5) 乾式工法で与あるので地工1 ' 1 : がよく _[JYI の骨vJlii がは

かt L る 。

. 施工管理

崎工は 三 洋じ業株式会社 ( 前山) の六千f:}j血」ことする 。

- おわりに

紙 ＯＨ ｉ ￮ の目 ＱＱ 令 ｼ 二 、スノ、ンタスの ｦｬ ｙｦｾ古 ｉｉｈ (イi ' f ¥ボード 、

スタ y ド、ランナ一等) および施工詳細昨を省時しま

したが、枠制11は上記の会社まで御問い合わせ下さい 。

建材委員/ 藤川 懲 ＼ ｉｬ品口ＭＱ＾］ ｩｬｬ ｾ 総ｻｾｾ験所〉

和室天井板 『チヨダヒット天井』 および

『チヨダ和風天井』

防火性にすく・れた化粧:fi r¥" ボードを使用した制 l宅j羽の

I ! 占り上げ天41: l ' チヨダヒット天井」およびやといざね

工法のできる漠峨加工した和室用の天井板「チヨダ刷l

J!I.¥天列 j をここに紹介する 。

. 標 準 仕 検 ( ぷー参11( ¥)

表 標 準 仕 棟

lJi 11 チヨ F ヒy ト疋)t チョ ｙｾＯ ｊｪ｜ｽＮ 、 ｮ

厚さ 総l早18m' 総厚24園周

{ 化枇行情ポード 9蜘出版 9 圃 ) (  ft 椛石f I ' ボード 9皿 IIIHIS. .

「法

(;;ロト(;;::)
( 幅× 民 さ)

加 × ( 2 2 )

(: ;:)x にお:)

{働き幅4咽. . ) ¥ 3  

(:2:)× じ な: )

}，耐iヒIII 紙 . 木目Ifi k 面化粧紙本日納

UiJ;" 目 地 紋 幅27回

日地 8剛 日地悩 8圃

. 施行仕機および標準施工図

A チヨダヒ ッ ト天'JI:

. }j血工仕様

(1) 下 地

下地は木造または将位欽竹て' 下地問| 府 455mm以下とする 。

る。

(2) 加 工

チヨダヒ ッ ト天井の切断はｾＨｌ動丸鋸およびナイフ等イし

あけはドリ/ レで行う 。仕上げはヤスリまたはサンディ

ングペーパーを別いる。

(3) 校 取付

( イ) 釘またはスクリュービス

チョダヒ ッ ト天}I ーの取り付けは、木造下地の場令は n

Ｈ ステンレス ｾｦ 非 ＱＶ またはカラー釘長さ ＲＶＭＳＶｭｭ Ｉ 、

経 fll 鉄骨下I也の場令は、スクリュービス ( 長さ 20- 25

mm) またはリングネイノレ ( 民さ 25- 36mm) を用いる 。

ＨロＧＩＱ ｊ ｾ りはじめ

チヨダヒ y ト尺J j : の伐の l川市11を伐に II'I(t て野絃に 1

'

1
'
え

付けて、凹苦11の伎の i立; i ' l でチヨダヒ y ト天 井の表而か

ら釘またはスクリューピスで ｾｦＧ ｩＺＪに切め付け、かつ凸

詰 ＱＱ の伎と ｾｉＧ 紋とを同級にして ｗｬ め付ける 。

村 2 枚目以降

必りはじめのヒ ッ トj CJ I:の内部の伐に 2 枚目の凹部の

伐をはめ込み、，1 I
1
}'{1) 伐の! 立世て哩Hまにi >f またはスクリ

ューピスで制め付ける。

以後問機にして 3 枚 H以降を取り付ける 。

伺仮りじまい

ｾｬｾ りじまいの部分で必 ＱＩ rll が 448mm以下の場合は天}I ・

板をその rll に切断し、 '1' 伐の1立; 丘でヒ ッ ト天 j .l: の，&llii

から型j寸法に釘またはスクリューピスでft{ め付ける 。

(4) 目 J也

長手方向の継目は突付けまたは金属性ジョイナーで処

理! する 。

・標準施工図 ( 図 ー l 参! ! 日)

"・・

ノ

ム

/

図ー 1 標準施工図( チヨダヒ ッ ト天井)

B  チヨダ有IJ !I.¥天Jj:

. li 血工仕機

(1) 下 地

下地は木造下地とする 。策 または吊木受けから吊木で

!l! Hまを取り付ける 。型Hまの I::J 隔は 455mmとする 。

(2) JJJI 工

切断は' ; j L! f i 1J 丸皇居、ナイ 7:' !r を則い、仕上げはヤスリま

たはサンドベーバーを用いる 。

(3) 取 { 十

( イ) チヨダ拘I胤天 )1の小端を笠に W;li させ、縦伐と 9!Hま

とを円かすがいで 455mm! l i ! 隔でf { { め十l ける .

( 司チヨダ利胤j CJI の縦伐のf ，Y; に腐実 ( "vi ( ! ; ' H日鉄板、

不? M'1 1041 号) をさし込む。 2 枚目の天井似のt : f ; f伐 の

挑に先の廠: A をさし込み、目地 11I ( 8  mm) を訓核した

後、縦伐と型Hまとを日かすがいで取りイJ ける 。

以後同僚にして 3 枚目以降を取り付ける 。

付 ＱＱｾ ＱＩ じまいは ｾｬ ｊ 1) 付け巾が 440mm以下の場令は尺 J I

板をその 11I に切断し、 "T校 の 位 iEて'天 井似の .;</III から

型H*に$f で切め十j ける 。

(4) 白 地

(イ)円 地似Ｈｊｬｩｬｾ Ｉ は、， ｮ 色 ｾｅ 鉛鉄板 Ｈ 不燃 ｾ Ｑ ＰＴＱ サ、

厚さ 0. 28mm) をi!t mする 。

( ロ) 長手万1('1の 11 j也は突付けまたは金阿佐ジョイナーと

する 。

・棟割高施工図( 図ー 2 参照)

"・ノ

図 - 2 標 準 施 工 図 ( チヨダ和風天井)

. 木桟イ寸きで準不燃材料に認定されている 。

チヨダヒ ッ ト天井

往; s t 大臣認定 ijlJ 不燃( 倒 ) 第2447号

チヨダ相l風天 )1岨

ill 設大隠認定 機不燃 ( 例) 第2448号

- おわりに

上 J 己の 2 ，[/， nの詳細iは、上記の会社まてf卸IIIJ い令わせ

下さい .

建材委員/ 藤川 懇 〈例日本 ill 築総合ぷ験所 〉



高層住宅用集合排気に

翼理論を応用した自然換気の画期的製品

･ＴｅｏｕＲＳｚｵｧＭｅｖｚｒ 亨ｾ

⑬長谷工不動産 矧 機材部
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(0 3)  5 8 6・5 7 6 1 (0 6)  2 2 2・0 3 5 0



建 築 と 社 会

二L

ニュース I血縞をお送り〈ださい.

駅 舎 再 開 発 シ リ ー ズ ー 5 一

国 鉄 三 ノ 宮 駅 改 良 計 画

符 サー ビ ス が向上するよう重苦悩する計阿である 。

特 に 西 日 は 阪 急 と の 接 続 口 で あ る た め 泌 総 が 1 ¥' し

い。 幸 い 阪 急 で も 改 良 の 計 画 が あ り 、 こ れ に 令 わ

せ て 改 良 す る 計 画 で あ る 。 新交通、! ム・場を含めて

「人 11¥).r. ll di 神 戸 J の 顔 に ふ さ わ し い タ ー ミ ナ J レを

1- 1  指し て いる 。

3  . タ ー ミ ナ ル ピ ル 計 画 概 要

ン ド へ の 交 itu機 l聞 と し て 新 交ituシ ス テ ム の 羽 入 が 1  ) 波 紋

計 画 さ れ 、 底 鉄三ノ 町 駅 の 駅 前 広 場 へ の 来 り 入 れ 主II 物 地 下 211皆、地上11階

1 . 三 宮 地 区 の 現 状 と 都 市 計 画 が 52AJ 三 に 決 定 さ れ た こ と か ら 、 駅 舎 改 築 計 画 が 一

三 宮地 区 は 商 業 、業 務 、 レ ジ ャ 一 等 の 施 設 が 集 中 5zt に 具 体 化 し 、 物s目s販売、ホテノレ等を持った有機

し、神戸市ならびに周辺昔11 を含む神戸者11 市 闘 の 中 的 タ ー ミナノレを他殺することとなった。

心 地区 を 形 成 し て い る 。 交 通 機 関 も 国 鉄 、 阪 急 、 ターミナノレピノレは地下 Ｒ 階から地上 Ｒ 階が ｬ［ｬｩｾ ｩｉ￬、

阪 神 ( 相 互 乗 り 入 れ で 神 戸 商 述 、 山 陽 ) の 各 鉄 道 3 階 が 飲 食 街 、 4 附はホテノレフロント ・ロビー、

が 乗 り 入 れ 、 動 脈 の 役 割l を 来 た し 、 駅 周 辺 に は パ 5 階が機械室、 6 附 か ら 11階 は 約 250釜 の ホ テ J L)

ス が 分 散 で は あ る が 乗 り 入 れ 、 者11心 と し て の 機 能 で、 1 附 に は 幅 15 mの コ ン コ ー ス が 巡 る 。

を 充 分 に 満 足 し て い る 。 そ の 利 用 答 は 約3 8 - 4 0万 ターミナルピノレ来1111) に 隣 按 し て 新 交 ituの 駅 合 が 他

人/ 日である 。 設され、 211併 の ベ デ ス ト リ ア ン デ y キで接続し、

都 市 機 能 が 進 み 、 高 度 化 す る に つ れ て 、 ひ ず み が タ ー ミ ナ ル に ふ さ わ し い 形 態 と す る こ と に し た 。

生じてきたため、 神 戸 市 で は 21i ! ! : 紀にむけて「人 この処足立と 1，; )時に 、 駅 前 広 場の 絡1111J を行な う。分

!日l都 市 神 戸の必本織犯! J を策定し、これに基づい n文しているノ 〈ス来降場を広場内に自己し、パスター

てす「らしい都市づくりを進めている 。 これによる ミナノレとして平IJIT) : t i の似を図り、有効利用 ・安 全

と 、 当 地 区 は 中 央 都 市 制I ( 箕 谷 一 新 神 戸 一三 宮ー の 而 か ら 広 場 の 立 体 化 を 検 討 し て い る 。

ポ ー ト ア イ ラ ン ド ) と し て 位 泣 づ け ら れ 、 都 心 の ま た 、 高 架 下 部 分 も 、 旅 客 販 売 施 設 を 集 約 し 、 旅

fi -絡 を 形 成 す る と と も に 、 高 度 利mを 図 り 、 に ぎ

わ い の あ る 空 間 を 作 り 出 す こ と と し て い る 。

こ の 計 画 に そ って 、 三 ノ 抗 駅 周 辺 は 市 街 地 改 造 計

画 が 折 々 と 進 み 、 サ ン プ ラ ザ 、 セ ン タ ー プ ラ ザ を

中 心 と し た 駅 南 西 地 区 に そ の 成 米 を み ょ っ と し て

いる 。 ま た 駅 東 地 区 の 改 巡 計 画 が こ の j文 災 地 の 述

びとな っ た。

一 方 、 神 戸 市 は 世界 的 な 港 湾 都 市 と し て の 施 設 が

築 制 し て お り 、 さ ら に 効 率 的 な 機 能 を 隊 保 す る た

め 、 ま た 新 し い 都 市 空 間1の 創 造 と し て 、 国 際 色 泣

か な ifit 上告11市 、 ポ ー ト ア イ ラ ン ド のill 訟 を 進 め て

お り 、 地 問 機 能 は す で に 活 動 を 開始 し て い る 。 完

成 は 56年 れ の 予 定 で あ る 。

2  . 開発 計 画

こ う し た 1' f 訟の中て¥国鉄三ノ; 町駅はl I ( l fll 5 年 に

建設された Ｒ 階 ｭ の低層主 ｬｬｾ て｜周閉の日 ｪ 脅ピノレ

群 の 中 でl時代巡れが目立ち、地元からの袈さをもあ

って 、 科11日発の W，淡を iffi め て い た 。 ポ ー ト ア イ ラ

ill 物 I倒的 が) 1， 720m'  

主Elfii 干') 't ｾＡＧｊｬ Ｖ ， ＸＴＰｭ Ｇ＠

2  ) 似 ITI 区 分 I師航

コンコース キｾＩ 4 6 0 m'  

ホテノレ k'(J 5 ， 700m'  

州市I i ( 合 飲 食 ) ，f，(J 5 ， 200 m'  

そ の4也 約 5 ，4 8 0 m'

3  )  ユニJUI

泊二l二( 駅 改 良 ) 目白手1154正1三2 J) 

Xi  [ 予定 ( ! I J ( ビノレ) H召手D541jo 8  J) 

IJ fJ ｾ匙予定 11百平日56正P 3  J) 

4  ) 処設' ! ' ( ま(J 50f:i Hl )  

5  ) 設 al 監 理 国鉄大阪工 Ｇ Ｉ ｾＩ Ｂｊ

6  ) 地 主 同 欽 ・三: : " ，ターミナノレピノレK_K_

安4 文献 人11I J都市神戸の基本計l苅担，. ，; di 

守回 ｾＯｉ Ｚｅ ｉｾＢ Ｇ ｩｩ￭ｦ 大阪工 ＧＱｾＱ［ ， ｪ 調査諜

昭 和54年 度 ( 第 10回 ) ビ ル 緑 化 表 彰 決 ま る

大阪市では右上年、 *，k をとり入れたピノレや 7 ンショ ンの 中 で 特 に i必禿なものを JA移し

ています 。今 年も Ｕ 月 ＱＹ 日に住吉区にある阪和記念館をはじめ、 Ｙｬｾ がｾばれまし

た。 ま だ ま だ 紋 が 少 な い と 言 わ れ る 大 阪。快適な百11市 生 前 を 送 る た め に 、 欠 か す こ

と の で き な い 紋 を 、 こ れ か ら も み ん な で 育 て て ゆ き ま し ょ う 。 で は ス ペー ス の 関 係

上 、 表 彰 作 品 2 ，山の写真を紹介します。

事:1'f. fl /;i r，日大' i ' : :I' ，併教J支のl則U 銀太郎氏をはじめ、

大阪 di からは rli J l 室長、公園局長、建築局長、その

他緑化委以 の中から委蝋された万" .

阪和記念会館
2 陥 "' 1-，¥

昭和54年度

ピル緑化表彰施設 ( 9件)

昭和54年度

ピル緑化・ 設計者表彰 ( 7 件)
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マイ・フォト

* 老 人 。

原径一郎/ 大阪市建築局

アメリカの111社会は、I I i で行き

合いJ l tり合う場を傘 ってしま っ

た。 しかし、ヨーロ y パの町内

在人たちは、かたくなに中世以

来的広場の判官l を保持している

ようである .

読者の頁

... おしゃ べ り好きのイタリーの在人たち. ミ ラノのピ ットリオ エ7 )l エレ ・アーケ

ードの下で、米φ しなく議論は絞< .  

企 パリのシテ ';:j を1'f jil に、画摘ささんと訴込んて・いる之人. 日が必れるまで訴は尽きない械チである .

読 者 か ら の 手 紙

「 法 令 コ ー ナ ー 」 は 切 り 取 り で き る よ う に し て ほ

しし、。できれば奇数ページにしてほしい。 ( 番 号

順 に し て 左 と じ に 使利 である。)

田 中 信 一/ 枚 方 市 長 尾 台

大 阪 市 の 今 後 の 住 宅 施 策 の

方 向 に つ い て

大 阪 市 建 築 局 企 図 室

坂 署佳品券

広 瀬 正 秀

1171;1'lI 53年 11 月 に 大 阪 市 住 宅 審 議 会 よ り 、 今 後 の 住

宅施策の" 1i (0'1に つ い て 答 申 が な さ れ ま し た が 、 こ

こでは、その ＷｔＱ ［｣ となった大阪市の住宅 ｾｾｴ ，Ｇ Ｂと人

口動態について概叙するとともに、答' ，1' の 主 な 内

容について似介します。

1  大 阪 市 の 住宅 事 情 と 人 口 動態

大阪市においては、戦後、住宅往設の: i if i . t ! Pの紡来、

昭和 ＴＳ 年には住宅数が也Ｚ［ｾ仔数を上回り、住宅は ￭ｩＱ

Ｈｉ Ｏｾ には一応の充足をみたといえるが、質的な而で

は 未 だ 十 分 と は い え な い 状 況 に あ る 。

ま ず 既 存 住 宅 に つ い て 現 状 を み る と 、 l滅的 住 宅 や

H併 1130年 代 に 建 設 さ れ た 住 宅 が 多 〈 、 こ れ ら の 住

宅 は 、 税l時 点 て み れ ば 鋭 校 、 設 備 な ど 質 的 な 1m で

十 分 で な い た め 、 老 朽 化 し た 笠宮蕊の 1¥'11111がe( ; ・しい

など純々の ｉ ｉｾ｝ 泌 を生じている。また、新設住宅の

状 況 を み る と 、 住 宅 の i7. t 的充足にもかかわらず、

市 民 の 生 前 水 飴 の 向 上 に 伴 う 質 の 而 で の 袈 求 が 'j !11

い た め 、 良 質 な 住 毛 に 対 す る お 裂 は 依 然 と し て 多

く 、 最 近 て 壮 年 Ii ¥J 3  - 4 万 戸 の 建 設 戸 数 と な って

おり、そのい ｌ ￬ｉｾは Ｗ ンンヨンなど分線住宅の他設

が 多 い こ と が 枇 近 の 傾 向 て ¥ 約 半 数 が 持 家 と な っ

ている 。 こ の 新 設 住 宅 1 戸 当 た り の 平 均 鋭 校 は 既

存住宅より大きく、全体の水準向上にＪたす役 ￭ｾｱｊ

は大きいが、一方、言H ' i や分線価i桁 はかなり t )j 'Mi

化 す る 傾 1101にある 。 さ ら に 、{ 五郎境の現状をみる

と 、 道 路 、 公 園 、 下 水 道 を は じ め 、 教 育 施 設 、 医

療地設、町時 f V i 也設など、市民生活に必裂な胎i 設 の

強制li が 進 み 、 ま た 、 公 害 対 策 の .i l HTに よ り 、 大 気

汚 染 な ど の 公 害 も か な り 減 少 し て い る が 、 今 後 も 、

よ り 一 層 の 充 実 が 必 袈 な 状 況 で あ る 。 ま た 、 低'fl

な住宅が宅金J処 し て い る 地 区 や 、 住 宅 と 工 場 が il i¥イE

している地区など、ｦＺ ｖ［ｬ 筑の終 ｦｾｩｩ 、改善が必裂な

地区が数多く存イE している 。

一 方 、 大 阪 市 の 人 口 は 、 昭 和40年 の 3167; 人 を 戦

後 の ピ ー ク と し て 以 後 減 少 に 転 じ 、 H召利53年 の 推

計 人 口 は 270万人となっている。年令} 05) 1] に み る

と o - 39. . ! の 年 令 J0 が 減 少 し 、 特 に 15- 2 4 ..! ーの J 0

の減少が- ( ; - しい。 40. . t 以上の J0 は 概 ね 附)JII してお

り、全体として人口の高齢化が進んでいる 。( 図 参 l附)

2  今 後の住 宅 施 策の 方 向

fl ?H1I 52年 3 Hに 大 阪 市 基 本 構 恕 が 定 め ら れ 、 こ れ

に 基 づ き 策 定 さ れ た 大 阪 市 総 合 計 闘 で は 、 IIll f[ 165

年 を め ざ し た 新 た な ま ち づ く り の 回 線 と し て 、

ｬ 快適な生前ができるまち Ｑ 、 ｬ 広滅的な役 ｬｾｊＧｊ を来

た す ま ち 1、 l 新 し い 文 化 を つ く る ま ち 1 をぬげ、

業務機能と} ，I; .住 機 能 の バ ラ ン ス の と れ た 300万 人

都 市 を 、 本 市 の 将 来 像 と し て 示 し て い る 。

企 アメリカ ・サン 7 ランシスコの超高府ビルの 1 F - B  1にかけ ての公関空地。主人たちがベンチで防なたぼっこをしながら こ の 目 棋 を 達 成 す る た め に は 、 住 宅 施 策 は 欠 く こ

時lill をつぶしている 。例人主義の徹底しているお[ i i ] 柄からか、乏人たちは、皆、孤独て' あふ とのできない重姿な施策であり、# 1 . 行の本市の住

20 
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名古血策の全般にわたり、そのあり方を 見 直 す と同

時 に 、 今 後 の 方 向 づ け を 行 う こ と は 極 め て 重 姿 で

あ る と 考 え ら れ る 。 こ の た め 、 昭 和52年 10月 に 大

阪市住宅著作談会( 会長 中 尾 正 平 ) に 今 後の 住

宅 施 策 の 方 向 に つ い て 諸問 し 、 熱 心 な 討議の末、

昨 年 11 月 に 答 申 が な さ れ た 。

こ の 答 申 に お い て は 、 現 在 ま で の 本 市 の 人 口 の 動

態 、 人 口 と 住 宅ZI';ti 'i な ら び に 人 口 移 動 お よ び 収 入

階 層 か ら み た 住 宅 街 嬰 を 検 討 し 、 こ れ を 踏 ま え て 、

今 後 の 本rl，の住宅施策の諜泌を市民の居住水準の

- J習の向上と人口の: TM JII を図ることにあるとし、

従来の各般の箆婆な施策に加えて、今後特に. m 点

と す べ き 住 宅 施 策 の1f l t ) として 6 つ の 柱 を 制 げ て

お り 、 そ の 概 要 は 次 の 通 り で あ る 。

(1) 人 口 の 市 内 定 着 を 推 進 す る

人 口 の 高 齢 化 がiifj んでいるが、今後、本r I l におい

て 、 年 令構 成の 均 衡 を 図 り つ つ 人 口 を 増 加l させる

ために、近年転入が大中高に減少している 18オ - 2 4

オの若年J ¥3 の転入を促進するとともに、 25オ - 4 0

オ 前 後 の 年 令 層 の 転 出 を く い と め 、 さ ら に 転 入 を

図り、市内での定うむを 推 進 す る 。 若 年 j替の 転 入庁i

加 を 図 る た め に は 、 応 用 機 会 の 作i大 を 図 る 施 策 が

特 に 必 婆 と 考 え ら れ る 。 25才 一 40オ 前 後 の 年 令 j習

の移動の笑態をみると、新婚世帯干が適当な家H と

規 模 の 住 宅 を 求 め て 転 出 し 、 ま た 夫 婦 と 子 供 の 撚

準 世;M; が 良 質 な 住 宅 と 良 好 な 住 環 境 を 求 め て 転 t:H

す る も の が 多 い 。 今後 、 こ れ ら の 世 帯 の 市 内 定予む

を進めるための住宅地策は、極めて霊安である。

(2) 良 質 な 住 宅 の lLtf: e- J 拡大と住み替えの促進を図る

人 口 移 動 の 尖 悠 を み る と 、 居 住 水 準 の 向 上 を 図 る

た め 、 良 質 な 住 居 を 求 め て の 移動 が 多 く 、 こ の Jj;(

因 と し て は 、 本 市 の 既 存 住 宅 に は 、 現 時 点 で み れ

ば規桜、設イi，ii 等 質 的 な 而 で|問題の あ る も の が 数 多

くあり 、市 民 の 生 活 意 識 の 向 上 に 十 分 に 対 応 し え

なくな っ て い る た め で あ ると考えられる 。 従 って 、

今後、人口の市内定予告を図るためには、市内にお

い て 迎 正 な 居 住 水 準 が 確 保 で き る よ う 住 宅 ス ト ッ

な っ七 いる 。 こ の た め 、 今 後 は 、 中 間 所 得 者 層 お (3) 収 入 階 層 に 対 応 し た 施 策

よ び 低 所 得 者 層 を 重 点 に 、 そ れ ぞ れ の 住 居 背 負 組 中H-¥J 所 初 者 J0に 対 す る 施 策 と し て 、 分 泌 住 宅 に つ

能 力 を 考 慮 し て 住 宅 供 給 を iifj め る べ き で あ る 。 い て は 、 公 社 分 譲 住 宅 の 融 資 条 件 の 改 普 、 民間分

(4) 住 環 境 の 諮 備 を 推 進 す る 浪 住 毛 へ の 公 庫 融 資 の 拡 充 等 に 努 め る 。 また、1 ' (

人 口 移 動 の 笑1m . をみれば、住宅および環境を要因 貸 住 毛 に つ い て は 、 公 団 住 宅 家 賃 の 大 都 市 に お け

として移動する世 ［ ｾｗ が多〈、それらの也Ｚ者 ｩＮ は良質 る特別 な縫滅的置を主計fi す る と と も に 、 市 営 特 定

な 住 宅 と と も に 、 住 宅 を と り ま く 良 好 な 環 境 を 強 賃貸住宅の建設を進め、さらに、 l._;I HI 住 宅 に 対 す

く求めている。一方、本市の住Ｚｅ ｾＱ 境の王礼状は必、ず るll JJ1武fI日l伎 の 改 普 、 拡 充 を 区l る。

しも十分でなく、今後、快適で手11似 性 に 白 ん だ 住 低 所 利 者 JOに対する公的焔策としては、 公 常 住 宅

環境を主主備し、人口の市内定泌を図るためには、 が適切J と与えられ、特定目的住毛の供給の椛進、

公 害 対 策 の 推 進 、 公 共 施 設 の 税 制IJ 等 の 施 策 を 進 め 三世 代 家 紋 向 け 住宅 の検 討 、 出 家1. 1: 対策の 同 へ の

るとともに、住宅施策においても、住毛建設と1 i t - 要望書写が必袈である 。

せ て 住 環 境 の 務1sii を 推 進 す る 必 要 が あ る 。 (4) 住環境の格制H

(5) 住宅の計画的立地を図り、級住近: 践を進める 低 質 、 老 桁 住 宅 の 'ifiJ 荘 地 区 に つ い て 、 住 宅 地 区 改

本市の畳間流入人口は、 ｕｾ ｪＺｦ日 ＵＰ 年で ＱＲＱ 万人にお 良 事 業 を 推 進 し 、 ま た 、 住 宅 の 老 朽 化 が 進 行 し 、

よ ぴ、 そ の 居 住 地 は 年 々 巡 附 化 し て い る 。 また、 生 前 側iili 施 設 の 不 足 し て い る 地 域 に つ い て 、 住 以

下li 外転出 に 伴 い 通 勤 H寺11¥] は 大 仰 に 延 び て お り 、 こ ｴｊｾ 務 Ｑ Ｑｩｬｩ ＼Ｇ ｆ 撲の折 Ｈ ［ 進を図る 。 また、 ｻ 才一工 ｩＱｴＱ Ｑ Ｚ 地域の

れは、様々な社会的、イ ｉｾｉ 人的行 ｬ 失を生み出してい 強制l J を図るため、総合的手法の検討を進める 。

ると考えられる 。 今 後 、 戦 住 近 接 を よ り一 層 推 進 (5) 住 宅 の 計 間 的 立 地

することが重要であり、交通機関の強制I i の状況や 都 心 部 、 初 心 に 隣 接 す る 地 域 お よ び 周 辺 部 に お い

就 業 地 の 分 布 等 を 勘 楽 し 、 地 域 に 応 じ た 計 画 的 な て 、 そ れ ぞ れ の 地 肢 の 状 況 に 応 じ た 計 間 的 な 住 毛

住宅立地を図りつつ、住宅主l ¥設を秘極的に推進す 建 設 を 進 め る 。

べ き で あ る 。 (6) 安 全 な ま ち づ く り の 推 進

(6) 安 全 な ま ち づ く り の t{ (; 進 を 図 る 住宅の不燃化を促進するため、必袈なえJ . l . l I i ll お よ び

1.; i : l ' 包の不燃化は年々進んでいるが、依然として悦 助 成 策の拡充を 検討する 。 ま た 、 以 災 対 策 の一 以

存住宅の大半が木造であり、これらが官官J ; R した地 と し て 、 広 域i山知地周辺やilli 縦 断 沿 道 の 住 宅 の 不

区 や 、 住 宅 と 工 場 等 のm.. 荘 地 区 が 数 多 く 、 火 災 等 燃 化 を 図 る と と も に 、 大 規 悦 住 宅IJH発に際しては、

の日焔災害や地良に伴う大火災害年が発生する危険 ｾ燥地としての強制 ｈ に ｦｬ Ｂ 極的な役 Ｚｬｾｉｊ をよ社たすこと

性 が 高 い 。 従 っ て 、 今 後 供 給 す る 住 宅 は 、 火 災 、 が望ましし、 。

風 水 害 、 民 災 等 の 災 害 に 対 し て 安 全 で あ る と と も 4  昭 和54年 度 に お け る 本 市 の 住 宅 施 策

に、者11市全体の防災性能の向上に若干与する必要が こ れ か ら の 本 市 の 住 宅 施 策 は 、 大|坂rli 法本椛1 J _t、

あろう 。 総: 令at 聞の笑王JL を 目 指 し 、 ま た 、 大 阪 市 住 宅 審 議

3 当 面 の 施 策 会答申の主旨を尊重しながら推進する必，ｾＱＮＡＮがあるが、

ま た 、 こ の 答 申 に は 、 今 後 の 住 宅 施 策 の 方 向 に 必 本 市 の 厳 し い JFI ｪ 也 ｾ ｉ ｾｴｩＧｩ のもとで住宅主ｬＡ ￤ 止を進め、

づ き 、 当 面 実 施 し 、 ま た は 検 討 す べ き 施 策 が 示 さ あわせて住環境の強制Hを図るためには、 l_l ¥l の必ブJ

れ て い る が 、 そ の 主 な も の を 示 す と 次 の よ う に な なmJJJJ と、民附や日本住毛公団などのエネノレギー

って いる 。 を十分に活用して、工場湖、地等を 平IJJ 日した大) . J . I . 似

(1) 新 婚 世帯 お よ び 標 準 也 刊 の 住 宅 前 袈 へ の 対 策 住 毛13日発、再開発卒業に際しての住宅雄設、 r! i 営

新 婚t針 if に対し、良質な賃貸住宅を適当な家t ' i ゃ の 木 巡 住 宅 や 簡 易 耐 火 住 宅 お よ び W l¥J の 低 質 、 広

敷金で供給するため、民/ i ¥J 1Zn住宅への助成策や、 桁住宅の主l ¥符え 苦手 を 強 力 に 推 進 す る こ と が 似 め て

小鋭校公営住宅の限定募集、 m営 特 定n貸 住 宅 の 重 要 と 巧ーえられる 。

建 設 の 検 討 を 行 う 。 ま た 、 比 較 的 低 仙If告の持家の こ の た め l昭和154年 度 に は 、 こ れ ま で の 住 宅 地 策 に

取得を容易にするため、 <1"古 住 宅 の 購 入 資 金 融 資 加えて、新たに、大淀区の淀川| リノ 〈ーサイド地 区

の拡充や、公社分譲住宅の建設を検討する。 に お い て 水 と 紋 を と り 入 れ た 快 適 な 住 宅 地 の |刑事E

絞首忠世帝に対しては、鋭絞め大きな住宅の供給を に治手し、住宅建設と道路、公凶ミ干の公共砲設の

進 め る 必 要 が あ り 、 公 的 住 宅 の 鋭 棋 のJ広大と、民 強制Hを 総 合的 に 進 め る と と も に 、 広 域 避 難 地 と し

H¥J 住 宅 へ の 公 庫 融 資 の 拡 充 に 努 め る 。 また、 1 戸 ての強制も行う ニ予定である 。 ( 写真参照) また、

辺 住 毛 へ の fJ (i 婆 に 対 応 す る た め 、 中 高 層 住 宅 の 供 新 妨 世'm: の 市 内 定 着 を 図 る た め 、 公 営 住 宅 お よ び

給にあたり、 1 戸 建 住 毛 の 良 さ に 代 わ り う る 内 谷 特 定1t n住 毛 に お け る 別 枠 募 集 や 公 社 分 泌 住 毛 に

な ど を と り 入 れ た 居 住 性 の よ り 22かな新しい者11市 お け る 勤 労 者 向 け 卸 金 融 資の 手IJ 率 の 引 き 下 げ を 笑

型住宅を研究検討する。 施 す る こ と と し て い る 。

(2) 良 質 な f主毛の ill 的 拡 大 と 住 み 待 え の 促 進

新 た に 良 質 な 住 宅 を 大il1に 建 設 し て い く た め 、 淀

ク全体 の水準向上が必要である。そのためには、 川 、 大 川 沿 岸 の 工 場 跡 地 等 を 利 用 し た 大 規 桜 住 宅

十 分 な 鋭娘、 設備 を有する 良 質 な 住 宅 の 大 訟 の 新 開 発を 初 優 的 に 推 進 す る と と も に 、 市 街地再 開発

規 建 設 と 、 既 存 住 宅 の 建 替 え お よ び 改 普 を 和 極 的 事業に際しての住宅主主政、 j災地主干の 計 画 的 開 発 な

に進めるべきである。 どを進める。

(3) 適 正 な 住 居資: t J . 組の も と で 住 宅 供 給 を 進 め る また、住宅の: w : 的拡大が可能な公営木造住宅およ

住 宅 お よ び 環 境 を 要 因 と す る 人 口 移 動 に お い て 、 ぴ 簡 易 耐 火 住 宅 の 建 替 え を 推 進 す る と と も に 、 民

転 出 は 市 内 移 動 に 比 べ 、 低 所 得 者 層 が 少 な く 、 中 日¥J の低質、老朽{ 主毛の主l ¥替えに対する促進策の検

問 所 得 者 層 以 上 の 層 が 多 い 傾 向 に あ る 。 住宅首位世 討を行う。

'府率 や 住 宅 困 窮 也』帯 率 は 、 低 所 得 者 層 が 故 も r.:; い さ ら に 、 住 み 替 え の 促 進 を 図 る た め 、 住 毛 情 報 の

が、中 間 Ｑ 所待者 ｪ 習 においても、それに劣らずｾ Ｚｾ <  総 合 化 の 方 策 を 研 究 す る 。

淀川リバーサイド地区現況写真
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⑪ルーフドレイン普及型シリーズ

普及品ならびに工夫品

B O・1 A型 ( 陸屋根用)

BO- 1 N 型 ( 中継用 )

BO- 1 B型 ( 庇用)

S OP D- N型 ( アングル型)

普及型シリーズとして発売以来、大

好評の ( 8 0- 1型〉シリーズ。安いだけで

はベストセラー商品にはなりません。

⑪ ブランド ならではの工夫がそこ ・こ

こに散りばめられ、グレ ード を落とさ

ずに価格を下げた快心作なのです 。

① 合理的な製品設計

②合理的な製造計画

③ 施 工 面 でも普及品といえる「工法を

選ばない」オールマイティ 型を実現

④ しかも⑪ ブランドとしてのグレード

を維持。

⑪ 部 長 笹 川 鋳 主 所

本 社/ 東京都千代田区神田 淡路町 1 - 2  f i ( 03)255- 4051 ( 代)

大阪営業所 公 ( 06)315 8900( 代) 横浜営業所 f i ( 0467) 78- 3235

工場 合 ( 0482) 22- 5175( 代) 第 2 工場



財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 だ よ り

昭和54年度 試験施設整備拡充について

当 ii J f は本年度主として工事用材料| 刻係試験， コ ン ク リ ー

卜 関 係 試 験 並 び に 一 般 建 材 関 係 の 試 験 地 設 を 強 制IJ 拡 充 い

たします 。 ｾＱＱｩｩｩ 貨は総額 ＵＳ ， ＰＰＰ 千ド Ｚｊ ( 予 算 ) て 二 そ の 概

裂 を * 誌 紙 上 を f廿 リ て お 知 ら せ い た し ま す。

工 判 fJ 材 料|品l係 試 験 Jj 也設の生涯イ1mと し て は ， 昨 年 度 本 所 工

・]I-m材 料 試 験 室 を 必1i 1 i ，して業務処却の迅述化をはかりま

し た が ， 本 年 j立ーは堺分室に 100 l  1耐 圧 試 験 機 を 新 た に 1

f i l f l 設 し ， 分 室 の 業 務 処 理 の 迅 速 化 を は か り ま す 。

こ の 試 験 機 は 枇 も 受 託 件 数 の 多 い φ 10 0 X h  200mmの コ

ンクリートＣｾ試体の圧縮強度試験専問としますので ， ｉＺ｣ｴ

i1止の 100 l 耐 圧 試 験 機 に よ り ， 今 ま で 堺 分 室 で 出 来 な か

っ た コ ン ク リ ー ト の ヤ ン グ 係 数 iJII J定 お よ び コ ン ク リ ー ト

プ ロ ッ ク の 試 験 等 も 笑 泊 す る 計 画 で す。 待11利 用下さし、 。

コ ン ク リ ー ト 関 係 試 験 施 設 の 強 制li と し て は ， コ ン ク リ ー

トｊｬ ｈｲｾｦ 日材試験等コンクリート試験を年 ｉ｛ ｜ ｊ を通じ常時行

う こ と が 出 米 る よ う 既 設 コ ン ク リ ー ト 作 業 室 ( 本 所 ) を

恒 沿 | 立 温 室 に い た し ま す。

ま た ， 一般建材| 品l係 試 験 機 株 に つ い て は ， 従 来 終111i l され

て い な い た め ご 迷 惑 を お か け い た し て お り ま し た が， 本

年度はその必備 Ｎｷ Ｑ ＵｾＡ をはかり試験可能項目をふやします

従 来 皆 綴 か ら 袈 裂 が あ リな が ら お 'J 卜受 で き な か っ た 試 験

m闘 の う ち ， 材 料 の 劣化 試 験 機 を 主 に 必Iliii し て い き ま す

そ の他， 既 存 の ミ ニ コ ン ピ ュ ー タ ー の メ モ リー を 現 在 の

2 倍 に す る 他， デ ー タ ー タ イ プ ラ イ タ ー の 出 力 を 3 倍 に

ス ピ ー ド ア ップ し ， 試 験Jtll 問 の 短 縮 省 プJ 化 を は か り ， 皆

織 に よ り 一 層 の サ ー ビ ス を い た し ま す。

以 下 に 本 年 度t剖 li i I する主な試験機総の仕様， 用 途 お よ び

線 働 予 定 を 表 記 し ま す 。

な お ， こ れ ら の 機 器 に つ き ま し て は ， す で に 稼 働 し て い

る も の も あ り ま す が， 本 年 11 月末q : j までにはすべて綴働

す る 予 定 で す か ら ， 既 存 設備 と も ど も ご利 用 い た だ き ま

す よ う お 願 い 申 し 」ニげます 。

「 コ ン ク リ ー 卜 工 法 に 関 す る 指導 要 綱 」 に

基 づ く 昭 和5 4年 度 指 定 研 修 実 施 予 定

・工 4下院理者 ・工 ιJ ' ，: 施工管迎者に対する指定研修

昭 和54
i 1'- 度 第 2 回

11寺 昭 和54年 度 10 月 2 日( 火j ・3 日休)

郁l 日 と も 午 前 911寺 か ら 午 後 4 時 ま で

( た だ し ， 受付ーけは 8 時 30分 か ら )

場 所 大 阪 市 天 土 寺 区 上 汐 IIf[ 5  - 25 

大 阪 府 中 小 企 業 文 化 会 館 ( 大 泌 立 )

定 μ 5 0 0名

現イ1:受 付 け を 行 っ て お り ま す が . ま だ 相 当 空 席 が あ り

ま す の で ， 受 議 ご 希 望 の 方 は 当 所へ お 申 込 み 下 さ い 。

・ コ ン ク リ ー ト ポ ン プ の 圧送 従 事 者 に対 す る 指 定 研修

日H与 お よ び 会 場 は 未 定 で す が， 主ILイE 昭 和 54年 度 第 1 回

目 の 研 修 の 申 し 込 み 受 付 け を 行 っ て お りま す 。

・ 研修 免 除 申請 受 付

H召利54年度からは| 趨H寺受付 け を 行 っ て お り ま す の で お

1/ 3 し込み下さい 。

ご 不 明 の 点 は 本 所 業 務 室 ( 06- 872ー0391) ま で お 問 い

合せ下さし、 。

名 称 仕 機 主 要 用 途

( コンクリート 試験Z関E係室)  

既設コ ンクリート作

空調設備 面積 174m' i:':'l _立 20:t 2  ¥; 主としてコンクリート

温度 65:t 5  %  試験用

コンクリート誕生水槽

恒温水循環装置 温度 20土 I 'C 自動制御 テストピースの誕生用

(一般建材試験関係)

ダ ン ベ ｊ レ打抜 ｒｾ ハンドル式
コ・ム，軟ト等質のプ試ラスチッ7

ンー 験片銭断

用 (J IS K  6301他

ギヤ一式. t 化試験機 内法寸法 50cm X  60cm X  50cm ゴム プラスチ ック等

温;度料枠範囲 . 常転温 - 250' C 
の温度による劣化試験

試 の回 6  - 8  rpm 用(J IS K  6301，A  6∞8， 

A  6021他)

オゾン劣化試験器 試験槽寸法: 50cm X  50cm X  50cm 
有機材料(JのI耐オゾン性

オゾン発度生1支装置 ; オゾン灯
試験用 S  A  6008， 

オゾン iA ・20pRpm2+~4個lO1℃50)  ppm 
A  6021， K  6301他)

試験槽 i品 (  R  T  +  IO'C )  - 60' C 

試料数動的試験

60- 100(U X  16側mm

』格的試験 30例

70X  120mm 1/

記

11

張録尊計

1

付

0 - 100%  

オゾン濃度自動調節

ドラ 7 トチャンパー 外形寸法・ 120cmX 75cmX 210cm 防水工事用アス 7 7 ル

内装 ・鉛製
ト等の試験用

温水噴霧試験機
噴霧発生方法噴霧浴方(5式O¥; 

メッキ，塗膜等の耐食

試験温度 : 35'C  :t I 'C  (50¥; :t I  'C )  性試験用

試験片取付部面積 ・90X 60X 5Ocm J IS K  5400他)

試験片 50X 70mm) 保取持付角数l  

5¥; 48枚

11 30'C  30校

デュポン式{ 街幣試験機 務下向さ 5cm- 50cm ( 5  cmとぴ)

塗J料IS等Kの5衝40撃0他試験用

聖書芯 : X '  X'  x.' X'  xs' 半後)

受丞台 ・平ifii X '  %.' X '  xs' 

錘 ・300g 500g 1，000g 

金1真j有鉛1在日| かき試験機 試料板 150X 100mm 塗膜の鉛首E引かき試験

負荷量 0 - 1，000 g  ( J IS K  5401)  (J IS  K  5400他)

石油アス 7 7 1レト針入Iil' 試 針入l主計 ' 侵入の深さ O_l m. まで測定 シーリング; f ; t ，7 ス7

験器 可能 アルト等の針入Ii l :試験

針 ・ステ ンレス綱 直径 l ート 02. 0 用 (JI S K  2530)  

長さ 50土 1. .

試料容器 : 内径約55醐

深さ約35mm及び内径70m.

深さ(約S50Kmm2の80金8)属製平底円

筒 JI

インストロ ン 温度範囲 - 20:t I  'c ー70:t I  'c  合成ゴム y ート 塩ピ

万能試験機畑町1品箱 引11 i ストローク 600mm 7 ィJ レム等特に1/11ぴの

引張荷量 50kg r  大きい材料の引張試験用

2( 耐打火・子紡火試験関記係録)計

ＱＲｉｔｬＮＨｾ ｴｌ式 Ｑ 且 Ｑｅ 測定録方式 熱電式 0' C- I，200'C の温度

記 方 式 印 点 式 測定記録用

チャートスピード 6 述

(本所工事用材料試験関係)

コンクリート研邸機 2 本掛 コンクリ一トンリンダー

及びコアの表面処理用

lo( 堺o l  分i耐室圧関試係験) 機

油圧式 4 段ザj 換クロスへ y ド固定式 コンクリートの圧縮強

度試験用

静的歪測定昔話. 同スイッチ 調11定範囲 : :t 30，000X 10"  コンクリート ・鋼材等

ポ ンクス 切換点数 ・12 点 の歪度測定用

(電算機関係)

HI TAC IOll メモリ - M設 16キロワード地設 試験データー整理用

データータイ プライター 印字字方式 : インクジユ ット

印 述 度 33. 33文字/ 紗

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所

. 本 試 験 所 所イ工地 ・大 阪 府 吹 田 市 総 白 fi 5 丁目 125番地 の 8

f E 話 ・大 阪 (06) 872 - 0391帯 ( 代 表 ) ( 干565)

道 ＩＱ 頃 ・ 阪急、 ｩ ｬｌ ｾ ｉ ｉ 北千 ｾｉＩ 駅よリ北西へ約 Ｑ kll1 

・大 淀 分室 所 在地 ・大阪，17大淀区長村jj国2 丁目 1 - 18  

::iL 話 ・大 l坂(06) 351ー7217番 ( 〒 531)

稼働予定期日

昭和54年 10月

昭和54年 11月

昭和54年 7 月

昭和54年 9 月

11 

昭和54年 10月

昭和54年 9 月

昭和54年 7 月

11 

11 

昭和54年 12月

昭和54年 7 月

昭和54年 10月

昭和54年 II月

昭和54年 6 月

昭和54年 9 月

昭和54年 6 月

道 順 ・阪 急il1A l 天やIHi i f ，六丁目駅よリ線路沿いを北へ約700 m 

. 堺 分 室 所 在 地 ・大阪府堺市浜寺平i i . 1!IHT西 2 丁 302の 4

'a:;: 話 ・石 W (0722) 44 - 3912番 ( 干 592)

道 )1頃・南 海 屯 * 本 線 石w川 駅 線 路 沿 い 北 へ 約400m

住 築 と社会/ 1919年 1 H号 23 



WOR K I NG DR A WI NG 

いきなり l毛 能 な 話 で恐 縮 だ が 、 当 教 室 の あ る 便 所 で 用 を 足 す と 、 身 体が左側に異様に傾く 。 何 の こ と は

な い 床 の 水 勾 配 が 急 て ¥ 左 足 の 当 る と こ ろに 排 水 口 の 白 血 が あ る か ら で あ る 。両 足 の 差30mm位 で 片 足 に

下 駄 を は け ば 丁 度 よ い 。建 築 に つ い て の 私の 趣 味 か ら す れ ば 、 こ の 程 度 の こ と は ど う と い う こ と は な い 。

た だ こ れ は 一 体 設 計 の 責 任 か 施 工 の そ れ か と い う こ と は 多 少 公 に な る 。 英 国 の 建 築 家 図 舎 の う ち に Wo-

RK I NG D R A  ｗｉｎｇ というのがあ っ て、これで 脇 工ができるといい 、 ｾｉ［ｬｩ ｬ で の 経験 の ある人に さ くと

水 勾 配 も 排 水 口 も 設 計 の う ち だ そ う で あ る 。 日本 で も 詳細 図 は 建 築 家 の 作 成 が 建 前 で あ ろ う 。 しかし 現

笑 に は こ の紅 j支 の こ と は 脇 工 図 と し て か 、 れ て い る よ う な れ が す る 。 そ う す る と そ の作 成者 と し て の一

次 的 な 責 任 は 地 工 者 に あ り 、 承 認 椛 を 通 じ て 鐙 築 家 も そ の 責 任 を 免 か れ な い と い う こ と に な ろ うか 。 こ

の )ll は か な り あ い ま い な よ う に 思 う 。 某 社 の 建 築 辞 典 に は WOR K I NG D R A  WI NG は 地工 図 と 訳 さ れ て

いる 。 ま さ か 建 築 家 が 本 来 業 務 め - t1sを 欠 綿 さ せ て 責 任 を 免 か れ て い る 沢 で も な か ろ う 。 しかし報酬 ば

か リ が問 題 にな って 、 そ の 一 万 で 業 務 の 内容 、 責 任 権 限 が 余 り議 論 さ れ な い の は 健 全 な こ と で は な い 。

( F  0 )  

仙 台 平 野 と 播 州 平 野

Ｕ 月米、さる法 人 の総会が 仙 台の奥の ｉｉ ｮ 子 ＷＱ ＱＱ ［ 誌で行なわれた 。 ｉｉ Ｎ Ａ ｾ 子 温泉 の名に 引 かれ 、旅ＧＱＡＨ はその法 人

持 ち と の こ と で 、 空 路 で 出席 す る こ と に し た 。 8 11守15分 発 の Y S l l は 、 快u百の 笠 を 日 本 海 に li lJ け て 飛 ん

で 行 < 0  4 人 掛 け の Y S l l は 大 変 ア ッ トホ ー ム だ。

出 山市 の上 空 を 越 え る 頃 、 右 の2E. に 豆 江lの 比 )1な雪 山 を眺め 、 新潟 を 過 ぎ て 右 に 旋 回す れ ば 、左 の 窓 に

これまた されいな月 山の雪 景 色 が 自 に 入 り 、 さ す が 北 国 に 来 て い る ん だ な と 思 った。機 は 蔵 王 を 越 え る

頃 か ら 日 J立を下げ、またたく 111] に 太 平 洋 の上 に 出 て い た 。 1 旋回、 2 ｽｪｦｾ 回 して太平洋に 向 っ て必 ｼ 箆した 。

仙 台 駅 か ら は ロ ー カ ル 線 の 2 11寺間余り の旅 。 仙 台 平 野 に 点 在 す る 新 築 住 宅 が ゆ っ くり目にとまる 。 ふと 、

帰 州 平 野 の 鼠色と 二重 写 し に な った。 山のかたち、植性がよく 似 ている 。 それよ りも 家 の た た ず ま い が

帰 州 平 野 の そ れ と 少 し も 変 ら な い 。 さ さ ほ ど 飛 行機 の 上 か ら 峰、じた 北 国 が 、い つ の 間に か 消 えてい っ た。

例 人住 宅 に も 工 場 生 産 の j立合 が地 々 多 く な って行く 。せ め て 住 宅 の デ ザ イ ン に は も う 少 し 地方 の l床を 織

り 込 む こ と は で き な い も の で あ ろ う か 。 ( 1  S )  

イ メ ー ジ の 再 現

竹 腰 健 造 先 生 の近 著 "JHt俗 九 十 年 H なる美. . < j s : を比本の段階で子l' はす る 機 会 が あ った。 前著回氾! 諮て" 人

生 は 、 職 業 と い う 込 込 と 趣 味 と い う ぷ ぷ が 純 り な す 一 巻 の 織物 で あ る 砂 と の 人生 観 を 述 べ ら れ て い る 先

生 の 手 巡 り 本 。刊 行は リ ー チ と 米 て い る か ら 美 し い の は 、む し ろ 当 然 で あ る 。 近 著 は 緯 糸 の 目 立 つ 内 容

だから、画文共に高し、趣味 '1生 が あ り 、 雅 を 語 って円 熟 、 俗 を 語 って淡々 。 し か も 中 に き ら め く 様 な 真 実

性 に rl ・ぬ か れ た 人 間 味が 滋 れ て い る 。2在者は m"l"の 骨 査 談 義二 話 、 恒出f 王 の く だ り と ス ケ ッチを J平凡 し

て篤 ｬ 院久し く した 。 スケ ｹ チには 『 合数大Ａ京邸夜 ｉ ｾ 会の床の ｦｬｬＩ r  fli 出f ビJ の 面 影 が 与 え た 不 思 議 な 雰 囲 討 を

二 十 五 年 後 に 忽 起 し つ 、 、 去 る 一 月 著 者 え が くj と傍記されている 。 同じ頃、経者も桓型f 王 を 将 見 し て

強いイメ ー ジ を持 った。 笛 の名 手 が 、 笛 を 峨 え た 手 つ き を し た 姿 で 、 そ の 手 先 の 繊 細 微 妙一 一 いかにも

妙音 が 暫 き波 る が 如 く で あ る 。 元の銭舜準の訟と伝えられている国宝、 室在者も同じ建築家とし て 二十 五

年 た った 今 、 そ の 時 め イ メ ー ジ を 再 税 し て 、 先 生 の ス ケ ッチ に 及 ぶ だ ろう かと自 問 し て み て 、 答 え ら れ

な い 次 第 で あ る 。 ( U S )  

住 ま い と 省 エ ネ ル ギ ー

我 カ、国で 1Jf.Jf iii さ れ た 先 進 国 首 脳 会 議 で エ ネ ル ギ ー 問 題が議題にと り」二げ ら れ た 。 まず 身近 か な と こ ろ か

ら 省 エ ネ ル ギ ー を 考 え な く て は な ら な い 。 i設近 の 住 ま い の1ドi '1!(エ ネ ル ギ ー の使 い 方 は i暖房: 用 に41 .4% 、

給 湯 用 に 29 . 2% とな って お り 、 冷 房 用 1 .6% 、 台 所 、照明 その他 に く ら べ て 70% 以 上 をしめるという 。

一昔 前 新 で 風 呂 を わ か し 、炭 火 を 使 った 火 鉢 、 こ た つ で l援をと って い た 頃 と 較 べ る と 石 油文 明 が も た ら

した住まい の変化は著るしし、 。 日 層 集 令 住 宅 と 屯 化 製 品 のtfJ 及 は エ ネ ル ギ ー 多 用 シ ス テ ム に さ ら に 一 層

の拍l j I をか け て い る と も 考 え ら れ る 。 オー ル 屯 化 マ ン シ ョ ン と も な る と 屯 気 主 幹 線 の 太 さ も ぱ か に な ら

ない 。 大 阪 カ ス で は 最 近 者11市 カ ス 、' ; ] l 力 を故 終 的には 宇mJl JJ エ ネ ル ギ ー と す る 目 標 の 元 に 住 ま い の 設備 の

技 術 開 発 がjift められているという 。 太 陽 エ ネ ル ギ ー を も 想定 し た Jt引易式湯 沸 総 を中 心に 温水 コンセン ト、

混 水 プ ラ ク の 開 発 が な さ れ て い る 。 し か し 集 合 分 譲 住 宅 で は 建物 の 区 分 所 有 法 に も と づ くビルの管理 体

制そ の も の が 改 め ら れ な い と 維 持 管 理 が 難 か し い 事 、 及 び 世界一 日仙i な地 価 の 元 で は 何 ら か の 公 的 資 金

f =-::....... . ル コ ス ト

援 助 が な い と I ni t i a l Co s t の up が 住 宅 取 得1il1i絡 め 上 昇 を ま ね く 点 に 今 後 の 問 題が 残 さ れ て い る よ う に

思う 。 ( F T )  
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4 住友信託銀行千里事務センタ一、協栄生命保険制関西総局ビル新築工事の見学会

千翠ニュータウンの中央地区センターは大阪府企業局により業務

地区として開発された地域で、自然環境に ..t;: まれた郊外型オフィス

ビルが統々と建設され、大阪の副都心としての新鮮な都市空間が形

成されつつあります。

本会て・は昨年末に大正海上火災千里中央ビルを見学いたしました

が、このたびその隣接した竣工間近の、住友信託銀行千里事務セン

ターと協栄生命関西総局ビルを見学いたします。

住友信託千盟事務センターは同銀行の西日本地区の拠点となる建

物で、 E D P S 棟と事務棟を分縦し、それぞれの機能と広さに応じ

た空間の配置、また将来にそなえた増築についても十分考慮、された

計画で、 E D P S 棟は、主にコンビューターシステムの能力を充分

に発揮できる機能性と防備防災面に細心の配慮がなされ、事務棟に

ついては、事務部と関連代行業務などを集中的に効率をはかる段階

計画に基づいたものといわれ、また協栄生命関西総局ビルは、高層

棟と低層棟とに分けられて、高層部は研修・宿泊室、メデイカルセ

ンターなどを含むギ務所糠とし、低層練は主に近隣住民との級和を

桜極的に取り入れた客席 440 席のホールを中心として食堂、喫茶室

などが設けられています。

住友信託銀行千里事務センターピル

所イ，: J也 12中" ，新千: l t西町 1 丁目 l 番 2

主1 ¥築主 住友信託銀行除式会社

設 計 監 理 株 式 会 社 日往" 主，11

住友伝託銀行

千墨 田 ｊ ｾ 務センター

施 工主I ! 築脱! : . I illi設 ー7 ジタ工業 ・渇池組・住友雄政共同企業体

総 造 S R C泣( 一部 S 造)

敷 地I而ft'1 9. 191 m'  

建築蘭! ，'t 3. 409.げ

延床蘭flt 28.  790m'  

階 数 'J>務 練 地下 3 階、地上11階、路昆 l 階

E D P S 棟 地 下 3 階、池上 3 階、俗屋 l 階

向 さ 軒 高 45. 00m 般高 51. 55m

エ JUI H自手[152年 8 月 1 日→l昭和54年 8 月31 日

今回は住友信託銀行と協栄生命保険株式会社のご厚意によ り、竣

工前のご繁忙中を特別に見学させていただくことになりました。

また、鮒日建設計、鹿島建設附ならびに建築共同企業体に多大のご

協力をいただきました。

多数ご参加下さい。

日 時 8 月25 日仕) 集合13 :  40→解散17 :  00 

集合場所 千里中央・阪急パスターミナル広場 ・目標会旗

ただし、大阪、地下鉄 ・御堂筋線 ・「千里中央駅J( 終点) 下車→地

上へ出てタクシ一乗場方面のすぐ前( 花屋の前付近)

定 員 30名

参加会費 会 員 400円

( 当日受付で徴収)

会員外 600円

申 込 往復はがき l 名に 1 枚限りとし、氏名 ・勤務先名 ・連絡

電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記入し、 「千里、住

友信託銀行 ・協栄生命の見学」と明記の上 8 月18 日仕) ま

でに建築協会事業課へ。

協栄生命保険糊関西総局ビル

所 伝 I血 盟 中 市 新 千 里 西 町 l 丁目 1 - 4 2  

挫 築 主 協 栄 生 命 保 険 株 式 会 社

設 計 庇 島 建 設 株 式 会 社 ill 築設計本部

施 工 鹿 品 建 設 徐 式 会 社 大 阪 支 府

協 栄 生 命 保 険 鮒

関西総局ピノレ

情 造問層線 ｂＲｆ Ｎ ｒｃ 造布 ￅｾ 礎、 ｂＱｆＧｓｒｃ 造、地上階 ｓ 造

低層線 R C造独立法随、ホーノレ昼似一部 S 造

敷地面的 4. 298. 42m'  

建築面IIt 2. 341. 50m'  

延床而隙 16. 993 ∞m '  

階 数 高 層 棟 地 下 2 階、地上 10階、応屋 l 階

{ 且層棟地下 H 昔、地上 3階

;rJ， さ 軒 高 高 層 棟 40. 450m 低府練 13. 550m

品t商 高 府 機 46. 300m 低層隙 16. 000m

工 期l 昭和52年 12月 1 日→H百平1154年 9 丹羽田

4 建築技術選書第 9 号「エレベータ・エスカレータ・立体駐車場」発刊

建築技術選舎の第 9 号として、 「エレベータ・エスカレータ・立

体駐車場 J ( 木村利雄著) が、今般発刊されました。これは60周年

記念事業の一環として、日本建築協会企画、学芸出版社発行として

刊行されているもので、すでに下記のとおり第 1 号から第 8 号まで

発行されています。いずれも定価￥ 1，000 で、全国主要書庖で求め

られますが、本会事務局まで買いにこられた方に限り、 l 割引の￥

900 で頒布いたしています。( 送付希望の方は送料をご負担下さい)

回 茶 室 の 話 / 岡 田 孝 男

回 ビルの省エネルギー/ 中村猛

回 建 築 と コンピュータ - 1 / 魚木晴夫

囚 都 市 の 下 水 処 理 / 松 永 一 成

回 す ま い の 語 録 / 茶 谷 正 洋

固 コンクリート工事の管理/ 奥島正一

回 構造計画とやさしい力学 1 / 須賀好富

国 建 具 の 知 識 と 意 匠 / 山片三郎

※ 近刊として、 9 月にはつ ぎの 2 選警の発行を予定 しています。

口 建築と設備の接点/ 日建設計「接点」研究会

口 構造計画とやさしい力学 2 / 須賀好富

組築と社会/ ' 979年 7 ) j サ 25 
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4 備 前 路 を 訪 ね て ・ ・ ・ ・ ・ ・

一耐火レンガ、備前タイルの工場・

踊益学校・備前焼窯元一

明治初年、文明開化の波とともにわが国にもたらされた赤煉瓦造

建築が、その美しさと堅牢さにより、東京駅舎、同志社大学、中之

島公会堂などを始めとして全国の紡紛会社の原料1倉庫建築に至るま

で明治時代の建築界を風廓いたしました 。その後さまざまな変遷を

縫て、その美しさは建築物の 内外装材として現在も生き続けていま

す。

構造材から仕上材へと、レンガの役割が変わってきたなかで、今

なお本来の組積造用として製作されているレンカ、があります。いわ

ゆる耐火煉瓦と称、せられ、 一般には火に強い特殊レンガとして知ら

れているものがこれで、耐火の名称、通り主に築炉用などに使用され

ており、その形状、品質などは普通の赤煉瓦のイメージとは大分異

なっており、いわゆるレンガの形状をしていないレンガ、金物との

組み合わせにより、いわば補強レンガ造りとい った架橋を可能にす

るレンガなど、あまり知られていない顔を持 っております。 この耐

火レンガを見ることにより、レンガに対する認識を拡げ、その可能

性を係りたいと思います。

幸い、今回、紫炉煉瓦初ならびに外装亦煉瓦新工事の専門業者 ・

八木惣株式会社のご協力により、工業用および建築用シャモ ッ ト煉

瓦のト ップメーカー ・大阪窯業耐火煉瓦株式会社の工場を訪ねる機

会を得ました 。

巨大な煉瓦造りドーム ・各種異型煉瓦の製造行経を見学できるま

たとないチャンスです。 またここでは近年注目をあびているさまざ

まな備前タイルも製造されており、その製品にも接することができ

ます。

今回はひさびさの備前路への 1 日コースの見学会であり、おこ名な

特別史跡 qネl谷学校」へも立ち寄り、国宝 ・講掌の備前焼瓦の大屋

似、美しい独特の組f l ' t造りの石塀などを見学するとともに、 1'"1前娩

の雲足元も祥見する予定で企画しました 。

多数ご参加を期待します。

なお、この催しには前記大阪窯業耐火煉瓦株式会社並びに八木惣株

式会社に多大のご協力をいただきました。

日 時 9 月 1 日( J ) ・n古雨不問 ・1 日コース

集合 8 :  10→解散19 : o o ( 2 5 2五52申告)

集合場所 阪急パス「有馬行急行ノ〈ス発苅場」付近 ・目機会旗

ただし、大阪 ・権回 ・新阪急ホテルの災lH1J 、映函館「阪急プラザ」

の正商人口の前方すぐ 。

定 員 40名 ( 貸切パス l 台)

参加会費 会 員 3，500円

( パス代、昼食代、拝観料その他)

会員外 4，500円

(5] 1] に補助いたします)

主な見学場所 ( 詳細iスケジュールは当日お知らせします)

(1)  大阪窯業耐火煉瓦( 鮒 ・略称ヨータイ ・・・官氷工場

L ず たに

(2) 特別史跡 ・附谷学校

(3) 備前焼窯元、陶芸会館

昼食は備前シーサイドプラザ

申 込 往復はがき l 名 1 枚| 恨リとし、氏名 ・年令 ・勤務先名と

所属部課名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号を記

26 

国宝重要文化財・特別史跡 閑谷学校

備前タイル

入し「備前日告を訪ねて」と明記の上 8 )=J20 1: I ( J j ) までに建

築協会事業課へ。

お願い・ ｮｾｊ パ ス の 関係上、定 μ を占型 ｩ 位した場 合 ｬｩ 州 ｬ せ ん にて決定し、お知らせ

いたします。 また参加 fiーの うち、 当 日欠席されても. ft !II 会貨をいただき

ます の で 、 ご Ｗ ノ ＧＨＨｾ￭ｩ います 。Ｈ欠 席 の 場 合は ｦｾ 人 で も Ｂｲ たたし、・ Ｑｾ ， ｩￎ￮

に 氏 名 を Ｇ ｉｾ 業， ぶ まで ｊ 二述 絡の こ とＩ

〔見学先ご案内〕

。大阪窯業耐火煉瓦側吉永工場

岡山県和気郡吉永町にあり、敷地面干1'172 ， 700 rn'、従業以 400 名を

持す工場で、月に 7，000 トンを生産し、主として粘土質耐火レン

カ。を製造している 。 このっちには形状の複雑なものも大i止にこな

している 。なお、 1，日j 前タイルもここで造られている 。

。特別史跡・関谷学校

この学校は約 300 年前に岡山滞主、池田光政が庶民の教育のため

に建てたものであり、江戸時代に名泌が務中武士の子弟教育のた

めに設立した藩校は多数あるが、庶民用の学校として滞立ではこ

こが唯一のものである 。石塀 ( 高さ、厚さとも約 2 rn ) の珍しさ、

美しさ 。講堂その他の雄物の備前焼瓦の冴えたゆl るい褐色の郷き、

それらがあまり高くない周囲の 山々の料、に映えていかにも美しく、

その上きわめて怖かな以岐にi i 1 かれている 。

現在残 っている諸地設は光政の死後、貞享 ( 1684年) から元被 ( 1700

年 ) にかけて完成されたものであるが、延々 765 rn に及ぶかまぼ

こ型の石塀に固まれた ｉｾｬ 谷学校の敷地内には、講堂をはじめとし、

小扇、公門、盟刷、 '{((¥'¥s 門、文I !n、石塀など30件近い物件が匡l宝

. 重要文化財に指定されている 。

。備前焼

備前焼は鎌倉時代中期、イ， ｬ￬ｬｬ￬ 制ｊｬＢ ｾＱＱ の ｊ 也に日用雑然として誕生し、

以後約 1，000 年の IHl 、無利の陶慌の代表として窯の煙が絶えるこ

となく、その伝統を保ちつつ。けている 。

桃山時代、茶の湯の流行てその全雌期を迎え、茶器としての地位

はゆるぎないものとな った。なお窯は登 1) 窯で、約 2 週間たき続

ける 。窯の中で絵つけをする主役は松宮l木で、その炎が備前焼独

特の美を創造する 。



ム」
‘ 昭和53年度決算報告

貸 借 対 照 表

昭 和 54 年 3 月 31 日 現 在 ( 単位 ・円 )

科 目 金 自責 科 自 金 官民

( 資 産 の 部 ) ( 負 債 の 部 )

流 動 資 産 22 ，990 ，376 流 動 負 債 16 ，270 ，316 

現 金 43 ，587 未 払 金 5，821 ，977 

普 通 預 金 12，416，890 仮 1tι  .  金 570 ，889 

到l {更 振 替 853 ，766 目リ ｾ＠ 金 9，877 ，450 

有 {面 証 券 46 ，880 固 定 負 債 3，000 ，000 

イ反 払 金 119 ，138 退 職 給 与 引 当 金 3，000 ，000 

前 払 金 1，444 ，185 基 金 外 22 ，164 ，685 

未 ij Jl. 
金 8，065 ，930 1左 本 金 609 ，560 

固 定 資 産 17 ，987 ，340 ｾス 、 官官 4主 金 8，637 ，616 

建 物 16，933 ，740 建 物 償 却 準 備 金 11 ，925 ，134 

什 器 1，053 ，600 什 器 償 却 準 備 金 992 .375 

無 形 固 定 資 産 89 ，280 収 支 勘 定 1，552 ，282 

電 話 加 入 権 89 ，280 

首可 期 繰 越 1，920 ，287 

dE』2  計 42 ，987 ，283 4z2z h  
計 42 ，987 ，283 

4 通常総会議決報告

昭和54年 6 月28 日 開 催 の 通 常 総 会 に お き ま し て 、 下 記 議 案 が そ れ

ぞ れ 原 案 の と お り 承 認 さ れ ま し た の で 、 こ こ に 会 告 申 し 上 げ ま す 。

記

事業報; 与( 月IJ 掲)

収 支 決 算 報 告 ( 月IJ 帰)

収 支: Hf. ( 4 月 号 会 告 既jl 成)

(東 平IJ

鉦

4 支部だより

i也

重量目産財

'
g

ロ

」

奇

干

到

干

』

f

l

e

-

州

側

H

1

9

E

L

S

E

(1i1f立. . 内 )

2 7  

( i' t 似 の 部 )

I 流動 J' t似

l 流動. tH貨 16，270 ，316 

( 1 ) 未払金

( 内 印 刷 製 本 代 )

会誌発行 'IJ/

4支5部，00交0含付む金)

4，882，999 

助成金支出 184 ，578  

/1 ( 文書11111i助金) 40 ，000  

技術滋ｻｾ代 214 ，400 

データシート発行代 500 ，000 

(2) 1 反受金

職以に対する源泉所得悦外 570，889 

(3) 前 受 金

個人正会長会費収入 3，000 ，000 

団体正会只会費収入 5，000，000 

会μ :r，簿収入 1，792，450 

会 ｾＰ 収入 85，000 

2 固定負f t {
3. 000，000 

i且戦給与引当金 3，000，000 

IU .r; 金外 22. 164，685 

』色 本 金 609，560 

会 館 法 金 8，637 ，616 

建物償却単価1金 11 ，925，134 

什 器ffi 却椴制i J 金 992，375 

3i 42，987. 283 41 ，435 ，001 

宝呈 号l 1，552 ，282 

d口h、 a-j・ 42，987，283 42，987. 283 

( 資 産 の 古11)

I 流動資産 22. 990，376 

1. 税金飢金

(1) 現 金

税金手元有高 43 ，587 

(2) 普通航金

三和銀行 瓦町支府 2，258 ，841  

大和銀行 北浜支: 府 2，233，965 

住友銀行 日関係支m 4，401 ，130 

中央信託銀行大阪支庖 3，522，954 

(3) 郵 便 振 替 口 座

大阪 39975 853，766 

2 仮払金 ( 切手、ハガキ代外) 119 ，138 

3. l i H.l.金 ( 会只名簿発行1'( 外) 1，444 ，185 

4 未収金

会誌収入( 広告料) 7，605，330 

ＢＧ ｊＺ［Ｇｾ 監収入 Ｈ展示写真智助金 外 Ｉ 460，000 

集会収入( 見学会々資) 600 

5 有側証券

mJ J m話u'( 権 26，880 

大阪信用金1i 11. 20 ，000 

II 固定資産

大阪市点区北浜

18，076，620 

(1)建

空省否 3 丁目 37帯 地 ノ 2

16，933 ，740 

(2) 什 1. 053，600 

(3)11I 話JJ I l 入権 89，280 

前年ｾ繰越金 1，920 ，287 1，920，287 

昭 和 54 年 3 月 31 日 現 在

菊

森

矯

山

弁

植

内

東

各 支 部 選 出 の 新 し い 評 議 員 が 下 記 の と お り 決 定 い た し ま し た 。

ilc 

i台氏 Ｈｾ事Ｉ大建設計名古屋事務所Ｉ

一 氏 ( 泉川建築事務所)

雄氏 ( 併) 締結工務l苫)

H}J氏 ( 伏見工業高符一手ー校)

哲 也 氏 ( 似) 井崎工務庖)

五世 吉氏 ( 樋里f11);，，¥(1家，))

謙之助氏 ( 供) 内 III 湖底)

信 義 氏 (東野一級建築士事務所)

1. 昭和53年度

2 ，昭和53年度

3 . 昭和54年度

j毎)

都)

( 和歌山)

( 京

。 事 海 支 部 で は i¥i J ; . . l の改選により新支部長として中島一氏( 愛知工

業大学工予告11教 授 ) が 就 任 さ れ ま し た 。

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

氏

郎

男

郎

勉

光

三

宏

男

郎

二

幸

次

リ

H

q

k

t

E

干

部

主

重

点

目

塚

田

津

山

川

肝

貯

戸

図

子

藤

柳

牛

小

中

小

木

城

Ｇ， ｬｬｾＧ 議員

相 談 役

4シ

。

。

今

4シ

。

。

一 氏

虎氏

敬氏

夫氏

男氏

夫氏

普 氏

絹l 勇氏

鯵太郎氏

小

辰

利

徹

義

中 島

ｮｾ 音 ｅ

宮 崎

長谷日11

森 町

村 符

雨 続

盛 日l

宕 問

支 部 長

副 支 部 長

事

。
γ

古

γ

。

治 議 員

"  

φ  

4 竹腰健造著「雅俗九十年五頁布

今 般、 日 本 建 築 協 会 名 誉 会 長 ・竹腰先生の随筆集「雅俗九十年」

( 限定本) の領布を本会が引き受けることになりました。領( 凶4，000円

で、す。事務局( 電06-231- 9648) まで至急お申込下さい。

日 本 建 築 協 会 「 雅 俗 九 十 年 」 領 布 会

。印 ｾｲｈ 毛

昭和54年 6 月20 日 附 催 の 定 例 理 事 会 に お き ま し て 、 下 記 の 方 々 に

会勢委員をお願いし、会員倍加、会勢伸展と努力願うことになりました。

O市 川 宏氏( 東畑建築事務所) : 寺 田 徳 重 氏 ( 大 成 主 主 投)

岡 本 行 普 氏 ( 昭 和 設 計 ) 八 十 島 健 二 氏 ( 竹 中 工 務 庖 )

木 下 正 利 氏 ( i 1 ! ホ 建 設 ) 小 林 四 郎 氏 ( 太 陽 工 藤 工 事 )

窪 田 祐氏( 大 林 組 ) 伴 一郎氏( 西原衛生工業所)

小 松 正 宏 氏 ( 鹿 島 建 設 ) : 村 上 二 郎 氏 ( サ ン エ ス 石 膏 )

‘ 会勢委員会委員の委嘱

ご請求

‘ 青年技術者の応募提出規定は別掲 (31頁に掲載)。

す い せ ん 用 紙 は 日 本 建 築 協 会 事 務 局 に あ り ま す の で 、

下さし、。



収入の部

大 科 目 中 科 目

dZ E三N  舌山士也、 q)(. 入

契 約 々 款 売 上 収 入

建 築 デ ー タ シ ー ト 収 入

4i- 業 q}(. 
入 会 員 名 簿 収 入

住 宅 相 談 所 収 入

集 会 収 入

講 演 講 習 会 収 入

雑
q}(. 

入

dヱEスh  

'Ei ij}(. 入

個 人 正 会 貝 会 費 収 入

団 体 正 会 貝 会 資 収 入

準 会 員 会 費 収 入

苦手 付 金 収 入 寄 イ寸 金
q}(. 

入

雑 q}(. 入 雑 収 入

収 入 メ口入
計

支出の部

大 科 目 中 科 目

車613  米ト 手 当

退 1故 金

退 職 給 与 引 当 金 繰 入 額

福 手IJ 厚 生 j1j 

正Z〉2L、
議 'J1i 

古賀
貨百

交 通 1主

通 信 運 搬 'Ei 

タ白町

2空

集 金 'Ei 

理

1首 耗
nEロ3  

資

{I多 綿 Z主

正日 局IJ 製 本 資

光 熱 水 米↓ 'Ei 

賃 {並臼

料

火 グく {呆 険 料

手且 税 :L、4‘  諜

4Z2三A  

館 h' i- t通 主主

雑 pi 

iヱhス 誌 発 f y  pi 

契 ぷJ 々 款 if 

建 築 デー タシート発行費

会 員 名 簿 発 行 資

4¥- 業 資

住 宅 相 談 所 賀

集 会 資

講 演 講 習 会 費

助 成 金 支 出

雑 'Ei 

和i 立 原 金 支 出 減価償却和立[ 預 金 支 出

予 イ施 資 予 pi 

支 出
--&注3、

計

2 8  

収 支 内 訳 表

昭 和 54 年 3 月 31 日 現 在

予 算 古買

86 ，980 ，000 

34 ，000，000 

1. 500. 000 

31 ，700，000 

8，100，000 

4 ，800 ，000 

3，700 ，000 

1. 300 .000 

1，880 ，000 

49 ，920 ，000 

30 ，240 ，000 

19 ，500 ，000 

180 ，000 

100 ，000 

200 ，000 

137 ，200 ，000 

予 Z草 額

52 ，484 ，000 

34 ，390 ，000 

。

4 ，000 ，000 

3，470，000 

2，150 ，000 

1，440 ，000 

1，084 ，000 

2，000 ，000 

360 ，000 

150 ，000 

480 ，000 

600 ，000 

1，080 ，000 

20 ，000 

300 ，000 

360. 000 

600 ，000 

82 ，960 ，000 

33，000 ，000 

700，000 

27 ，200 ，000 

6，300 ，000 

4 ，800 ，000 

4 ，400 ，000 

1，300 ，000 

1，660 ，000 

3，600 ，000 

690 ，000 

1，066 ，000 

137 ，200 ，000 

決

決

算 古買

86 ，262 ，835 

37，573，132 

1，396，640 

37 ，703 ，352 

。

4 ，560 ，000 

827，570 

1，547，900 

2，654，241 

47 ，090 ，151 

27，649 ，805 

19，359 ，846 

80，500 

500 ，000 

235 ，548 

134 ，088 ，534 

$1: 古賀

49 ，553 ，532 

31，624 ，875 

3，272 ，000 

3，000 ，000 

2，907 ，727 

1，535，925 

1，338，510 

734 ，310 

1，689 ，335 

242，514 

7，300 

232，950 

590，718 

1. 295. 500 

14 ，000 

231 ，210 

275，000 

561 ，658 

82 ，390 ，380 

35 ，559 ，881 

552，000 

35 ，519，194 

。

3，260，508 

1，514，620 

1，134，268 

1，059，728 

3，790，181 

592 ，340 

。

132 ，536 ，252 

1，552 ，282 

1，920 ，287 

土台 ム j成

ム 71 7，1 65 

3 ，573，132 

ム 103 ，360 

6，003，352 

ム 8 ，100，000

ム 240，000 

ム 2，872 ，430

247 ，900 

774 ，241 

ム 2，829 ，849

ム 2，590 ，195

ム 140 ，154 

ム 99 ，500 

400 ，000 

35 ，548 

ム 3，111 ，466

hYl 6，. i減

ム 2，930 ，468

ム 2，765 ，125

3，272 ，000 

ム 1，000 ，000

ム 562 ，273 

ム 614 ，075 

ム 101 ，490  

ム 349 ，690  

ム 310 ，665 

ム 117 ，486 

ム 142 ，700 

ム 247 ，050 

ム 9 ，282 

215，500 

ム 6，000 

ム 68，790 

6，. 85，000 

6，. 38，342 

ム 569 ，620 

2，559 ，881 

ム 148 ，000 

8 ，319 ，194 

ム 6. 300. 000

ム 1，539，492 

ム 2，885，380

ム 165，732  

t込 600，272 

190，181 

ム 97，660 

ム 1，066 ，000

ム 4，663 ，748

差 ｾｉ 剰余 金

前 期l 繰 越 不 足 金

差 づ| 368，005・・・・・・次期繰越不足金

( 1 M立: 円 )

イ緒 考

昭 和54年 度へ 総経し

忘 年 懇親 会 縮小

会員 の 減 少に よる

{施 ，F  J  

職 員 Ｓ 名退ｾｦｬｘ

借地料値上り

昭 和54年 度へ 繰越し

忘 年 懇 親会紛i小
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1  . 総

( イ) 通常総会

6 月28 日 於会館集会室

出席者 20名

必』

:z:;; 

議 'J';(l) iJf'l和52年度事業報特j . f o ( 認の件

(2) 昭和52年度決算報告承認のf牛

(3) 昭和53年度収支予算承認の件

( ロ) 通常総会

2 月27 日 於会館集会室

出席者 15名

談 判 1) 監 'J'; 1  :r，選挙の件

(2) 本部所属評議員 24名選挙の件

(3) 役員亙任添認の件

2 評 議 員

( イ) 定時評議員会

6 月28 1:l 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共 44.1，

. 6.  

:z:;; 

議事(1) 昭和52年度卒業報告承認の件

(2) 昭和52年度決算報告承認の件

(3) 理 ーjJ . 2 1，補選の件

5  . 特 別 委

白 人

貝 玄

契約約款特別委員会 2 回

6  . 研 修 会 ・ 講 習 会 等

日影規制に関する講習会

( 本会ほか 3 団体共催)

4 月11 日 於大阪証券会館

聴識者 259名

A S T M研 修 会 ( 2  )  

芦屋浜シーサイドタウンの建設現場を訪ねて

4 月19 日 参加者 49名

日影規制に関する講習会

( 本会ほか 3 団体共催)

5 月15 日 於大阪証券会館

聴講者 250名

1978年宮城県沖地震災害についての報告会

9 月7 日 於大同ホール

参加者 221名

建築工事実務講習会( 第34回)

10月3 日 於大阪科学技術センター

聴識者 82名

( ロ) 評議員会にかえて書面表決 | 建築技術選書講座シリーズ

11 月24 日付ーをもって「昭和54年度評議貝選 |  一茶室の話一

出数決定j についてお諮りした。

( ハ) 定時評議員会

3 月28 日 於会館集会室

出 席 者 委 任 状 共 44名

議事(1) 評議員会議長及び冨I j 議長E 選の件

(2) 副会長 2 名選任の件

(3) 理事18名選任の件

(4) 役員重任承認の件

(5) 昭和54年度収支予算承認の件

( ニ) 技術部門評議員懇談会 2 回

3  .  !里 事
dz h z  

(1) 正副会長会 3 回

(2)理 事 会 10回

(3) 編集理事会 1 回

(4) 総務会計合同理事会 l 回

4  ，常 設 委 員 会

委員会

幹事会、 小委p 会

分科会、打合会等

(1) 事業委員会 7 固 64回

(2) 編集委員会 11 回 70回

(3) 教育委員会 2 回 13回

(4) 住宅委員会 9 回 8 回

(5) 出版委員会 3 回 13回

(6) 法規委員会 9 回

(7) 建材委員会 11回

(8) 建築データシート委員会

6 回 8 回

10月20 日 於関電会館会議室

聴識者 56名

ー ビルの省エネルギ一一

12月1 日 於薬業年金会館

聴講者 26名

実務家のための日影研修会

( 等時間日影図の描き方とそのチェック方法)

2 月20 日 於大阪府立労働センター

聴講者 79名

A S T M研 修 会 ( 3  )  

芦屋浜シーサイドタウンの建設現場を訪ねて

3 月20 日 参加者 46名

安全なブロック塀設計・施工技術講習会

( 大阪府建築士会など25団体共催)

A 講習 11月24 日 於中河内府民センター

後拶 山崎課長( 八尾市)

受講者65名

12月 1 日 於堺市消費生活センタ

一 銭 拶 北 山 課 長 ( 堺

市) 受講者63名

12月15 日 於豊能府民センター

挨拶梶課長( 豊中市)

受講者87名

B  講習 11月30 日 於 大 阪 弁 護 士 会 館 挨

拶足立課長( 大阪市)

受講者 196名

12月 8 日 於大阪府中小企業文化

会 館 挨 拶 大 橋 課 長

7  . 説 日月

受講者 1731' ，

. 6.  

:z:;; 

建築基準法改正に伴う日影条例説明会

( 建築 8 団体共催)

11 月27 日 於関電ホール

出席者 432名

8  . 若 い 会 員 の 集 い

建築家のための* みどり。学習会( 6  )  

The G  reen ing 愛知県緑化センターを訪

ねて

5 月20 日 54名

都市住宅を考える

- なぜ ・今 ・タウンハウスか-

高安秀雄氏に聞く

6 月17 日 於関西電力大阪商サービスセン

ター

参加者 46名

対談ホ建築を斬る砂

対 談 者 渡 辺 豊 和 氏 ・植問 実氏

8 月26 日 於関西電力大阪南サービスセン

ター

参加者 56名

ディスカバー大阪( その 4 )  

今に生きる洋風建築を訪ねて

一北浜 ・船場界隈・ ・一-

参加者 42名

都市住宅を考える( 2  )  

ー・・都市計画と住宅設計の接点 ..

水谷頴介氏に聞く

10月28 日 於関西電力大阪南サービスセン

ター

参加者 32名

堺の伝統をたずねる

一重文 ・山口 邸、鉄砲屋敷、万鍛冶-

11 月25 日 参加者29名

玄から彩へ・・一ー墨いろの世界

篠田桃紅氏に聞く

12月 9 日 於あまべ( 余部) 邸

参加者 63名

パネルディスカッションや歴史的環境と建築

設計。

- 京都でのいえづくり・まちづくりを中心に

パネラ一 大西国太郎氏、高田昇氏、

新田 ｉｾ 氏

3 月31 日 於薬業年金会館

参加者 43名

2 9  
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9  . コ ン ク ー J レ

第 24回ヱ高生デザインコンクール

設計課題公園に建つ「公衆便所」

募集〆切 9 月20 日

応 募 数 10校 70点

審 査 会 10月24 日

入 選 作 10点( 内最優秀作 l 点)

表 彰 式 11月11 日

10 . 会誌「建築と社会」

4 月 号 外 壁 塗 装 材 料

5 月号 電波障害と建築

6 月 号 組 合 方 式 に よ る 集 合 住 宅 計 画

7 月 号 住 宅 設 備

8 月 号 新 し い 耐 震 設 計

9 月号 C A D一 設計とコンビュータ

10月 号 普 通 号

11 月 号 第25回青年技術者

12月号 ビル環境

1 月 号 転換期の再開発

2 月 号 大 阪 南 港 ポ ー ト タ ウ ン

3 月 号 商業空筒

11 出 版

日本建築協会創立60周年記念出版

建築データシートハンドブ ック

建築データシート委員会編

体裁 A 4 判( 電話帳サイズ ) 2 分 冊

約 1，600頁

本文 ・特賞菱

上製本、堅牢 ケースイ寸

定価 2 分 冊 一 式 協 会 員 6，000円

一 般 8，000円

発行部数 3，000部

日本建築協会創立60周年記念出版

建築技術選書

企画 日本建築協会

編 集 発 行 学 芸出版社

体 裁 A  5 判( 写真 ・図解入り) 約 150

頁

定価 1，000円

1  . 茶室の話

2. ビルの省エネルギー

3 . 建 築 と コ ン ビ ュ ー タ ー ( 1  )  

4 . 者[1市の下水処理

5  すまいの語録

6. コンクリート工事の管理

7  構造計画とやさしい力学( 1  )  

8 . 建具の知識と意匠

12 . 見 学

. 6.  

:z:;; 

茶室見学会

武者小路千家の茶室を訪ねて

5 月27 日 34名

京都市身体障害者リハビリテーションセンタ

ー・中央老人福祉センタ一新築工事の見学会

6 月 9 日 34名

帝塚山学院大学狭山キャンパスを見る

7 月18 日 26名

大阪府立労働センタ一新築工事の見学会

9 月20 日 47名

大阪駅前第 3 ビルの見学会

( 大阪駅前市街地改造事業第 3 棟新築工事)

10月26 日 60名

国宝・東大寺金堂( 大仏殿) 昭和大修理見学

. o.  

ヨ玄

一須屋根解体工事( スライドヱ法) の見学一

11月10 日 33名

京都・仁和寺の茶室、童文建造物と青少年錬

成道場を見る

11月18 日 30名

大正海上火災千里中央ピル新築工事の見学会

12月 5 日 47名

灘の清酒 l' 、クツル」の工場を見る

1 月30 日 28名

ホテル「ホリディイン南海大阪」を見る

( 小林ビル新築工事)

3 月28 日 46名

13 . 台 湾 建 築 事 情 視 察

( 本会・大阪府建築士会・大阪建築士事務所

協会共催)

期 間 自 7 月 5 日 至 7 月11 日 ( 7 日間)

参加者 24名

14 . 午 賛 会 ・ 懇 談 会

建 築 8 団体会長昼食会

10月25 日 於大阪ガスビル食堂

出席者 24名

建築クラフ' と合同忘年懇親会

12月12 B  於大阪グランドホテル

出席者 138名

建 築 8 団体合同新年交礼会

1 月 4 日 於大阪コクサイホテル

出席者 568名

建 築 9 団体会長懇談会( 東京)

1 月19 日 於東京会館

出席者 14名

15 . 展 覧

. 6.  
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第 15 回よろず相談住宅展

自 8 月 17 日 至 8 月21 日 ( 5 日間)

於阪神百貨! 古 8 階催場

外壁保存工事の京都中央郵便局の完成を見る |  相談件数 約 725件

4 月 4 日 28名 |  新しい建築写真展示窓

霊友会第 25支部新築工事の見学会 |  展示写真

5 月13 日 24名

3 0  

(1) 国立民族学博物館

(2) 1街を緑に」第 8 回

近畿電気工事本庖ビル ・北浜中央ビル

(3) 大阪府ー中央卸売市場

(4) 大阪府立労働センター

(5) 1南海難波駅J( 地下ショ ッピングセンタ

16 . そ の

( イ) 他団体との共同活動

建築国際連絡協議会

建築関係団体連絡協議会

建築業務基準委員会

イ也

「四会連合」協定・工事請負契約約款委員会

ブロ ック塀等安全対策推進連絡協議会

( ロ) 会計監査

5 月24 日、 25 日の両日、公認会計士高島一

夫氏によって、昭和52年度の会計厳査を受

17 .  本会が入会している団体

大阪商工会議所

関西経済連合会

大阪市街地再開発促進協議会

建築行政協会大阪市支部

建築関係団体連絡協議会

建築業務基準委員会

建設関係公益法人協議会

建築国際連絡協議会

設監業務調査会

「四会連合」協定・工事請負契約約款委員会

東区納税協会

大阪府社会保険協会

18. 後援または協賛した会

省エネルギー住宅の設計基準と指針説明会

主催 省エネルギー住宅 ・建築推進連絡会議

9 月27 日 於大阪厚生年金会館

建築積算講習会

主催 日本建築積算協会関西支部

10月21 日 於大阪科学技術センター

建築技術講習会

主催 建築業協会 ・大阪建設業協会

10月24 日 於日本赤十字会館

建築積算学校関西校開設

設置者 日本建築積算協会関西支部

設 置 場 所 玉 造 文 化 会 館

自11月13日 至 4 月25 日 ( 毎 週 3 日)

新町排煙設備技術基準講習会

主催 大阪建築防災センター

日本建築設備安全センター

2 月 6 日 於大阪府農林会館

口口口口口口口口口口口口口口口口口口口口



青年技術者のみなさまヘ

「建 築 と 社 会」昭 和54年 11 月号の

「第 26回青年技術者特集号」の応募について

日本池築協会誌「建築と社会」は毎年「青年建築家特集号」もし

くは「青年技術者特集号」を企画し 、すでに25回にわた って優秀な

青年技術者を紹介してきました 。

今凶も、 「青年技術者選衡委員会」を設けて、選衡の上掲載する

ことにしております。

その選ぶ分ｾｦＧも、建築に携わる技術者貯の多面化傾向を考慮Ｚして、

設計だけに限らず、計画 ・構造、J t i ! . i 工、設備およびその他広〈建築

に関連する分野から、優秀な青年技術者を選んでその不断の研究努

力とすぐれた業結を「建築と社会」に帰載して顕彰することにして

おります。

ついては、下記応募規定を参照の上、ふる って応募されんことを

希望します。

応 募 提 出 規 定

l. 応募される人は満35才までの青年佼術者であって、本会会員に

限ること 。

2. 原則として、本会会員であるすいせん者を通じて応募のこと 。

すいせん者は被すいせん者( 青年技術者) の勤務する組織の上司

なり上長であること 。すいせん省が学校教官である場合はこの限

りでない 。 また本人が組織の代表者である場合は自せんとする 。

( すいせん用紙は事務局にありますので、ご請求ください)

3  応募省は、設計( 住宅 ・インテリアを合む) 、計画( 都市計画な

ど) 、施工、椛造、設備、その他の分野にあ って、なしとげたすぐ

れた実縦について、すいせんをうけ、下記の所要の資料を本会に

期円ま でに徒出するこ と。

4  従出された資料は「青年技術者選衡委員会」にかけて選衡する。

5  r青年技術省選術委員会」において選衡されたものは「第26回

青年技術 11特集号 J ( 昭和54年 11月号) に崎放するとともに、記念

121 を贈呈する。

6.  提 出資料

(1)  略歴

本人の氏名、生年月日、 iik終学歴、業歴、作品経歴など

(2)  選衡資料

A  資 料

(i) 建築設計の場合( 住宅設計・インテリアを含む)

鮮明な写真、配置図および主要平面図、概要、設計要旨、

その他設計内容を説明するに十分な資料

(ii)  計画の場合( 都市 ・地域の計画など)

計画図、計画要旨、その他上に準じた資料

(i ii )  施 工 ・構造、設備の場合( それぞれの設計計画なども合

む)

上に準じた資料

川 上 記 以 外 の 分 野 の 場 合 ( プロジェク卜等の調査 ・企 画 ・

調書室、コンサルテイング、コーディネイ卜、フログラミ

ング、昔日材 ・材料の| 出発、造園 、等その他)

それぞれにふさわしい資料

B 資 料

上記A 資料の各業績において、応募者本人が関与した程度、

役 割 ・立場等を 明 らかにし 、A 資料中、本人が特に貢献した

部分、または力量が活かされたと思われる部分の詳細な説明、

考え方および将来的展望などについて、 400 字詰原稿用紙 8

枚以内に平易簡明にまとめたもの( 必要に応じ図 ・表を用い

て差し支えない) 。ただし応募者 ・本人の自筆に限る 。

(3)  すいせんのことぱ

原則として 、すいせん者によるすいせんのことば( 120字てい

ど) を添付のこと。白せんの場合は不要。

( 註) r青年技術者選衡委員会」において選衡し、採択されたも

のについては、後日、本人の写兵、青年技術者としてのこと

ば( 青年技術者としての抱負、考え方、信念、建築WI . 等々を、

400 字ていどで執筆) の提出をお願いすることにします。

7. 提出期限 昭 和54年 8 月31 日

8. 提 出 先 大阪市東区北浜 3 - 37 ⑤ 541  

日本建築協会「青年技術者選衡委員会」

9.  青年技術者選衡委員会 (昭和54年 度)

委員長 前 川 陽 一 ( 村野森越築事務所研究室長 ・編集委u長)

委 員 内鳥 回 目券 次( 神戸大学助教綬)

/ /  松 村 康 三 (illi 辺越築* 務所副所長)

/ /  三 輪 泰 司( 地域計画建築研究所所長)

/ /  

前 回 - 治( 大阪市郎市再開発局技術監)

//  若 林 嘉津雄( 日建設計監理部長)

dシ l協 山 広 三( 大阪大学助教授)

今

宮 脇 事& ( 大林組設備部長)

/ /  河 津 隆 之 (i. Iil I隆之事務所所長)

/ /  吉 田 正 三( 鴻池組述築技術管理部長)

"  
竹 中 啓 介 ( 近畿日本鉄道雄設改良局課長)

- アンダーラインの部分は、今回から新たに修正 追加された規定ですので、ご留意の上、応募下さるようお願い申しあげます。

強築と社会ハ 'Il 9年HP ; ' 3 1  



暑中お見舞申し上げます 昭和54年盛夏 (50音順)

名嘗正会員

青 盛 繁 男
}芸 沼 猪 之 吉 網 野 栄

青 盛 建 材 株 式 会 社 取 締 役 会 長

. 733 広 島 市 舟 人 事 町 19 - 10 ・信使盟 ( 92) 3200

株 式 会 社 浅 沼 組 取締役会長 株 式 会 社 研 文 社 代表取締役

- ぉ4 自 宅 ・ 広 島 市 思 町 1切 7 の 10 ・信使122 (51) 6730 
. 5 43 大阪市天王寺区東高樟町 8 番地 の1 電 話06(768)  5222 ｾ大阪市北区 盆 山町 ＱＳ ＭＱ ＷＱＱ 信 也 Ｖ (314) 0151代

三邑

同 山 幸夫 浅 沼 茂 夫 安 部 ↑亘 夫

株式会社 青山建築積算事務所 代表取締役

晶 550 大阪市西区京町堀1- 10- 19江南 ピル 電話06 (443)  0430 

安 部 建 設 株 式 会 社 取締役社長

株式会社 浅 沼 組 取 締役社長 唇 聞 大阪市住之江区西住之江2丁目7番5号 電 話06 伯78)3212代

. 6 10-11 自宅 ・京都市西京区大原野上里勝山町14- 6 唖 倒 3 大 阪 市 天 王 寺 区 東高海町8番地の1 電 話06 (768)  5222 愚 559 自宅 ・大阪市住之江区西住之江 2 丁目 7 番 5 号

電信06 (671 )  7774 

電話075(331)  8082 

赤 崎 尚 浅 沼 誠 夫 安 藤 俊 雄

株式会社 赤崎建築事務所 代表取締役
安 藤 俊 雄 建 築 設 計 事 務 所 所 長

串 お O 大阪市西区立売堀 1 丁目3- 13 第三富士 ピ ル
株式会社 浅 m 組 専 務取締役

唖 540 大阪市東区常盤町 2 の30 高木産業ピル

電話06 (541) 7625代

串 543 大 阪 市 天 王 寺 区 東高辞書町 8 番地のl 電 話06 (768)  5222 
電 鱈06 ( 942) 4印 2 - 3

哩唱59 自宅 ・ 芦 屋 市 三 篠 町 47 番 30 電話。797 (31)  8781  

唖 560 自宅・畳中市上野西 2 丁目 16- 29電 話06 ( 843) 4∞5

赤 松 修 浅 海 正 雄 井 崎 哲 也

株式会社 赤松菅野建築設計事務所 代表取締役 浅 海 電 気 株 式 会 社 代 表取締役社長 株 式 会 社 井 崎 工 務 底 代 表 取 締 役

串 日0 大阪市北区西天満6丁目 1-12 瑠穆 ピル 串 臼0 大 阪 市北 区 老 松 町1丁目 22番地 電 信06( 36♀)8701- 8 . ω 0 和 歌 山 市 北 河 岸 4 丁 目 l 電 di W734(24)  5195 

電 話06(:お 4) 5651 晶 665 自宅・ 宝坂市御殿山 2 丁目 31一 回 一 109号 ' “0 自宅 ・和歌山市北河岸 4 丁目 l 電1言。734β6) 2455

畠 5ω 自宅. J豊中市千里園 2 丁目 2 - 3 3 電 話06 (852)  4622 11鰭 0797 ( 85) 0745  

安 萎 フE

ご; 主

J 同 新 昭
諌 早 信 夫

株式 会 社 新 工 務 所 取 締 役 社 長

フ ド ウ 建 研 株 式 会 社 社 長

唖 110 東京都台東区台東1 - 2 - 1 日本地所第二ピル

電話03( 835) 2661

株 式 会 社 日 建 設 計 取 締 役 社 長

＼ｬＡＡ＾ＵＴ Ｑ 大阪市東 区械娼 Ｒ 丁目 ＳＸ 番地氾， Ｑｾ ＰＶ Ｈ ＲＰＳ ＩＲＳＶ Ｑ 畢旬。大阪市北区曽恨崎 2 丁目 8 番 7 号 電 信06 (313)  1331 唖 157 東 京 都 世 田 谷 区 南 烏 山 2- 18 - 4 電話03( 300) 3705

浅 井 泰 新 下 帝 次 郎 井 上 秋 次

株式会社 笠 谷 工 務 庖 専務取締役
株式

新 下 工 業 取 締 役 社 長

弁 上 窯 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 659 芦 屋 市 議 平 町 4 - 1 電信0797α2) 0703

会 社
唖 543 大 阪 市 天 王 寺 区 生 玉 町 40 番 地 電 信06 (771)  2825 

e659 自宅 ・芦屋 市 軍 ケ丘 町 13 - 5  電話0797 ( 22) 5291  

唖 612 京都市伏見区桃山福島太夫西町 6 番地

串 659 自宅 ・芦 屋 市 川 西 町 4 番 23 号 電 信0797 (22) 5930 

電話075 (611) 2275代

浅 野 真
ｾ＠
I!il. 姉

-E------

E
E-----

E

E

，
，
 正 男 井 上 正

株 式 会 社 浅野建築設計事務所 代表取締役

. 543 大 阪 市 天 王 寺 区 域 南 寺 町 9 - 2 7 電 話06 (768)  0201  

畢572 自宅・寝屋川市成田西町 4 - 21  電 話0720 (31)  1750 

東光電気工事株式会社大阪支社主務霊締霊

畢541 大阪市東区高麗栂 5 丁目 28番地 電 話06 (202)  0325 

名 古 屋 建 築 設 計 事 務 所 所 長

暗 453 名古屋市中村区機関T 20の15 国鉄会館内

電 di!i 052 (451)2025直 通

畢565 自宅・吹田市旗白台 4 の30の12 電 話06 (8η) 3214  串 464 自宅・名古屋市千種区下方町4の301電話052(711)  9400 

3 2  



暑中お見舞申し上げます

名 誉 正 会 員

井 福上 蔵

株 式 会 社 弁 上 組 代 表 取 締 役

. 534 大阪市都島区網島町 6 番25号 電 信06 ( 352) 4031- 4 

電 話06 (351) 0弱。

畢 577 自宅 ・東大阪市東石宮町6丁目4番4号 電 話0729 伺1) 2526

井 達 明上

株式会社弁上透 明建築事務所代表取締役

畢 530 大阪市北区鶴野町 l 番3号安田ピル 電話06 (372) 2821代

唖 555 自宅・大阪市西淀川区竹島3丁目7の4司自京活科73) 1069

石 年 雄渡

株 式 会 社 石 渡 康 三 郎 塗 装 庖 取 締 役 社 長

畢 545 大阪市阿倍野区掲廓町2丁目 6- 1 屯 l丹06 ( 693)  2031代

唖 545 向宅 大 阪 市 阿 倍 野 区 帝 犠 山1丁目 5- 8

司{，I孟06 (621)  8110 

犠

山
一

a

武

大 機 建 材 工 業 妹 式 会 社 専 務 取 締 役

串 561 豊中市庄内栄町 5 丁目 5 番16号 電 訴06( 333) 2137

唖 ω 5 自宅・宝線市中山台 2 - 1 8 - 9 屯 J再0797 俗的 3698

伊 地 知 堅

大 鉄 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

飯 田 精 次 郎

共 同 設 計 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

昭和54年盛夏
(50音順)

F 晶 『

邑 自E 和

畢 おO 大阪市北区西天満 5 丁目 10番 14号 電 話06 (364)5836 

唖 105 東京事務所・東京都渋谷区渋谷 1- 10- 1 八千代ピル内 日 泉 化 学 工 業 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

電話03 ( 407) 0912  03 (4ω ) 1837 

唖 733 広島事務所・広島市堺町2- 3- 17 電 話0822 (94 )  1828 . 550 大阪市西区土佐掘通 1 丁目 l 番 9 号 タケウチピル

唖 520 大海事務所・大海市浜大海4-4- 4 電 話0775 (23) 0お8

串 620 福知山事務所・草毎府福知山市末広町6丁目4番地領官E ピル 電 路06( 443) 2261 代

電 話0773α3) 5208 〒657 自宅・神戸市議区篠原南町2- 3- 24 電 話078(871)  3479 

生 島 道 春

紋 日本建築積算協会関西支部 支部長

串 542 大阪市南区鰻谷中之町 62番 地 市 川 ピ ル 2 F

電 話06( 245) 飴 45

〒573- 01 自宅・枚方市大字長庵586-50 電』孟0720 (51)お 33

生 重政田

市 繁 雄
l

 

i

 

盲
目
・
'

日 本 管 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 601 京 都 市 南 区 西 九 条 盛 田 町 20 電信075( 681) 5101- 5

愚説焔Ｈｊ宅・， ［ｲ Ｏｩｬｬ Ｎｮ 左， ［ｲｾ 下鴨芝本町 ＳＷ m訴075( 781) 0289

市

E

E

E

-

-------

'

E

，
，
 宏

日 本 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株式会社 東 畑 建 築 事 務 所 専務取 締役

唖 541 大阪市東区安土町 4 丁目 5 番 地 電 話06 包61) 7591- 8 ・541 大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 ー19 .，猷渇( 202) 0391

晶 659 自宅 ・芦屋市朝日ケ丘22番 11号 電 話0797 (23) 0657 ・658 自宅・ 神戸市東滋区住 吉山手 4 丁目 4 - 3 2

電1! O78( 811)  0216  

石
-
E
-
-
-
-

-------

E

E

，
，
 宏

石 川 建 築 事 務 所

串 543 大阪市天王寺区茶阿山町111借地 電目前崎 ( 779) 9491代

畢 144 東京節太田区羽悶旭町14-1 li¥7高僧ピル

電 話03 (741)  0574 

石

'

E

E

-

--

-----

E

E

E

，

 

良 興

唖 532大阪市淀川区宮原4丁目4需44号 電 話06 (394)  1281 大代 @ お4 吹 田 市 豊 海 町 4 0 番 3 8 号 電Z部活(384) 1201代

日 本 冷 熱 工 産 株 式 会 社 代表取締役社長

A .  

--， 
由

ｉｾ 、井 臣

イマヰ建設工業株式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

. 547 大阪市平野区平野北 2 - 9 - 1 5 電 信06( 792)  4425 

･ＵＴ Ｗ 向 宅・大阪市宇野氏苧野北 ＲＭＹＭＱＵ 官Ｑｉ ｾＢＰＶＨＷＹＲ Ｉ ＴＴＰＴ

A ト.

--， 茂 雄西

株式会社今西建築デザインルーム代表取締役

唖 661 自宅 ・尼崎市南武庫之荘 5 丁目 13番 15号 骨 5ω 向宅・豊中市蛍池東町 4 T目 7 -1' 12号

電 話06 (438)  2148 電 話 情 ( 841) ∞32 畠 550 大阪市商民南絹江1丁目 22番 17号 電R前略 ( 541)初 51- 2

伊 藤 喜 三 郎

株式会社伊藤喜三郎建築研究所代表取締役社長

骨 102 東京都千代図区紀尾井町 3 番 地 文 芸 春 秋 ピ ル

電話03 (263)  1481代ー7

畢 141 東京師品川 区東五反田 3- 16- 55 電 話03 (441)5437 

伊 藤 良B

大栄電気株式会社大阪支庖 取締役副社長

愚 民O 大阪市西区京町堀 1 - 12ー 14 電 話06 (443)0631 

唖 560 自宅・豊中市北縦塚 3 - 8 - 7 電話06 (854)7747  

石 原 季夫
取締役会長 今 村

取締役社長 平 木

騰

寛
稼 式 会 社 石原建築段針事務所代表取締役

・5鈎大阪事理事腕 大阪市北区中之島 3 - 6 - 3 2 大ピル916

電 醤06(“3) l 22S- d

・1∞東京事君臨所 東京毎千代田区内申町1- 3→

続日比谷 ピ ル 電 話03( ω2) 8921- '

・650 自宅・神戸市生田区中山手通 6 - 3 8 電B078( Ul ) 2073

泉 沢 哲 史

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

唖 日O 大阪市北区西天満 6 丁目 9 番 8 号

電 話06 (312)  8881大代

d 合』

--， 康 彦

株式会社泉沢建築設計事務所 代表取締役

骨 530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号 オ オ シ 7 ピル

電 話06(3“ ) 9071代

フE

近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役名誉会長

唖 日l 大阪市大淀区本庄東2丁目 3番 41号 電 話06( 375) 6αm

串 5ω 自宅・豊中市北桜寝4丁 目51昏5 号 電 話06(852) 5887

33 



暑中お見舞申し上げます

名誉正会員

岩 崎 甚 太 郎

唖街路 自宅 ・兵庫県川西市花層敷 1 丁目 32の11

電 結0727( 59) 9317

山

一

担 崎 徹

株式会社岩崎建築設計事務所 代表取締役

串句 。 本 社 ・奈良市大森 町57の3 農 協 会 館 内

電話0742 (22) 2283代

畢631 自宅・奈良市学聞北 1丁目 5 ー 11 電 話0742 (45)  1513  

寺 西

株式会社教育施設研究所大阪事務所々長

⑮550 大阪市西区屯売楓l 丁目 13番l 丹 大 l. i ピル

: 世話06(531  )0916  

ｾ Ｑ 白宅 ・ 兵ｊ｡ ｬ 県尼崎市常吉字赤田 ＹＭＵ 司ＡＮｩ古 ＰＶ ( 431  )2101  

山一

a

本 義
'L' 

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

- 叫 1 ) c 阪市 司{ !i<'.;:沼 姥憎 2 r r:1 9  / 11: 地電』怖渇 ( 202 ｾ Ｑ ＷＹ Ｑ＠ Ｈｾ＠

串581 臼宅八尾市山本側T 4 丁目 5-7 1世話0729 (22) 2908 

上 宇田

株式会社 日 匠 設 計 代 表 取 締 役

駅 蜘 本 社 ， ) c阪 事情所 ・k 阪府総原 市丙) cJ軍l - !) 一日

1官，! 削，723(31  )38:'711: 

曙 五 Ｒ ＱＱ ＭＳＲ 滋 筒事務 所・滋 賀県甲賀耶甲南町大 字 予 ｉ ｾ
市，!#17187 (2)  11 14  

，'lI!(>8C1  ＨＱ 宅 ， Ｉ￧阪 府 松原 市丙Ｉ￧ｊＺ輩 Ｑ Ｍ Ｚ［ＭＶ 電， Ａ ｾｩｬ ＷＲＳＨＳ Ｑ Ｉ 15:. 4  

上 圭

ごム

，ロ西

株 式 会 社 大 気 社 取締役社長

唖臼0 大阪市北区中之島 3 - 2 - 1 8 住友中之島ピ ル 7 際

電話06 (448)  5871 

哩民59 ＨＱ宅・兵 Ｑ 事県 芦 Ｑ 宅 市 浜 町 Ｑ Ｒ ー ＱＴ ＧＱＱｬ， Ａ ｾ Ｑ Ｗ ＹＷＨＲＲＩＺ ，制 Ｙ

植 寿 雄野

3工 好
l

 

-------

E

E

，
e

 

己

大 飯 事 務 所

株式会社 江川神津設計事務所代表取締役所長

畢臼2 大阪市p泡 11 区西中島4- 10- 2 ピラ新大阪

電 話06( 304 ) 7439 

串659 自 宅 ・芦 屋 市 三 飾 町 2 8 8 電 話0797 (22)  9269 

、.::1::.

I墨 藤 剛 生

昭和54年盛夏 (50音順)

岡 津 勇

同 湾 建 築 設 計 事 務 所 所 長

哩島氏) 7 大阪府茨木市大字 清 本433

電. 話。726( 43)朕あ3 ，52:ぬ

⑮広狗 大 阪 事 務 所 ・大阪市北f > ! : 梅ケ綾田T l 46 悔 ケ健ピ ル 2 陪

電 結情 ( 誕>2 )ω 82代

岡 橋 作 太 郎

株式会社遠藤剛生建築設計事務所 代表取締役

1I1! 641 大 阪 市 東 同 伏 見 町 2 丁 同 22電J南下6(203旧総8代

哩! 6喝2 向宅・ 7電両 市桜ケ丘1丁 目10番4号電 活 0727( 22) 2064 哩民主59 向宅 ・酋I呈市打出嘗円町156ー 1 11J.liW797 (22 )4500 

-

E

・

E

・-

.•••••• 
-

E

E

，

 

正 岡 本 繁

株式会社. 竹 中 工 務 庖 顧 問 近 畿 電 気 工 事 株 式 会 社 取締役会長

ｯＡＡＡ＾ ＵＳ Ｑ 大 阪 市大淀｛ｩＧｻ本庄 東 Ｒ 丁目 Ｓ 砕 ＴＱ 号哲 也 ＱｾＨＳ Ｗ ＺＮＩＶＰＰＰ
e 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 2  7 句 JIi 06( 252) 1201

o!!!>640 自宅 ・和歌山市三木町南ノ丁18番地 電，1#1734 ( 23) 0308 

尾 亀 清 四 郎

株式会社 三 晃 空 調 取 締 役 会 長

名誉正会員

岡 本 弘

愚 573 向宅・ 枚 方 市 東 喬 望 2 - 7 - 20 電飾 ) 720白4)4123

哩! f>30 大阪市北区西天満 3 丁目 13番20骨 ";l! ，l甫f略 目 白 ) 1371

哩fi 73 ( 1'宅， W， }j 市 問 111 T' 町 15 - 4  i'1t，柄引720( 41) 3427  

鈴 木 毅

株式会社松田平田坂本設計事務所高阪事務E

暦 日O 大 阪 市 北 区 堂 島 2 - 2  - 2 5  1Il:，11i 06 (344 ) 7821  

愚 185 自 宅 東 京 郎 同 分 寺 市 富 士 本 1-31- 15

1Il:，!古0425(75) 1581  

大 井 弘 治 郎

株 式 会 社 大 弁 建 築設計 事 務 所 代 表 取 締 役

唇 550 大阪市西区京町線 1丁目 10- 8 徳間 ピル

'，'!l，1向16( 1制 ) 1521- 2

槽「必 (1宅' l C 而市首後荘 4 J' r:1 4 ー 11 屯! 仰727( 21) 1113 

名脅i F. 会日

大 倉 良E

株式会社 寿 建 築 積 算 事 務 所 所 長

哩542 大阪市南区東術水町48つるのすピ Jレ 電 話06( 244)  1561  

、喧似lfi (1宅・，; t ' 1i s 市旬以1>更:下，A- It 園町3 " 屯，1#17: ' (781)1¥6.16 

哩1" >88自宅・ 堺 市 大 美 野 5 - 9  1lt，11iOη2( 3711162 

34  

岡 本
差

E ヨ
行

株 式 会 社 昭 和 設 計 代表取締役社長

⑮5駒 大阪市西民 新町1丁 目5番7号 阿 ツ憎 ピル

電1前) 6 ( 532 ) 3421代

⑮ ＶＵＹ 自宅・常屋 市 岩 園町 ＳＵ ー Ｗ 電 ｾＱｩＰ ＷＹＷ (31  ) 3201  

岡 本 全 男

寛章E 建 設 株 式 会 社 代表取締役社長

⑮臼3 大阪市天王寺区東 高i世町14- 5 電結06( 768)  1515代

営重量所. 名古贋 ・和歌山・春日出 工渇， ，宣明

⑮ 557 向宅 ・大阪市西成医玉市東 1 丁目 6 需 l Sg.

竜踊06(“ 1) 3317  

岡 山 雄竹

25岡山建築事務所一級建築士事務所 Ed

哩ω 4 京都市 中京区烏丸通錦小路上ル手洗水町670

京都フクトク ピル 7 F 電 話07引255) 0537- 8

唖612 自宅・京郎市伏見区深草平 田町18 電 話07引641) 0536 



， 

暑中お見舞申し上げます

奥 晴 弘野

株式会社和光建築設計事務所代表取締役社長

骨 550 大阪市西区北据江 2 丁目 9 番 15号

電 話06 (531)  4488代

⑮ おO 自宅・大阪市西区北堀江 2 丁目 9 番 10号

官邸舌06( 541 ) 0261

奥 紘 ??  村

奥 村 重 兵 衛 株 式 会 社 取 締 役 社 長

@ おO 大 阪 市 北 限 伊 勢 町 22 番 地 電 話 前(312 )4131代

哩略20 自 宅 ・ 西 宮 市 南 郷 町 14 番 34 号 電 話0798( 71 ) ∞11 

奥 村 安 太 郎

奥村組土木興業株式会社代表取締役社長

⑮ 552 大 阪 市 港 尻 市 岡 3 丁目 5 再生 18 号 電 l情 的 (，，72) お01

⑮552 向宅・大阪市港問. 市岡3丁目8調書3 号 電，1釘略的71) 0571

.:a:. 

目 倫 宏羽

株 式 会 社 第 一 サ ー ピ ス 代 表 取 締 役

ｾＵＵＶ 大阪市浪速ほ戎本町 Ｑ 丁目 Ｓ 番地 電1苦情 ( 649) 日01

@ 羽4 向宅・ 2富田休市高辺台 3 丁4 需54- 202 号

1l 附 7212( 9) 9n7

梶 本 秀 尾

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

士百 内 務

取 締 役

株式会社団地サーピス大阪支社大阪支社長

暗 日6 大阪市城東区森之宮 2 丁目 9番201号 電 結06( 969 ) 1∞1

数 井 手。 美

株 式 会 社 西 村 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

⑮652 神戸市兵庫区 荒 田町 2 丁目 1 番 地 旭 ピ ル

電話。78( 521)0205- 0207 

⑮654 自宅・神戸市須膚医白川台 2 丁目39- 1 3

電 丹羽78( 792) 5862

兼
官

同 勇

有 限 会 社 兼 高 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

e 5加甥市翁憎開T 1T 4官昨5号 電，li W722( 22】1643

1648 

愚 5仰 向 宅 ー 幌 市 三岡ケ丘御幸通81- 2 電，li W722 ＨｾＲＩ＠ 1釘13

鎌 谷 秀 男

修 成 建 設 専 門 学 校 校 長

⑮ ＵＵＵ 大阪市丙 淀川 ｉ 寛大相 ＱＱＱＵ 丁同 ＱＹＭｾＰ ＱｬＡＺ， Ｑ 古俗 ＨＴＷＴ )1644 

串 665 向宅 ・ 宝 標 市 千 縄 4 丁目 3 liI' Ｓ 号電， ｬｾ 】 ＷＹＷＨＷＲＩ 1おO

神 崎 文 一 郎

株 式 会 社 神 崎 組 取 締 役 社 長

ｾＵＴＰ 大阪市東区森之 宮東之 町 ＳＹＲＱ冨 Ｑ 京 ＱＶＨＹＴ Ｑ Ｉ 侭 ｾ Ｑ 代 唖 670 姫 路 市 北 条 口 86 の 3 電 信0792 (23) 2021代

昭和54年盛夏 (50音順)

柄 谷 順 一 郎

株 式 会 社 柄 谷 工 務 底 取 締 役 社 長

串“ 0 尼 崎 市 玄 嘗 南 之 町 4 電 話 06 (411 )  1451  

畢 663 自 宅 西 宮 市 甲 子 園 浦 風 町9- 14 電 話0798 (41  ) 07∞ 

l

 

・E-----

E

E

，
，
 繁 夫岸

株 式 会 社 川 岸 窯 業 高 底 代 表 取 締 役 社 長

串 550 大阪市西区西本町 1 丁目 13- 33 電 話06 ( 532)  0461代

晶 お3 自宅・池田市 天 神 1 丁目 10 - 10 電 話0727 (61)  8598 

l

 

-------

E

E

E

，

 

崎 敬

株 式 会 社 近 畿 建 設 代 表 取 締 役

愚日日大阪市西民江之子島 1 丁同 2 帯 2 号 電1釘浴 (448 ) 5601  

⑮ 556 自宅 大阪市浪速I更新1112 丁同666 1軍縮) 6 ( 632 )  7369 

川 瀬 啓 一 郎

扶 桑 管 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

晶616 京都市右京区太泰和泉式錦町121在地電鮪】75( 861 ) 1157 

大阪支底官Ｑｴ ｾＸＰＶ ( 353)  ＰＲＲＲ 東京支席電 ｾＵＰＳＨＲＦＱ ) 0501  

⑮616 自宅・京都市右京区太秦安井車道町21

t宜問。75( 811) 1509 

河 和 夫裾

蛍 光 産 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

ｾＵＸＸ 自宅緋市大 美野 Ｑ ＰＷ の Ｔ 電 話0722( 37)  2548 唖 670 自 宅 ・ 姫 路 市 北 条 ロ 60 電 話 切92 ( 23) 3591  ⑮ 531 大阪市大淀医本庄東l 丁目9番9号 官官，1お6( 371 )5146

加 藤 忠 三 郎

株 式 会 社 平 田 タ イ ル 代 表 取 締 役 社 長

⑮お日大阪市西ｾ阿波座 Ｑ 丁目 ｬ 番 ＱＰ 号

'I1 U町) 6 ( 532 )1231代

⑮ ＶＰ Ｑ 向宅・京都市南医東九条北烏丸町 ＲＴ Ｑｴｴｾｩｗ Ｗ ，， ＨＶＹＱ )1334 

室
加納 伝

亀

ごム

J 口
河 義 夫

井 晃
原

♂? ? 可ぷ I 建築事務所代表取締役社長 新日本空調株式会社大阪支庖 12222 

⑮ 542 大阪市南民谷町 7 丁伺 12 111' 1也の 1 ｾＵＳＰ 大阪市北区堂島浜 Ｑ 丁目 Ｒ 番 Ｖ 号新大ピル

新谷町第 3 ピ j レ・ 2 F ; 官訴f渇 ( 768 ) 1771 (¥:: 電 話06 (344)  6031代

⑤ 631 向 宅 ー奈 良 市 中 町 l 得 地 の479 ' 1世話。742( 43) 1226 ｾＶＵＹ 向宅・芦摩 市岩間町 ＲＱＱ 昏 Ｓ 号 電， ＱｾＰＷＹＷＨＳ Ｑ ) 5492 

木 園 男亀

_._ 

/， 夫 下回

三 宝 電 機 株 式 会 社 取 締 役 社 長 株 式 会 社 増 島 製 作 所 大 阪出張 所 所 長 内外パーキング施設株式会社取締役社長

⑮ 臼O 大阪市北区西天満 2 - 6 - 8 堂 ピ ル 電1お 6( 364) 1471 唖 530 大阪市北区西天満 3- 13- 18 島般的レ電話06(364) 1951 愚 550 大阪市西区京町癌 1 丁目 4 番 8 号 電 話06( 441) 0477代

骨 659 自 宅 芦 屋 市 岩 園 町 25番 22号 電 話0797( 22) 2191 ・国O 自 宅 ・豊 中 市 錆 池 南 町 1 - 14- 10 電話06(855) お56 愚665 自宅・宝縁市逆瀬台6丁目 15番 11号 電 話0797 (73)  3228 

35 



暑中お見舞申 し上げます

名誉正会員

城 武 男戸

株式会社城戸武男建築事務所代表取締役

串460 名 古 屋 市 中 区 栄 1 - 2 2 - 2 7 電 話052 包31) 5451代

署 460 自宅・名古屋市中区栄 1 - 2 2 - 2 7 電 信052 位。1)4061

木 下 み ど り

株 式 会 社 ナ イ ガ イ 代 表 取 締 役 社 長

< < I t 5 3 O大阪市北区堂島 2 丁目 1 番 18号 電 信06 (345) 9055 

. 550 自宅・大阪市西区京町堀 1 丁目 15番 18号

電 結ω休41) お03

汲

E

E

E

・

E

・-

----

E

E

，
e

 

圭司

泉 工 業 株 式 会 社 会 長

' 558 大阪市住吉区長居町東4丁目3 5 - 1 電 話06 ( 696) 6961代

畢 594 自宅・大阪府和良市太町41- 2 7 電 380725 ( 43) 1670  

名誉正会員

黒 明 夫
ｾ＠
I!il. 

ク ロ ア キ 一 級 建 築 士 事 務 所 所 長

畢岱6 大阪市雄東区蒲生 3 丁目 11番 11号 電信06 (931) 2097 

畢お6 自宅・大阪市城東区浦生 3 丁目 11番 11号

電 話06 ( 931) 2097 

黒 譲田

黒 田 建 設 株 式 会 社 取締役社長

愚 図 。 久 留 米 市 大 石 町 32 番 地 電 結ω4 2 (32)3417 

愚 おO 自 宅 ・ 久 留 米 市 白 山 町 547 番 地 電 話ω4 2 (34)  8527 

桑 正 造田

由

，むの 勝坂

株 式 会 社 東 海 設 計 取締役社長

畢460 本社・名古屋市中区栄3ー 7 - 1 電 話052(261)  2651代

. 104 東京事務所・東京都中央区京情1 - 14 - 4

電 話03(561)  0815代

・467 自宅・名古屋市端視区岳見町4- 20- 2電話052 (831)  4459 

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

崎 勇

株式会社 ミ ラ ノ 工 務 庖 取締役社長

・ω 4 京都市中京区爽川通河原町東入鉾田町310

電話075(231)  0177代

・ω 6 自宅・京都市左京区下嶋北園町63番 地

電話075(781)  0676 

滋 夫菅

株式会社 日 建 設 計 員 制 服

⑮ ，541 大 阪 市 東 区 t前線 2 丁 目 38 -111= il!! Ｇ ［ Ｇｉｬ ｊｾＰ Ｖ＠ (203) 2361 

島 巳勝

有限会社小島勝巳建築事務所 代点取締役

晶 541 大阪本社 大阪市東区南 本 町 4 丁目 41番地

イヨピル 8 階 電 話06α52)ω8 8代

骨 103 東京本 社 東 京 都 中 央 区 日 本 締 本 町 4 丁目 14番 地

山本ピル 7 階 電 話03( 661) 0768代

愚 166 自 宅 東 京 都 杉 並区成 田 西 1 丁目 16 - 17

電 話03 ( 315) 5435 

大谷 作

株 式 会 社 回 測建築設計事務所 代表取締役

・640 和 歌 山 市 下 町 1 9 番 地 電 鑑 0734 (31)  0261- 2 

. 641 自宅・和歌山市堀止西 1 丁目 10'-- 5  1電話0734( 24) 9563

西 信 一 郎

桑 田 硝 子 株 式 会 社 取 締 役 社 長 コ ニ シ 株 式 会 社 代表取締役社長

唖 650 神 戸 市 生 田 区 多 開 通 4 - 9 電信078( 371) 1861代 骨 541 大阪市東区道修町 Z 丁目 6 番 地 電 話06( 228) 2811 tt 

・653 自宅 ・神戸市長田区五位/ 池町3丁目 1-1 . 565 吹田市古江台 1 丁目 15番 5 号 電 話06(831)  8455 

電話078( 621) 3807

‘
、

E

E

E

J

 

，
，
 

氷阪

大 信 印 刷 株 式 会 社 代 表 取 締 役

串 531 大阪市大淀区大淀中 4 丁目 13ー 11 電 結06( 451) 7631

畢 お3 大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁 目 20- 10 電 話06( 451) 臼46

‘
、

'

a

E

J

 

，
，

 

西 岬

昭和54年盛夏 (回音順)

株 式 会 社 小 西 設 計 取 締 役 社 長

唖 550 大 阪 市 西 区 立売 網 1 丁目 12- 16 電 話06 (532)4051 

畠 546 自宅・大阪市東住吉区今川3丁目 6 - 6

電 信06 (701)白 97

名嘗正会員

小 早 川 美 武

美 工 装 飾 株 式 会 社 取 締 役 社 長

畢 557 大阪市西成区玉出東 2 丁目 9 - 41 電 話06 ( 651) 0105 

8557 自宅・大阪市西成区玉出東 2 丁目 10- 17 

電 話06 ( 653) 0ω3 

‘
、

E

・
・
J，

，
 

林 夫

役

役

l

n

締

絞

山

町

η

取

相

川

目
別

凶

悶

。

。

【

(

M

w

m

 

+
L

陪

副

主

管

制

A

E

 

式

4

凶

株

↓

ト

聖
〈

2

-

2

町

Z

奥

本

山

9

三

股

才

十

御

4

区

市

建

刷

誠

南

市

・

阪

宅

甲

大

自

の

4

F

h

J

回

目

m

'

'
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、

E

E

E

d

 

a' 
林

ご謹E

J 同

株 式 会 社 新 住 宅 社 代 表 取 締 役

串 臼0 大阪市北区中之島 4 丁目 3 番 25号 電 話06( 443) 6641(-¥: 

. 545 自宅・大阪市阿倍野区北畠3丁目1番7号 電 信06(6:>4)0584 

小 林 三 甫 朗

小 林 住 宅 産 業 株 式 会 社 代表取締役

唖 541 大 阪 市 東 区 南 久 宝 寺 町 5 - 18  電 話06 包45) 2181

‘
、

1
・

』，
，
 

林 四 郎

太 陽 工 藤 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 553 大阪市福島区福島7丁目辺番8号 電 信06 (452) 1151大代

林

ｾｂ＠

T守

士
一
ゆ

株式会社小林得志建築事務所代表取締役所長

5650 

唖 日O 大阪市北区堂島 2 - 4 - 17 ，車問 ピ ル 電 信06 (341 )5658 

5659 

愚662 自宅・西 宮 市 丸 崎 町 6 - 16 電 話0798 (66)  2394 

吉

岡 主武 計

コ ー タ ケ 建 築 設 計 事 務 所 所 長

晶 550 大阪市西区江戸堀 3 丁目 6 番23号 末 弘 ピ ル

電 話06 (448)2408 ・0178

串 おO 自宅・大阪市西区北嶋江4 丁目 14- 6 11'. 706け

電話06 (531)  2812  



暑中お見舞申し上げます

河 内 義 就 鈴 木
ごム

，ロ

昭和54年盛夏
(50音順)

明 須 賀 孝

有限会社河内義就設計事務所代表取締役 日 新 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長 須 賀 工 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 730 広 島 市 上 被 町 2 番 37 号 電 話0822 ( 28)  2271代 唖 533 大阪市東淀川区瑞光通 4 丁目 30番地の2 唖 550 大阪市西区土佐堀 1 丁目 2 番 30号 電 話06 (441 )  5171  

電 話06 ( 329) 7737大代 唖 662 自 宅 ・ 西 宮 市 雲 井 町 6 番 14 号 電 話0798 ( 72)  0269 

串 739- 17自宅・広島市高柳1字単光台1- 237 電 話08284 ( 2) 4141  

愚 533 自宅・大阪市東淀川区瑞光通ト30- 2電 話06 ( 328) 3343 

鴻 池 藤

株式会社 ｩｾｾ 池 組 取 締 役 社 長

串 541 大阪市東区北久宝寺町 4 丁目 27番地

ダイヤ J レイノ電話06 (244 )3500 (受付台)

串 ω 3 自宅 京都市北区平野偽居前町86 電 話075(461 )1526 

佐 々 木 群

総式会社佐藤武夫設計事務所代表取締役社長

唖 105 東京都港区新橋 4 丁目 6 番15号 電 話03 (436) 3511 代

・272 自宅・市川市国府台 1 - 5 - 2 電信0473( 71) 5162

佐 野 正

株式会社安井主l!; 築設計 引務所代表取締役社長

串 540 大阪市東区島 町 2 丁 目 7 番地 電話06 (943) 1371代

骨 662 自宅 ・ 丙 富 市 安 井 町 4 の 9 電 話0798 (72)  1569 

斉 藤 国 義

株 式 会 社 斉 藤 工 業 所 代 表 取 締 役

畢 557 大寂市西成区岸恩 2 丁目 6 番 5 号 電信06( 師 1) おお代

ご'J.t:.

J 、，
，、 谷 幸雄 須 賀

宮

田

渋 谷 金 属 J定 業 株 式 会 社 取締役社長

ｾ ＵＴＲ 大阪市持 ｩ ｛ｩ鍛冶 ＱＱＱ ｾ ｔ＠ 52 'i !i抗06 (211 )7333 

⑮ 581 ，:，宅 ・八 尾 市 二 保 2 5 2 ー 7 'iU，l l i0729  (22)  8644 

島

ごム

，ロ

好

近 畿 大 学 理 工 学 部 助 教授 電 話06 (721  )  2332 内 線 271

株 式 会 社 近 畿 建 築 精 造 研 究 所 所 長

唖 543 大阪市天王寺区維寺町76天王ピル電話06 (771 )3216代

署 577 自宅・東大阪市下小阪17 2 - 2

近 鉄 グ ラ ン ド マ ン シ ョ ン B - 911 電 話06 (789)8114 

菅 良 春
田 孝

日本住宅パネ ル工業協同組合 造 型 暫 嘩

串 530 大阪市北 区西天満 5 丁目 6 番10主;- '1{l，!t 06 (313) 3321  

串 636- 11 1' 1宅 奈良 県大和郡山市南弁町19- 60

'i{l，!，f，07435  (6)3665 

菅 谷 健
I日

ｾｬｊ＠

株 式 会 社 片 山 鉄 工 所 代 表 取 締 役 会 長

串 551 大阪市大正区南恩加島 6 丁目 2 番21号

電 話06 (552)1231大代

骨 661 自宅・兵庫県尼崎市武庫之荘 3 丁目 l ー 1 - 308

電 話06 (432)  7387 

名 誉 正 会 員

島 村 佐 次 郎

株式会社 島 村 建 築 事 務 所

愚 640 和 歌 山 市 四 番 丁 4 電 話0734 (22 )  3338 ・4335

串 640 自宅 ・ 和 歌 山 市 四 番 丁 4 電 話0734 (22 )  3338 ・4335

島 忠 男

大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

唖 550 大阪市西区江戸緬 1 丁目 10番 17号 電 話06 (441 )8231 

唖 158 自宅 東京都世田谷区等々力 6 丁目 2 4 - 6

電 話03 (701 )3535  

杉 田 新 三 郎

シールテ ックス工業株式会社代表取締役

(建 築 総 合 防 水 材)

G557 自宅・大阪市西成区岸恩来 1 丁目21番 3 号 唖 540 大 阪 市 東 区 上 町 5 番 地 o1!，!，T; 06( 764 )1122 骨 640 和 歌 山 市 橋 丁 11 電 話0734 (32 )2581代

電話06( 652) 0208

雑 賀 幸夫

株式会社大阪雑賀建築事務所代表取締役

愚 543 大阪市天王寺区東平野 町 5 丁目 9 番 地 吉 盛 ピ ル

電 話06 (772)  4426 '  4436 

串 573 自宅・枚方市香里ケ丘 7 丁目 11- 16電 話0720 (54)0∞4  

四 方 靖 良B

四方設計工務株式会社

一級建築士事務所 代表取締役社長

愚 ＶＱＲ 京都市伏見区深草関屋敷町山電話問Ｈ斜 Ｑ Ｉ ｾｾｾ Ｍ Ｒ

畠 85ト33 長崎出張所 長崎県西彼杵郡西彼町大谷脇1684

電 話09592(7)0172

ｾＱ ＸＳ 東 京 出張所・東 京 都府中 市白 糸 台 Ｖ 丁 目 ＵＳＭ Ｓ Ｑ
'ilt J舌0423 (67)  0480  .  0424 (84)  0236 

⑮ 612 自宅・ 京都市伏見区深草関屋敷町32- 2

村

西 日 本 建 設 業 保 証 株 式 会 社 取 締 役 社 長

名 誉 正 会 員

白 石 登 喜 男

株 式 会 社 藤 木 工 務 庖 常 務 理 事

唖 540 大 阪 市 東 区 間 轡 町 l 丁目 13番 地 電 話06 (942)  1461  

唖 558 自 宅 ・ 大 阪 市 住 吉区鉛江中 l の68 電 話06 (671 )3792  

城 庸 平口

株 式 会 社 大 阪 城 口 研 究 所 取締役社長

哩 530 大阪 市 北区角田町 2 番 15号 電話06 ( 372) 7151代

杉 村 正 三 郎

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 532 大阪市淀川区新北野1丁目4番21号 電 信06 (302)0231代

唖 665 自宅・宝塚市栄町 3 丁目 9 番20号 電 話0797 (86)3623 

相 J字牽

日 新 工 業 株 式 会 社 専務取締役

串 120 東京 都足 立区 千 住 東2 丁 目23需 4 号 電話03 (882) 2424 

骨 271 自宅 松戸市 松戸 3 の 7 の 3 電話似73 (62) 9314  
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暑中お見舞申し上げます

田 中 幸 三 郎

田 中 建 設 株 式 会 社 取 締 役 社 長

哩岳民3 大 阪 市 天 王 寺 区 北 河 堀 町 54 電話06 (771  )2391代

串 545 自宅大阪市阿倍野区阪南. 15- 9- 24 電話06 (622)0494 

i U正取締役

会 長

代 点 取 締 役

社 民

田 中 政 二

大 島 進

Jz  j; 有機J f I fヒ 主 工 業 株 式 会 社

愚 578 * 大 阪 市 新 庄 1 1  4 信 地 電 話06 (745)5121代

晶 536 1'] 宅・大阪 rli 級以民"! ( #4 r 日19- 20電話06 (931)3回目

田 村 説

東 洋 リ ノ リ ュ ー ム 株 式 会 社 取 締 役 社 長

o!!!A64 兵w県伊丹市点{ ， /品/ 5 ー 1 2  5  "占，，1;06 (492)  1331  

取 締 制 民 高 橋 慶 夫

側 i以締役 上 田 宏 ニ

株 式 会 社 ，:':j Wi l: 111 ，; !i ，￬Ａ・ ｊｾ 務 所

ｾＵＵＰ 大阪市川区新聞 ｦｬＭＴ -21火事 ピル '.!I 'I. 丹06 (533) 0971- 3  

名誉会長 名誉正会員

竹 健

、昼z

; l .B 腰

品662 自 宅 西 宮 市 松 園田r 7 番 22 号 電 話0798 (34 )  2650 

谷
-E

・
E

・-

Ea-E---

E

E

，
，
 ｾ＠ 夫

株 式 会 社 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 底 草 表 取 締 芸

愚 531 大阪市大淀区中海 6丁目 8番4号 電話06 (458)3531代

千 原 大 五 郎

株 式 会 社 大 建 設 計 取 締 役社 長

唖 105 東京節港区新情 1 丁目 10砕7 1;一大和銀行祈惜ピル

電話03 (572 ) 4595代

品，251 自宅 田神奈川県縦沢市絢沼松 ケ悶 1 - 15- 25

電話0466 (23) 3124 

塚 本 猛 次

株 式 会 社 日 建 設 計 相 談 役

骨 541 大 阪 市 東 区 情 騒 2 T 目 38 111' J也電話06 (203) 2361  

辻 本
屋量

5 望.

株 式 会 社 辻 本 豊一級 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役

昭和54年盛夏 ( 50音順)

土 上 三 之 丞

役

H

耳

目

的

∞

綿

底

幻

ぬ

取

支

り

η

務

販

制

叫

出

町

専

大

(

(

M

W

M

四

手

。

事

白

底

割

引

船

支

1

4

阪

一

↓

大

ぬ

6

づ

一

組

p

十

郎

町

田

問

瓦

山

:

区

市

会

食

ぽ

肱

円

ロ

会

制

吹

式

阪

宅

株

大

自

市

-

-

R

d

M

m岬

愚

直

唖

名誉会長 ・名誉正会員

東 謙畑

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

愚 541 大 阪 市 点 区 伏 見 町 5 - 19 電話06 位02)0391

晶 658 自 宅 神戸市東灘区住吉山手4-4-35電話078 (851  )5043 

栂 春野 正

株 式 会 社 栂 野 建 築 事 務 所 定 品 第百九 ま

哩 刷O 和 歌 山 市 五 番 T 4 番 地 電 話0734 ( 22) 2826 

時 保 雄岡

唖640 和 歌 山 市 班 長 町 中 町 下 12 - 3 電話0734 (24) 6346代 品倍。大阪市西区靭本町 3 丁目 8 番 6 号

串 640 自宅・和歌山市東長町中の f l 2- 3 官官J舌0734 位4) 6346 電結06 (445)  2521代 - 5

株 式 会 社 三 和 地 質 代 表 取 締 役

j章 健

I日

ノレ村

オリエンタルメタル製造株式会社 代 表 取 締 役

唖660 尼崎市昭和，t.i 通 3 丁目 26酢地 電結句 (412) 5131代

哩>662 自宅 ・西 宮 市 神 Ji'i 町 5 '111' 8 号 電 紹0798 (74 )5591 

i圃 AL-
田

ごJ ;圭同
寺 田 徳 重

有 限 会 社 柳 h  堂 (建 築 噂 門 書 庖 }

大 成 建 設 株 式 会 社 常 任 顧 問

串 おO 大 阪 市 西 区 京 町 掘 1 - 1 2 - 3 電路06 (443)0167- 8 

晶 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 了目 27 電話06 (262) 1131 

営 業 所 内 池 ピ ル 電話06 (251 ) 8233 

哩 562 自宅・大阪府箕面市桜井2 T 目4- 39電話0727 (21)4641 

.... ー

ムL 良B野

株 式 会 社 ユ ニ オ ン 代 点 取 締 役

⑮ 550 大阪市凶区南堀江2 f 目13番22号

・官，11; 06 ( 532)3731 ｻｾ＠

38 

{専 馬 正 明

時 山 龍 太 郎

H寺 山 設 計 事 務 所

唖日0 大阪市北区曽恨崎 2 丁目 2 帯 2 号 ｾ剖 ｩ ピル

111:孟06 (361) 6248 

唖，532 自宅・大阪市淀川区三国本町 2 T 目13昏23- 501月

ニL岡 本町スカイ ，、イツ

包括06 ( 393) 9557 

出

回

国
家 泰

凡

又

代

凶

m

u

い

取

町

山

表

山

代

制

国

山

手

自

社

号

亀

戸
、
ω

A

E

伽

式

即

株

丁

業

利

産

初

:

区

:

‘

掴

吋

ノ

市阪

ム

大

間骨

宏

株 式 会 社 宮 家 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

骨 604 京郎市中京区J甲小路通点桶院西入ル

電話075( 231) 6375代

品603 自宅・再( I l f l 市北区平野 八丁柳町6 8 - 1- 704号

電話 075( 463) ∞50

内 克藤 正

味 式 会 社 内 藤 建 築 設 計 事 務 所 代 表 取 締 役 所 長

骨 675- 13 掬単県小野市上本調T 240小野ピル電話07946 (2) 4757代

@動675- 13 自宅 ・兵庫恥l哩f市久保井町 1063電話07946 (2 )4668 
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中 出 隆 俊

( 各種防水工事及 ス レート工事施工嫡負 )

株 式 会 社 中 出 荷 会 代 表 取 締 役

・652 神 戸市兵庫区 上沢 通6丁目 1- 1 電 話078 (511 }4501代

中村 正

中 村 タ イ ル 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖 弱O 大阪市西区南堀江1丁目 11番5号 電 J舌06 ( 531)  7263 

畢 590- 0 1自宅 ・塀市 若 松 台3 Tl 7番9号 電訴也722( 91) 5592 

中 原 茂

株 式 会 社 中 原 茂 建 築 事 務 所 代 表 取 締 役

唖550 大阪市西区靭本町2丁目9番 11号 岡崎矯ピル

電 話06 似 5) 0039

中 英 雄原

株 式 会 社 創 美 設 計 代 表 取 締 役

暦 日O 大阪市北区末広町17 1孟和地所扇町ピル 6 階

電 話06 (312) 3587代

唖659 自宅・芦屋市打出小鎚町 l 番 地405

氷 井 賢 城

株式会社 久 米 建 築 事 務 所 取 締 役 社 長

IIt l 06 東京都港区西麻布 l T 目13番 11号電 信03 (403) 0251大代

1It251 自宅・ 海 沢 市鵠沼海岸2丁目Bの お 電 結04“ (36)7706

2匂 西 嶋 徳 太 郎

Z匂 石 中 達 夫

株式会社 大 建 企 l司 設 計

本社. 1It 55 O 大阪市西区京町輔君 1 丁目 13- 20

'，'Il，! "06 ( 443) 8261  

東京事務所 ー唖162 東京郎新宿p ? : 下常比開T l 5 l11'地

飯 fH11 i ハイタウン333; ; 唯，! "03 ( 267) 4711 

西 村
{

淀

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 取 締 役 社 長

e 615 京 都 市 右 京 区 西 院 西 田 町 30 電 鱈075( 313}2191

e 616 自宅 ・京鶴 市右 京 区 字 書野 御 池 町40- 10

電 信075 (必3} 2784

橋 雄
圭士

ロロ

株式会社 橋 詰 工 務 底 取 締 役 社 長

唖ω 4 京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326番 地

電 話075 (801  ) 2356代

串 ω 4 自宅・京都市中京区猪熊通三条上ル姉猪熊町326番 地

電 話075 ( 841) 2803 

橋 晃 芳本

株 式 会 社 鴻 池 キ且 常務取締役

串 541 大阪市東医北久宝寺町4 r 目27 l11' I也 γ11. !li06 ( 244  ) 3538 

o!l!659 ｴｾ＠ Jぜ d，M 辺 町 4 - 1 世，1，T;0797 (31)  6766 

長 谷 川 武 彦

株式会社 長谷川工務! 万代点取締役会長

⑮ 107 東 京 都 港 区 赤 板3 丁目 21 酢20 け '0' 11，1，1; 03 ( 586) 5451  

名 誉 正 会 員

浜 口 幹 三 郎

株 式 会 社 浅 沼 組 相 談 役

串 543 大阪市天王寺区東高海町 8 の 1 電 1806 ( 768) 5222 

串 631 自 宅 ・ 奈 良 市 二 名 町 南 登 美 ヶ 丘 お36ー7

電 信0742 ( 43} 1ωl  

林 唯 夫

株 式 会 社 昭 和 設 計 Ii; ft 取締役副社長

居 550 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 5 番 7 号 四 y 橋 ピ Jレ

電 話06 ( 532) 3421  

愚 565 自宅・吹田市青山台 3 丁目 4 1 - l ! 電 信06 ( 872) 3ωB 

原 精

甲 南 建 設 工 業 株 式 会 社 代 表 取 締 役

唖532 大阪市淀川区十三本町2丁目4番28号 電 話06 (308)  1551 

哩略62 自 宅 ・ 西 宮 市 名 次 町 12 番 9 号 電 結0798 (22) 1504 

2表取締2原 田 重 信

2表取締2原 因 孝 太郎

原 因 セ メ ン ト 化 工 株 式 会 社

串 缶4 大阪市此花区西九条 4 丁目 3 - 3 4 電 話06 (465)1212("¥: 

哩間活l 自宅尼崎市場口開T 3 了同 4 1 - 8 電 結06 (421  )4518 

昭和54年盛夏
(50音順)

名 誉 正 会 員

坂 静 雄

財 団 法 人 日 本 建 築 総 合 試 験 所 理 事 長

居 565 本所・大阪府吹田市藤白台 5 - 125 電 話06 ( 872) 0391  

愚問 Ｑ 大淀分室大阪市大 ｩ 定区長柄西ｾーお電話 ＰＶ (351 ) 7217 

串 592 塀分室・大阪府麻市浜寺石原町西 2 丁 I 番34号

電 話0722( 44) 3912 

伴 良B

株式会社西原衛生工業所大阪底代表取締役社長

居，531 大阪市大淀区中海 6 丁目 8 番 4 号 電 話06 ( 458) 3531代

飛 祐弾

株 式 会 社 大 公 社 常 務 取 締 役 支 府 長

⑮ 530 大阪市北区中之ぬ3丁目 2- 18 住友中之向ピ J レ7 F

屯，11i 06μ48) 5871 ( 代)

⑮日o n 屯 大阪市北区西天満4丁臼 5-5点色、マーキス悔111412

，tt.l，r; 06 ( 364 )7144 

広 谷 秋最

合 資 会 社 中 建 築 設 計 事 務 所 代 表 社 員

畢 460 名古屋市中区新栄 1 丁目 27番 27号 広 瀬 ピ ル

電 信052 (262 )  4411 

串 464 自宅・名古屋市千種区月ケ丘 2 丁目 2 帯 83号

電 話052 ( 711)  8010 

福 朝 生回

株 式 会 社 双 鬼 設 計 I U足取締役社長

愚 5 ω k阪市北沢茶1幸町 18- 21 盛 時 ピ ル 電 話06 ( 373)  2281 

串 677 向 宅 丙 宮 市 甲 子 閣 砂 田 町21昨日号 電 話0798( 48}  0989 

福 中 定 三 郎

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 参 与

唖 541 大 阪 市 東 p ? : 北 浜 3 - 3 7 電 話06( 231) 9648代

唖 573 門宅 ・ 枚 方 市 骨 弔 問 町26- 68 1ll問。720( 31)  0549 

福 氷 薫

株式会社建設技術センタ一代表取締役社長

哩 ＵＳＰ 大阪市北沢東天満 Ｒ 丁目 Ｕ 砕 ＲＰ 号古林ピル Ｕｾ 背

電 話06 ( 353)  0651 

唖542 自宅 ・大阪市南I更順磨町通4- 61電 話06 (251  )3102.  5189 
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暑中お見舞申し上げます

福 束員 蔵圭 淵 上 保 夫

取 締 役

株式会社 新 興 建 材 工 業 所 取締役社長 三井プレ コン 株 式 会 社 大 阪 支 庖 支 庖 長

串 550 大阪市西区南沼江 4 丁目 32番11 号 電話06( 538) 2951代 愚 541 大阪市東区間労 開T2-41中陣ピ J レ406号 電綿06( 271 )7935 

愚 558 自宅 大阪市住吉I烹住吉町242- 22 1I w，06( 6n) 5120 暦 .595 n宅 ー大阪府以大ilt 市虫取51-1 くすの本 I. "j息子311

沼 ＮｬｾＰＷＲＵ (22)  8141 

久 良
士

ロ田

株式会社東洋建築設計事務所 代表取締役

串 542 大阪市南区上本町 4 - 610 昭和ピル 3 F

電話06 (768) 2029直通

2020直通

唖 581 自宅 ー八尾市山本町南4 - 10ー 14 電話072ヨ(22) 3095

藤 稔井

堀 内 史 良5

昭和54年盛夏 (回音順)

松 本

c ョ

ヲE

株 式 会 社 消 ノ ' ] ( 工 業 所 代 点 取 締 役

.m>531 大阪市大淀区盛崎1丁目 l l fl f19η

屯 .11; 06( 372 )2851 代

⑮ 630 自宅 ・大阪市北区鶴野町1- 5 メタポ阪急14F

屯. l I i 06 ( 372) 8027  

名誉正会貝

松 作本 与

第一工業株式会社大阪支底 取締役支底長 第 一 生 命 保 険 相 互 会 社 顧 問 技 師

骨 530 大阪市北区西天満 3 丁目 6 番 14号 電 話侃 ( 364) 6661代 ｾ Ｑ ∞東京都千代田区有議町 Ｑ ＭＱＳＭＱ 電 話03( 216) 1211 

ｾ ＵＷＳ 自宅・大阪府枚方棉 耳 目 丘阿 ＱＲＭ Ｑ Ｘ 電 3! 0720(41)5榔 .m>145 自宅・東京都大田区悶園調布3-17- 3 電 話ω( 721) 4723

堀 也フE

神 戸 材 料 株 式 会 社 取締f支社長

阪 神 不 動 産 株 式 会 社 常務取締役 愚 651 神戸 市立合区熊内町2丁目 1- 3 7 電 活078(222)  2251 

唖 530 大阪市北区悔回 2 丁目 2 番 25号 電 話 06 ω46) 1171  吾 657 自 宅 神 戸 市 灘 灰 筏 原 北 町 2 r 自 1 - 9

電話078( 882) 0755 

藤 忠 成

E

E

・
E

・

-
E
E
-
-
-
-

E

E

E

，

 

株式会社 創構造建築事務所 代表取締役

⑮ ，73.1 広島市舟入町2-20 第 2 和典ピル6 F 電 J 南波 2( 91) 4495 

藤 木 銭

株式会社 藤 木 工 務 庖 取 締 役 社長

ｾ ＵＴＰ 大阪市 東 区両替 町 Ｑ ー Ｑ Ｓ ｾ電話 ＰＶＨ ＹＴ ＲＩ 1461代

藤 邦 昭田

株 式 会 社 都 市 問 題 経 営 研 究 所 代 表 取 締 役 所 長

唇 530 大阪市 北区堂山町 3 番 3 号 日本生命縛 回 ピ ル

電話06(315)  8455代

署 658 自宅・ 神戸市東灘区岡本 8 丁目 10番 1- 605

電話078(411)  3989 

代点取締役 藤 本 庄 之 助

専務取締役 藤 本 武 義

株式会社 工
局E

皿
ネ土

愚 536 大阪市城 東区鴫野西 5 丁目 16- 43 電 話06( 961)44ω

( 962) 1288 

唖 536 自宅 ・大阪 市 減東区鴫 野 西 5 丁目 16- 43

電 信06( 962) 1862 

40 

前 野 慶 太 郎

株式 会 社 あ め り か 屋 取 締 役 社 長

串 530 大阪市北区中之島 4 丁目 3 番 25号 電話06( 444) 1501  

串 659 自 宅 ・ 芦 曜 市 翠 ケ 丘 町 4 事件 18 号 電 話0797(22 ) 2005 

牧
塁百

ごム

J ロ田

大 建 建 設 工 業 株 式 会 社 専 務 取 締 役

唖軍部 4 摂 津 市 千 里 丘 京4 r 日9番 13 刀 '，'[1. 11; 06 (381  )2421 

>!il>546 f I宅 ・大阪市東住吉区 III 辺 本 町2丁目 26，番地

'，' rrぷ06( 713)1469

松 永 嘉 一 郎

株 式 会 社 梅 彦 取締役社長

串 530 大阪市北 区中崎西 2 丁目 1 番 3 号 電 話06 (312) 6171代

都 659 自 宅 ・ 芦 屋 市 山 手 町 42の 7 電 話 0797 (22)  4761  

松 丸 哲 也

豊 園 建 設 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

松 本
-'ー
ノ、 良R

松 本 金 物 株 式 会 社 取締役社長

畢 543-91 大阪市天王寺区上綿屋町6 電話06 (774) 22∞ 

受 付 案 内 台

唖 580 自宅・松原市北新町 2 丁目 3 ー 7 電 話0723( 31)0158

丸 山 信

株 式 会 社 丸 山 建 築 事 務 所 代表取締役

畢 107 東京都港区北青山 3 丁目 5 番 25号 電 話03( 401) 2287

出張所・償浜市 ー松本市

木 美 代 子

エ ス エ ム 工 業 株 式 会 社 取締役社長

ｾＵＵＹ 大阪市住之江区東 加 賀屋 Ｑ ＭＸ ー Ｑ Ｖ 電話 ＰＶ 体 ＸＵＩ 1661代

谷
由

'ロ，、 義

株式会社 三 谷 設 計 代表取締役

唖 694 島組県大田市久手町波恨 西777の l 電結08548( 2) 8121代

唖 694 自宅 ・島被県大田市久手陣T波恨西225の2

電 話08548( 5) 8320

輪 泰 司

株式会社 地域計画建築研究所 代表取締役

唇 530 大阪市北区天満橋 2 丁目 3 番 1 号 電 話06(353)  1001 愚 600 京都市下京区四条通り高倉酋入ル電話075( 221) 5132代

署 663 自宅・西宮市甲子園口北町20- 21 電話0798(67) 2787 唇 612 自宅 京都市伏見区銚山南大島町95- 45

電 話075(601) 3962 



暑中お見舞申し上げます

取締役会長 道 田 泰 治 郎

取締役社長 道 田 泰 平

株 式 会 社 道 図 工 務 底

唖“ ; 0-01 111西市向陽台 3 丁目 6 番216 号

百11，情。727 (93)  3456代

'“泊ー01 自宅・川西市向陽台 3 丁目 6 帯216 号

官11，情。727 (93)  3456代

水 野 喜 一 郎

社同法人 日本建築協会京l i I l 支部支部長

⑮ ω 4  Ｉ江郎市中京区押小路通柳 Ｎ Ａｾ湖東人雄投会館分室

，'1V ，I; 075 (211)  2857 ・2沼77

哩600 ボ郎市下京区西七条市部町77 水野建設株式会社

?世，1，1; 075 (312) 0431  

水 義 雄間

株 式 会 社 水 間 組 取締役社長

骨 534 大阪市都島区東野田町 1 丁目 1 番 4 号

電 話06 ( 352)  3121 Ｈｾ＠

宮 崎 辰 敬

宮 崎 辰 五 郎 建 築 事 務 所 所 長

唖 466 名 古 屋 市 昭 和 区 折 戸 町 5 丁目 1311Ui i 052 (751)3 ω6  

串 466 自 宅 名 古 屋 市 昭 和 区 折戸町E丁目 13

電話052(751) 3096

F 晶 『

皐 谷 水

昭和54年盛夏 ( 50音順)

山

室 谷 海 事 株 式 会 社 取 締 役 社 長

串 650 神戸市生田区北長狭通 4 丁目 l 英和ピル

電話。78( 331 ) ω8 1

串 650 自 宅 神 戸 市 生 田 区 山 本 通 4 丁目 108の37

電 話078(  221)  5050 

森
由

I U ;、

山
五

ロ良B口

不 二 建 設 株 式 会 社 取締役社長

' おO 大阪市西区西本 町3丁目 l 番9号 電 話06 (541) 5日4代

9301代

骨 665 自宅・宝塚市雲雀ケ丘1丁目 13番 25号 電 話0727( 59) 2018

山 敏 明崎

村 野 ， 森 建 築 事 務 所 辰 巳 興 業 株 式 会 社 取締役社長

晶 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3 - 8 電 話 06 (624) 0926 e 6 5 0 神 戸 市 生 田 区 栄 町 2 丁 目 21電信078ω21) 0655代

畢 665 自 宅 宝 塚 市 武 庫 山 1丁目 10- 8 電 話0797 (72) 4461 ・662 自 宅 ・ 西 宮 市 五 月 ケ 丘 5 の 7 電鱈 0798( 71 )  9763 

八 木 喜 美 蔵

八 木 惣 株 式 会 社 代点取締役社長

⑮ 593 ｉＡｉｉ市ｩｉＡ久野 ｾｉｲ 3  I・2 0 7 1 砕 I也 屯 治0722 ( 63) 4115 

⑮ 593 自 宅 柳 lI1i Ｑ Ｑ 久 ｾｦＧ 町 Ｓ r 2071  ilI' J也' ，I Wo0722 ( 62) 0722 

八 十 島 健

株式会社 竹 中 工 務 底 専 務取締役

畢 541 大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27 電話06 (252)1201  

畢 663 自宅・ 西宮市甲子園二 番町 5 - 3 0 電 話0798 (41  ) 0598 

山 男下 密

合同特許建 材 工 業 抹 式 会 社 代 表 取 締 役

・546 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 5 4 電話06( 702) 7814代

・546 自宅 ・大阪市東住吉区田辺東之町3- 193

電話06( 621) 9086

山 回 保

株式会社山 田保建築設計事務所 代表取締役

畢 730 広島市紙屋町 2 丁目 3 番 l 号 革 屋 町 ピ ル 4 階

電 話0822 ( 48) 2562代

村 石 全 安 井 忠 生
山 田 恒

ご，ムロ

浪 速 合 板 株 式 会 社 代 表 取 締 役 社 長

株 式 会 社 安 井 建 築 設 計 室 代表取締役
株 式 会 社 山 田 工 務 底 取 締 役 社 長

唖 556 大阪市槙速区幸町 3 丁目 2 番 地 l 電信06 (561) 2201代

- ぉ0 大阪市西区靭本 町 1 丁目 9 - 18 電 信情( 判的 2765- 6 串 651 神戸市軍事合区雲井通 4 丁目 7 番の 8

. 558 自宅 ・大阪市住之江区粉浜 3丁目 13- 15 電 話078 ( 232)  18∞ 代

暦 659 自宅・芦屋市岩園町25番 15号 電 話0797 (34)  0835 ハイツ 西興弱2号
e 651- 12 自宅・神戸市北区山田町上谷上古々山鈎

電 話06(673)  5254 電話078( 581 )  2055 

村 上 郎

A  代表取締役

サ ン エ ス 石 膏 株 式 会 社 社 長

暗 日0 大阪市北区堂島2丁目4番17号 藤田ピル本館

電信06 (344)  6526- 9 

畢 おS 自宅・吹田市千里山西3丁目7番5号 電話06(.お 4) 1∞2  

名誉正会員

村 藤
ヨ王

E ヨ野

村 野 ， 森 建 築 事 務 所

唖 545 大阪市阿倍野区阿倍野筋 2 - 3  - 8 電 話 06(624)  0926 

畠 665 自宅ー宝塚市糟荒神 2 丁目 18- 27 電話0797 (86)  2559 

ーι 『

女 年 彦

名誉正会員

山 次フE

関 15 産 業 株 式 会 社 取 締 役 社 長

ｾ大阪市北区中之ぬ Ｖ 丁目 Ｒ 岳包 ｭ '，'U，l i i 06( 446) 8880 

ｾｉ 自宅・奈良市百議薗 Ｑ - 9  - 8  '，:I Wi0742 (45)  7575 

簸 本 弦

田 文

株式会社 笹 JII 組 取締役社長

山 田 工 業 株 式 会 社 取締役会長

居 5ω 大阪市西区京町堀1丁目 6番8号 電 信06 (443)  8161大代

'“ 5 自 宅 玄 壕 市 南 口 1丁目 2番 2 号 電 話0797 (72)  2511 

山 義 fT 

骨 520 大 海 市 打 出 浜 13 - 15  電話0775 (23)  2314  

串 520- 21 自宅・大海市一星山 5 - 9 - 1 1電話0775 (45) 3966 

回

株 式 会 社 竹 中 工 務 底 顧 問

唖 541 大 阪 市 東 区 本 開T 4  - 27 電 話06 (252)  1201大代
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哩

串

株 式 会 社 東 和 組 代 表 取 締 役

骨 530 大阪市北区西天満 4 丁目 5 番 14号 電 話06 ( 363)4051 

唖 659 自 宅 ー 芦 屋 市 公 光 町 3 番 8 電 話0797 (22)  3282 

名 誉 正 会 員

山 本 哲 夫 若林 繁
士

ロ

昭 和 鉄 工 株 式 会 社 取 締 役 社 長 二 葉 屋 装 備 工 業 株 式 会 社 会 長

居 812 福 岡 市 東 区 箱 崎 5 丁目 I I 番 93号 電 話092 体51) 2931 骨 564 侠 津 市 東 別 府 3 丁目 7 番 8 号 電 話06 (349)9193- 5

串 810 自宅・福岡市中央区薬院 2 丁目 11番 4 号 骨 605 自宅・京都市東山区清水2丁目 232 電 話075 (561 )  6283 

電 話092 (74 1  )  5095 

山 本 ↑専 若山 繁

朝 陽 電 気 株 式 会 社 代 表 取 締 役
近 畿 ?区気 工 事 株 式 会 社 取 締 役 副 社 長

岳 530 大阪市北I" i { 中之島 3 丁目 2 番 4 号 朝 日 ピ ル ""1 哩 531 大阪市大淀区本庄東2丁目 3番 41号 電 話06 ( 375) 6∞o  

電 話06 (385)  1361代 骨 661 自宅・兵庫県尼崎市武庫之荘2丁目 25番 11号

唖 565 自宅・吹田市藤白台4丁目 23番8号 電 話06 (872)  9087 1電話06 ( 436川381

山 資多 幸 渡 辺 恵

東 洋 シ ャ ッ タ 一 株 式 会 社 取 締 役 会 長

社 団 法 人 大 阪 建 設 業 協 会 事 務 局 長 <!!T540 大阪市東区両替町 1 - 12 日生ピル電話06 (943)6571代

串 540 大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 70 電 話06 (941 )3651  唖 560 自 宅 昼 中 市 緑 丘 3 丁目 21番 8 号 電 信06 (856)0983 

音 向 源 治 郎 事 務 局 同

高砂熱学工業株式会社大阪支庖 惣強2

串 530 大阪市北区之国 1 丁目 4 君主 8 号 北 阪 急 ピ Jレ

電 話06 ( 372)  2511 

串 560 自宅 ・畳中市上野西2- 20- 36- 302電 話06(:倒的 6491

社 団 法 人 日 本 建 築 鎗 会

士

口田 贋 助

株 式 会 社 ナ ニ ワ 代表取締役

骨 543 大阪市天王寺区烏ケ辻町611肘也 電 話06 ( 771)  9123 

骨 662 自 宅 西 宮 市 樋 之 池 町14ー 14 電 話0798 (74) 0845 

米 倉
屋皇

5 ヨL 夫

日 本 住 宅 パ ネ ル 工 業 協 同 組 合 理 事 長

唖 113 東京都文京区本駒込6丁目 15番7号

電 話03 (945)  2311 大代
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座談会テーマ

一一『 たしカ、によくなった農村

一一農業の力によらなかったとニろに問題が

一一近代化の諸相

一一ー都市との関係から農村をみる

ー ー現代の圏域論

一一都市と農村の有機的なつながり

一一農村の側からの見直しも

一一一 コモンと/ ，フ. リック

と き 昭 和54年 4 月19 日

とニろ 日本建築協会会議室

出 席 者 吉 野 正 治

{ 川(1 ヂ I"J I ( 京都府立大学教授)

森 脇 久 嘉

( 大和ハウス工業・明建設計)

藤 本 尚 久

( 近鐙大学講師)

片倉健雄

( 近範大学助教授)

塩谷秀翁

( 大阪工業大学講師)

富 糧 頴

( 大阪市立大学助教授)

司 会 中 林 浩

( 京都大学大学院生)

施本耐久

片 書 憧 雄

富樫量百

中林 ，告
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中林( 司会) 編集委員をしている関係で司会をさせていただき

ます。この前の編集幹事会でフリートーキングをしたときに非常に

おもしろい話になりました。これは座談会でぜひ一度深めてみたい

課題だということで 「農村の近代化の光と彩J という問題を取り上げ

てみました。昨年の建築学会でも農村計函部会では近代化 という問

題が取り上げられたわけですけれども、やはりいまの農村の段階と

いうのが、戦後の生活改善運動といっょっな近代化の動きから 比べ

て明らかに新しい段階に入っているということがいろいろな方面か

ら指摘されているわけです。特徴的なことは生活と生産というこの

両面からそれが言われる。さらにまた法律や制度もそれを裏づける

ような形で発展してきているのではないかというふうに思われるわ

けです。

いろいろな局面についてそれぞれの方からお話し願いたいわけです

が、戦後からずっと農村を見てこられて、それを概観するような形

で、吉野先生のほうから 問題提起をお願いしたいとおもいます。そ

れと、先日おっしゃられましたように、農村の風長に対しては建築

家は責任を持っているといっ、問題についても触れていただけたら

と思います。

た し か に よ く な っ た 農 村

吉野 戦後の主に農村の概観ということで、簡単に、わたしの考

え方、見方を紹介したいと，思います。

ただ、初めにお断りしなければいけないのは、農業がどうなったか

というようなことと、農民の暮らしはどうなったかという話は、少

し511] の話のような気もするわけです。 それで農民の暮らしはどうい

うふうにな ってきたかということ、そのかかわりで、農村。という

生活空間がどうなったかという話を主にここでは考えてみょうかと

思 っています。

わたしが昭和20年代に農村に行ってみたときの農村というのは、非

常に問題が山積していたと思います。 た と え ば 、 ご く 簡 単 に 言 え

ば、労働は苦役的な労働ですよ 。牛や馬みたいな労働の仕方だし、

嫁さんはほとんど無権利の状態であ ったし、住宅はほんとに暗くて

寒々としたものであ ったし、台所なんてい っても、あれは座り流し

というんですかね、立ち流しなんかなくて、座り流しが大部分だっ

たし、それから風呂場だって水をいちいちかえるんじゃなしに、ー

ペんくんだ水を沸かせば、最後までそれを使うということですから、

最後のお風呂なんてのは、 ドブ臭いよ うなお風呂ですよ 。ぼくらも

入れてもら ったことがありますけれど。 しかもその入る順序はパッ

チリ決ま っていて、最後には嫁さんが入るわけです。

そういうようなむかしの農村あるいは農民の暮らしというのを考え

てみますと、いまの農民の暮らしは非常によくな ったとやっぱり言

わなきゃいけないんじゃないかなと思うのです。

いろいろ批評はあるけれども、そこに暮らしてきた農民としては、

それは申し分ないとか、万事うまくい っているという意味じゃなし

に、とにかく一言で言えばよくなったと ・・・・・・ 。普は感情なんかも、

ものすごく抑圧されてましてね、とくにいわゆる次、三男、嫁さん

は感情を抑圧されていたんですが、そういうのが大体解放されたと

言っ てもいいですよね。

それから苦役的な労働といつのは、批判はあるけれども、みんな小

型トラクターにかわって、菅の牛馬みたいなあんな生活というのは



ほとんどなくな ったみたいですね。

それからいやお うなしに、たとえば村の共同作業に駆り 立てら れる

とい う面 もあったんですが、そ の辺なんかも割合にあ っき りしてき

ましたよね。それを嘆く人もいる んですが。

非常に草深い農村で、不便な環境だ ったんだけれども、みんな自動

車を買 って、草深い面はもちろんある程度残 ってますけれども、ア

スフアルト道路が相当深〈入り込んで、自動車を 2 台ぐらい持 って

いる農家というのは珍しくない。そういう点でも昔の不便な農村と

いうイメージはなくな ってきたし、それに、農村電話なんか、 100 

% 近〈入 っているんじゃないでしょうか。 ですから病気にな っても、

車があ って電話があれば、なんとかできる 。昔に比べればそれは雲

泥の差です。 もちろん特殊な離島とか豪雪地というのは、いろいろ

問題があるけれども 。ぼくはそっいうことからすると、農民の暮ら

しというのは非常によくな ったと 言っ たほうがいいんじゃないかと

思うのです。

住宅も、概して言えば、新しいものはみんなアルミサッシュが入 って、

明るい蛍光灯がついて，昔の面影ないですよ 。非常に明るくな った。

農 業 の 力 に よ ら な か っ た と こ ろ

に 問 題 が

吉野 ただ、問題はあるわけです。その第ーの問題は、農業では

なしに、大部分が兼業だとか、出かせぎだとか、お母ちゃんもパー

トタイマーて。農村工場に出るとか、そういう格好で行われたわけで

すね。だから農業を通して、あるいは農業プロ パー℃なくてもいい

けれども、農業が主にな ってそれがずーと展開していければ、それ

は同じよくな った生活ても、内容が相当違 ったんでしょうけれども、

それがなか ったという点がや っぱり今日一つの問題をつく ってると

思うのです。

ですから、生活はよくはな ってるんだけれども、伝統的な農村のそ

れをどういうふうにつないでい ったらいいのかもは っきりしないわ

けです。農業を中心にずーとよくな っているは言えないからね。む

しろ中は解体… … あるものはもちろん解体されることが望ましいも

のもあるけれども、望ましくない、本当は残しておきたいものすら

も解体しなければならないような形でい ったという点が、一つの例

ですが、問題として出てきたと思 うの です。

個々の農民の生活を見れば、ぼくはや っぱりよくな った、ただし、

それが今様の形だから、たとえば経済成長がとまりますと、兼業部

分に頼 った部分がパタ ッと切られるよつなこともあるわけで、いつ

も不安定がつきまとっているわけですね。 そして農業外収入だけで

も食えないので、や っぱり農業も相当や ってゆかねばならない。そ

ういう問題が一つ。

それからもう一つは、それが農民が本当の意味て'主体的に選択して

いったとい うよりは、工業のほうに、あるいは都会の生活様式一 一

そういう生活が高度でいあると思わされるようなこういう文化的状況

だとか、生活観があ ったろ うと思 うのですけれどもー ーに巻 き込ま

れてあおりたてられるようにして、引きずり出されてい った。だか

ら必ずしも農民が選択的にそれをや ったんではなくて、望ましいも

のも、望ましくないものも、えり分けるわけにいかなくて、とにか

く先ほどの非常に遅れた部分を少しでも前に進むものならば何でも

取り上げるという状態で、のみ込んでい ったと，思うのです。そこに

ぼくはや っぱりもう一つの問題があると思うのです。つまり農業で

1Tえなかったということと、資本みたいなものに引き出されて、そ

れがどんどん進行したという点があるわけです。

農民の中にはよくな ったとい う感情 と、 何か ひ。っ たりしない何かち

ぐはぐなものがあるわけです。つまり、かつての抑圧的窮乏から解

放されたんだけれども、それに見合う生活様式と生活空聞がはたし

て何なのかというのが、ちょ っとわからなくな ってきているんじゃ

ないかな 。それは建築家も、計画者や研究者としてそ うい うことに

携わ っている人も、農民自身も つかみ切 ってはいないの じゃないか、

ここに問題があると思います。この問題にどう対応するか、考え方

として 二つほど出されている 。

一つは、こういうことに対して、生活様式、あるいは生活空間を都

市につなげる、都市につなげるような形で考えていくという、そう

いう考え方もあるのですよね。

もう 一つは、端的に 言 うと、いやそうじゃない、や っぱり土に返れ、

土に生きなければいけないんだといつことで、どちらかというと伝

統的なスタイルにつなげることによ って、つまり、土に返れか的な

ところに新しい農村をつくることによ って、それに新しい形式と内

容を与えていこうとする考え方があると思うのです。これはご存じ

のように、ご く最近あ らわ れた傾向だと思う のです。

第一のその都市につなげていこうというのは、信念をも って そうし

ているわけじゃないんですけれども、実際、生活 をよ く見て いると、

かなり農村も都会的にな っているわけですよ 。それはもう農業で重量

かにな ったというよりは、兼業で豊かにな ったんだから、意識にし

ても生活の実態にしても、都会的になるのはあたりまえなわけです

よ。都市にあるデザイ ンみたいなものを、全部ポンポ ン放り込む。

あるいは生産施設にしても、あるいは環境施設にしても、都市型の

ものを持 ってくる。まあ端的に 言えば都市も農村も変わりない。こ

ういう格好でそれを受けとめていこう、というわけ です。 しか しそ

れがいい のかどうか・・・・・ 目。

では ホ土に返れ。 というような格好で、や っぱり土や、というよう

なことでいけるのかどうかね。 というのは先ほど言いましたように、

かなりの部分が、都市的なそういういろいろなことの中で現在をき

り開いているものだから、簡単に土に返れというようなことでくく

っていけるのかどうなのかということですね。その辺にぼくらの現

在の迷いみたいなのがある 。本当は新しい形式と内容をどうすべき

かというようなことなんではないかと思うのですが。これは圏域論

みたいなレベルでも 言えるし、それから具体的な技術の適用をする

ときの、その技術を発想するときにもあるし、デザイ ンを発想する

ときにも、ずいぶん都市寄りのデザインにな ってみたり、今度は思

い切ってきわめて農村的な発想からするデザインにな ってみたりし

ているようなところがあ って、その辺がきわめて動揺が激しいとい

うのが現在の問題ではないか。その動揺の中で建築家も、またある

ときはきわめていかがわしいデザインを持ち込んだりしているんで

はないかと 。

ぼくが言うのは、これくらいでひとまず終わりましょう 。

近 代 化 の 諸 相

司会 富樫先生のほうから近代化の持つ意味というようなことを、

農村構造の変貌とい う形でと らえていただきたいと思います。

富樫 吉野先生のお話てもう十分じゃないかと思 うんですが ( 笑
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吉野 ちょっと極端な言い方をしている面がありますんでね。

富樫 それでは、吉野先生のおっしゃったことを受けまして、少

し言わせていただきます。

農村の将来を考え る場合、そ の考え方として都市へ接近するんだと

いう考え方 と、、、土へ返れ。という考え方の二つがあ るということな

んですが、ぼくはその前に、決村が都市に巻き込まれてきたという

事実を重視したいと思います。

もちろん、吉野先生がおっしゃるように、かつての農村の暗い一面

が大きく改善されたという事実は正しく評価 されなければいけな い

んだけれども、それが本当に成熟したかたちで進んでき たのかどっ

か、未成熟のまま何かおかしな音11分が出たようなところがないだろ

うか、という問題があるように思います。

農村が都市に巻き込まれてきたと言いましたが、 都市のおかしな音11

分がj品村に広まっていったというのが高度経済成長期の一つの特徴

であったと思います。ところが、この高度成長政策は、すでに名実

ともに破綻いたしましたし、そういう段階に至って、先ほど先生が

おっしゃ った二つの方向がいま論議されつつあるという気がいたし

ます。

三全総てが定住圏構想を打ち出しているわけですが、先ほど先生がお

っしゃった「スモール都市」という概念をとりいれていると見ても

いいのかもしれません。 しかし、同時に、もう一度高度成長期のよ

うに民村 をも っとうまく食いつぶしていこうということにいつ転化

するかもしれない。定住圏織恋lはそういう一面をもっているょっに

も思いますが、はたしてどういうことになるのか、今の段階では先

を読めないような状況にあると思います。

そういう現実の状況を切り離して良村のあるべき姿を考えるとすれ

ば、ぼくは、 、、土へ返れ。というんじゃなくて、農村集落はもっと

都市的にならなければいけないだろうという気はしてるんです。現

実に都市の中にはきまざまな都市的な文化があり 、そういう点で、

農村の居住者は非常に渇望していると忠、います。ですから、本来で

あれば、 l 万人の村の中に映函館があ ってもいいし、美術館があ っ

てもいいわけで、本当はそういうふうにならなければいけないんじ

ゃないかと ， ｾ， っ ているわけです 。

たとえば、イタリアの中部民村を見ますと、 1 万人ぐらいの小さな

町が岡の上に点々とある 。そして、それぞれが立派な庁舎と教会を

持ち、映函館を持ち、文化ホ ールを持つ。 広場があ って、商庖があ

って、必ずパーがある 。そういう都市的な施設をも っていて 、し か

も全体が高密度にコ ンパ クトにまとめられている 。そういうものが

日本の農村にできてもいいんじゃないか、というような印象を持つ

わけです。

そういう「スモール都市J をつくる場合、現状の農地を保全運用し

ながらやることになるわけですが、しかし、必業だけを基盤にして

成り立つよ うなものではないと思います。 したがって、一次産業を

ベースにした加工業や、ある砲の工業導入を積極的にすすめる こと

が必要にな ってくると思いますが、いずれにせよ、そういうものを

含めた農村の産業全体に相当の公共投資が必要になるだろうと思い

ます。 しかし、今の段階では、どういっ産業バランスがいいのかわ

か っていませんし、またそういうものがイメージできたとしても 、

現実のタテ割り行政の中でうまく進められるか、という問題もあり

ます。

そういう基本的な問題はありますが、ぼくは、「スモール都市」への

方向をそんなふうにイメージしているわけです。

司会 では森脇先生のほうから
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森脇 農村の生活に欠けているものがあるとすれば、おそらく文

化生活が一番欠けてるんだろうと思いますね。だからそれが農村に

そろえば、民村というところはど住みやすいと ころはないと思うの

です。

ただ、農村で文化的な環境がとぼしいとふいますか、そういう縞設

も少ないというのは、まあこの辺の事情はかつての経済水準などが

低かったことにかかわ っていると 思いますが、都市のよさを 農村に

持ち込む、という概念の中では，その都市のよさというのは、おそら

く都市が持つ文化的レ ベルについてであろうと 思 うのです。

だが、都市化の中でも、問題になる点があります。最近は農村の中

で非常に環境汚染が見られるようになったという一つに、生活の都

市化によってもたらされている面が非常に大きいわけですね。です

から、都市化についても、文化生活と日常生活では区別する必要が

あると思います。都市のいろいろの技術というものと、農村にじや

どういう技術があるかとい うことと、二つ考 えてみますと、都市で

の文化の問題も 含めまして、いわゆる 都市のそれ とい うものは 、都

市は人が非常に密集しているところですし、商品も集中していると

ろですから、いわゆるそうい った物と人が集ま ってる、というとこ

ろが都市の特徴であると思うのです。それに対して農村というのは、

物はむしろ分散していると思うのです。ですから集 中と分散とい う

んですか、そういう パターンがあると思います。

それでいままでの技術の発達の過程というものを見てみますと、い

わゆる都市における生活というものが中心にな って 技術が発展して

きて いると思 うのです。たとえば生活施設をとってみても、上水道

の問題にしでも あるいは下水道の問題にし ても、ある いは交通路の

問題、すべてこれ都市の問題ですし、文化の問題にしても都市に人

が集中しているから都市でそういうものが発達してくるわけです。

必村にはまず人の集中もないし物の集中というのもない、ですから

農村に文化なり技術なりを求めるとしたら、そういった分散に対応

したものがやはり求められるだろうと 思 うのです。

だか ら今日の技術といえば、たいがい都市で発展してきたもので、

それがそのまま必村へ持ち込まれるという形が多いわけです。それ

がいろいろと農村部で生活環境の汚染という問題を引き起こしてい

る事実、とくに鈴村が汚染されてきた過程というものを見てみます

と、まず汚染の最初の始まりは簡易水道の普及にあるんですよ 。農

村に簡易水道が普及したために、決村で水の使用量がふえたわけで

す。そうしますと、もともと先ほどのお話で、農村は非常に貧しい生

活を 400年以上にわた って続けてきた 。 と。そうい った貧しい生活

というのは、やはり物をあまり使わない生活なんですね。そういう

ものですから 、勢い生活から出てくる廃棄物というのもまた当然少

ないわけです。だから水の使用量にしても、 お風呂を 非常に有効に

使うわけです。 1 日で流さなく、風呂の湯を 1 週間ぐらい置いとく

場合だ ってあるわけですよ 。あげくの果てはそれを洗濯に使う 。実

にいまの都市の生活と比べれば、想像もつかないような水の使い方。

一事が万事で、非常に物を使わなか ったという生活をしてお ったわ

けです。ですから廃棄物が当然少ない。 ということは、環境汚染の

引き金になる廃棄物があまり 出なか ったということです。 これが農

村が一応美しい形で保たれてきた一つの事情なんです。

とにかく都市のものをそのまま牒村へ持ち込む場合に、農村の器と、

その性格とい ったものについて、よく考えないといけないと思いま

す。同じよ うに、文化に ついても、それは農村の土援に合ったもの

でないと育たないことがあると思われます。

だから、まず持ち込もうとしているもの、とにかく 、それが農村に

合うかどうかという 問題です。やはり 良民自身が非農業的なも のに



接している機会が多いということです。だから勢いそういうところ

へもマスコミが非常に発達してきてますから、生活はどんどん都市

化していくわけですね。ところが一方、環境基盤というのはほとん

どで未務備のままで、極端なことを 言えば、昔のままですからね、

汚れてあたりまえなわけです。だから近郊農村ほどそれが激しいわ

けです。 まあひとまずそうい うところでー・・ 。

司会 では、藤本先生のほうから・・・・・ 。

藤本 コミュニティー施設というような方向から見てみますと、

いわゆる農村の混住化と 言われておりますけれど、通常は都市側か

ら、とくに近郊農村で、都市住民が農村の中へ入ってくる とい う受

け取られ方が大変多いわけですけれども、少し考えてみますと、 も

ともと農村自身が悦住の状態に部分的にはあ ったわけです。

たとえは¥役場に勤めている人とかあるいは学校の先生とか、いわ

ゆる農村にもとからいる非I民家というのもあるわけですし、それか

らこれまで年数をかけて徐々に兼業化 をして、農村内で自佐農して非

農家にな ったというのもあるわけです。そういうことから見ますと、

いわゆる混住には多様な側面があるということが世帯単位で見ても

言えるんだと思うのです。

それからもう一つ、見方を変えてみますと、先ほど世帯そのものが

農村の世帯であるか、あるいは都市から来た世帯か、というふうな

見方をしたわけですけれども、世帯自体の中にも 1昆住というのがあ

ると思うのです。たとえばおじいさん、おばあさんは農業をや って、

それしか自分の生業はないと考えている。ところが若い世帯主は完

全なサラリーマンである、というようなことがありますから、当然

地域環境、あるいは農業に対する物の考え方、それから農村の中の

コミュニティー施設に対するニードそのものの性質が違 ってるのじ

ゃないかと思うわけです。場合によ っては互いに矛盾することもあ

るわけです。そういうものに対してどう建築あるいは地域を扱う人

たちが対処していかなければいけないか。つまり、そこでニードと

いうものをどうや って顕在化しなければいけないかとか、あるいは

ニードそのものをどういうふうな形に直さなければいけないかとい

うあたりは、わたしはまだ方法がは っきりした形では提示されてい

ないというふうに見ておるわけです。そういう点には建築の側が差

し迫 って相当やらなければいけない仕事があるんじゃないかという

ふうに考えておるわけです。

司会 琵琶湖の沖島で住宅のほうの調査をされてます塩谷さんお

ねがいします。

塩谷 農村集落における、基本的な生活の型としての安定性とい

うものは、第二次大戦後、とりわけ昭和30年代からの経済 ・文化の

条件の変動によ って、先ほどもお話が出ましたけれども 、都市的な

生活様式の急速な伝婚によ って大きな )ii j 斡 を受けた、と 言われてい

るわけです。新しい生活手段が導入されてくることによ って、住生

活は、結果としては緩やかではあるけれども、徐々に変化をうなが

されて、変化しつつある、と 言えるのではないかと思うわけです。

いま、司会の方からご紹介がありましたように、わたしたちは、昭

和52年に、 滋賀県の近江八幡市の j中島町にあります漁家住宅を対象

にいたしまして、住宅の建築的構成と生活の変容といいますか、変

化について調べております。

j中島の漁村では、大体、昭和30年代の前半までは、島のどの家庭で

も、じかに琵琶湖の水て・米をとぎ、野菜を洗う、という、おおらか

な暮らしがあ ったわけなんですけれども、昭和30年に、いま森脇さ

んのほうからお話がありました簡易水道がひけたわけです。そのこ

ろから、湖水かー汚染されるという兆しが見え始めたということで、

ちょうど、それが 「高度成長期J ということにみあ ってくるかと、

思うわけです。

昭和33年の 8 月にも、同 じ柴7存に ついて捌ー脊 をし ておりま すの で、

約20年間にど うい うように住生活の様式というものが変わ ってきた

のか、とい うようなこと を中心にしまして少し まとめ てみ たい と思

います。

五芸家の住生活において、いわゆる、公私室型の住居が定着している

とは 言 えない、その基本は、現在も、依然、として四つ間型の住生活

であるとか、その底には広間型の住生活が巡制としてまだ流れてお

るとか、そうい った、公的あるいは私的な生活行為の混合した住生

活の傾向は、この j中島の漁家住宅においても例外ではないと、わた

しは考 えて いるわけです。

昭和20年代以前の農家の住生活一般を、統一的にあるいは典型とし

てと らえた住生活を、四つ間型の住生活と "乎ぶことにしますと、 20

年代のいろんな制度の改革とか、あるいはｾ業の生産力の展開とい

ったようなものは、土地所有と結びついた 「家j の制度と、低い農

業生産力を基盤として成り立 っていた、四つ問型の住生活というも

のをゆさぶ って、この型の住生活を安定的に維持することを困難に

したと 言われているわけですけれども、つまりその住み方とか住居

の部分的な変化は、農業の曲がり角と 言われた昭和30年当時より起

こり始めて、昭和30年代の後期以降に次第に定着する傾向にあると

考えられます。 これは昨年度の建築雑誌の11 月号で深沢さんという

方が、 「生活改善と住宅生産」という中で指摘されていることなん

ですけれども、住生活調査の結果を見るかぎり、まだ者I1市住民一般

にさえ、いわゆる公私室型の住生活が定着しているとは結論できな

いと、そういうように 言っ ておられるわけです。で、今回の調査の

結果をにらんでみましても、当然、生産方式や地域性とかあるいは

地理的な条件を考えに入れなければいけないわけですけれども、先

ほどから大きく変わ ったとか、あるいは吉野先生のご指摘のように、

非常によくな った、と 言われている生活の型というものは、これは

ある意味では変わらずに、その生活行為の場所と、あるいはその集

中傾向というようなことからみますと、公私室の混合した四つ問型

の住生活とい うものが基本にな っているのではないかと、そういう

ように結論づ、けることカ、できるんではないかと思います。

都 市 と の 関 係 か ら 農 村 を み る

司会 それぞれの方から興味深い話が出たわけですけれども、と

りわけ都市との関係というものが非常に大きくな ってきている 。 そ

れは単に都市からの圧力というだけではなくて、農村の中で都市的

な要求というものが芽生えてくる 。単純に都市的な技術が導入され

て、その中で問題が起こ ってくるというのが今日の特徴だ、という

ような話 なわけですけれども、そうしたら、農村にいまの都市の計

画のそういう技術や手法を持ち込む場合に、農村独 自のも のを考え

ていくのかとか、そうした点をもう少し深めて考えてみたいと忠、い

ます。

富樫 農村集務を者11市的に整備すべきだ、という主張は誤解され

やすいですね。住宅公団の委託を受けて、大規模な宅地開発が周辺

の農村に及ぼす影響を予 illlJ して、周辺の農村整備をきちんとしない

で開発するとまずい結果になるんだ、というレポートをつく ったこ

とがあるんです。その一連の研究を建築学会の農村計画の部門へ発

表しましたら、 iJ長村解体派J であるという絡印を tl ! l されてしま っ
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て( 笑い) 。

、、土へかえれ。というのは、ぽくは本質においては大いに賛成しま

すし、その中でtl かれていることは生かすべきだと思います。たと

えば、村落共同体の持っているコミュニティとしての優れた一面や、

地域空間の維持管理システムがありますね。そういうものを生かし

ながら都市的社会をつくり出していく展望もあるんじゃないかと思

っているわけですが、誤解きれないように話すのは難しい、という

のがいまの実状ですね。

森脇 都市だとか農村・… ・宅地開発の場合に、周辺を整備しろだ

とか、そんな話を言うと、誤解されるんでしょうなあ ・・・・・ 。 それは

誤解なんだ、おれの言ってるのは、そんな誤解されるようなことで

はないんだ、ということをはっきり相手にわかってもらわないけま

せんね。それはどないされますか? 非常に大事なことだろうと思う

んですが。

富樫 問題を具体的にかかえている農村の方々にはわかっていた

だけるんですが、研究者の聞ではどうも… ・・ 。

森脇 いや、むしろ研究者が理解しないで、曲解しちゃうという

ことですかね。

.樫 そんな感じが非常に強いんですけれどね( 笑い )。 ちょ っと

話題からはずれてしまって申しわけないですけれど…

吉野先生は、その辺をどういっふうに考えておられますか? 先ほど

先生は、どちらへいくかわからないということで、うまく逃げられ

たような気がしますが( 笑い )。

吉野 ぽ〈はそのとど，つちてでa もないのカがミあるというふうに考えて、

それを研究したいなと

れるカか‘ な ( 笑 しい、サ)。

都市でもいけない・・・… それは土に生きるのが尊いからではなしに、

兼業にな ったって い ったって、 農業を捨てたわけじゃないし、や っ

ぱり農業をやらないと実際上成り立たないしね。 ということは、こ

こでは自然と人間との関係のつけ方というのは、都市と同じような

関係のつけ方では、うまくないわけです 。 どうしても、自然と人間

の関係のっけ方というのは、解をつけておかなければならない。 そ

の解を出さないといけないわけですね、生活空間においてその解を 。

それでぼくは森脇さ んの言われる都市でもない、農村でもない、そ

の中間的な技術的な解というものが大事なんだということ、そうい

う意味で非常にわたしは興味深〈聞いたんです。結局ぽくの言う真

ん中という のを、そういう 側面からお っしゃったんじゃないか なと

思 ったわけです。

富樫 それは決して「足して 2 で害I j る」という意味じゃないと思

います。中間技術という概念にはいろんな意味内容を含んで・いて、

都市・農村という意味での中間もあれば、産業のレベルでの中間も

あるし、あるいは時代的な文化の流れという意味での中間もあるし、

あるいは世界的に見ればヨーロ ッパ型なのかアジア型なのかという

ような、そういう意味での中間もあるし、将来の問題を考える上で

非常に重要な概念だなと思 うのです。

吉野 そうですね。だからそれに対して、適当な言葉がないんじ

ゃないでしょうか。

富樫 ですから、ぼくもはたして「スモール都市 j という言葉を

使 っていいのかどうか、疑問を感じているんですが。

吉野 そうそう。誤解されるんじゃない? Iスモール都市」と言

うたら (笑 い)。

富樫 そうだとは思 ったん ですが、先生が先に使 っちゃったもの

だから、それを受けたんですが一 。

吉野 ぽくも何と 言っ ていいかわからないから、そう言わざるを

48 

得なかったが、まさに「中間」というのも、いかにも暫定的な 呼 び

方であり過ぎるでしょう。

富樫 具体的な例 を挙げて言いますと、ぼくがかかわってきた能

勢の歌垣という旧村なんですが、そこに歌垣会館という中心施設を

つくったわけです。 8 部落かなる旧村でして、各部溶には部落集会

所があるわけです。それで、今日も区長さんたちと会っていろい

ろ話を聞いてみたんですが、中心施設に近い部落でも部落の問題を

議論するときには部落集会所を使うんですね。施設の水準は明らか

に違うわけで、片方は立派な会館ができているんですが、もう一方

はあばら屋みたいな部落集会所なんですよ 。にもかかわらず、部落

の問題は必ず部落の集会所でやることにしているわけです。

しかし、部落を超えた人々のつながり関係が発展したり、あるいは

園場整備がすすんで農地の交換分合が行われますと自分たちの部落

の農地だという認識が弱くなりますし、農業用水の管理を地区全体

でやるようなシステムが確立される可能性があります。そうなりま

すと、歌垣会館という中心施設の存在が重要にな ってきて、部落集

会所の位置が弱くなるかもしれない。つまり、部落をこえた旧村が

地域社会の単位になる可能性があるわけで、どういう計画圏域にす

るかという議論も、そういう変化発展の中で考えていくべきだと思

うんです。しかし、実際には部落の結合が強固で、依然として今の

状態が変わらないのかもしれないし、その辺がまだよくわかってい

ないところです。ですから、「小さな都市」といいますか、 小 さなス

ケールの文化的な地域空間をつくろうとする場合に、どういう範域

をとりあげていったらいいのか、ということがこれからの農村計画

の研究テー? のーっとして重要だなと恩ってるんですけれど・

塩谷 それにちょっと関連しまして、以前に大和平野の農家集落

の調査をしたことがございます。奈良市域内の盆地部の55ほどの集

落の生活圏を対象にしまして、住民の生活上の慣行的な組織や制度

の実態を調査してみたんです。 そのさいに、最小の自治単位として

の「垣内 J I出垣内 J I出屋敷」とよばれている住戸の集団をみた

わけですが、神社の森などの維持基盤に、字という単位が非常に大

きくかかわってきているわけです。いま 言 いました「垣内 J とか

「出垣内」とか「出屋敷J とい ったようなそういう単位の上に新しい

町丁が施行されているわけですね。 ところが、自治会組織がおかれ

ていたり、実際に住民が意識している単位というのは、いわゆる古

くからの単位なんです。集落住民の実際上の共同生活にはふるい地

縁的な組織が機能していまして、そミに村の神社を中心、に祭杷をつ

かさどる宮座というものが構成されています。その宮座に新しい住

民がどうかかわってい っているかという問題があるわけです。これ

は、新しく来た住民と、その古い集洛の住民とでは生活の基盤が違

うわけですから、共同体への意識がかなり違う。それから、土地へ

の定着性の遠いといいますか、意識が違うことはやむを得ないこと

なんですが、両者によ ってっく りあげられなければならない地域の

施設とかあるいは環境にと っては、土地への定着性の違いから生ず

る愛着感が大きく作用しているというように考えられるわけです。

地域に望ましい集落環境の維持や創出は、土地への定着性と愛着! 惑

に根ざした共同体というものができていかない限りは、なかなか可

能にならないのじゃないかというように思うわけです。

それで、神社や鎮守の森といつのがいつも美しく維持されていると

いうことに疑問を感じて、どうや って維持されてるのかと調べまし

たら、これはいわゆる宮守というのがその宮座の中から出てまして、

そして年間に 1 週間に 1 回ぐらい清掃をしているわけです。そうい

った清掃を しているという宮座を見ますと、これは新しい住民がそ

ういう自治会に入り込んでいるという、そういうものを含めた自治



体組織が出ているところで、そういう維持がうまくい ってい るとい

う事例があったわけです。

つまり、都市でもない、農村でもないという、大和平野の場合でし

たら、第三のそういう地域だと思うんですけれども、そういった地

域において共同体がどうつくられていくかということが、生活施設

の圏域を考える場合に大切なことだろうと思うのです。

現 代 の 圏 域 論

司会 ちょうど圏域論の話に移ったので、圏域論についてお話を

展開したいと思います。圏域論といつのはいわば計画単位論であり、

住民の自治組織論です。従来から農村計画というものを考える場合

には、いつもつきまと ってきた 問題だと思うんですが、圏域論の現

代的な意味とい ったことについて、お話しねがいたいと思います。

富極 従来の農林省の事業をみますと、 地元の必要に即 して事業

を組み立てるというのではなく、上から事業を流して府県レベルに

どこかやるところがないかという感じで事業をつぎ込んできた、と

いう印象が強いんですが。

森脇 そういうケースが多いですね。

富樫 ところが、現実にはそれがスムーズに進まなくな ったとい

う問題が出てきたわけです。たとえば、従来の農林事業は、要綱が

非常に細かく規定されていたんですが、昨年度から発足した新農業

構造改善事業では、それが非常に緩くなったんですね。つ まり、緩

くしないと事業が入らないという現実にぶつかってきているわけで

す。

もう一つは、事業を受けとめる方の農民側の合意が形成きれないと

事業に着手できないわけで、従来のように上意下達のやり方が通り

にくくな ったという事情があるんじゃないかと思うんです。 とくに、

基盤整備関係については、減歩の問題がありますので、地域によっ

ては合意の得られないところが出てきますし、そういうところがか

なりあ ったんじゃないかと患います。京都はいまでも基盤整備がや

られてないところがかなり残っているように聞いているんですが。

森脇 それは最近までの話ですね。

富樫 ところが、昨年度からの新農業構造改善事業では、要綱を

大幅に緩めると同時に 、旧村や集落を単位にして事業を導入すると

いうことを 言い出 しています。つ まり、下の方を持ち上げて事業の

導入をはかろうということにな ってきているわけです。

もちろん、研究者のサイドても、市町村レベルの大きな単位で計画

をたてるんじゃなくて、もっと地域に根ざした計画を立てる必要が

あるという主張をず っとやってきてますから、そういう成果が農林

行政の 中に生かされたという面もあるのではないかと思います。

そういう状況の 中で、 旧村辛いしは集落を計画圏域とする考え方が

重視されてきているんですが、旧村ないしは集落といっても、それ

に近いような範聞という概念であって、どこからどこまでという明

確な概念じゃないんですね。ですから、それをも っ と詰めていく必

要があると思います。その圏域を超える事業も必要でしょうし 部

落のレベルて。考 えないといけない事業もあ ったり、さらに部落を小

さく割って考えなければいけない事業もあるわけで、その辺を詰め

ていくことが重要なんだと思います。

たとえば、森脇さんがやってこられた農村 での尿尿処理の問題も、

部落の成り立ちゃ地形その他の条件をからみ合わせて考えなければ

ならないわけで、どういう単位でや ったらいいかという計画区域の

設定の仕方には、いろいろなパターンが考えられるだろうと思うの

です。

森 脇 圏域論の見方ですけれども、どういう見方が出ているのか

• ・・・わたしなりの見方なんか、感じてることを申し上げます。

それは廃棄物からの見方ですが、処理槽から水が出ていって水田を

いためるという 問題と 、 もう一つは処理槽の底へ残る汚泥の処理の

問題、これは都市においても下水処理場がありますが、都市ではこ

の汚泥の処理に行き詰まってしまっているわけです。海岸に埋め立

てるとか 山聞に埋め立てるとかいうことをや って いるわけですが、

それは非常に膨大な費用を要しますが、それでも行き詰まってきて

いるわけです。 で農村でこ れから環境監備 をやろうと い うときに、

やはり農村ではそういう前者の轍を踏んではいけない、と 。 また 、

農村が立地している環境というものを考えると、そういった汚泥は

畑や水田へ肥料としてやればいいという方向があるわけですね。そ

れで汚泥の問題が全〈解決しちゃうわけです。

ですから、汚泥の 問題が解決するとか、あるいは処理水が水田へ 流

れ込まないためにはどうするかという処置戸灯問題は、まず量が小 さ

ければ小さいほど対処しやすいといつことがあるわけです。だから

一番対処しやすいのは、個人のレベルで物をとらえることが一番対

処しやすいわけですが、そのつぎは隣保、集落です。

それと、廃棄物が自然の 中で循環利用されていく限りは、そして生

態系のバランスを保っている限りは 、汚染という 問題は生じないわ

けです。ですから圏域という問題は、廃棄物の循環という立場から

圏域をとらえることもできるわけです。

そういったことで、今日環境問題でいろいろ行き詰まってますのは、

廃棄物の処理で行き詰まっているわけですが 、この廃棄物の処理を

しようと思 ったら、最終的にはこれは違う面で土にかえさなければ

処理できないわけです。 ですからそういう廃棄物の循環の問題は、

農村における生産にもからんでいる問題でして、圏域のとらえ方と

いうのは、少なくとも農村の計闘の中で、農村の環境保全をどうす

るかということを考える場合には、そうい った生態系というものを

とらえて、そういう立場からの圏域というものも見ておく必要があ

るだろう、と 。農村計画の立場からね。 それもあると思います。 そ

れはいわゆる物質収支ということですね ι 物質収支から見た閤域の

とらえ方というのがあると思うのです。それは圏域論の一つになる

と思います。

藤本 いま、物質の循環ということから農村の環境問題に対処し

て、それで農村の 中の圏域をとらまえることもできるだろうという

お話だ ったんですけれども、これがいわゆる生態系になじまないも

のの場合もありますね。たとえばビニールハウスのビニールが、い

つまでも使われるわけじゃなくて、どんどん廃棄物として出てくる

わけですね。 あれは生態系とはちょっと言えないと思うのです。 そ

うなると、それはいわゆる生態系の物質収支とは簡単に言えなくな

ってくると思うのですが ・ 。

森脇 これは農村内ではできませんね。生態系で処理しきれない

ような廃棄物が農村部の中でもビニールハウスだとかあるわけです

が、それをどういう形で対応しなければならないかといいますと、

生殺は都市の技術によって対応せざるを得ないと思うのです。

土に戻せないようなものは、やはりいわゆる都市的技術というもの

によってそれを再生するという方法が一つあるわけです。

だから物質の循環の中では、農村だけではおさまらない圏域という

ものがあるわけで、や っぱ り都市まで拡大していかなければならな

い圏域というのがあるわけです。だからそこに都市と農村の圏域的
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つながりというものが廃棄物の循環においては存在するわけです。

これは大いに進めなければならないことだと，思うのです。

一方、都市の技術をそのまま農村へ持ち込むことの弊害というのは、

先ほど抽象的な話として出ていたわけですけれども、具体的に何を

持ち込んだら弊害になるのかということをやはり考えていかなけれ

ばいけないわけです。

司会 たいへん興味深いお話なんですが、圏域論の新たな視点の

ような気がするんですけれども - 。

吉野 だけども : 技術ですからね、やっぱり農村技術の還元でき

る技術、あるいは分散も技術ですから、それが圏域の決め手にはな

るかどうかということになると たとえば 500人だったら 500人に

よく見合ったもの、あるいは 300人だったら 300人に見合ったもの、

20人だったら 20人に見合ったものがそれぞれあるような気がするわ

けですよ。そこから、いや、ど 7 しても 2，000人でなければいけな

いだとか何というのが出てくるかどうかわからない。もし 1 万人だ

ったって、いまのように一部事務組合方式だとか連合集落方式みた

いにしてつないでいけば、 1 万人にだって 2 万人にだってなってく

るわけだ。そういう対処ができてくるんで、圏域論はやっぱりぼく

は、いまの問題は問題としてあ って、それと圏域論というのは少し

話がj j j ! うんじゃないかなという気はするんですよ 。

では何かと申しますと、結論を先に言っちゃいますと、ぼくはおそ

らく、最近7 7 さんバレーとかテニスがはやってるんですが、大都

市ではなかなかできないわけですよ。ほとんどの人が7 7 さんバレ

ーなんかに参加できて、で、 1 日でトーナメントができて優劣が決

まるぐらいの範囲が、これからの新しい住むところの大きさだと思

うのです 。

別なことを言うと、直接民主主義ができる範囲だと大体思ってるわ

けです 。 そういうと非常に政治的になるんで、トーナメントの話を

出したんですが、大体トーナメント、それができれば農村に住んで

もおもしろいと思うのです、ある意味で。

都 市 と 農 村 の 有 機 的 な つ な が り

塩谷 先ほどの住宅のつなぎができてませんので、そこのところ

だけ発言 させていただきたいと思います 。

先ほど、四つ IH l どりの住生活の型というものはあまり変わ ってない

んじゃないかと 言っ たわけです。 それは近年の住生活の洋風化とか、

椅子座化とかいう、そういういろんな強い志向から大型の家具が導

入されたりして、住み方が大きな影響を受けているわけですね。 こ

れは、とくに、都市部の住宅にはいちじるしくみられることですが、

必村部の、先ほどから触れている四つ間型の住生活を基調とした住

空間は、生活手段の導入の側面からはどうなのかといいますと、耐

久 ｩｬｾ Ｇｅｩ財のなかでも「家具 ｊ が持ち込まれた ＱＱ 寺期的な変化をみてみ

たんですが、 一つは、大体昭和40年代に入 ってから ー ー大体昭和47

年に約半数が導入されているんです 。 この時期は、先ほども触れて

ますけれども、いわゆる生活革新が進行した時期と 一 致しています。

それから持入時期別に、家具面積の構成をみますと、移動しないで

使用する家具の蘭柏は、年度によ って差はありますけれども、大体

ｉｉｾｈ Ｑｉ ＴＲ 年以降に附加してきています 。 そのなかでも部屋 の 使い方を

限定 して、 n由に転燥の きかない特化した傾向 の家具、なかでも就

寝とか勉強などの私室的な利用に使い方を限定する家具は、昭和 50
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年以後に急激にふえてきています。 たとえばベ ッ ドのようなもので

す。昭和40年と、それから現住の調査 l待て酬家具面積をみてみますと、

私室的な利用に住み方を限定する家具の面積は全体の 0 .6% から 14

% 近くにまではふえています。

つまり、家具の面積的な構成から見れば、わたしたちが対象にした

漁家における住み方には、居住室の利用を私室的な利用に転換する

ゆるやかな変化というものが見られる、と 。 そういうような結果が

待られたわけです。 あまり大きな変化というものはないけれど、や

はり公私室といったような使い方が少しは変わ っていくような傾向

は出てきているという、そういうことが言 えるかと思います。 これ

は時間がありませんから、ここでは家具の問題から住生活の変化に

ついていまお話をしたわけです。

富 樫 今のお話は、先ほど吉野先生がお っ しゃ った昭和 20年代の

炭村の暗い状況がかなり変わ ったということの一つの事例であろう

と思うんですが、今の話の中に家族人数の変化とか、人間関係の変

化という視点が加えられるともう少し鮮やかな変わり方が浮き彫り

にされると思うのですが。

塩 谷 家族規模は平均で 4 .5人と、約 20年 で l 人減っているわけ

です 。それで 1 戸当たりで見ましたら、大体 1 室ないし 2 室の居住

ｾがつけ加わっているということになると思います 。

これはいままで 2 階に家具とか漁具なんか置いていたようなところ

を改造したりということで居住室をふやしてる場合と、全〈平家建

てだったものを 2 階を継ぎ足して、そして階下での生活は、いわゆ

る昔なりの生活型があって、それにプラス私室を少しつけ加えたと

いう、そういう生活型があるわけです。

ところが実際には 2 階に私室がつけ加わっていましても、それは混

合的な使い方ですから、大体基調になる使い方というのは、あんま

り公私に分かれないという、そういうイ変われ方というものがあると

思います。

富樫 だから、かつてプライパシィがないということで四つ間型

批判が盛んにやられていた時代は、いわば良村近代化の Ｉｪｾ の音 ｉＱ 分が

色濃か ったH寺代であ ったわけで、今日では四つ間型とい っても家族

人数が少ないわけですから、かつての彬の部分が逆に光の部分にな

っているわけですね。実際、われわれもああいうところに住めたら

なという気になりますからね。

吉野 そういうことはぼくは住宅だけでなしに、村というか、そ

ういうもう少し広が ったところでも、都市みたいに非常に密度が高

いところと比べれば、同じようなことが言 えるわけです。 それがイ

コール昔の農村て‘ はなくて、現代においてそういうのがあるという

ことで、そういうことを積極的にとらえながら、しかもある面では

相当文明的な生活をもこなせるような形にしてい って・・・・・・だからい

ままでの農村とも少し違うし、現在の都市とも違う . . というのは、

ぽくはそういうようなことを踏まえていけば、あり f与るんじゃない

かなあというふうな気もするんですけれどね。

富 樫 しかし、地域空間のほうは、住空間ほど評価できない面が

あるように思います。 というのは、これまで一極の苦役でも って維

持してきた地域環境が、段2震の近代化、兼業化ということで苦役か

ら解波され、その結果ほ ったらかしにな ってしま ったという状況に

あると，思います 。 どこもかしこも山がだめにな ったし、あるいは、

ゴミの問題、尿尿の問題でもそうでしょっし、決村の環境水準はそ

ういう点で急速に落ち込んだ面があるように思うのですが …・ 。

吉 野 それはありますね。

富樫 そういう問題を解決していくためにも、先ほど森脇さんの

ほうから出された農村型の技術の開発を急ぐ必要があるように思い



ます。尿尿処理やゴミ処理だけにとどまらずに、たとえば植生保全

の問題についても、今の農村に適した新しい技術がないものだろう

か。

森 脇 自然林とい うのは 、本当は歴史的11寺閉め中で実に みごとな

バランスを保っているんです。植物とし てはね。植物繊維というの

は実にみごとなバランスを保ってます。 ただ、人間的時間が合わな

いんです。

富樫 やはりある程度人が意識的なかかわりを持たないとだめな

んでしょうね。人々が環境保全に責任を持つという意味でも、先ほ

どの圏域論の議論で、自治の範囲とか生活の範囲を考えるという考

え方は非常に重要な意味を持ってくるんではないかと思うのです。

森 脇 圏域というのはいろいろ交差していますからね。生活圏域

あるいは環境圏域、生産圏域、いろいろと交差してますからね。 と

くに拠点農業方式などとられておりますと、そうい った経済圏域と

いうのは、すごい範囲で交差しているわけですね。

富樫 少なくとも環境保全といっ点で、あるクローズされた環境

圏域なんていうものを考えてもいいんじゃないかと思いますね。

吉野 そうでしょうね。だから山が荒れたりそういうのが荒れる

というけれども、現代に生きなければ荒れますよ 。 それは当然荒れ

るんで、それはや っぱり使いこなせる 範閉内のところで締めておか

ないとね。 山を使わしてくれるんだ ったら一一一サラリーマンなんで

すよ 、そうい うようなところだったら 、若い人て¥住んでもい

いという人がいるかもしれませんよ 。

塩谷 都市と農村というつながりについて、この間も建築学会近

畿支部の農村計画部会でも雑談してお ったのですが、わたしなんか

の幼稚園のころの記憶では滋 ｴｾ 県のお百姓さんが肥を京都に買いに

来ているわけですね。われわれのところは、物物交換で、たとえば

フナを持ってくるとか大棋を持 ってくるとか、そういうことで肥を

くましてあげていたわけです。 そういうふうに考えますと、いわゆ

る都市と農村というのは、生産商でもうまくつなが ってたわけです

ね。有機的に生産面でも都市と農村がつながるような手だてという

ものはどんなんでしょうかね。

藤本 森脇さんのお話は、物質循環という形で理解できると思う

のです。それで吉野先生が先ほどお話になった分は、元からの農業

者や U ターン農業者の枠にとらわれない人的な循環というような見

方と言えるんじゃないかと思います。それでその人的循環は、可能

性はある、と考えていいように思うんですが… … ( 笑い) 。

森 脇 最近、豚の併に、レストランなとーの残飯や魚のアラなどを、

特殊な土壌菌を使 って 醗酵飼料化する、内城幾法というものが拡が

りつつありますが、これなどは新しいタイプの都市と農村のつなが

りのーっと思います。

富樫 それをどのぐらい都市の政策ないしはそれにのせるかとい

うことですね。

森 脇 それはほんの微々たるものです。

富樫 それに関して 言えば、たとえば中固なんかではああいう近

代化のレベルで、すから、その都市の物質を持っていくという循環は

やってますね、都市と農村の間で。だけど、日本の場合は、かなり

絶 望 的 だ と ー。

森 脇 ところが政策的には最近たとえばスタータスト 80とか、横

浜で通産省が中心になってやっているわけですが、都市廃棄物の還

元利用ということで、そういうことが工業技術院の近代化技術の中

に一つあがってまして、そういった笑絞はかなり出てきてます、全

国的に。

富樫 それはむしろ都市のl11lj の課題だと思うのですよ 。都市がど

うしようもなくなって段村にお願いにあがるというときに初めて成

立するようなものじゃないかと思うんです 。極論に走 って いるよう

ですが、今日のまま事態が進行しますと、農村は、職業だとかお金

の面で都市への寄生を強めながら、居住空間としては自立し、独立

していく方向へ進んで、しかも非常にいい空間にな っていく 可能性

がある 。砂漠化する都市に比べて農村の位置が高くなる時代が来る

と思うんですが。

塩谷 富樫先生の お話は、都市とか農村とかいう、そういう型じ

ゃなくて、いま言われている農村というのは、これは全然違った、

者11市と農村ともう 一つ別のものをイメージしておられるわけですね。

農 村 の 側 か ら の 見 直 し も

富樫 乱暴に都市と農村の将来を描いてみたんですが、しかしそ

うなる前に、都市と農村の関係が改善される可能性があるかどうか。

最近、都市との有機的な述携を保ちながら農村を守ろうとか、府民、

市民の支持のもとに近郊農村を守ろうとか、いう主張をよく聞きま

すが、そういうことが本当に可能なら都市と農村の関係はスムーズ!

なものになるかもしれません。しかし、ぼくはそううまくいかない

と思う 。食料問題が深刻化していて、野菜が欲しいとし、う切実な要

求が出ない限り ( 笑い ) 、農村が都市に従属するという関係はあまり

変わらないというような気がするな。その辺は片倉先生にお聞きし

ないといけないと思いますがね、都市との関係をどう考えるかとい

つことでι

片倉 わたしは農村について直接ふだんかかわっていませんし、

今日も後から加わりましたので、今の話にのらせていただきます。

わたしは近郊という言葉よりも、機能的に見ると、あるいは全般の

仕組みから見ると、近郊じゃなくて、兼業決村とい ったほうが結び

つきがいいのですが・. . . 。位置とあまり関係がなくて、たとえは‘ 大

都市からの距離はかなり離れてるけれども、隣接の市町村と何らか

の生産関係があ って兼業農家が多いと、そこの村や町の仕組みは変

わってきているのではないかと思うんです。

たとえば、畳間そこに働き手が少なくなるので、箸防団や消防団が

成り立たなくな って 都市的公共サービスが必要になるとか、集会も

そのような目的や生産にかかわるものが少なくなって、都会の集会

所の機能に似てくるというように 。

都市へ移り住んだ人間が、もうすでに捨てさったものとか拒否した

農村的なものがありますね。と ころが、逆に、知らない問に都市へ

みんなが持ち込んてる生活の仕方の中に、 I2村的なものがたくさん

あるように思います 。都市の人聞が志向していたのは、これは徹底

的に機能分化なんです。社会施設もそうですし、{ 主毛のプランもそ

うですし 。 そしてそれが近代化だと怒 っているんです 。

それで都市をつくってきたが、いま日本の都市が持っている生活の

メカニズムというのは、施設も、それからそのソフトのほうも、こ

れはまだ完全に都市化されてないと思うのです。 ヨーロッパのよう

に何百年もああいう生活をしてつくってきたt立産だとか知恵だとか

いうものに比べると、まだ未成熟な音11分が多いから、生活が非常に

しにくいんですね。だから仕組みそのものもずいぶん隙間だらけだ

と思うのです。で、それの一番隙間だらけの典型がニュータウンだ

と思うのです。 それを補うのが、たとえば青空市場になった り、フ

ァミリィ・レストランですか、あんなものが志向されてるのも、何
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かそれを足りなかったものを補おうとしてるんだろうと思うのです。

たとえば冠婚葬祭では、結婚式はもうホテルか、何とか殿でやるの

があたりまえになっているし、近郊農村だとか地方都市の周辺など

もそうなってきているでしょう。それのないところは料理旅館を使

ってやってますね。専業農家で成り立 って るような地域で、しかも

都市からも離れていると、やはり過去のやり方が残 って るんでしょ

うけれども、都市的なやり方が地方に浸透していってますね。とこ

ろが、葬儀のほうはそうはいかないわけです。都市でも依然として

従来と同じような葬儀形式をどうしても捨てきれないんですよ 。心

情としても捨てきれない。そうすると、前庭のない、それから壁で

仕切 ってしまった住宅で、自分のうちから送り出してやろうという

気持ちがあっても、これはなかなかうまくいかないですね。だから

ビニールシートか何か敷いて、畳の上へ土足で上がるようなことを

やってみたりね。 まして共同住宅でやるのは、どうしてもうまくい

かないですね。そういうのが都会の中でまだ仕組みがうまくいって

いない。

ですから、都市の側の施設計画の中で、あるいは住宅のフ。ランなり、

生活の仕方の中でだんだん気がついて、これはやっぱりもう一度見

直してみようとか言い出しているものを、農村の側からも見直して

みてもいいんじゃないかという気がするんです。

コモンとパブリック

片倉 その背景にあるもののひとつは、わたしはコモンの問題だ

ろうと思うのです。これはスペースの問題でもあるし、仕組みの問

題でもあると思うんですが。

プライベートとか、プライパシィ云々とか、そういうふうな言葉で

呼ばれたものが非常に強調されたために、そして一方では公共サー

ビスについて非常に注文をつけるようにな ってきて いるので、その

両極端だけで何か生活がうまくいくように思い込んでしま った よう

な気がするんです。都市でも、そのコモンが要る 。パブリ ックでも

ない、個人の完全な占有でもないスペースや生活の仕組みが不可欠

だと思うのです。 そして、コモンとパブリ ックの聞も境目がそんな

にはっきりしないほうが、むしろいいと，思うのですよ 。純 j島村の公

民館というのは、公民館が共有物であ って 、形の上ではそれが公民

館法で認められた公民館だとはいうものの、村や町の教育委員会が

その公民館を完全にコントロールしていない、また、する必要もな

いという状態で運営されているということを富樫先生からうかがっ

たけれど、これはコモンとノ f ブリ ックの境目が非常' にうまくい って

いる例だと思います。

しかし、都市の一部でも、パブリ ックとコモンの境目に何か生ま

れかけてるなという気がするのです。チビ ッコ広場だとか、それか

ら神戸市がやりかけている市民公園制度だとか、あるいは尼崎市が

やっている公闘の管理システムだとかに、そういうものがあるよう

に思うのです。

これは土地その必のは私有のままなんです。ある期間だけその土地

をコモ ンに使 って結構です、というふうに地主がT*する 。 それに

対して市のほうは、その期間、ある程度資任を負いましょう、それ

から木を植えたり、施設を若干整備するための助成をしましようと

いうことですね。

もうひとつは、尼崎市が緑化を積極的にすすめてい ったときに、メ
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ンテナンスまで市がやったら、これはおそらく成功しないだろうと

いうことで、非常にうまい方法をみつけて成功した例です。それは、

それぞれの地区の人たちの中からボランティアを選んでるんです。

60歳以上の老人に限 って、そして管理者としての謝礼 を払うのでは

なくて、そういう六ランティア活動に対するお礼の気持ちとしてわ

ずかにお金を差し上げ. るということでや っているんです。その結果、

非常に熱心な人が集ま って 、それで公園をしょ っちゅう見て 回って

るとか、自分で手入れする人さえあるそうです。義務は負わせない

が、手に負えないことが起こ ったらそれを市に連絡することだけを

依頼しているんです。 うまくいっているところでは、その地区の人

達が、この木はあのおじいちゃんが大事に育ててるんだというよう

に意識されて、 子供達にまでつながりが出てきているそうです。

そういう仕組みがもし、公園だけではなくて、ほかの場面でも少し

ずつできてきたら、都市の生活が変わるんじゃないかと思うのです。

そういうものが、農村には昔から当然のこととしてあ ったはずなん

ですけれども、それが急速に消えてしまったら、もう一度今までの

都市のようなやり方をひと回りして 、それからもう一ぺん反省期が

来て、あるいは行き詰まって、そうしてまた復活するという、回り

くどい経路を経るんじゃないかと思うのです。

だから、まあ都市で失敗していること、あるいはまだうまくでき

ていないことが逆に農村の中にあるならば、早くそれを見つけて、

評価すべきだろうと思います。同時にそれを何か少しモダナイズし

なければいけないことは確かですね、スマートな形に 。

富樫 先生のおっしゃったコモンの問題ですが、確かに近郊農村

ではそういうものがなくなってきているという一面はありますが、

今でも農村長観を保っているようなところには、依然としてコモン

のスペースなり、コモンの関係があります。

それに加えて、生活と生産の両面にわた って重層 的な関係が形成さ

れていまして、先ほど者11市では機能が単純化していったと言われま

したが、農村の場合は機能を重ね合わせないと地域施設や地域の空

間が成り立たないという性格を持っていると思うのです。 このこと

は、人間的な建築や地域空間をつくっていくという点で評価しなけ

ればならない点だろうと思うのです。

都市では生活と生産が分断されているわけですが、農村では生活と

生産が土地を媒介にしてつながってるという感じが強いんですね。

そっいつことの意味といいますか、生活と生産が結合しているとい

うことがもっと評価されていいと思うのです。

片倉 都市でもわたしは身近な施設ほど重層化、複合化といいま

すか、そういうことがなければ成り立たないと思うのですよ。末端

の地域施設では、そんなものを全部税金で地方公務員が管理するも

のじゃないと忠、います。形としてはやはりそういう焔設であり、そ

ういう運営の仕方、そういう人の集まり方といいますか、いろんな

人がし、ろんな形でかかわりあうあいまいさが、むしろ含まれたもの

がふえてい って、はじめて充実してくるだろうと思うのです。

司会 興味深い話が続いていますが、この辺で・ ・・・・・。

今日はどうもありがとうございました 。



農 村 の 環 境 問 題 と 処 理 施 設

- 各論 1

森 脇 久 嘉

1. 混 住 社 会 と 環 境

今日では、純農村地帯にも、あるいは純漁村地帯にも、農業や漁

業にたずさわらない人々が多〈住んでいる 。 これらの状況を一般に

混住化と呼ぶが、 j見{ 主化は都市近郊ほど激しく、こうした農漁村地

帯の状況は、今日での農漁村の新しい社会形態と呼ぶべきものにな

ってきている 。 また、これは先進諸国に共通した社会ノ マターンでも

ある 。

i昆{ 主化によ って、農漁村には多様な職業の住民が定住するように

なってきている 。 このため農漁村の、とくに農村では、その空間が

一次産業直接対応形的な性格= 農業者空間的であ ったものから、非

農業者層の定住によってそれ以外の性格も持つようになり、農村の

空間は多能的な変化を迫られているものと見られる 。 しかし、農業

地域が混住化のために衰退し、農業活力が失われていくようなこと

があってはならないのであ って、 j昆住社会はあくまでも農漁業を母

体としたところの、従来の純農漁業地域よりは、経済的にも社会的

にも複合化したところの、新しい農漁業地帯としてとらえる必要が

ある。

j昆住化 をこのように位置づけていく必要があるのは、これから述

べようとする農村の環境整備問題について、環境汚染の背景とその

性格、農村的な対応策等を考察する上で、より適硲な方向を見出す

ための出発点になると思われるからである 。 ( なお、紙数の都合で、

漁村については述べない。)

2  . 農 村 の 環 境

農村といえば、あの緑豊かな自然に固まれた美しい所と、都会の

人聞は思いつつ'けているかも知れない。たしかに農村は今も緑豊か

で美しい所である 。だがその農村にも、急速に環境汚染が進行して

きている 。

農村の環境汚染は、簡易水道の普及による日常の生活用水の増加

を契機とする、生活の都市化によ ってもたらされたといえる 。

かつての農村は「ゆどねJ 、あるいは「ゆどのJ と呼ばれる小さ

な浅い貯水池のようなものが庭先にあ って、これに台所、洗濯等の

洗水を流しこみ、貯留させて魚を飼 ったり、水せりを栽培したりし

た後に、上澄水を放流していた 。この間に汚水中の有機物は魚や植

物に吸収され、同時に自然的浄化作用も受けて浄化されていた 。筒

水普及以前は水の使用量も少なく、これら の排水系はバランスを保

っていたが、 筒水の普及をはじめ、高度経済成長の過程で、幾薬、

化学肥料の普及等による農作業変化を通じて、農業者の意識も変化

していき、消費の増大、生活の都市化等が進行し、 「ゆどね」など

も埋め立てられ、農業水路等に直接放流されるようになってい った。

農業地域の環境汚染は家庭などからの増大した排水が、多くは旧

来のままの素掘りの農業水路に流入し、これらが水田に流入して排

水中に含まれる物質、主として室紫分等による栄養過多によ って、

稲作に害を与えるという生産面での環境障害を起こし、一方でωは非

かんがい期などに、素掘水路等への排水の滞留による悪臭、蚊、は

えの発生等、見るも不愉快な状況をもたらし、生活面での環境汚染

を引き起こしてきた 。

このような環境汚染は、一つは農村での生活の都市化によっても

たらされたが、その都市化は混住社会化の背景でより加速された面

がある 。農村部での家庭用単独浄化槽の普及には、多分にこのよう

な背景が考えられるし、この単独浄化槽が農村の環境を著しく損ね

ているのも事実である 。 そして今一つは、混住化 によ って農業関連

以外の施設が農村部に建設されるようになり、これら施設からの排

水が農村環境の悪化を助長していることである 。 この点はとくに都

市近効農村で著 しく、田畑を蚕食化して住宅や、工場、ドライブイ

ン等が無秩序に建設され、環境のみでなく、景観をも著しく破壊し

てい った。 これらに対処するにはマクロ的観点として、 i昆住化 を新

しい地域形態として認知した上での、農業関連施設と非農業施設の

適正配備を規定する土地利用規制的なものが求められるし、ミクロ

的観点としては、個々の施設からの排水処理について、建築家、技

術者は農業地域での施設計画については、農村的適合性というもの

を十分に検討してかかるべきで、この点について建築屋 さんはま こ

とに勉強が不千分であるし、無責任ですらある 。

建築屋の反省として、この点について少し考察してみよう 。

3  . 環 境 か ら 見 た 都 市 と 農 村

建物からの排水が生活面だけでなく、生産面にも影響するのは、

農業地域が生活と生産の場を同一空間で同時的に進行させていると

いう、農村の地域特性にかかわ っている 。 このため、生活排水の汚

濁は直接稲作等の生産減につながっていく 。場合によ っては、加害

者と被害者が同一であるという場合もあり、この点に農村的な 一つ

の性格が見られる 。

この点に関しては都市の様相は全〈異な っている 。都市の建築の

排水処理については、整備された排水路や下水道があるため、単に

それに排出するだけで解決することや、あるいは、たとえ下水道整

備が行われていない場合でも、近くの排水路に排出し、それが滞留

して悪臭 を発生させたとしても、都市の雑多な臭 いと道11議の中で、

さほど意識もされず、それ らの排水が都市の産業活動に 支障を来た

すこともない。 したがって排水処理というものは、都市の建築では

よほど特殊な場合を |徐いては問題にならないのである 。

いうならば都市での建築技術には排水処 理 までは考慮されず、 排

水処理は土木や衛生工学分野の領域のことであ って、建築分野とし

ては排水はタレ流しのままで終わ っていてもさしっかえないのである 。

建築は都市を中心に建設されてきたものであるため、建築技術は

都市を背景とした技術として発展してきた経緯がある 。 そういう都

挫 築 と 社 会/ 1979年 7 月号 53 



市的技術の延長のままに農村で建築が行われてきた結果が、建築か

らの排水によって農村の環境汚染を顕在化させ、 j昆住化の中で、と

くに都市近郊l災村で著しくさせてきたのである。これは、建築の都

市的なやり方が、そのまま農村に持ち込まれたことによる弊害のー

っと見ることができる。

では、建築家や技術者は農村部での建築にどのように取り組むべ

きなのか。結論からいえば、農村での建築は「その排水が周辺環境

に害を及ぼさないように処理されること j までを、一速の建築計画、

施工の範囲に含んでいることである 。いうなればタ レ流しは許され

ないということである 。

排水処理はもともと衛生工学分野のことで、いかに農村部の建築

とはいえ、それは建築技術外の他の専門技術に属することではない

か、したがって建築屋がそこまでやる必要がないのではないか、と

いう考えがあるかも知れなし、。だが、まずそのような考えの結果が、

段村の環境汚染の一因になっていることについて反省すべきである

し、さらに、建築家の基本的な職能には、都市は都市、農村は農村

といった、それぞれの地域特性の中での人間の生活環境の織成につ

いて、哲学的、科学的思想から幅広く対応していくことを、伝統的

に受けついできているはずである 。 そのような職能 への認識が、 ｩｬ ｾ

住化の 中て・の決村の以上引料品について、よりい っそう求められつつ

あるのて' はないだろうか。

そのためには、農村での建築行為、あるいは環境箆備は、排水処

理の問題に対して、単に性能のよい処理施設を設置すればよし¥と

する処理施設中心の考えでは不十分で、住環境、淡業生産、 l込用地

利用計画、 j品村コミニティ、農村景観等との関連の中で、幅広く対

応することが求められてくる 。

民村での汚水処理問題は衛生工学屋にまかせればよいではないか、

という考えの中には、上に述べた股業地域での地域対応性というも

のは含まれておらず、また残念ながら、汚水処理専門家の思考は、

汚水処理技術が都市の技術として発展してきた経緯があるため、あ

くまでその延長上にあって、農村という地域特性から求められる処

理技術条件に対応するという形からの思考ではなくて、処理といっ、

技術の論理! の上に展開される非地域的な技術のアウ トプットを、そ

れらの中から股業地域向きに近いものを選んで実施していこうとす

る、いうならば、特定の技術を強引に農村に押し込もうとする結果

を導きかねないのである。必要なことは、農業地域が要求する地域

条件からのアプローチのもとに技術が再編成されるこ とで、そのよ

うな戦能は本来伝統的に建築家が持っていたものである。しかし、

そのような機能が十分来たし待ないとしても、農村部での建築には

都市以上の配慮が持たれるべきである 。

4  . 農 村 的 な 環 境 整 備

では、 j品村的な環境整備はどのように考えればよいのだろうか。

昭和52年度より農林水産省て廿、全国から十数カ所の集落 を選ん

で、 l災業集落排水処理の実験事業を行ってきている。この事業は、

都市に くらべて生活環境重量備の遅れている農村部を都市なみに整備

し、併せて股業用水の保全を図り、今後における農村部での生活、

および生産環境の整備の方針を定めるために、実験的に行われてい

るものである。 f谷に炭村下水道とも呼ばれている 。

下水道技術は都市の技術?として発展してきたものであるため、都

市にくらべてはるかに人口の疎らな農村部に 、それをそのまま持ち

込むのでは不適当な面が多々あると恩われる 。社会的にも未経験な

この問題を研究するため、農林水産省てすま昭和49年度より農村開発

企画委只会を中心に調査研究を進めてきている。また、国土庁でも
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これらについての研究がなされ、農村的な汚水処理システム の検討

が1Tわれている。

農村的な汚水処理システムは、農村的な環境整備の中核をなすも

のである。農村的環境整備の基本的考えは、生活と生産が岡崎空間

的であるとし寸農業地域の地域特性から出発するべきであるが、こ

の基本的な考えが合意されたとしても、具体的な技術? として 、股村

向きの、農村的な汚水処理技術がな くては絵に画いた餅に終わ って

しまう 。

農村的な汚水処理技術を理解するには、汚水処理技術に ついて建

築屋としても、ある程度の知識が必要であるが、建築屋さんにはそ

のような知識は通常持ち合わせがない。そこで、多少哲学的なアプ

ローチから、この農村的汚水処理システムについて見てみよう 。

汚染の発生は、その地の自然の環境容量を超える汚濁負荷の集中

によって生じている。自然は、自分の浄化能力を上回る汚濁負荷は、

汚染として系外に排出する 。都市の公害問題は、都市の自然では都

市に集中する人と物からの汚濁を浄化するには不十分なことに関連

している。

自然生態系による浄化には時間がかかるし、また自然への負荷は

小さければ小 さいほど、自然には望ましい。

都市には自然が少なく、そ のため技術的手段によ って汚染の問題

に対処せざるを得ない面がある 。都市の環境技術は局所に大量に集

中する汚濁を、短時間に解消しようとするものである 。だが、局所、

大量、短時間に対応する都市の下水処理技術によ ってでも、残i査汚

泥の処理には限界があり、組立や焼却によらざるを得ず、悪央ーなど

の| 坊止放策とともに、これらの対処技術は施設の立地、エネルギー

多消費 ( 悪臭を燃焼処理するエネルギー消費量は、汚泥焼却処理の

約 2 倍といわれている) において再検討を迫られている 。

いずれにしても、汚濁の解消は殺終的には 100パーセント、自然

生態系の循環機構にゆだねない限り解決しないものである 。 その場

合にも、汚濁を汚濁としてでなく、自然循環系のバランスの中で、

一つの物質循環と して組み込む考えが必要である 。

農村は周りを豊かな自然に固まれている 。農村の土壊と緑は自然

の浄化装置である。土をわずかばかり掘って汚物を埋め、また土を

かぶせておくと、汚物はい つの Il : I l にか土にな って いる 。人聞は古来

からこのことを知っており、土壌の持つ汚物( 有機物) の分解能力

は高〈評価されている。また、土壌の殺菌能力がきわめて高いもの

であることも知られている 。

農村の汚水処理システムは、股村に本来からあるこの自然の浄化

能力を活用しようとするも のである。自然への過負荷が汚染発生の

源である以上、自然への負荷は少ないほどよし、。その点、農村は人

口が少なく、散在、散居しているため、自然の浄化機能を活用する

汚水処理システムにとっても、都合よく過負荷にならないで対応で

きる条件にある。

このように、農村は都市にはない恵まれた条件を持っている 。 こ

の条件と、都市の汚水処理を通じて発展してきたところの汚水科学

とを結合させ、農村の社会的 ・地理的条件に適合し うる ように構成

されたところの汚水処理システムが、求められる農村的汚水処理シ

ステムである 。 このような技術適合性を基本思想とす ゐ限り、都市

て勺

での轍を踏むこともなく 、また、都市の技術をそのまま持ち込むこ

とにもならないであろう 。

5  . 技 術 シ ス テ ム

農村的汚水処理システムによる計画について、基本的な計画の考

え方、およびそこに使われる技術システムとして、汚水排除と汚水



処理施設について、とくに農村向きと思われるものを述べてみる 。

1  ) 計画上の考え方

農業集落は表ー 1 のように分類されている。一つの集落内で散在、

散居、集居等が混在している場合もあるが、一般的に表現できるこ

とは人口が少なく、人口密度も低い、ということである。したがっ

て、集落全域の汚水( し尿、雑排水、お よび地域によっては畜産排

水等も含む ) 処理施設の計画に当たっては、地域の地形の起伏 ( 一

般に農業集務の地形は、山村では起伏が激しく、平地では極端に勾

配が少ない場合もあ り， 多岐にわたっている) や、人家の配置状況

表 - 1 集落分類

分 類

主に 山場の段業集落に みられる形態で、家カ九、〈つ

かの谷間iに分かれていて、しかも、家と家とがぱら

a. 散花m孫 ばらに分布している状態の牒業mi' i吾、およびいくつ

かの谷間1に数戸ずつの家が集まってはいるが、全体

としては散在している状態の農業集泌をいう 。

主に平場の農業集落にみられる形態で、家と家との

b. 飲居集務

聞に広〈回畑が入っている状態の股業m子容をいう 。

終業J品子高

平場、山聞を 問わず見受けられるが、家がある一定

c .  m居mf 高 の区域に集まっていて、敷地が隣接しており、居住

地区が分離され ている状態 の農業集孫をし 、う 。

主に市街地化地区に見受・けられる農業mitt の形態で、

d. 宮居集子高 般家の聞に 非淡家が混在し ていて家と家とが密集し、

市街地に連続している状態の農業集落を L 、う 。

等に 応 じて処理施設を散在させることも必要で、、 都市のようにーヵ

所に集中させて処理するような考えは適切でないの

人口規模の少ない農村部で、しかも処理施設を分散配置させると、

ーヵ所当たりの処理対象人 口はますます少な くなる。しかも農村音11

ていの汚水処 理には、 処理 された排水が農業利用 される場合を考える

必要があ り，こ のためには処理水は生物的、化学 的酸素要求量( 通

常 B OD、 C OD という) のほかに総窒素量 ( T - N) につ いても

高度に処理されていないと 、稲作に青枯れ、倒伏等の被害を生じさ

せる。小規模施設て・総窒素も高度処理 され、 しかも集落排水処理で

はこれらの施設が集落内の人家近くに設置されることが多いため、

それら施設からの悪臭、病 j原菌飛散等の二次公害も防止 されるもの

でなければならず、さらに、 これ らの散 在する施設の維持管理が集

落住民などの素人にでも 可能であるような 、そ のような高度な性能、

平易な管理で対応できるものであることが、施設計画の条件である。

そして、単に汚水を処理するという考えだけでなく、処理排水、汚

泥等の1災業利用も 一体となって配慮される こと が望ま しく、地域の

ものは地域の自然で、という集落完結型の汚水処理システムを考え

ることによ って 、はじめて完全な農村的汚水処理システムが完成す

る。そして処理施設を 、そ の集落内管理を通じて集落のコミニティ

形成の核にすることも可能で‘ ある。

上に述べた諸条件を満足するような施設を選定することができれ

ば、さらに農村の地域計画と関連づけて、農道、農村公園等と一体

となった環境整備も可能である。 この よ うな事例 を後に紹介する。

2  ) 汚水排除の考え方

重力方式

各住戸( A)

図ー 1 低 圧 圧 送 方 式

低圧圧送方式

( c )  

一般的にし、って汚水 の排除は、 各家庭から 処理場までは自然流下

方式による分流式( 汚水のみを流し、雨水は流さない 。雨水も併せ

て流す場合は合流式というが、今 日てすま、 新しい施設に合流式のも

のはほとんど ない ) 下水管路によ って いる 。農村の場合でもほとん

ど自然流下方式で計画 されているが、 地域の地形が非常に起伏が激

しいか、あるいは極端な低平地であるかなどの場合には、自然流下

方式の管路で汚水 を集めていては建設費、維持費に多大の費用を要

する 。 これを避けるには施設を分散配置するか、それが困難な場合

には圧送による ことになる。( 図ー 1 参照)

圧送については 地形の状況、人家の散在、 小容量汚水、解砕能力

の優れた汚水ポンプ、長距離圧送への対応等、 民村的な要求条件か

ら検討されるべきで、 とくに解砕能力は重要な条件である。今のと

ころ、これに応じられるものとしては、グラインダーポンプ ( G P  

方式) に よる低圧圧送方式のものがよ いと見られ、これらの条件を

比較的満足するも の で あ る ( オリ ジナルはアメ リカ のものであるが、

日本向きにユニチカで改良されている )。 この G P方式を採用した農

村下水道の計画案では、 管路建設費は自然流下方式のものに較べて、

60%程度になっている 。

3  ) 汚水処理施設の考え方

汚水処理施設は 集落排水処理計ー画の要となるものである。

施設の農村的条件については前節で述べたが、ここでは、それら

の条件に適合するものとして、土壌の自然浄化能力 を活用した土壌

式浄化法について 簡単に述べてみよう。

土壌浄化法は毛管浄化研究会の新見 正氏が開発されたも ので、

土壌の持つ物理化学的性質と、土壌中に核息する土壌微生物を、 一

連の汚水処理技術の中に有機的に組み合わせたものである 。

今 日の汚水処理技術の 中心は生物処理方式にあるが、 これは 汚水

中の有機物を主として好気性微生物( 酸素のある所で活躍している)

により分解させ、浄化する 考えのもので、都市の下水処理場等て使

われている標準活性汚泥法や、住宅団地等の処理場で使われている

長時間暴気法等も 同 じく生物処理方式で、 これらは汚水中 の微生物

群によって 処理する 機 構のものである。

土壌浄化法は、上記の方法にさらに施設上聞を土袋被覆し、水中

微生物のみでなく土援微生物をも加えて、非常に多種多様な微生物

を浄化に役立て、さらに、 脱臭、 汚水拡散の|幼止等も併せ行うもの

である。とくに、この方法の一貫技術に 含まれている トレ ンチ方式

は、室索、燐の除去に優れた性能を 示しており、しかも、自 然の浄

化能の活用により きわめて省エネルギー的な 方法となっている。土

壌の持つ全般的な機能の効果に よって、 この方式 の施設は 人為的操

作によらないで、放置しておいても負荷変動に対する能力が高〈、

そのため維持管理も容易で、この点が集落での管理対応を可能とし

ている。また施設上面が土壌被認 され、 通常は芝張りその他の植栽

も行われるため 、美観上 も問題な く、農村公園の一部に組み込むこ

とも 可能になっている。したがって住戸近く 、あるいは道路上に置

くこ ともでき、 集落の全体的な環境坐備計画に汚水処理施設が障害

となるような事態をもたらさない 。ある住宅団地 の例では、この方

式による施設が、団地中央のショ ッピングセンター前の公圏内に設

置されているが 、美観的にも環境的にも何の問題も発生させていな

し、 。

6  . 久 世 田 地 区の 事 例

兵庫県和田 山町久世田には笑験事業による最初 の農業集落排水処

理施設 ( 農村下水道) がある 。

この施設は地区内52戸、 290人 ( 計画人 口) のし尿、 および雑排
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置されていることである 。汚水はこの 中を流れている 聞に浄化 され

る仕組みで、処理性能も BOD 2 0 ppm以下のものである 。 このよう

な計画を可能にしたのは、処理方式に土媛式接触循環暴気法を採用

したことに負 ってい る。

施設から悪臭が出ないことと、美観上も j農村の風景ーによく合うこ

と、単純な機構で、 機械装置が少ないこと、がこのように道路に設

置する路を聞いた 。このような適合性は農村公園との組み合わせ、

緑良住宅のコモンガーデンとの組み合わせ等、施設を計画的に緑化

と一体化して扱うことで多彩な計画を可能とし、建築計画上にも新

境地を開く路を示唆するものがある 。

社会的にも未経験な農業集落排水処理事業 を実施するに際しては、

'Vl建 設 計株式会社)

法的にも、計画上にも、また施工上にもはじめて遭遇する 問題が多

〈、 関係当局者にも種々ご苦労をわずらわせた 。施工に当た ったゼ

ネコンのフジタ工業をはじめ、 サブコ ンの川嶋工務庖、野 田工業

( 処理施設に その他の方々にもご苦労をおかけした 。計画担当者と

して深 〈感謝する次第である 。

流 量 表 m' / 日 m' / 時

第

計 画 自 殺 大 82.5  3. 438 

計 画 日 平 均 66 .0  2. 750 

系

11)  

計画時間最大 206.4 8 . 600 

第

計 画 日 最 大 23.1  0. 963 

系

計 画 日 平 均 18. 5 0 .771  

J I)  

計画時間最大 57 .8  2 .408 

計 画 日 妓 大 105. 6 4. 401  

3十 計 画 日平 均 84. 5 3. 521  

計画時間最大 264. 2 11 . 008 

路上に設置されている施設( 東ブロック)

ひきよし( もりわき

図 - 4

7 ンホール

管路

当

士ゴ
. . 用水路

フローシート( 東プ ロック)

流入

放 流( 100mの有孔管使用 )

沈 殿 槽

処理水については、 l ヵ所 ( 東プロック) は土壌を通して河川へ

間接放流し、 他 ( 西ブロック) はト レンチに よる毛管浸潤によ って、

地下水へ と泣元している 。汚泥については 2 ヵ所とも一部事務組合

の広域コ ンポスト工場 ( ゴミ 、畜産ふん尿、汚泥等を醗酵処理して

堆肥にする工場) に運搬し、コ ンポスト 化 してほ場還元を図ること

にな っており、ほぽ集落内完結型とな っている 。

当地区は図 - 2 に示すよ うに、集落は 中央を通る国道 2 号線によ

って東 ・西に分けられている 。計画に当た っては、 地形、集落の配

置状況、小規模施設でも高度処理が可能で‘あること、二次公害 を発

生させないもの 、処理水の循環利用、汚泥の農業利用 、施設の地元

管理等、農村的環境坐備の条件に適合するように意図されている 。

計画概要等については表 - 2 および図 - 3 、 4 に示すが、当計画

で注目される点は、東フ' ロックの汚水処理施設が幅員 4 m の農道の

路肩に沿 って 、幅 l. Om、長 132mの細長い水路のようにな って設

水を合併して処理するも ので、各家庭の汚水は自然流下、分流式の

下水管路により、集落内 2 ヵ所の集 中処理場に運ばれ、処理されて

いる 。

東ブロ ック処理槽

一
一

一山

ばっき槽 こ わ 沈殿槽

第

円一一一一一一一一一一一一一

ばっ き相

図 - 3

一

、

一
『
ロ
ロ

処 理 水 槽 ば っ き槽 沈殿槽

同 苛 第 2 系列 寸

| 25.900 

放 流 |  

( 有孔管 l∞m)一一五

ト500

石
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生活施設ーとくに農村コミュニテイ施設について

富樫 頴

藤 本 尚 久

1. 農 村 建築 時 代 の 到 来 か

これまでの農村への公共投資は、田畑の改良事業 ( [薗場整備 ・基

盤強備卒業) を中心とする土木部門に重点がおかれ、建築はいわば

付けたしのような存在であ った。生産関係の施設もかなりあるが、

選果機や冷蔵庫など機械 ・設備が中心で、それらを鉄骨とスレート

で渡ったという程度のものがほとんどである 。 それらは、どちらか

というと、農村景観の破壊につながるワド建築。ともいうべき手合

いのものが多い。

建築らしし、建築一一私に言わせれば、人々の生活を包みこみ、そ

の地域の暮らしがにじみ出るような建築は、農村住宅や社寺建築な

どの伝統建築を除くと、ほとんどないというのがこれまでの笑情で

ある 。 だが、近年になって、生活改善センターとか豪雪 山村開発総

合センターといった新しい建築型が農村に出現しはじめた 。それが、

この一、 二年急速に増加する勢いを見せはじめている 。

それは、農村への公共投資のあり方が従来とは変わ ってきたこと

による 。すなわち、第一次農業構造改善事業 ( 一次講) のスター ト

から第二次農業構造改善事業 ( 二次講 ) の終了に至る 16年間に、困

場整備や生産施設の近代化事業が全国的にかなりの程度進展し、結

果的 lこ生活環境盤備の事業のウエイトが高ま ってき た。平たく言え

ば、やることがだんだんなくな ってきて、付けたしであ った建築部

門の事業が浮上しはじめた 、 ということが背長そにな っている 。

だが、それだけでは根拠が薄弱である 。 より重要な点は 、 「地方

の時代」とか「田園都市構想」といったコトパが云々されているが、

そのあいまいさはともかくとして、地方= 農村に開発の 11良が移 って

きているということである 。 r三全総j の定住圏構想もその線に乗

っているし、昭和53年度からスター 卜した新農業構造改善事業 ( 新

j長椛) も同じ路線である 。

では、新良椛とはどういう事業であろうか 。 農 林 水 産 省 の 通 達

「新段構促進対策要綱」によれば、昭和53年度から 5 年間に、数集

落ないしは旧町村を単位とする 1，890の事業対象地区に l 地区当た

り3 - 10億円の補助事業を行おうというものである 。

その特徴点を従来の一次構、二次構と 比較して示せば、つぎのよ

うな質的な違いがある 。すなわち、第一 に、全国一律の規格の事業

をやめて、おおむね旧村程度の地域を対象とするという Y也城主義。

を打ち出したこと、第二に、自立経営農家育成中心主義から、農村

の ifH主化( 第二極兼業農家、非農家の増大) に対応して、地域内の

全段家を対象としたれ諸階層主義砂へ転換したこと、第三には、環

境全体の整備や 小 規桜な事業なと ａ 幅広い事業が ｾＡｲＡ 力的に実施て 。きる

ような 情メ ニュー方式。としたこと、第四には、従来の事業推進協

議会を発展させ、推進員への手当てまで計上した* 住民参加方ず。

をと っていること、などをあげることができる :i

これらの点が、一次構、二次構の単なる手直しとしての「三次れがけ

ということではなく、とくにその名 称 を「新j 農構としたゆえんで

あると考えられる。したがって、そういう点を評価すれば、従来と

もすれば個別的な農業・農家対策に終始するきらいのあ った国の農

政が、農村地域の生産 ・生活の両面にわたる環境整備の総合施策

( =農村計画) へむけてようやくその事業体系を確立させはじめた、

とみる見方も成り立つ。

たしかに、過密居住地の技術に有効な事業制度を持たぬ都市計画

分野の現実に比べれば、よりすすんだ事業制度である 。 いやむしろ、

都市の居住環境監備への公共投資は後退の気配さえある 。飛躍を党

悟 で言 えば、大都市の切り捨て政策、過密居住地の住民に対する一

種の棄民政策がとられはじめているのかもしれない。その反映とし

て農村への公共投資の比重が高まってきたのであるとすれば、農

村計画分野の事業制度の進展を手放しで喜んでばか りはし、られなし‘ 。

しかも、新農構では、各種事業の いメニュー仰の 中から何を選ん

でもよいわけであるから、実際に行われる事業はいきおい生活関筑

盤{ 商事業にウエイトがかかる 。その理由は、つぎの二つが考えられ

る。第一は、すでに述べたように、農業生産面て・の近代化事業がこ

れまでにかなりすすめられてきているし、現実の j品業経営の不安定

さを思えば、個々の農家が補助残を自己負担してまで今以上の農業

近代化にとりくむ気になれない、ということである 。第こには農村

居住者の生活環境整備に対する要求が近年大きな高まりをみせてき

ていること、したがってまた民村自治体の首長 ・議長選挙の格好な

目玉にもな ること 、などの点があげられる 。つまり、新段構は、日

本農業の発展にあまり寄与しないまま、生活環境監備だけがすすん

だという結果に終わる可能性がある 。そうだとすれば、決村計画と

して片手落ちになる、という問題が出てくることになる 。

以上のような問題はあるにせよ、良村の生活環境主主{ 賄事業は雌実

に進展する 。 そのうち施設に関する主な卒業内容を新段構の笑施基

準からひろい出してみると、つぎのとおりである 。すなわち、多目

的研修集会施設、集落センタ一、農業者健康管理施設、 J:A業者トレ

ーニングセンタ一、農村広場施設、学童良図施設、体験lJ2図施設、

乏人福祉農園施設、地域休養施設、組樹等景観33イiill 焔設、青空市場

施設、農産物直売施設、生活安全保護施設、簡易給水施設、等々 。

都市に住む建築家にと っては、いささかなじみのうすい施設名で

はあるが、実は農村音11の建築家であ っても同じニとである 。言 いか

えれば、それだけ今日の農村建築は未開拓の分 !lfT ' として放置されて

いる、という状況にある 。それが仕事としてどの程度ペ イするのか

ということについては、検討の余地があるが、 r1島村建築ラ ッシュ J

の到来とは言わないまでも、今後この分野の仕事がWl えることは硲

笑である 。農村計画 ・農村建築にたずさわ ってきたものの一人とし

て、荒廃の一途をたどらされてきた農村に少しでもすぐれた建築を

創造していくために、建築家諸氏の積極的な参加を期待したいとこ

ろである 。

2  . 施 設 の 機 能 と 立 地 圏 域

付表 をみてもわかるように、農村では多岐にわたる会合が頻繁に

行われている 。 その内容は、地域の自治，生産組織の会合、各種社

会集固め会合、サークル活動、講習会、講演会、行事等々である 。

新良構が集落環境施設整備事業の納メニ ュ_ " の ひとつとして 「多

目的研修集会施設」の建設をあげているのも、こうした生産・生活

の両面にわたる諸会合の存在を前提にしているからであろう 。

ところで、これらの諸会合がどういう圏域で行われるかが問題に

なる 。 そのことが純設の立地を決定し、機能を規定していくからで
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和歌山県田辺市秋津地区における諸組織と活動内容

組紬ｾＮ 活 動 内 容 活 即J 之助 戸斤 回 数 制 1人 口 | 活 動111

前 内 会 地 区 lニl 的 部農部協品支会所所 1 / 〆月 15 地 区

.，品 会 部 孫 自 治 部 稿 集 会 所 1 / 月 郁子高

推 巡 協 験 会 各 tJ¥. N i 町迎行
郁農手協書』支1. ¥会所所 1 / 〆月 13 地 区

老 人 会 ｾ人 的 税峨 部総前合存集的会際所は 市 街 地 1 / 年 般 大 100

部 務 → 地 区

捕 人学 組 生婿4降下E花付E  先都生京地会高集的中会学自 宅所 支 所

l / i.且

師 人 会

30( 省 調 お0) 郁時ー寸断互戸 市
島 商 物 加工 開総 校 { 料 理) 5 / /  月

1 年 100 

生活グ改ル普ー プ 農部部協支集所会 所
1 / 〆月

20- 100 

部( +落万→J呂地地区区 )

世f 年 間 T盆f 年踊内り税却峨の 主 1m

郁 子 高 集 会 所 1 / i.且 30 地 区

干 ど も 会 部 稿 集 会 所 1 / 〆月 70/ 古11滞 膏11部

消 防 E自 分 間 30( 役 只 8 )  地 区

俳 句 同 好 会 禽11裕 集 会 所 1 / 〆月 15 地 区

農 協 捕 人 容11
躍麗露謀 ( 現郁農地滞協集支 会所所 0. 5/ 円 政 大 100 地 区

農 協 支 所 5 / 年 8 0 - 9 0  

農 協 背 年 部 営 農 研 修 事農υ協也支 所 1/ 月 最 大17- 10180  地 区

ホ布説1来 都 会
官し農合にい つ時 い て の惜

農部務協支集所会 所 最3 /低 年
4 0- 50 地 区

梅 宮 郎 会 1"1 J ニ !日:) J 二 5 / 年 15 地 区

す も も 郁会 !日) J ニ I司 」ニ
総毎/Jj会不日可】日4/F年ｉｾ＠

20 

地 区 海 に3 年収指f基

mJ拍

キIt l 括 部 会 同 」ニ 日J ヒ 3 / 年 10 0 - 150 地 区

首'i illi 部 会 !日) J ニ 養事監豚駒 会な jしl 宅 1 / 月 4  地 区

ある 。通常、それらは音1I孫を単位とする部落レベルの会合と、旧村

ないしは小学校区を単位とする地区レベルの会合に分けられる 。現

状では、音II 1' i高レベルの会合は音II 1' i存集会所で、地区レベルの会合は地

区公民館 ( 分館 ) で行われる、という 二段階構成にな っているのが

普通である 。地区をこえたより上位の集会施設として市町村の公民

館 ( 本館 ) があるわけだが、このレベルになると、苦II 1' o ・地区レベ

ルにみられた生産 ・生活の両面にわたる諸i会合の重層性、多様性が

失われ、社会教育施設としての施設機能が特化するようになる 。要

するに、決村コミュニティ施設は、一般に く音rsro一地区〉の範闘で

成立すると与えるのが妥当である 。

事実、従来からの昔日孫集会所は音rl 磁の共有財産であるし、その管

理t運営は苦II 1' i存が行 っている 。 また、地区公民館は、旧村時代の役場

や小学校の一部を転用したものが多いが、建物の所有者は市町村で

あったとしても、実|療の管理運営は地区内の部落が共同で行 ってい

る場合が多い。 したが って、これらの施設に対する共有感はすこぶ

る高い。12村が近代化され、変貌したとい っても、生産と生活の協

力 ・共同 |刻係を基礎に形成されてきた歴史的な地域共同性は、市街

化が手f しくすすんだところは別 として、今なお農村に線路1< 息づ い

ているのである 。つまり、必村コミ ュニティ施設は、それが立地す

る地域と 一体化して存在するのである 。施設立地の支持人口が少な

いからとい って、いくつかの部落や地区をひとくくりにまとめてセ

ンターをつくればよい、という考え方は通用しない 。農村コミ ュニ

ティ施設の計画は、ニュータウンの商業施設計画のような、サービ

ス施設型の計画理論が適用できないのである 。

要するに、ある地域が一体のものとして存在する限り、その地域

を単位として施設を計四i しなければならないのである 。 ところが、

決村は一般に疎住であるし、市町村財政を各地域に公平にばらまく

わけにはいかない 。 そこで、補助事業の導入をはかるわけだが、そ

れでもネ!li llll 残の負担が問題になる 。いきおい、施設の規棋や水準は

制限されることになる 。 したがって、ある施設水準を確保しようと

すれば、他の焔設と結合させた複合施設化の方向を追求しなければ

ならない 。
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村づくりの拠点施設として建設された大阪府能勢町歌垣地区の地

区センターはその一例である ( 付図参 11引 。ここでは、コミュニティ

施設を炭協と協業生産施設に結合させることによ って、集積のメリ

γ トを追求しようとした 。施設の絞合化によ って各室の転用の自由

度が増すというメリ ッ トもあるが、ここを 中心とする人々の諸行動

を重ね合わせることによ って、コミュニティ施設としての本来的な

機能をより高めようとしたからである 。簡単にいえは¥ 地域の農業

生産 ・流通経済 ・地域生活 ・情報 ・自治のそれぞれの核を結合させ

ることによ って、生産 ・生活の而商にわたる地域住民の務関係を活

性化させ、将来の村づくりへむけた拠点施設として機能させようと

もくろんだわけである 。

しかし、何もかも複合化すればよいということではない 。既存施

設の建てかえ時期を考慮しなければならないし、何と何を複合させ

るかは地域の状況によ って異な った判断をしなければならない 。

っき。に、部務レベルのコミュニティ施設と地区レベルのコミュニ

ティ施設の関係をどう考えるか、という問題がある 。地域としての

まとまりの単位はもともと部孫にある 。つまり、生産 ・生活の両面

にわたる人々のつながり関係は、も っぱら郁子喜という枠組みの 中で

展開されていたのである 。 それが、農業の近代化、兼業化にともな

い、地区レベルにまで広がる傾向が出てきた 。

その第一は 、農業生産の組織単位の変化である 。今でも、各部落



に「実行組合」と称する生産組織があるが、かつてはこの組織が地

域の農業生産を維持向上させる上で大きな役割l を果たしていた 。だ

が、今日では、専業農家の数は少ない。40戸40ha というのが日本の

農村集落の平均像であり、その約 l 割が専業農家であるから、 1 部

落当たり 4 戸しかないわけである 。 したがって、実行組合の機能も

低下し、新しい農業を育成していく力は、音 ｉｉｾ 喜をこえた農業専従者

の組織化( 生産組織) に求めるしかない。それに対応して、圃場整

備をはじめとする各種の農業近代化事業が部落の枠を こえて実施さ

れてきている 。

第二は、生活面での人々のつながり関係の変化である 。たとえば、

青年団は団員が減少したために部落単位で班を組織できなくなり、

今日では地区レベルてF 活動しているというのが一般的である 。 また、

近年盛んになった趣味的なサークル活動も、部落レベルでは成立し

ないが地区レベルで成立する、というものが多い。それらの変化に

加えて 、生活環境援備についての要求が高まり、婦人会や部洛自治

会が音11落の枠をこえて地区の生活環境問題にとりくんできているこ

とも、従来にない大きな変化であるといえる 。

以上の二点が地区レベルの施設を成立させる背景であり、同時に

その機能を規定している点である 。では、部落レベルの施設につい

てはどうか。

部落のコミュニティ施設には、音11落の意思決定を行う自治機能、

すなわち「区会J i常会J などと呼ばれている集会機能がまず最優

先される 。地区全体の意思決定は地区レ ベルの施設てe行われるが、

それは一般に部落の合意を前提にするという積み上げ方式をとって

いる。つまり、自治の原点はあくまでも昔日落にあるわけである 。

これに対して、婦人会の組織は、種々の課題や企画を下部組織で

ある音11落単位の班へ下ろすという活動形態をとる傾向がみられる 。

つまり、婦人会の活動の拠点は地区レベルの施設におかれ、部落レ

ベルの施設は下部討議の場で与あ ったり、あるいは地区レベルの施設

で行われた料理講習をさらに下へ普及させる場であったりする 。

部落のコミュニティ施設には、以上のほかに、老人と子供の生活

拠点としての機能が要求される 。 しかし地元負担金の増大と維持管

理上の問題から、これらの機能はしばしば切り捨られる傾向にある 。

3  . 施設計画をめぐるホンネとタテマエ

呼称はいろいろあるが、農村のコミュニティ施設は、ふつう、多

額の補助金をともなわないで、おいそれとはつくれない 。施設のな

かったところでは、そのモダンさが治まきをも って迎えられ、旧式の

ものを更新 ・拡大したところでは、オモヤの普諮でもしたように誇

らしげである 。

日青れやかにデビューしてくるこれらの施設には二つの顔がある 。

一つは 、竣工記念のパンフ レットや、玄関ロビーに掲げられる平面

図であり、もう一つは、使い始めてからじ っ くりのぞいて廻ったと

きの姿である 。前者はタテマエの顔であり、後者はホンネの顔とい

うことができる 。

「ヤンクルーム j とか「郷土0 0室J と称して、計画の目玉とし

てうち出した室が、いつの間にか仕切られて細々と形だけをとどめ

ていたりすることがある 。単なる願望に過ぎなかったか、基盤の欠

如であったりするわけである 。 i 図書室J や「調理実習室」などは、

組み込んでおかなければサ? にならないほどにもな っているが、前

者は書類倉庫に、後者が特大型の湯沸室とな っていたりすることも

ある。また、こんな例もある。大会議室が町村会の議場として、研

修室や中小会議室が議員控室や談会事務局としてしつらえられてい

たり、受付事務室の看板のウラに教育委員会が住み込んでいたりす

る。 これらは、庁舎建築のタコ足型オーバーフローの受け皿にな っ

てしま った例である 。珍 しいのではある穫の生産組合の事務所の同

居もある 。 これらは、一応、ひといきれがあるのでまだしもである

が、受付カウンターや事務室 ・宿直室 をもちながら、つまり、専従

の管理者がいることを前提として設計されながら、現実には鎚を保

管ーする者が近所にいるような鼻白む例もある。

補助金事業は、その対象となるのに、 一定の条件が求められる 。

そして、それを満たすニードの存在がタテ 7 エとされるが、同じ化

粧の顔も、よく見ると 小 じわの位誼がちがうように、ニードは十分

高いのだが、細かい点で事業の条件にし っ くりしない場合があ った

りする 。逆に 、ニードを適切に吟味したつもり の卒業でも 、建設プ

ロセスで具合が悪くなってくる場合がある。こういうことは、個人

住宅の建設でもよくみられる 。建築屋を泣かせながら、相当苦心し

てつく った家なのに、住んでみてはじめて「こうすればよか った、

ああしておけばよかった」とわかるようなことである 。工事、つま

り空間化のプロセスを経ることで、はじめて、 真のニードが自覚さ

れてくるということもあるのである 。

また、思J j な場合には、ニードの熟成より先んじて、事業の誘致に

成功することがある 。時には、補助金をたくさん取 ってこれること

が首長の手腕とさえされることもある 。その一方で、ニードが熟し

ているのに、事業を実施へも っていく力量を欠く自治体も多い。

これらいずれの場合も、一旦、着手されると、竣功のテープが切

られるまで、否、少なくとも会計検査まではタテマエの飯を 保たざ

るをえないことになる 。 情ホンネとタテマエの飛illf r ' として、これ

らを非難することはたやす い。

だが、その前に、今の施設計画の技術が果たす役割を顧みてみよ

う。建築家は異 口同音に言う。「たとえ、単体でも、周囲との相対関

係や時間的変化の中でたえられるように、 真剣に考える」と 。 しか

しながら、その美醜を間わず、周囲から少しでも目立つように、ま

た、自分の関われるつかの間に、自分のもつデザインの技術ととも

に、習癖や趣味まで精一杯つ っこんでいるというような 『一過性』

から自由ではありえない。このような『一過性』を背去にしてしか、

今のところ施設建設事業も組めないことも、また、現笑である。先

にのべた、施設の二つの顔は、この 『一過性j の事業シス テムを地

元のものとして思111じさせようとする真智な努力を怠った結果である、

といえなくもない。

事前のニードの汲み上げ、ニードの分析、建設後のニードの変容

過程、これらに柔軟に対応できる補助金システムや計画技術が現に

強〈求められていなければならない。要するに、都市型のデザイナ

ーがし ゃれたデザインの切り売りにくる のを 炭村側11 で好奇心から受

け入れるのではなく、農村に足をつけた、農村建築家や24村プラン

ナーの育成を具体的に考えなければならない段階にきているといえ

る。

4  . 農村 建 築 家 の あ り 方 は

ホ牒村建築家" という造語をあえて使った理由は、農村建築は都

市の感覚でつくることはできない、といつことを 言いたか ったがた

めである 。

私も、大阪府能勢町の地区セ ンターの施設計画にたずさわ ってい

くつかの失敗をした。たとえば上下足の処理の問題である。親しみや

すい施設にしなければという計画理念に従 って 、農作業の途中でも

立ち寄れるように土足で入ることを前提に計画したのであるが、実

際の使われ方はそのようにはならなか った。農業はもはや昔のよう

な苦役ではなくなり、機械化・省力化され、，; 芸家の生活H寺間は以前
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に比べてはるかにゆとりがある。彼らは地下タビのままやってくる

ことはなく、むしろ装ってさえくるのである 。 しかも事に釆ってや

ってくる。そういう彼らの生活感情が、下足を上足にかえて施設を

きれいに保とうとする行動にむすびっくのかもしれない。私はその

ことに気づいていなかったため、レベル差のないエントランス ・ホ

ールに後から不釣り合いな下駄箱が置かれる、という失敗をつくり

だしてしまった 。

これは、計画理念、が先行しすぎて、農村居住者の生活感情を見孫

としてしま った例であるが、都市的感覚で臨んだために失敗した例

もある 。たとえば、農協組合長の執務室の採光と照明である 。建 物

ができた後で 111音すぎる」というお叱りを受けたわけだが、私には

快適に思えたし、申し分のない落ちつきをかもしだしているように

感じられた 。 しかし、どうやらそれはプライパシイの欠如に悩む都

市居住者の感党であるようだ。明るい太陽の下に慣れ親しんでいる

彼らにと っては 、l明るさと開放感は不可欠であるのかもしれない。

都市の建築家が農村建築を扱う場合に、も っとも欠務させやすい

のは施設の斜li持管型問題である 。特別サイズのガラスをふんだんに

使って外観デザインに凝るのもいいが、割れれば半永久的に修理! が

できない良村もあるし、住民が自分たちの手であa除できないような

窓や外壁は汚れにまかせたままである場合が多い 。都市からガラス

屋を呼べば相当高いものになるし、ビル婦除にしても同様で- ある。

これらの維持管理費は地元で負担しなければならないので、実際多

くの炭村がそうであるように、財源がなければ放置されてしまう 。

維持管型資の 中で大きな位置を占めるもののひとつに、冷暖房1'1

がある 。者1I 市の建築でも同じことが要求されると思うが、自然の光

や風竜生かした省エネルギー設計が行われずに、やたらに屯力や石

川l を使う設計にな って いる場合が多い。都市の建築家は、高度成長

時代の浪費型設計に毒されてきたきらいがあるが、それをそのまま

農村に持ち込むと維持管理授の負担問題を後に残すことになる 。空

調設備が完備されていても、夏は使わず、冬は石油ストーブを持ち

込む、というようなことがしばしば起こる 。

Jポ尿処理についても、都市型の技術をそのまま持ち込むのではな

く、土宅復式の処理技術を導入するなどの視点が必要である 。 あるい

は、! ポ尿と厨介物の処理を兼ねて燃料用のガスを発生させることを

考えてもよい 。太陽熱や地下水の有効利用についても、あまり大が

かりなものではなく、決村に適した新技術の導入が必要である 。 た

だし、それらの技術がすべて体系化されているわけではない 。 した

が って、実際には従来の都市型技術を大部分導入せざるをえないが、

重要なことは、それを批判的に総括しつつ股村に適用することであ

る。すなわち、気候 ・土地 ・水なとーの j長村の資源を有効に活用し、

維持管理1' 1 - ' 1 を最小限におさえる、という視点を持つことである 。

ところで、決村建築家としての視点は、単体として農村建築のあ

り方を与ーえるだけでなく、地域とのつながりに ついても独自の対応

滋 2

を迫られる 。者11市では、個別の建築活動を通じて町づくりにかかわ

るという機会は少ないが、農村では逆にそういう機会が多い。 とい

うのは、施設に盛り込む内容をどのようなものとするか( = 施設計

画 ) が、地域の将来計画 ( = 村づくり ) に深〈関連しているからで

ある 。地区計固ないしは集落計画が具体的に確定されている場合は

よいが、都市と同様にそういうケースはごく稀て、ある 。何がしか計

四らしきものがあ ったとしても 無味乾燥な場合がほとんどで、むし

ろ、施設計画をすすめる過程でその具体的な内容が問題になる場合

が多い。

また、 1必設の位置をどこにするかという問題も、地域住民ととも

に施設に雌り込むべき内容を検討しながら、それに即して位置を確
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定していく、という筋道をたてる必要が出てくる。しかも、その場

合、他の施設との複合化の可能性や、将来における用途変更の可能

性を含めて、当面計画の対象にな っている施設の内容を定め、位置

を決定しなければならないのである 。むろん、それらの計画を裏づ

ける各種事業の組織化や資金調達計画についても検討しなければな

らない。

通常の建築計画は、敷地と建設費が与えられてスター卜するので

あるが、農村の地域施設、とくにコミュニティ施設については、与

条件そのものをどう総定させるかという問題に立ちかえらなければ

ならない場合がある 。 というよりも、農村建築家は、地域計画を含

めた全体の構想づくりにむしろ制極的に発言していかねばならない

立場にある。地区計画やよｾ必計画は、住民自身が立案するタテ Ｗ エ

にな っているのであるから、その機会はすこぶる多いはずである 。

さらに、施設がつくられた後の問題もある 。構想どおりに使われて

いるかどうかということであるが、 i民村建築家はその点に ついても

積極的な提案をしていく必要があろう 。それは、複合商業施設を設

計した建築家が、彼のHli いた椛だjl を実現しようとしてそれにふさわ

しいテナン卜を採すことに努力するのと閉じである 。

しかし、 「緋恕づくり JI 施設建設JI 施設利用の活性化」という三

段階の仕事を、建築家一 人がこなすわけではない。構想づくりの段

階では、良業経済や農業土木、股村計画なとずの専門家の協力を得な

ければならないし、施設利用の活性化という点では、生活改良普及

員や保健婦の協力を得る必要がある 。建築家にとって重姿なのは、

施設づくりを軸にしてそれらの専門家をコーディネイ卜していくこ

とである 。本来 、それは行政がやらねばならない仕事であるが、残

念ながら農村をかかえる市町村のほとんどがそれにこたえる力量を

持っていない。それだけに、連築家が農村で果たさなければならな

い役割lは大きい。

本館iの冒頭に、 V災村建築家H という造語を用いた理由を述べた

が、農村建築家は、農村を理解した上で建築をつくるということだ

けでなく、その地域の将来に紋極的にかかわりながら建築活動を行

うというものでなければならない。本来、都市でも同様な立場に立

たなければならないのであるが、現状では、都市よりも j品村の方が

そうした役割lを発揮できる機会が多い。

農村建築家がそのような役割を発締しようとすれは¥当然のこと

ながら、農民 ・農家の立場に立たねばならない。施設づくりを住Y

参加方式ですすめるのも、そうした立場に立った対応のあらわれで

ある 。 したがって、建築家は、従来の都市の公共施設に比べて、よ

り多くの労力と経費の出資を覚悟しなければならない。はたして、

それが支払われる設計料でペイするかどうかが問題である 。施設計

画の前提となる桃121づくりや、建設f去の利用計画にもかかわるとす

ればなおさらのことである 。 それらの問題は、農村建築家が自ら実

践を和みあげながら、自分たちの職能の問題として、今後おおいに

論議を深めていかねばならない点である。

都市の建築家が、そうした観点もなしに、単なる市場の拡大とし

て農村建築の分針' に進出する傾向が出はじめているが、それは、 j災

村と良村建築にと って新しい出荷しが始まる序幕のような気がしてな

らない。
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農 村 住 宅 の 建 設 一 一現代「田の字住宅」論

- 各 論 3

渡 辺 光 雄

ニの 3 ヵ年ほど、舷阜県の農家住宅の改善事例を調査してきた 。 ニの調査は、農林水産

省の生活環境改善対策事業の一環として農山村の住宅事例を悶査 するものであ った。 ニの

調査を通じて 、現代の農家住宅、そして将来の農家住宅、あるいは農村の住環境と豊島村計

画に関連してさまざまに考えさせられることが多カ、 った。ある時は 、真夏の農家に 、ある

時には 、深雪 をかきわけて対象農家に普及員とともにたど リつ〈ニともあ ったが、 さまざ

まな欠陥を内包しながらも風雪 に耐えたわが国の伝統的庶民住宅( 農家住宅) をみて 、遠

くわが国の国民住宅の将来について考 えるニともあ った。 この報告では 、以上の観点での

銭感 をまとめてみたい。

ただし 、本号の特集テーマが「農村施設の変貌J であり 、私のいただいたテーマが「農

村住宅の建設」であ った二とに対し 、最初に 2 点ほどの感想をの ベたい。

その第ーは 、最近の農村計画研究の対象は、全〈農家住宅ヵ、らはなれてしま ったことで

ある 。農村の計画も施設の配置 も、その原点である農家から出発す べ きであると考える 。

農民の多様な生活行為も 、空間的矛盾も多〈農家住宅のなかに凝縮 されており 、今後の新

しい農村建設 も、農家住宅のなかに内包された路矛盾の解決からはじまると考えるわけで

ある 。いわんや、現在、その農家住宅と生活は、激変期を迎えτ おり 、今日ほど、 この原

点から把湿することの重要な時期はないであろうと思われる 。

第二に 感 じたことは、私の担当すべきテーマが「農村住宅J であり 、それは「農家住宅J

でなか ったことである 、 このことに対し俊維な 感情を残しつつも 、与 えられたテー 7 を甘

受するニとにした。 ただし 、副題とし τ ー現代「田の字住宅J 鈴 をつけ加え 、 この報告

は、回の字住宅の今後について展望することができたらと 考 えている 。

これまでの農 家 住 宅

古代 、竪穴住居の H寺代から、 j品業を基幹産業としてきたわが国で

は、その国民の大半は近t止まで農民であり、その住宅も民家住宅で

あ った。 そして、立族住宅も武家住宅も、町屋住宅もその源はすべ

て農家住宅にさかのぼり、わが国の「国民的」住宅の本流は農家住

宅にあ ったといっても過言ではないであろう 。

しかし、封建的社会体制に規定された厳密な身分制度のもと、農

民の生活と住居の自由な発展は著しく制限され、現在の「回の字住

宅」の一般的普及と完成は、きわめて近代で、あるとみーえられる 。そ

のH寺Wl は、明治の末期から大正であろうと考えられる 。もちろん、

凹の字の原形は江戸時代の中期ごろから形ってられており、幕末に

おける実質的「禁令J 解除の時期には、上層燥にはかなりみられる

形態である 。 また、一部の地方には、 「広間型」から 「回の字型」

に発展する段階もあり、いずれにしても下層燥、一室土問座住居の

水呑み百姓が、一挙に回の字住宅を構えるに到るというようなこと

がないことも確かである 。 しかし、一般的には、明治後llJ Jから大正

にかけて、養蚕が栄え、米側が上昇し、農機具の工夫 ・改善があい

つぎ農民の経済力が上昇 ・安定した時期がある 。 この時期に ( 自作

. 小作の格差はありながらも ) 、それまでの上層践の住宅を模倣する

ことが出来るようになり、国の字住宅が一般化する時期を迎えるの

である 。

これ以降も、昭和に入り 20- 30年代の中廊下型改善、および現在

も進行している台所改善 ・風呂使所改善 ・個室化改善などの変化と

潮流を詳しく論じる必要があるかも知れないが、基本的には、この

H寺Wl に形成された田の字住宅の骨格を現在も変化させてはいないと

考えられる 。つまり 2000年余の農家住宅の歴史のなかで、明治末期

から現代までは、田の字住宅の獲得と定着矧であると 言 える 。 これ

と前後して明治維新による前近代的身分制度からの解放以後 100年、

殖産興業のもと 「農村と良民は、生かさず殺さず、徐々にi I l ft燥を促

進させられながらも 」牒業生産の向上、農地改革などなどをステ ッ

プに、や っ と自らの敷地に ｾＱｴ 立家屋を建てうる時代を迎えたと 言 え

よう 。

そしてその住宅が、上層牒住宅の絞倣である回の字住宅であ った。

この期間1が短いこともあり、全国的画一的形態の定着があ ったとも

言 える 。 この画一的形態は、それ自身矛盾を内包するものであるが

これらが、この20- 30年高度経済成長の波をかぶり変化のきざしを

みせはじめているのが現在である 。

そして、その変化のきざしとは、この聞の農民のn金労働者の過

程、つまり、 二 、三男の雌必→婦女子の lt 労化→出稼ぎ 3 ちゃん炭

業→ 1 ちゃん農業 - 総兼業化→通勤安定兼業 ・主婦のパート化と急

速に 二次、 三次産業の労働力として l吸収される過程を反映している 。

この進行とスピードは地域により、また 、 とくに階層により差巽が

存在したが、この差異は、 「労働者型生活」ををより多〈内包する

かどうかで生活形態に現象し、生活;隊式を変化させ、住要求、住宅

改善に反映してい った。 そして現在は、基幹労働力が兼業化し、さ

らに本格的な変化Wl を迎え、上記の改善が回の字住宅の次にくるべ

き住宅像を模索しつつ、回の字住宅の基本型のなかで部分的改善が

大 ltr . l に若手されだした時代であると 言 えよう 。

現 在 の農 家住 宅 の 問 題 点

現在の炭雪在住宅が回の字住宅を基本としていることを述べてきた

が、この 「田の字型住毛J に対して、従来、下記の 4 点の問題点が

指摘されてきた 。

第一に、この住宅は基本的に生活を展開する場としてその空間か

確 保 ・独立されておらず、生産と生活の未分離の状態であること 。

第二 に、この住宅は、冠婚葬祭の場として、農村社会における諸公

共施設の不足と、封建的部落社会の矛盾とを、一手に引きうける 11佐

ーの空間としてあること 。第三 に、したがって、この住宅は、家族

の プライパシィ一生活をま ったく保障せず、家族の世代問、および

性別閉め諸生活行為をいちじるしく疎外していること 。 第四に、収

納空間の不足、屋外風呂 ・使所、暗くて寒い台所等、日常生活に不

可欠な空間が軽視され j lて衛生に、かつ非能率に放置されていること 。

しかし、この 4 点は、封建的部落社会の諸秩序のもとヰ矧II な個人

経営l災家において、第一の生産重視、第二の接客優先の結来、第三 、

第四の生活軽視が現象してきたものであると判断できる 。 そして、

最近では、この 4 点に対する変化が現れてきた 。

まず、第ーの生産重視は、高度成長の基盤的保障手段としての炭

産物自由化→J; A 政後退→離農 ・兼業化→機械化貧乏のサイクルのな

かで、農協の受依託 ・乾燥製米作業が進行し、農家の庭先には大型

農機具がならぶだけで、屋敷内での農作業はめ っきり減少した 。幸

か不幸か、近代資本主義の発達に伴い、その結果として、第ー の矛

盾が解消してきているわけである 。 これらの反映として、良家の後

取り、嫁のきてが減少し、若夫婦 ・子供の個室化が優先され、庭に

は、自家用車のカレージができ、また、台所改善が進行してきた 。

他方で、農家主婦が農業基幹労働者化し、家庭内の相対的地位の向

上がみられ、主人の安定兼業化に伴う「大型共働き世ー新J が形成さ

れ、農家の総所得は向上し、この結果、上記の主婦の発 言 力の上Ｍｲｾ

は、諸矛盾の解決可能なキ ャパシテ ィをもっ広い農家家屋 を、前述

の第三 、第四の矛盾の解消に向かわしている 。これは、高度成長の

結果として出現した各種の調理用機棋の地加と併行して、主に台所
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改善( 上床、ダイニングキ y チン化) が、そして 21渚個室化( 若夫婦

および子弟) 、応接室の設置、風呂場 ・便所の改善が進行している 。

しかし、上記の改善の動向により、前述 4 点の矛盾が解決されつ

つあるとみるのは早計であり、かつ、この 4 点の尺度からのみ農家

住宅を判断することにも問題があることが指摘されはじめたとみる

ことの方が正確であろう 。

つまり、それは第一に、前述のごとく基本的には回の字住宅の原

形を継承していること、とくに、接客優先思想は一面では強化され、

南面応接聞が付加されたことにより、北商での日常生活が固定化さ

れる恨IJ 函をもつこと。

第二に、従来の農家生活がもっ豊かさの諸側面が削り落とされる

こと、具体的には、 D Kの改善は、従来の外流し、味噌部屋、水屋、

漬物部屋、竿床、餅部屋、外クドなどの空間と絶縁関係になりがち

であり、主婦の「作業空間J を狭小化する一方でし、豊かな食生活を

図- 1じさせることになる 。

さらに、別の側面として、第三に、住宅空間として名づけられな

い空間、たとえば外屋物置き、雨天物干場 ・洗濯兼足洗場・台所附

属雑収納場 ・更衣土問、工作室兼道具置場、土間談話室兼記帳場な

どが、登場しはじめていること 。これは決して計函的ではなく、従

来の広い農家が内包していた諸機能と、新たに必要となってきた諸

機能が修改築の機会に再構成されて存在しはじめたこと 。

第四に、続き間座敷が依然、として消滅しないこと 。 これは、従来

の冠婚葬祭としての利用というよりもむしろ、正月の親族の帰省空

間として機能していること、これは都市狭小住宅の矛盾の解毒剤と

して、また安価なデイスカパージャパンとして、都市人の宿泊機能

を大量に保障する唯一の空間であること、また、年一、二回の親族

の出合う場所であり、孫を 中心に庶民の喜びの生活が展開される n佐

ーの場所であることである。この空間を単純には否定できない。

そして、続き間と南縁は、マルティパーパスな余裕ある空間とし

て農家の日常生活を支え、更衣、あんま機置場、夕涼み、キンギョ、

冬の日だまり、切芋干し場、物干し場、ミシン置場、内職、病人の

寝床、赤ちゃんの昼寝場等々と多目的に使用されている 。他方 で、

依然、として家の鱗えと内容の評価は床の間つきの座敷が中心であり、

不意の客や、客寄せに不安がないようにしたい住意識がこれらの存

続をささえてきている。

しかし、続き間座敷の必要性は、認識しながらも、この空間が南

面を占拠し、日常生活空間を不利な場におしこんでいることへの矛盾

は自覚されだし、伝統的な東西続き間 ( 横型 ) から南北続き間 ( 縦

型) への模索が始まっている。

第五に、単純にプライパシィーの確保とい って も、単に個室を保障

することだけではない。大抵が三世代拡大家族の生活を宿命づけら

れている農家では、世代ごとの生活の場の保障と全家族の共有空間

との関係て¥その模索をはじめている 。たとえば、若夫婦と中夫婦

と老夫婦は、居間 ・台所 ・便所およびテレビをどこまで共有し、ど

こで独立させるか、あるいは各世代、個別に所有し、. 5 ) 1 ] に共有空

間を持つかである 。実際は、広い良家家屋を利用し、各世代夫婦が

寝室+ 予備室を持つ相対的独立型の試行と、台所 ・居間 ・テレビを

別々に持ちながら、風呂の共有、調理! の機能分担などでその結合 を

はか っている試行例もみられる 。

農家住宅の改善の試行模索の全容は、この 5 点に集約されきれる

ものではないが、実は、この動向は、都市住宅も含め、わが国の住

宅の今後のあり方に対し、かなり鮮明な問題を提起していると考え

るわけである 。幸い農家住宅は広〈、敷地も十分にある 。これが都

市住宅では、上記の変化と動向を許さないほどに、狭小奇形化され
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てきているといっても過言ではないと思うのである 。

そして、この都市住宅を含め、わが国の住宅の将来を考えるとき、

ここに農家住宅が示している課題、抽象的に換言すれば、

①「公j 的生活空間と「私」的生活空間、あるいは「附」生活と「装J 生

活の問題

②現在の独立敷地一戸建家屋の優位点と集合住宅の今後、あるいは、

次代に必要とされる住空間諸室の新しい機能

③食衣生活様式を含めた住空間内での将来のあるべき生活様ず

④住空間の計画における、機能分離と、非分離の問題

⑤住生活における段階的プライパシィーの確保と段階的コミュニイ

ケーションの実現の問題

等々は、すでに変化を始めている農家住宅のなかで今後考えてゆ

かなければならない重要な課題であると考える 。

農 家 住 宅 の 今 後

農家住宅に対して、外部か ら古典的、あるいは単純な機能主義的

批判をする時代は終わ ったと恩われる 。何よりもわれわれが認識を

定めなければならない観点は、 「わが国の庶民住宅の独自の発展は

どこにあり 、こ れが、どの到達点に達しているかj であり、また、

その住宅は、 「どのような住環境を要求するかJ であろう。

私は、最近、生活様式 ( 生活行為の様式) を研究しはじめている

が、住生活よりも食生活の様式に目を向けてみると、わが国の食生

活様式は、まことに個別的 ・機能的であるのに対し、西欧のそれは、

笑に併用的、マルティパーパス的であることに気ついた。これは、

住生活様式のわが国のそれと、西欧のそれとは全〈逆の傾向にある

ことを考えるとき、生活の全体的な秩序と統ーの存在を考え、かつ、

その様式の形成の歴史と現在の矛盾点を構造的に把握しないかぎり、

今後の生活様式、あるいは住空間の形態に言及することはできない

であろうと考えるようになってきた。

現在の農家住宅は、内外の諸条件により回の字住宅を脱皮し、変

革すべき時代にきたと言える。その変貌の方向が、単純に都市住宅

の模倣期に入ってゆくのか、逆にわが国の住宅金体を正しく発展さ

せてゆく道標を模索してゆく道に入 ってゆくのか、現在はその分岐

点にあるのではないかと恩われる 。

この分岐点を新しい方向に向けさせてゆくためには、決民みずか

らの生活革新の努力を基本としつつも 、建築学、設計、建設技術の

正しい閥与を不可欠とするものである 。従来の農家住宅はこれらの

かかわりと無縁に、地元の大工の技量の範囲と、地元住民の相互監

視のなか、家構えや家相にとらわれての画一的建設であ った。この

正常ではない環境のなかで生まれた函ー的住宅建設の道を再びくり

かえしたくはない。農家住宅の建設を近代的建築技術と正しく結合

させ、バラエティある i民家住宅を次々に実現させてゆくことであろ

つ。

そして、この道を切り聞いてゆくためには、いまだ 「建築家に設

計してもらう」ということが特殊な状況て Ｇ ある ｜Ｇｾｉｉ を 打開してゆ

く必要がある。このためには、積極的に農村に入りこみ、農民と話

をする「建築家j が必要でL あり、この方途や、建築家の組織的運動

が追究されるべきであろう 。他方で、再三のべてき たが、農民のな

かには 「発言力を持ちつつある主婦J が登場してきていることは、

この展望を可能なものにしてきている 。この点に| 羽し、故後に具体

的な提案をしてこの報告を終わりたいが、それは、建築家と施主が

設計料ということで関係を持つだけでなく、相談料とか、農民のエ

スキースの添削料というレベルです剥係を持ちうる制度ができないか

ということである 。
( わ た な べ み つ お 岐 阜 大 学 助 教 授 工 学 時 上 )



住 宅 の 建 築 的 構 成 と 住 生 活 の 変 容

一 一琵琶湖沖島の漁業集落を事例にして一一

- 各論 4

塩 釜 寿 翁

月 形 秀 和

森 脇 正 彦

はじめに

戦後、日本人の生活様式は、あらゆる而で大きく変わ ってきてい

る。なかでも、この20年ほどの聞での住生活様式の変化は、いちじ

るしい。 とくに、その変化は、都市部での消費生活の総合が、ほぽ、

戦前のHE:l平日 9 - 11年の水準に復帰したといわれる、昭和30年ごろか

らの「高度経消成長期」に展開されたことは、よく知られている 。

また、日本人の生活の型は、戦後30年の経過のなかで、いくつかの

大きい変動要因をインパクトとして受けた結果、最終的に、いま、

解体しつつある、ともいわれる : 農村音11においても、農業の曲がり

角といわれた昭和30年当時から、それまでの土地所有と結びついた

「家」の制度や、低い生産力を背景にした生活型での、住み方や住

宅に変化が起こりはじめた 。

また、さまざまな生活手段の普及は、地域や個々の家族のもつ社会

・経済面て"の差をこえて、そこに質的な差はあるものの、ほとんど

変わらない生活の様式、生活の画一化を生んだといえる 。

われわれは、昭和52年に、 滋賀県近江八 I崎市沖島町の漁家住宅を

対象にして、 「住宅の建築的構成と生活の変容J について調査する

機会をも った。 この島の住毛は、昭和33年の 8 月にも調査されてい

る( 図 1 )。 われわれの興味の対象は、前述した時期における人々の

住生活機式の変化や画一化が、農村音11にどのようにおよび、住生活

に;jS響を与えたのかを知ることにあ った。つまり、都市によ って革

新され、 ｉｾ 山漁村に伝播する文化、なかでも、住生活を中心とした

生活文化の影響を 、笑証的に知ろうとしたのである 。

生活の近代化は、当然のことではあるが、居住の場の構成に反映

する 。 この; 必響を知るには、他の生活事例との比較が必要となる 。

一般的には、農村が、農家率の減少や兼業化の進行から、実態とし

ては、段村という 言葉では表せないものにな ってきているとのみか

たもできる 。が、ここで事例にとりあげた j中島は、孤島という地理

的条件にあり、ここ 20年間で集孫住戸の数や人口もほぼ変わ ってい

ない 。 また、漁法の近代化による改良を伴いながらも、内水面での

漁業を生業の主体とした収益によ って島民の生活は維持されている 。

現在の時点では、生活の成立基盤に大きな変動のみられない、この

島の漁家住宅は、消費生活の側面に限 って「生活革新」による住生

活様式の変化の実態を知るには、好都合な対象であ った。

今回の特集テーマて。あるい段村社会と建築砂の i l長村J の{ 主生活

の実態の一般解にはなりえないが、みかたを変えれば都市化の諸々

の条件による影響を除いてみることのできる、数少ない事例と与え

ることもできる 。

また、家族構成の I時期的な変化は、家族の成長段階に応じた生活

上の要求を生むが、これについては、時聞の経過での生活の変容の

状況を説明できる、消費生活面に現れた現象をみる必要がある 。紙

幅の都合もあり、ここでは、昭和30年初期から現在にいたる住生活

の変化を 、両調査時を比較した住戸の建築構成と生活用具の保有実

態に限 っ て述べた 。 詳しくは文末にあげておいた ｴ ＺｬｬｯｴＺ与をご参ＡＡ｜ｾ願え

ればと思う 。

住 宅 函 積 構 成 と 住 み 方 の 変 化 {衰 1 - 4 )  

昭和33年、 52年の約20年を経過しての建築更新は、調貸住戸86戸

のうち 62戸で実施されている 。その結果、両年度の家族人数は、 4. 5

人から 4 .7人とほぼ変わ っていないが、一人当たりの居住室の面核

は、約 6 帖から 7.5帖へと、1 . 5帖拡大している 。 これらは、家族構

成員の成人化を背最に、その附lに導入された消費生活の内容、手段

を反映した住生活の変容の表象といえる 。 また、居住隻数も 一 人当

たり 0 .3室増えて1 . 38室になり、一戸当たりでみると 1. 6室の居住

室が付け加わったことになる ( 図 2 )。 その結果、 9 室以上の n1J数を

もっ住戸が多くなり、なかには 12、13釜の住戸も新たに出現してい

る。 また、部屋面; f i ' ・t規棋をみると、間数が 7 室未満の住戸では く6

帖間〉が代表的な部屋焼様だが、間数が 7 以上の| 首1数が多い住戸で

はく4 .5帖〉が く6 帖間〉 を上まわ っている 。 これは、親の世帯と子

の世帯からなる二世代夫婦世帯を代表にした家族型からくる同居形

式をうけとめた、間数の確保の経過とみることができる ( 図 3 )。

図 1 沖島の集落構成
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表 1 過 去20年 間 におけ る建築更新実績( 増改築)
( 例数 )

玄 関 寝室 ・宜 押 入

増・改革箇所 玄 関 故事場 寝 室 食事室 事室以外 物 置 納 戸 床 間 風 E 匝 所 仏 間 不明
ぷロ、

計

故事場
の居住室 物 入

延聞所教 ( 件)
7  7  6  16 7  17 6  18 13 14 7  8  131 

(5.3)  (5.3)  (4.6)  (  12.2)  (5.3)  (13. 0) (4.6)  (13.7)  (3.1)  (9.9)  (10.7)  (5.3)  (6.1)  (0.81  (100. 0) 

I骨( l 階 55.0  82.5 58.0 86.5 71. 8  184.5 5.3 28ι 18.8  35.3 11. 5  15.0 2. 0  655.0 

検

改討 2 階 ー 幻5.8 81. 0  38ι 64.3 35. 0  12.0 回6.6

築単

面 位 55.0 82.5 58.0  362.3 71. 8  265.5 43.8  93. 1  35.0 30.8  35. 3  11. 5  15.0 2. 0  1161. 6  

fll -

計

(4.7)  (7.1)  (5. 0) (31. 2)  (6.2)  (22.9)、 (3.8) 1  (8  0)  (3.0) 1  (2.7)  1  (3.0) 1  ( 1. 0) 1  ( 1. 3) 1  (0.2)  (1∞ 0) 

i _  _). 

( 1脂考 ) 新 築 地 改 築 傾 向 新 築 新 築 及 びI廿改築J l ' ) 改築地改築な し 計

J曽・改築、新築戸数 ( 戸) 17  5  40 24 86 

表 2 家具配置採取事例住戸 (図 6 と対応)

住居面積構成の変化 ( 検 討 単 位 }

室 名 調査年次 l 階 2  I糠 言十

居 住 室 昭和33年 46 .0  36 .0 82 .0  

52 59 .5  33 .0  92 . 5  

炊 事 場 33 23. 0 23 .0  

→A、 関 52 24. 0 24. 0 

収 納

33 3 .0  1. 5  4. 5 

52 6. 5 7. 0 13 .5 

廊 下 33 4. 0 4. 0  

1: 皆 1' 1  52 13 .0 13 .0  

{史 所

33 2. 0 2 .0  

52 1. 0  1. 0  

延 床 面 積

33 103 .0 45. 0 148 .0 

52 108 .0 54. 0  162 .0 

間取構成の変化( 正規問)
(  1111数)

8 帖

6 品li

4 . 5帖

家族歴

世 'Wi 主 ( 夫 )

差益

1:11 1 - (  

宮古z 一千

百1 3 +

f止刊? 主 的 父

世 m=主 的 母

世 帯 主 的 弟

家 Ul ; 人以数

IIg杭l 年 33 52 '  

2 υ 2 5  30 I  35 40 45 50 

( 誕 生 )

( 結 締) ;

，-ー寸ー一

1 1  1  1  

:  ( 誕 生 H ;  ;  !  

1  (平生) j j  l  

i  I  i ( 誕 生 ) 。 1

;  |l ;  !(死守〉

|l L千」(別陪)

3 人 4 人 5 人 7 人 B 人 8 人 6 人

表 3 間数別居住室面積( 昭和 33年 、昭和 52年)

〈昭和 33年 〉

居住室面楠

(19. 8)  ( 5. 8)  ( 46.S)  (27. 9)  ( 100 .0)  

世き場所 家 具 ( 個 数 ) 使用年数

1  . 玄 関 水
糟箱 (1) 

4  - 5 年

下 駄 (1)  13年

ライスポ y クス (1)  2 年

2 . 台 所 オープノ付コ ンロ(大) (1) 

4  ~ 25 年年
ガ ス 炊 飯 器 ( 1)

カ' スコンロ ( 小A口.  )  ( l) 5 - 6 年

流 し (1)  2 年

電 子 レ ン ジ (1) 3 年

湯 i弗 総 (1) 4 年

4 ニ ワ 冷 ii1主 捌局i (1) 
10年

戸 (1)  50年 以 上

5 ムr l  所 扇 j民L 機 ( 1) 15年

カ ラ ー テ レ ビ ( 1) 4 年

カセ ット付ラジオ (1) 3 年

6 . 台 所 ポ ‘y  ト (2) 3  - 5 年

戸 棚 1 ) 3 年

7 作 業 場 ア レ ビ( 1 ) 4  - 5 年

8 作 業 場 十日 除 機( 1 ) 10年

9 納 戸 タ ン ス ( 1) 明治時代から

10. 座 リ且 If，J  ｊｾ｜＠ 機 (1) 3 年

12.  21: 昔廊下 タ ン ス 1 (1)  
30年 以 上

タ ン ス 2 (1)  

30年 以 上

7 7 ンy ーケース (1)  
7 - 8 年

13.  ア ン マ 機 ( 1) 3 年

14  ステレオラ ック (1)  2 年

ス ピ ー カ ー

5. 子供部屋
J 、-、

' 1 ド (1) 1 年

ヲ ン ス ( l 7 - 8 年

本 棚 ( 1) 5 年

ギ タ 一 ( 1) 4 年

監 理 ポ ン ク ス ( 1) 3 年

机 ・ 持 子 ( 1) 9 年

アームスタ ン ド 1)  2 年

〈昭和52年 〉

住 戸 散 軍帽住室

20ー 初ー 40ー 却ー ωー i Q- 却ー 卯ー 20ー 30- 40- 百ト 印ー 70- 印ー

(0 琳} 計 面 楠平 ｾｊ

3  

(  1. 61 
認 5

4  2  3  

7  

37.7 

(  10.91 

出i

5  5  7  5  

19  

47.2 4  
(29. 7) 

6  3  4  

9  

51. 1  3  6  
(14.11  

5  

7  2  4  2  

10  

(15.61 

56.3 2  3  2  

B  2  

9  

ω9  3  4  
(14.1) 5  

2  3  

6  

9  

(  9. 41  
66.4 3  7  5  3  

駐

10  
2  

87.5 3  
(  3. 1) 

11 
(  1. 6) 

69.0 2  

12  

13  

計

2  10 J7 16  1I 5  2  臼

53.2 

2  9  14 18  14 7  

(3. 1)  (15.6) ( 罰則 (250) (17.2) (7.8) (3.1)  (1. 6)  (1∞ 0) (1. 3) (2.5) (11. 3) (17.5) (22.5) (17.5) (8.6) 
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これ らの漁家住宅で、の住み方を 、「就寝」、

「食事」、「団繁 j 、「接客J 、子供の「勉強J 、主

婦の「家事J 、「炊事」などの日常的な居住の

側面と、漁具の補修などの「仕事J や漁師の

一日の生活周期にみられる「昼寝」などの漁

家としての特徴的な生活行為でみると、

(1) 一室当 たり の生活行為数は、平的して

1.64行為と、大都市周辺に居住する 典 型的な

都市型の居住家族の住み方とほぼ同様の値を

示している 。

(2) 全生活行為の約 4 割は 2 階での行為だ

が 、ほぽ2 0年を経過して の居住密度の上昇に

よって、従前の階上にみられた漁具や家具の

収納音11は、 「就寝」ゃ「勉強J のための私室

としての利用室に転換している 。 とくに、同

居する子供が12オ以上の場合に、 この傾向が

強 くみられ る。 これ らの居住室には「仕事j

や「家事」が重ねて行われる公私の生活行為

が混合した利用形態の音1¥屋もみられ る。階下

の諸室では 、 1. 7 - 2 . 1の生活行為が混合し

て行われており、各部屋に分散した音11屋の使

われ方が、特徴的である 。

(3) 生活行為の中でも「接客」行為は、 l

階の最も面積の広 い音11屋( 第 11立室) で行わ

れる例が多い。 とくに、漁業を生業の主体と

しているこの集落では、すべての世帯が大地

曳網、 小地曳網の漁業権をもち、 2 年交代で

地曳網に従事する協 同作業によ って、生計を

維持する側面をもっており、一自の漁を終え

てのーぱいやりながらの 、相互の コ ミュニケ

ーションは 、漁家の生活のなかでも重要な位

置にある 。

(4) 食事室が独立して設けられてし% もの

は、全住戸の 3 割弱である 。大部分の住戸で

は他の生活行為と混合利用 されてお り、 「困

撲 j と重なるものは約 6 割 、 「接客 j と重な

( 6 減少}

住 p 監 OI&住宝 ②-<1:熔H

却ー l∞ー 110- 120- l鈎ー

Jt 平均面附 壁画楠増嗣

(  1. 31 

羽 5 1. 0  

2  

37.0 。0.7

(  2.51 

6  

45.0 。2.2

(  7.51 

14  
臼 7 3.6 

(17.51 

7  

65. 1  8.8 
(  8.81 

12  
70. 4  9.5 

(15. 叫

20 

:25. 0) 

73. 1  6.7 

5  

9  
舗 2 [:，， 1. 3  

(11. 31 

5  
91. 8  22.8  

(  6.3) 

2  
2  

115.0 
(  2.5) 

2  

123.0 
(  2.5) 

8  5  80 

17.0 
(10.0) (1. 3) (6.3) ( ー) (1. 3) (1∞ 0) 

70.2 
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• 
昭 和52年 平 均70.6

居住室面積

( 検討単位) 1  I  2畳

120  

100  

80  

- 昭和33年

0 昭和52年

• 
• 
ｾ＠

• 

40 

20  

@  ⑥ ⑥ー@

昭 和 昭 和

J世減

33年 52年

① 対 象 住 戸 数
( 戸) 64 80 

② 1m 数 ( 屯) 407 645 

③ 平 ｪｾ｝ HH 数 l 階
4. 05 4. 56 0. 51 

( 屯 / ド ) 2 階 2. 31 3. 50 1. 19 

3十 6. 36 8. 06 J .  70 

@ 居 住 室 数 Ｈ ｾ ｮ＠ 310 517 

③建 築 面 倒 {検討 '1' 位/ 戸) 63 .4 71.8 8. 2 

@ 延 床 而 fl '( {傾. t-I111ほ/ ド) 102. 1  124 .5  22. 4 

⑦ 居 住 室 面fl'1 ( 検討111( .立/ r

'

) 53. 2 70. 2 17. 0 

⑧ ①1(1) 平 j l;J居 住 室 数 ( 宅/ r ) 4. 84 6. 36 1. 62 

⑨@/ ' ② X I00( %) 居 住 室 数 率 ( %)
76 .2  80. 2 5 .0  

⑪⑥/ ⑤ 延 床 蘭 積 ・担当築面f j ' ( 比 1. 61 1. 73 0. 12 

⑪⑦/ ⑥ X l OO( %) 屈性三E而般率( %) 52 . 1  56. 4 4. 3 

@ 居 住 人 民 数 ( 人) 286 374 

@  ⑫/ ①一戸当たり平B揺住人貝散 ( 人/ 戸) 4. 47 4. 68 0. 21  

。②' / @一戸当たり居憧数 ( 'i U 人) 1. 08 1. 38 0. 30 

⑬ 一人当たり居住室画費 ( 倹iltl11位/ 人) 11. 9  15. 0 3. 1 

両 年 度 に お け る 住 宅 面積 構 成表 4

12  ( 室)

居住室数

10 6 昭 和52年 平 均

6.5 

居 住 室 数 と 居 住 室 面積

居住室面積( 単位= 畳 1/ 2 の面積)
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家族 人 数 と 居 住 室 面積 の 変 化 ( 昭 和 33 - 52年)図 3

こ.d..

るものが約 3 割である 。 [ "接客J 行為と家族

が食事をとる場が同ーの室で行われる例もな

お多い。

(5) 島の住宅は、集落の表通りに面した出

入口( カドグチ) を入った土聞に 、 クドと 11乎

ばれる炊事場をもつものが多い。この土問に

設けられた炊事場は、昭和33年調査時、約半

数を超える住戸にみられたが、今回は、炊事

場を手両面からl / l 皆の鹿住室蘭に移して、独

立して設けている住戸が8 0戸中 53戸 ( 66 . 2% )

と増加している 。 これは、昭和36年の簡易水

道の設置がきっかけになったものと考えられ

るが 、残りの% の住戸では電気 ・ガス器具な

どの生活用具を装備した部分的な改造を伴い

ながらも、なお 、土問台所を残している。

(6) 浴室は全{ 主戸の3 6 %から 8 4 %に増加し

て設置されている。 j中島の漁家住宅では、漁

業の作業や敷地条件の制約から浴室 ・便所を

別棟に設けるものもあり、便所は 21戸が戸外

にある。住戸内に設けられている場合、その

形式を土問商から直桜入るものと、居住室面

に設けられているもので比較すると、浴室の

泌近くが前回ほとんどみられなかった居住室

面に移されている 。 これに比べると、便所は

すべてが通りに面した出入口近くの土間前に

ある 。

(7) t1jl 入を持つ間数は、 一戸当 たり 3 . 4室

である。昭和33年当時と 比べると、一戸当た

りで 1 .4室増えたことになる 。今回の調査で

は、生活用具の保有実態を各{ 主戸で採取した

が、 flfl 入の中に収納されているものは、調査

の対象外であった。れ1
1
入の面積をみると、両

年度問で約 1 . 5Qh
1
i分別えて、一戸当たり約4. 5

昭和33年 平 均 昭和52年 平 均
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帖分が確保されている 。 この抑入面積は、居住吉Eの面積が約25帖以

上の住戸では、住戸の面積に関係せず、ほぽ一定である 。押入の増

加は、生活用具保有量の増加と結びつけて考えることもできる 。

(8) 前回調査時には、 64戸のうち 17戸とわずかな例外を除いては

みられなか った、床の間や途い棚は、 80戸のうち 57戸 (71. 2%) に

備えられていて l 戸の居住室の 7 ち l 室は床の聞をもっ間である 。

このようにみると、当然、生産方式や地域性、地理的な条件を考

えに入れなければならないが、島民の住生活様式は狭小過密な敷地

条件の制約のなかで改善された面を多〈持ちながらも、基調として

流れている住生活の型は大きくは変わ っていない。生活行為の場所

と集中傾向からみた住み方からは、公私的な生活行為が混合した伝

統的な農村音11て' の生活型が基本にな っているといえる 。

耐 久 消 費 財 の導 入 と 住 生 活 (褒5 - ) )  

住生活様式の面での動向を知るためには、生活用具、なかでも耐

久消費財としての「家具J の導入 ・保有の実態を通じての住み方の

分析が、最も直接的であると考えられる 。近年の、住生活の洋風化

・椅子座化への強い指向の表れとみられる、大型の家具の導入は、

住み方に大きな影響を与えている 。 これは、とくに、都市部の住宅

で顕著 な傾向といえるが、農村部においても 伝統的に数多 くの家具

を必要としなか った住居受聞の使われ方や 「四つ間型の住生活j を

基調とした住空間の構成は、実用面では 室の使用用途を規制して、

簡単には動かし得ない諸々の家具を数多 くかかえこ んでいるのが現

実である 。

検討 家 族の所有する家 具 の 一 覧によると、物置きや ｴｾＱ 入等に収納

されている物品を除いた所有個数は、 一戸当たり 28 .2点である 。 こ

れ らのう ち、面積の大きな 「大家具」 は一戸当たり 12. 2点である 。

対象住戸の平均間数は 8. 1釜/ 戸 であるから、おおよそ、居住室一

室 当たりでみて1 . 51点の 「大家具J が置かれていることになる 。

単純な比較 を承知の上でいえば、都市居住型の家族よりも大家具の

所有率 は低い。

従来の もの とは質 ・量 ともに異な った家具の導入は、住み方に変

化をもたらし、{ 主空間に新しい使い方 ・機能を定着させる 。住宅面

積、 居住室の規模、 室数などはこ の住み方の変化の動同を受・けて、

次第に変わるものと 考 えられる 。

住戸への家具の導入の程度をみるために、 家具が住戸の床面積や

室面積に 占める面積の割合 ( 家具占 有率) を用いて表すと、一戸当

たり の延床面積は約79m'て' あり、ほぽ10% の床面積を家具が占有し

ていることになる ( 図 4 )。 なかには、 30%近くもの占有率の住戸が

みられるが、家具に床面桜を占有されて、日常生活の行動さえにも

さしっかえる場合もある都市部の住宅と比べれば、家具 占有率は約

yz程度であり、ここでの住生活は家具を多〈必要としない住み方と

もいえる 。i中島の漁家での住み方は、いわゆる「家具」を持ち込ん

だ都市型の生活の「近代化J とは少し異な っているようである 。限

られた居住部分を使 つての、家族の日常的な生活行為にみられる公

私融合的な住み方では、多くの家具をかかえこむにはいた っていな

いともいえる 。

家具 は耐久消費財とはいえ、しばしば買い換えが行われるのは近

年の傾向でもある 。 したがって、一家族について購入 ・買い換え等、

家具導入の状況をすべて知ることは困難である 。 ここでは 、調査時

に各住戸に保有されていた家具に限 って、その導入の時期的な経過

をみた ( 図 5 )。 対象住戸に現有されている家具の導入時期は、ほぽ

昭和40年代に入 ってからである 。昭和47年には、約半数が導入され

ている 。 この時期は、いわゆる「生活革新J が進行した「高度経済

成長」の時期と一致している 。導入時期別にみると、通常は移動し

ないで使用する「固定家具」 の面積は、年度によ ってちがいはある

が、昭和42年以降の各年で増加している 。部屋の使い方を、自由に

転換の きかない特定の利用に限定する 「住み方限定家具J ( 家具分

類 については表 5 参照 ) 、なかでも 「就寝J や 「勉強」 などの私室的

な利用に居住室の使い方を限定する家具 は、昭和50年以降の近年に

急激に増えている 。 また、 「団然J の場に使い方を限定する家具 は、

昭和46年以降に商積が増加している 。 r家庭電化製品 ・ガス器具J

なども昭和41- 42年、昭和46年以降を境として、年々、面積を増や

している 。

導入時期からみて、 家具導入が激しくなり始める以前の昭和40年

と、調査時 ( 昭和52年 ) にいたる家具保有の特性を、両年度の家具

面積の構成で比べ ると、 「住み方限定家具J は床面積25. 4% から 30 .0

% へわずかに構成比を のばしているにすぎない。 しかしながら、就

寝室 に居住室の利用を限定する家具 は、 0. 6%から 14 .4% に増えて

いる 。 その反面、 「住み方非限定家具J は41. 6% から 30. 5% に約 11

% 減少している 。 このように家具の面積的な構成からみれば、私室

的な利用に住み方を限定する家具 は増え、対象漁家における住み方

には、居住室 を私室的な利用に転換する緩やかな変化がよみとれる 。

また、 「台所」や「食事室J に置かれる大家具や家電製品は 33. 0% から

38. 7% に面積が増加している 。なかでも、 「台所」に置かれる家具は

20 .8% から 30. 2% に増えており、他の居住部に比べて家具導入がい

1 . 移動せずに使用する ( 特定喝所に股置して使用} 2. 移動 して使用する. 具

家具面積
平均延床面積78 . 8317

図 4 延床面積 と家具占有面積
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a . 段置することでその居住室内使い方が決められる家具

8 ，家族が問機に使 う室や按答のための室に使い方が決めら1 ' ) . る.

8 ，就寝町ため同室 に使い方が決められる.

8 ，そ町他 ( 書斎 勉強) 私室 としての利用に使い方が決められる .

i 設置してもその居住室町f車い方が特定目的に制限を受けない家具

C . 設置場所がおおよそ一定している家具

c ，主 として 古所におかれる家具

c ，主 として食事室におかれる家具

z 玄関におかれる家具

・その他的場所 ( 洗面 脱衣・家事利用室等) におかれる家具

A. 面積容積占有耳! :lJ f 比鮫的大きな家具

B  小家具

C  家電製品、庁ス器具

D  冷暖房用具

E . その他

F  屋外で使用する用具 ・器具

昭和 ( 年)

43 44 45  46 47 48  49 50  51  S2 

図 5 家具導入の年次変化動向



表 5 * 具保有状況

A 大昔< 1 * B' H車以 C 草ガ電ス蝿器具品

① 

1  - n  ｻ Ｎ ｉ τ み Ｉ ｪ ｬ ｜ ｊ ｈｾ ・ ι 以 136 36 92 
- < 2 > + 申+ O)

② 1，・?i川をulに 1UJ if 山す市る町家仰u い 5  92 .  .  

③ .  .  車 ｊ 、 ｾｴｾｾ［ ニＢ
31  36 

"  
@  a ， そ の f也 に

"  

"  

100 

⑤ 1  - b  f上 .;t，. ) j ｾ ｰ 限定家 ｊＪ 804  45 29 

= ⑦+ ⑪@+ ⑨。⑪ - c  股沼地所一定 家 1* 313  72 316  

c ， 立d三ι ると し て 内 戸gr 'ニt位カ‘ 284  54  316  

@  c ， 
" 血 'Jo ; . 副" 32 

⑨ c ， 

"  
生:1制

"  

45  

⑪ c .  

"  
そ の 他 "  z  18  

⑪ 111.' 川1 Ｇｾｊ 川 和 ｬ 定京共 153 4R7 758 

四( 1 ) + 骨←也

。
ヰ1島 !It)) 

.  誕
-J...I. .  9  68 

。

nl 

758 162 505 

E ⑪ + 。 ( 48. 1)  (  9. 8)  ( 28 .9)  

。
一 戸 当 たり l固定家只白数

2.47 7. 04 12. 15  

。 / 62"
倒 / P

一 戸 当 たり家以白数
12. 15  2. 6 1  8. 15  

倒 / J i

表 7 部屋の使われ方と家具占有

{ 醐 世 〉

D 市時暖房以 E そ の 他
;11  

4  
268 

(  15. 3)  

4  
10 1  

(  5. 8)  

( 3687  }  

100 

(  5. 7)  

18  91  

482 

( 27. 6)  

70 ¥ 

( 40. 1)  

604  

(84 .6) 

82'  

(  1. 8)  

45 

(  2. 6)  

20 

(  1.  1  )  

17  91  

1. 45 1  

(88. 1)  

167 52 

296 

(  16. 8)  

184 148  1. 747 

( 10. 5)  (  8 .2;  (  100. 0)  

0. 55 1. 47 28. 40 

2. 97 2. 81  28. 18  

褒 E 一戸当たり ( 61戸) 家具面積. * 具占有率

( 使用掲所固定家具)

(cni) 

家具分類 111皆 2 1桁 官|

A . 大 家 具 38.102 26. 488 
6(84 ..529} 2  

1  - .  2，063 1l， 944 14 ，008 

.， 

• 2  580 6 ，044  6 ，624 

• 3  1，483 5. 900 7 ，383 

1  - b  7，233 13. 408 20 ，641  

1  - c  28，806 1. 136 29 ，942 

c ， 25 ，708 79 25. 789 

C  2  1，003 802 1，805 

C  3  1，923 90 2. 013  

c.  172 165 337 

B. 小家 具 2，096 1. 748 
{03.. R54)  4  

1  - .  115  889 1，004 

. ， 

a  2  78 889 967 

• 3  37 37 

部 屋 の 単独または 室 面 被 { 耐} 対象室 家 具 面 積 ( m' )  家具占

1  - b  450 64 514 

使 わ れ 方 混 合 利 用 平均 最 大 最 小 数( 室) 平 均

単 1虫 9. 13  14. 98 6. 30 12  0. 70 

団 2 栂 混 合 8 .96 13. 02 5. 02 25 0. 78 

3 極 混 合 10 .61  16.31  5. 51  30 0. 76 

曹長 4 種 浪 合 9. 57 14 .48 4. 15  21  0. 82 

会 室 9. 87 16 .50  4. 15  91  0. 79 

食 4虫 7. 98 13 .63 5. 42  19  1.44 

司王 2 極 混 合 9. 53 14 .49  4.51  23 1. 28 

i位 4虫 8 .67 23 .65 1. 16  41  2. 19  

炊 2 在Ii i昆 合 10. 04 21. 00 4. 51  36 2. 17 

ｬ ｊ ｾ＠ 土 防i 炊 事 10. 29 21. 00 5. 24 31  2. 26 

全 室 9. 31 23. 65 1. 16  78 2. 18  

111  1虫 9. 75 14. 99 4. 77 103  0 . 96 

車4 事1
1

入 有 9. 57 14. 99 5. 48  75  0 .66 

事1
1

入 無 10 . 23 14 .59  4.77  28 1. 74 

2  tIi. 10. 19  16 .65 4. 35 47 0. 94  

押 入 有 10. 46  16 .65 6. 66 34 0. 72 

寝 抑 入 無 9 .50 14. 75 4. 35 13  1. 52 

3.  4.  5 徳 10. 64  16. 50  3. 71  18  0. 92 

勉 5車 よ詳 1止l 8. 65 14. 98 3. 65  11 0. 87 

接 単 4虫 11 . 67 21. 95 7.47  27 0. 40  

tql 入 有 12. 68 14. 71 10. 91  8  0. 44  

客 tql 入 無 11. 24 21.95 7. 47 19  0. 38 

家 司王 単 4虫 8. 57 13 .18  4. 98 11  0. 34  

{土 単 4虫 10. 96 20 . 07 5. 49  13  1. 08 

ちじ るしい。漁家の住生活の変化は、 「台所J から起 こってい るよ

うである。

むすび

この小杭て‘ は、生産生活から特徴づけ られた、 漁家の住生活の変

化動向を、主に 、家具の所有実態からみた消費生活に限って把えて

みた。

j中島の反乱家の住生活は、家族構成員の 日常的な生活のための音I1屋

の拡大 ・硲保、 「私室」ゃ「台所」への家具の積極的な導入など、

物的な近代化 をともなって、かつての住み方や住宅の平岡構成の基

本的な枠組みを持ちつつ 、緩やかに変化す る方向をみせている 。が、

しか し、 「生活革新J の放のH寺WI的に遅れての表れともいえるこの

生活の変化が、漁家にとって 、 「生活改善J なのかの判断は早急に

は困難である 。

琵琶湖総合開発計画にもとづいて、滋賀県漁業協同組合連合会と

最 大

1. 97 

2. 17  

2. 18  

2. 28 

2.28 

4 . 24 

2 .27 

4. 27 

3. 54 

3. 54 

4. 27 

9 .39 

4. 57 

9. 39 

4. 34  

2. 32 

4 .34 

3. 72 

1. 49  

1.71  

0. 99 

1.71  

1. 06 

3.12  

最 小 有 率( %)

1  - c  1，531  795 2. 326 

0. 00 7.67  

0. 00 8. 71  c ， I. 129 15  1. 144  

0. 00 7. 16  

0. 00 8 .57 
C  2  

0. 00 8. 00 

C  3  65 65 

0 . 28 18. 05 

c ‘  
337 780 1. 117  

0 .00 13. 43 

C .  京般的 ，tt J. 器具 7，888 1.617  

9. 505 

( 1. 2)  

0. 28 25. 26 

0. 87 21. 61  
1  - .  3. 217  883 4 ，100 

0. 87 21. 96 

0. 28 23. 42  

1  - b  359 430 789 

1 - C  4. 312  304  

4.616  

(0 .6)  

0. 00 9. 85 

0.00 6. 90 
D. i令lI il )j} iI器具 138 181  

319  

( 0. 0)  

0. 00 17. 01  

0 .00 9. 22 
1  - .  91 91  

0. 00 6. 88 
1  - b  47 181 228 

0. 00 16. 00 

0. 00 8. 65 1  - c  

0. 00 10 . 06 
E ，その他 462 

{0  406) 2  

0. 00 3. 43  

ｾ Ｍｴ＠ 4(810.6824 )  
30 目 034 7R.722 

9. 6)  (  10. 0)  

0 .00 3 .47 1  - • {51..428}  6  (l43.74} 16  (192 .420) 2  

0. 00 3. 38 

1  - b  
{81.078)  9  (144.-058) 3  

2〈2. 172 

2. R)  

0. 00 3. 97 

1  - c  

34. 649 2. 235 
3{46R78} 4  

( 7. 3)  ( 0. 7)  

0. 00  9 .85 
平均床而秘 475，115  313 ，202 

{7180R0 .03)  17  

水資源開発公団との 1 年半にわたる交渉によ り、とりまとめられた

昭 和 Ｔ Ｕ 、 Ｔ Ｖ 、 ＴＷ 年の漁ｾｾ収入をもとに 成 立した漁業 補 償で、漁獲 量

は約4 0% の減収が見込ま れて いるといわれる 。

I中島の対岸にある大中干拓地は、もと は、 琵琶湖lの小内 iliJJ であ り、

湖全体の魚の産卵場であ った。 この干拓事業は 、戦後 、食料増産の

名目で行われたが、琵琶湖最大の魚介類の産卵場を失う こととな り、

その後に、大幅な漁獲量の低下を招いたという 。この過去の経験か

ら、資源維持のために漁場のー函を禁漁区 とした産卵場の確保や、

栽培漁業への転換が早急にのぞまれてい る。

i中島の漁民の往生活は 、こ れらの大きく動こうとしている生産の

条件とは無縁ではあ りえない。 このよ 7 な一つの事例からは、 より

激 しい農漁民をめぐる諸条件の転換が、漁民の生活に与えて いる問

題を論じ ることはできな いが、これらの農漁業集落の将来を考えて

ゆくためにも、その変化の具体的過程を とらえ、そこで何が起こっ

ているかを検討することは重要な今日的課題である 。

67 



淵 寸1 1" ''1 ・ 11 lI E======t: = ==At ' 廊々下

2 階 1I .:v.o入 /  :  円、i / 1I 1  /  11.¥....1札|吋ア '11  2 階

i-"1' 入

A  

昭和33年

1干L係 /.)， .'f l失締」昼

1 階

図 E 住宅平面採取事例
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昭和 52年 、河:ぉ

図 8 漁家住宅の住み方採取伊ｾ - ーー

一 一N さん宅・ 2 階 の 居 住 室 。仕事場を兼ねている 。

ノド品 ｾｦｴ の実施について、絡別のご協力と配慮をいただいた阪証寺住職本多知道氏、

NI}:A漁業協同組合長茶谷多目11吉氏、 i' I'h.¥小 学校教頭茶谷教Hj 先生ほか lゐ民各位に

謝意を表する 。 また、 f問責並びに資料のとりまとめにおしみない協力をしてくれ

た卒業研究学生、大阪工業大学 1 ffll 建 築 文 化 研 究 部 他 の 学 生 14名の諸君と、依田

平、西原誠助の各氏にも感謝せねばならない 。
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目立農村集落排水処理設備

日立化成工業株式会社

農村はここ十数年の聞に大きく変

ぼうして、農家の生活様式も所得水

準の向上、情報網の発達等によ って

一変しているが、生活環境の整備は

都市に比べて著しく立ち遅れている

のが現状です。

当社は真に定住空間として望まし

い農村の環境を整備するために、農

村に適合するであろう技術を都市工

学の延長にではなく 、農村特有の条

件に立脚した発想の実用化の上に求

めて、汚水処理、諸廃棄物処理に取

原水

組んできました 。

ここに紹介する日立農村集落排水

処理設備はその観点からのものでで、、

農林水産省カ

備事業に関して 、農村集落の汚水・

廃棄物をそ の集落内で処理すべく計

画した設備で、汚水は覆土式浄化法

により，汚泥は堆肥化法によって処

理します。 これにより快適な農村の

定住環境と、省資源的、かつ永続性

のある農業生産環境の実現を目標と

しています。

土 壌

還 元



フジタは専門知識・技術で

新しいまちづくりをすすめますユ
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い

管

・

深

い

掘

削

工

事

が

不

要

で

す

。

重

力

下

水

方

式

に

要

す

る

2

0

0

4

の

コ

ン

ク

リ

ー

ト

管

に

対

し

、

低

圧

圧

送

方

式

で

は

初

併

の

塩

ビ

管

で

十

分

で

す

。

掘

削

深

度

も

最

小

限

で

す

み

ま

す

。

集

落

の

散

在

す

る

場

所

で

も

経

済

的

で

す

。

大

が

か

り

な

工

事

が

不

要

だ

か

ら

、

二

戸

あ

た

り

の

負

担

が

少

な

く

て

済

み

ま

す

。

し

か

も

起

状

の

ま

ま

に

配

管

で

き

る

の

で

、

自

然

環

境

の

破

壊

も

あ

り

ま

せ

ん

。

維

持

・

管

理

・

増

設

が

簡

単

で

す

。

地

表

浅

い

場

所

で

の

配

管

、

堅

牢

介

ヂ

ラ

イ

ン

ダ

|

ポ

ン

プ

に

よ

り

、

保

全

・

修

理

の

手

聞

が

か

か

り

ま

せ

ん

。

発

展

途

上

の

エ

リ

ア

に

は

最

適

の

方

法

で

す

。

爽

雑

物

を

瞬

時

に

解

砕

す

る

グ

ラ

イ

ン

ダ

ー

部

汚

水

に

混

入

す

る

様

々

な

爽

雑

物

。

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

・
ゴ

ム
・

木

・

野

菜

類

な

ど

を

瞬

時

に

解

砕

。

細

管

に

よ

る

送

水

を

可

能

に

し

ま

す

。

M

m

の

揚

程

(

川

刊

2

/

m

i

n

)

を

も

っ

ポ

ン

プ

部

強

力

な

ポ

ン

プ

だ

か

ら

、

勾

配

を

問

題

に

し

ま

せ

ん

。

地

形

に

沿

っ

て

細

管

を

浅

く

埋

設

す

る

だ

け

の

配

管

で

十

分

で

す

。

-

民

家

が

散

在

す

る

地

域

、

地

形

に

起

伏

の

多

い

農

村

・

漁

村

・

地

下

水

位

の

比

較

的

高

い

湖

岸

・

海

岸

地

域

・

道

路

が

狭

く

、

土

木

工

事

に

よ

り

文

化

史

跡

を

損

傷

す

る

恐

れ

が

あ

る

地

域

・

少

数

の

施

設

の

み

、

処

理

場

よ

り

低

位

に

あ

る

地

域

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

卒

業

本

部

は

、

水

処

理

か

ら

、

大

気

汚

染

ま

で

、

巾

広

〈

環

境

問

題

に

取

り

組

ん

で

い

草

す

。

今

回

、

環

境

箆

備

|

と

り

わ

け

下

水

道

は

最

も

重

要

な

問

題

の

ひ

と

つ

で

す

。

従

来

の

下

水

道

|

自

然

流

下

方

式

で

は

、

原

理

的

経

済

的

な

理

由

か

ら

、

ど

う

し

て

も

実

状

に

そ

わ

な

い

地

域

が

残

り

ま

す

。

ユ

ニ

チ

カ

で

は

《

新

た

な

下

水

道

の

7

リ

エ

イ

ト

》

を

目

指

し

《

低

圧

圧

送

方

式

V

に

取

り

組

ん

で

き

ま

し

た

。

そ

し

て

今

、

「

ユ

ニ

コ

ー

ス

タ

ー

」。

自

信

を

持

っ

て

ご

紹

介

し

ま

す

。

ユ = 手 拘 株 式 会 社

エンジニアリング事業本部

大 阪 干541 大阪市東区北久太郎町 4 丁目 68番地

T EL. ( 06)  252 - 6111附

東 京 干 103 東京都中央区日本橋室町3丁目 4番地

T EL. ( 03)  243 - 1511!ffl 

名 古 屋 〒460 名 古 屋 市 中 区 錦 2 丁目 2 番 13号

T EL. ( 052)  201 - 2131附

京 都 干611 京 都 府 宇 治 市 宇 治 戸 ノ 内 5 番 地

T E L.  ( 0774)  25- 2111!ffl 

( 営業品目 ) 上水道施設、生活廃水処理施設、

し尿処理施設、都市塵芥焼却炉、脱臭脱硫
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産業廃棄物焼却炉
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図 1 日照図表( 北緯 35度)



日 影 図 ・ 日 影 時 間 図 の 描 き 方 と そ の チ ェ ッ ク 方 法 ・ そ の 1

日 照 図 表 を 用 い る 日 影 図 の 描 き 方

昭和52年の建築基準法改正により. r日影による中高層建築物の高さ制限J ( 56条のりが新たに加え白れ、それにともない指定区

織内の設当建築物 に関しては、その確認申請書に 「日 影図」並びに「規制線上の主要点での 日影時間又 は日 影時間図」の添付が義

務づけられること になった。 しかし 、最近実務家の聞で交わされている「日 影図や 日影時間図 を画いてみるのだが、途中でわから

なくなった引とか「一応は函けるが結果にはもう一つ自信が持てない司とかの会話を耳にすることが多い。

日照紛争を契機にして 、種守の雑箆記事で日影の検討; 去やそれに必要な資料が紹介され、最近では 日影検討の参考書も 出版されて

い寄が、それらの多くは、日影検討の基本的な原理・方法の説明に留まっている。つまり，最も単純な直方体の建築物を例にとっ

た日影図および日影時間図の作成方法が脱明され、その結果も示されてはいるが、実務に必要な復維な形態の建築物についての作

図法や結果がほとんど示されていないのである 。ニのことは、複雑な形態の建築物であっ τ も直方体の場合と同様、日影図 から日

影時間図が直接作成できるかのよ うな印象を与えてい る。 しかし 、現実には、少しでも凹凸のある建築物の場合には、日影図の作

成には問題はないが、それらの例にならって 、日影図から直接、日影時間図を描く ことは事実上不可能であり 、かつ、ま た誤った

結果を招くことにもなる 。日影検討の参考書類には、ニ の重要な指摘がなさ れておらず、また、凹凸のある建物への対処方法が示

されて いない場合が一般であり、これが、実務担当者を困惑させる結果を招いていると考えられる 。最近では、 コンビューターに

よる日 影図・ 日影時間図の作成方法も 種々開発利用されているが、経済的な問題 もさることながら 、これに全面的に依存し 、自ら

がその結果を チェ ック する適切な方法を持たないニともあり 、コンビューターにも 頼りきれないのが、多く の実務担当者の実状の

ようて'ある 。

このような実務担当者の悩みのいく分かでも和らげることを目的とし 、多少時聞はかか るが、すべて手作業により 、復維な建築物

であっても実用上必要な精度の日影図、日影時間図を作成 し、また、完成 した図のチェ ックをも行え る方法を 、実伊j について具体

的に解説を加えながら紹介することにより 、これを実務に役立てていただこうとするのが本シリ ーズである 。

ここでは読者諸氏が 日影図、日影時間図の作成を実際に試みられることが、技術の習熟への近道であると考え 、若干複雑な形状の

建築物を例に選び、これの日影図、日影時間図の作成に焦点を絞 りながら 、演習形式に よって、次のl順序で稿を進めていく予定で

ある 。

その 1. 日照図表を用いる日 影図の錨き方

その 2 . 検討点( 格子点) における日影時間の求め方

その 3 . n 時間日 影となる地点の求め方

その 4 . 等時間日 影線の播き方

その 5 . 特殊な形態の建築物の日影時間の求め方

なお、本演習問題は、 2 月に開催した研修会「等時間日 影図の描き方とそのチェッ 夕方法J で使用したものによ っており 、その作

成に当たっては 、里子口太郎、平川玄治両氏のご協力を得ている 。

日 照 図 表 を 用 い る 日 影 時 間 図 の 作 成 法

在種々の商品名で市販されている 。 なかには図表の上方を南にする

なと。 ｼ 呼称とともに混乱しているため、建築学会では図 Ｑ を「日 ｐ ｾＮ 図

表」と正式に呼称することにしている 。本稿ではこれに準拠するこ

とにした 。 この日照図表の意味内容を以下に簡単に述べるが、そ行

詳細あるいは作成法等については、先の研修会で使用したテキスト、

その他の参考書を参照していただきたい 。

ここで紹介する日影時間図の作成法は、建物周辺の検討水平面上

に設けた格子点ごとに日照図表を用いて冬至の日の目彬時間を求め、

その日影時間を格子点問て。曲線宇ili 閉 し た 結 果 か ら 日 影 時 間 図 を 作 成

する方法である 。 こ の 方 法 は 、 コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 方 法 と 本 質 的

には同ーのもので、日影図から直接 日1iij 時間図を作成する方法にお

ける難解さは皆無で、あると言 ってもよい 。 手 作業 に よ る た め 、 多 少

時間を要するが、各点の日 ;i仰寺聞 は コ ン ビ ュ ー タ ー に よ る 近 似 計 算

値 よ り も 高 い 精 度 を も つ も の で あ り 、 得 ら れ る 日 影11寺問図も十分な

笑用的精度を持つものということができる 。 す な わ ち 、 コ ン ビ ュ ー

ターではある瞬間の日彬の有無で、ある時間帯全体の日 JUの有無を

代 表 さ せ る た め 、 誤 差 を 生 じ る が 、 日照図表による日彩時間は全時

五IJ を対象としたものであるためこの種の誤差を含まず、また、コン

ビューターでは困難である格子点聞の日 Ｉｪ ｾ Ｑｊ寺 間 の 曲 線 補 聞が、手作

業では簡単に実行でき、さらに日; ; 診図を参照して結果を部分的にチ

ェ ックすることも可能なためである 。

日 照 図 表

ここで紹介する日影図、日 JM時 間 図 の 描 き 方 に お い て 主 役 を 演 じ

るのが 、 図 Ｑ に示す日ｊＡｾＮ図表である 。 これは図の示す意味から「冬

至 の 日 の水平 面 白ざし 曲線 群 図 表 」 と も い う べ き も の で あ る が 、 現

地 上 の O点から観察した太陽は、 図 2 に示すような軌道を他きな

が ら 日 周 運動 を行 っている 。 したがって 、 O点に入射する 日出 から

日没までの太陽光線は 、図示のような円錐面の一部を形づくること

になる 。 この円錐面を「日ざし錐面J と呼ぶ。 こ の 錐 面 は 年 聞 を 通

じてたえず変化しているが、 季 日に対応しては一定と考えてよい 。

日影規制の対象である冬至 の 日 に お け る 日 ざ し 錐 簡 を と り 、 そ の 錐

面上の等高線と、 0 点 に 集 ま る 放 射 状 の 時 刻 線 ( 各時五IJ における O

点 を 通 る 太 陽 光 線 ) とを地面上に鉛直に射彩したものが 日! ! ¥¥図表で

ある 。 0 点 の 南側Ij に 図 示 の よ う な 建 物 が あ る 場 合 、 図 示 の よ う に 建

物と目ざし錐面との交わり E F C Hを求めると、時五IJk : ぷがその部分

を通る時間帯が、建物による O点の日 lIJ 時間待であるので、これに

よる O 点 の 日 彬1時間を知ることができる 。建 物 の よ う に 壁 面 が 鉛 直

で、屋根面が水平であるものの場合、その高さがわかれば、建 物 の

平面図と日照図表とを 図 3 の よ う に 重 ね 合 わ せ る こ と に よ り 、 直 接

この日影時間帯を知ることができる 。 詳細については後述する 。

日照図表を 180}支回転し、 北 と南および東と西の方位を入れ替え

也 築と 社会/ 1979年 7 11サ 73 
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図 2 日ざし錐面による日 影検討の説明

図 3 日照図表による日 影の検討伊j

¥ 

￭ ｾ＠

図 4 日影 図 表 ( 日影幽線群図表) の鋭明

ると、日影曲線群図表 ( 日影図表と略称する ) となる 。図 4 に示す

ように、 一定の間隔で結び目をつけたひもを O点に鉛直に垂らした

とき、地上面にできるそれらの結び自の日影の推移を冬至の自につ

いて描いたものであると 言える 。 また、 O点に各種の長さの鉛直棒

を立てたときの各先端の描く日影の軌跡が、棒の長さごとに示され

ていると考えてもよい。 したが って、この図表を利用すれば、建物

の冬至の日の日影図を容易に描くことができる 。

このように、日照図表は¥冬至の日に関する日影の検討には至 っ

て利用に便利な図表である 。

日照図表での等高線 ( 日影図表での結び自の高さ ) は検討する建

物の平面図の縮尺を考慮して作成しておくと便利であり、一般には

図面の縮尺に応じて実際の高さ ( 01 ) が曲線に記入されている 。図

l に示す日照図表は、ここでの演習に使用することを目的とし、 2. 5

mm間隔の等高線を描いたものである 。 したがって、図中に示すよう

に縮尺 1 / 200あるいは縮尺 1 / 1000の図面について検討する場合

には、 l 目盛がそれぞれ 2. 5 X  200 =  500mm =  0 .501 あるいは 2. 5

X 1000=2500mm =  2 .501 の等高線であると読み替えればよい 。

日照図表は、このように縮尺に合わせて実寸法で表示されている

ので、必ずそのままの大きさで使用すべきもので、決して縮小また

は拡大したり、あるいは不正確なコピーをして使用してはならない

ことを、よく知 っておいていただきたい。

74 

演 習 1 . 日 照 図 表 を 用 い る 日 影 図 の 描 き 方

〔問〕 日照図表を用いて、北緯35度 の 住 居 地 域

に建つ図 5 に示す建物の冬至の日の B 時から 16時

までの 1 時 間 ご と の 日 影 図 を 描 け。 また、 8 時 か

ら16時 ま で の 問、 日影とならない範囲も示せ。

図 5 日影検討の対象建物

演習の準備とヒント

〔準備〕 まず、 8 4 サイ ズ程度の卜 レシングペーパーの下方 中央に

縮尺 1 / 400 で問題の建物の平面図を方位とともに描く 。次に、日

照図表 ( 図 1 ) を雑誌より切り取り( 複写機によるコピーは歪を生

じ、誤差の原因となるので避ける) 、等高線の数値を縮尺 1 / 400 用

に読み替えておく 。すなわち、 l 目盛が 2. 5X400 = 1000mm=  1  01 

である 。

〔ヒント〕 日照図表を 180度回転し、先に述べたように方位を読み

替えて、 0 点上の各高さの点の冬至の日の日影を描いた日影図表と

して使用する 。すなわち、縮尺を 1 / 400 としたとき、日照図表の

O点から 16本目、 20本自の曲線がそれぞれ O点の直上16m、20 mの

点の日影曲線であるので、この 2 本の曲線を利用して、準備した建

物の平面図上に各時刻の日 iJ 診図を描けばよい。

解 説 と 解 答 例

ここで述べる日照図表を用いる日影図の描き方は、日彩曲線を用

いる従来の方法と異なるものではないが、 一定高さの鉛直俸に対し

て描かれた従来の日影曲線を用いる場合のように、建物の高さを図

表の棒の高さに一致させるための平面図の縮小または拡大を必要と

しない 。この問題の建物のように高さが一定てがない建物の場合、こ

の日照図表には各種の高さについての日影曲線が与えられているた

め、そのまま、建物の高さに対応した日影曲線を用いることができ

るからである 。これが、日照図表を用いて日影図を作成する大きな

利点である 。建物の高さに端数があり、それに対応する曲線が図表

にないときは、適宜曲線を補間すればよい。

以下、 9 時の日影図の描き方を中心に、その具体的な手順を述べ

ることにする 。

〔建物 A B C Dの 9 時の日影図 J ( 図 B参照 )

① . まず、日! 照図表を 180度回転し、方位を読み替えた日影図表の

0 点に、建物の平面図の A 点を 重ね、両者の方位を正確に 一致さ

せる 。

② . 本例のように住居地域では、 G.L. +  4  ｭ の水平面上の日 Ｉｪｴ ｾ 図を

作成することになるので、建物のこの面上の高さは 2 4 - 4  = 2 0m 



、々

図 6 日照図表

( 日影図表) によ

る日影図の描き

方

とな り、O 点上20mの点の日 ;;ij 曲線 l 2 0 (  Ｐ 収から ＲＰ 本自の ｉ ｴｬ ｬ ｫｊｾ )  

と ＹＱＱ 寺の ｈ 寺五 ｉｊｫｾｾ との交点を求めんとする。この点んが建物の点

A の 911寺の日杉で、線分Aん が 図 5 の鐙物の a A の 91侍の日 ;μ で

ある。( このときの 8 、10、11 、… 、1611寺の時五IJk: J i 1 との交点をそれ

ぞれAs ，A ，o、A " 、・一 、A' 6とすると各時刻lにおける a A の日 ;μ が

得られる 。)

③ . 建物の B 、C 、 Dの各点についても①、②の手順により、それ

ぞれの点の 9 ＱＱ 寺の日 ［ｪｦｾＸＹ 、 ｃ Ｙ 、 Ｐ Ｙ を求め、長方形 ａ Ｙ ｂ Ｙ ｃ Ｙ Ｐ Ｙ を Ｍｴ ｾｩ

〈。これが建物の屋恨面 ａｂｃｏ の Ｙ Ｑ 時の日 ［ ｪ Ａｾ で、ある。Ｈこの長方

形A9B9C909 は長方形 A B C Oを平行移動させたものとな ってい

るので、②で求めた点んを手がかりとして、 B 、 C 、 D から AA9

に平行線を引き、その上に BB9 = C C9  = 0 09  = A A9 tこB9、C9，09  

をとってもよい。)

④ . 長方形 A B C Oと長方形A9B9C909を包給して得られる六角形、

A A9B9C9C B A を求める。これが、建物 A B C Oの 9 11寺の日 )j}j 図

である。

〔建物 D E F Gの 9 時の日影図 〕

⑤ . この建物部分の検討面上の高さは 20- 4  = 16 mであり、日杉山

線 1 '6 ( 0 点から 16本目) を用いて、，建物 A B C Oの場合と同一

/  
12 16 20

m 

の手11闘で 9 11キの日 ;i: 五図 DO' 9E9F 9F E D を求める 。控 物 O E F Gは

建物 A B C Oよりも低いため 、長方形D ' 9E9F9G9!立長方 If3A9B9C9

0
9よりも建物に jli' い位置に- t lli かれ、 0'9 と09はー欽しない 。

〔建物全体の 9 時の日 影図〕

⑤ . ④、⑤で待た 2 つの建物の日 ;i 移図の交点 (C完と E百; との火点)

をX 9とし、 2 つの日 ;μ 図を包絡する図形AA9B9C9X9F9FECBAを

求める 。 この図形が建物全体の 911寺の日 ;;}j 図である 。 この場合、

ＯｾｘＹ が ＮＧ ｾＮ ＨｅＹ と災なる点であることに 注意されたい 。

〔その他の時刻の日 影図 )

⑦ .  911寺以外の各時五IJ についても、上に述べた①~⑥ の手順に従い、

各 ｈ 寺刻の日 ｊｪＡｪ 図を高さのｾｾなる建物音 ＱＱ 分ごとに求め、ｼ司 ｈ 寺刻のそ

れを包絡すると各時刻の日 J U図か'-t1，'i ける 。 その紡以: を示したもの

が図 7 である。

〔日影にならない範囲 〕

⑧ Ｎ ⑦で ｱｾｬ た ＸＱＱ 与 Ｍ Ｑ ＶＱＱ 寺の自民三図全体を包絡する図形を三ｪＨめる 。 こ

の図形の外が求める範囲で、図 7 に示す通りである 。 この外 Jf3は

011寺11刊の等11寺間日 J U線である 。図形の直線音11は、 8 11寺及び1611寺の

日 ［ｪｩｪ 図のー音 ＱＱ であり 、 曲線音 ＱＱ は ｃ 点あるいは ｆ 点の日 ［ｪ ｩＮ ｾ の軌跡、で

ある日 ;;i3tlli 線[ 20
(  C  ) 、116 ( F ) の一部である 。

以上、日 ;;fj 図作成の手順を示したが 、 l 枚の紙[ ( i j 上で全H与真IJ の日

［ｪｦｾ 図を作成する場合、多数の作図総が交錯しｩＱｾ 1 i しすることがあれば、

色鉛泣等を使用するのも 一法である 。 また、経験を1 ' 1'1め !i 、高さの

追う建物音 ＱＱ 分ごとに日 ［ｩａ 図を求める過起を省略し、反似 ｉ 自の日 ［ｪｦｾ 図

から、建物全体の日
;j}j 図を怖くこともできるが、ここで示した 9 時

の日 ［ｪｴｾ 図における ｃ Ｙ ｘ Ｙ のような総を誤らないような、 卜分な注意

が必要である 。

なお、図 1 には日 Jj¥'j 線/' 0、L ' 6
の 811寺あるいは 16時の点が与えら

れていないが、日 JJ 与総 1
' 0

、L s 上の 811寺あるいは 16時の点と O 点と

を結ぶ延長線上に、 ＰＮ Ｇ Ｎ ＧＮＰＺカ‘らの ｾｧ 自 Ａ ｾが Ｒ 倍となるＯ，ｩ、を求めれば、そ

れらの点を簡単に知 l ることができる 。

参考文献

1 ) 伊藤克三 II ＡＡＨｾ関係凶 ｊ＼ の見Ｉｪ ・ Ｑ 止ぃ万、オーム社、昭和 ＵＱ 年

日 影 じ な 句 な い

11図

図 7
各時刻の日影図と日 影にならない範囲 ( 演習 1 ・解答)
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ネガティブフリクション

低減杭

福井 賞

1. ネガティフフリクションについて

軟弱地盤や臨海埋立地では、杭先端が支持層に

達する支持杭が用いられる 。 このような 地峻では、

地鍵枕下により杭周辺地盤が杭を引き下げる形に

なり、俗にいう「足を引っ張る」ことになる。この

現象が生じると、杭{ 本と土との聞の摩擦力は支持

力として期待されずに、; j ' j i . 1こ対する負荷を大きく

し、 杭の支持力に対し逆の効果となる 。この場合

に生じる l掌機カは、ネガティプフリクション( 以

下 N. F と略す) と呼ばれている。実際問題として

N. F が大きくなるとがLの強度不足や、上部構造の

不同沈下などの隊害を生じる 。 このような被害例

はかなり以前から知られており、欧州では十数年

前ごろから原因 、対策などにつき研究がなされて

きた 。

わが国でも、昭和39年の土質工学会での大規模

な実験があり、その時の成架 lまf也の実験の結果と

ともに、現在の学会規準比もとになっている 。 い

ずれにせよ近年、大阪、神戸などの臨海埋立地に

おける大規模な建築の例が多いが、これらの地域

では、支持層が60- 40mの深さにあるので、 N. F

の値は非常に大きなものとなる 。 したがって杭基

礎の設. i t もまた、 i"k下のない地盤に比べて、非常

に不経済なものとなるのはいうまでもない 。

2. ネガティブフリクション低減杭

N. F を低減させる方法には、 二重管工法、群杭

工法、バランスド ・フリクション工法のほか、杭

{ 本表面に特殊な准育材料( アスフ アルト ) を塗布す

る工法があるが、ここでは最も使用実績の多いア

スフアルト塗布工法について説 lりけ一る。

この工法は、ノルウエーやオランダの干拓地 で

十数年前から研究、実施されているものである 。

開発の端緒は、約50年前炭鉱の約 350mの竪坑に

地盤枕下 に起因して、クラ y クが入った際、アス

フアルトを塗布したところ効果があ ったことが、

ヒントとな った線機である 。 わが国では 、 日本鋼

管(仰が シェ ル石油( 閃から技術導入し、実用化への

道を拓いた 。 その結果、昭和149年ごろからこの杭

の打ち込み実験、 N . F iJll J定実験が急速に増え、顕

著な N. F 低減効果が碓かめられている 。これを工

学的に説明すると 、つぎの通りである。

アスフアルトは粘弾性体の代表的な材料である

が、これを ( スチフネス 〉という概念と結びつけて

力学的に解析し、アスフ アルト S li p  laye r 工法

( S  L 工法) として体系づけられたものである。一

般的にアスフ アルトは下記の特性をも っている 。
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図ー 1 各温度によるスチフネスと被荷時間との関係

( 1 ) 温度 ( T )、放荷時間 ( t  ) により 、そ の 力学

特性が著しく異なる 。

( 2 ) 載荷時間( t  ) が非常に短い範囲では、アス

フアルトの挙動はおおむね弾性的であり、時間が

長くなるに従い粘性流体としての iIl1J きに変わる。

これらの特性を t舌かして、打設後に杭に作用 する

努断力( 残留 N . F ) を( 1) 式により算出する 。

"l" =  

_d  .  S.. .... (
1) 

3ft 

τ: 到断応力皮( 11m') 

九: アスフ アルト塗布
j享さ (m)

d: 杭周辺土のi沈下盆 ( ml 年)

S スチフネス係数 ( 11ば)

スチフネス係数は、 地中温度と載荷時聞から 図

- 1 により求めることができる 。

以上のほか、この工法に関する要点を列挙すれ

ば、つぎの通りである 。

o  S L 杭工法により N . F の低減効果を計算

に入れて設計する場合は、 地盤条件、打ち込み条

件、残留 N . F の大きさなどにつき 、日本建築セン

ターの評定をうけることになっている 。

。
一方、鋼管杭協会ではこの杭の製造、品質、

取り扱いなどについて標準仕様舎を作成し、製品

として必要な性能を確保するための努力を 払 って

いる 。 またコンクリート系杭についても、同じ{ 士

織に準拠している 。

く〉 アスフアルトの標準塗布厚さは 4 mm、余裕

2  mmで、塗布方

法としては杭体

回 転 浸 漬 法 ( 写

真一 1 ) が一般

的だが、オラン

ダでは角杭でも

あり、流し込み

法 ( 写真一 2 ) が

用いられている 。

写真一 2 流し込み法(オランダ)

なお、 S L杭の設計に際して、その都度日本建

築センターの評定を受けることは、実験資料の作

成と審査期間に相当の日数を要するので、大規模

なプロジェクト以外は無理である。そのため普通

は、杭の鉛直支持力の安全性を高める、といった

考え方のみの範囲で用いられているが、杭の打ち

込み時の鉛直性、アスフアルトの剥離の問題など

を併せて考えると、実務的にはその程度の考え方

をも って臨むのが賢明といえよう。

3. 外国にみる低減工法の実際

ノルウエーでは打 ち込み時のアスフアル ト剥離

防止のため、先端部に 10- 18cm径を大きくした特

殊 シュ ー ( オス ローポイ ン ト、 図 2 - a ) を取り

付け、 1mm厚の塗布杭を使用し、孔壁の保護には

ベントナイトを用いている。 オラ ンダでは先端に

拡大部( 図 2 - b ) を有するコン クリー ト角杭に、

アスフアルトを 10mm厚で塗布 している。またカ ナ

ダのパンク ーパーでは 、予め掘削 した 孔に アスフ

アルト被・裂 した鋼杭を打設し、 杭と孔壁と の隙聞

に粘土と セメン ト混和材でグラウトしたもの、ス

イスで、は直径90cmの場所打ち杭の上部に 50cmの既

成コンクリート杭を設置し、周囲に砂詰めしたも

のなどの例 がみられる。

オスローポイント

コン? ' ) - r 寸

ト 杭 |

(a) (b) 

図 2

婆するにアスフ アルトの効果を 100%期待する

には、杭をまっ直ぐに打ち込むことによりアスフ

アルトの剥離を防ぐことが大切だが、埋立地盤 に

よっては転石などの地中降客物があるので、十分

な保護金具を装着するか、または先端部の支持力

治大の意味を兼ねて、先端部径を太くした拡大杭

がアスフ アルトの保護に有効である 。
3) 叫

4. あとがき

筆者の経験では、軽量の鉄骨建物で杭本数の少

ない場合ほど不同汰下の降客が著しい 。関連施設

との関係などで単杭的 な設計を行う際 1;1:、 何 らか

の N . F 対策杭の採用は必要であり、その意味でも

N. F 低減杭は大いに有用である 。本稿がその設計、

施工上の参考になれば幸いである 。
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A  B  C  D  E  

下面(I!開込放型)

コンフオート 15 富士型 フリス'ムハヰル付 乳自パネル付

(! 里込型) (直付型) (!!i?，型) (埋込型)

照 明 器 具

多 多参

/ 云 謡Qの 種 類

多 多参 ｾ＠ ¢クi匂欝夢F

器具効率 (鴨) 84 73 92  64  50 

直下光度 (c d)

240  260 175 270 155 

(1000叫当たり)

配 光 分 類 BZ5  日Z4 BZ6 BZ3 BZ5 

価 格 (円) 15，000 15，∞0 12，∞o  12，000 20，700 21，200 

(埋i?，) (直付)
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経済的で快適な照明をゲ

吉川 孝禰

ｨｴ 近の オ フ ィ スピ ルは、 大スパンの 大 Ｚｾ ｉ ｉ 屋で ｦｾ

)11 される こ と が 多 く 、 室 内 が広く 見波 せ る よ うに

な って い る。 した が って 、天 井 も遠 くまで見 え、

!!( 11) j搭 具 も 多 く 自 に 入 る 。 図 1 の よ うに 、 遠 くに

図 1 大部屋事務室は多 くの照明器具が自に入る

ある照 IIJJr. i J 具は核近して 見え、株 ランプの場 合は 、

グ レアによ りわ ずら わ しく不快 になる。 これを軽

減して快適 で、しかも経済的 な! ! (i ! 引を 言|附する必

z嬰がある 。

- 事務室の照明にコンフオー ト15を

オフ ィス ピ ル の 事 務 室 の 照明 に は 、埋 込 型 下 而

ｬｩｦ ｪ 放、または、富 士型の ＡＡ Ｈ ｾ ｉｉ Ｉ ｪ r.器具 が一般 に よ く使

Ｉ ｾ Ｍ ｪ され ている 。 こ れは、 できる だけ 経 Ｗ 斉的に照明

する た めに 、 蛍光 ラ ン プ が 直接 比 える こ とは少 し

が ま ん し て 、 器 具 効 率 の 高 い 、 flHi 格 の' i ( い照 明 器

具 を 、 と い う こ と で採 JTI され ていると 符 える 。

図 2 は 、 事務 室 に 伎 )11 され る!! 古川 器具 の種 類 と

図 2 照明器具の種類と特性

i主) 配光分類の BZ 1l n; の数値の小さいものほど、グレアは少な L、

特性である 。

しか し、事務作業の机の上に必要な照度 を うる

ためには、総具効率の比 B絞では な く、f ! 古川率 を比

較 しなければならない。 この照lI ) j率は 、室内の反

射率と部屋の形状 ( 室指数 )( 広い昔11屋は室指数が

大きい) によ って変わるが、その一例を 図 3 に示

す。 この図によれば、

(ィ) コ ンフオ ート 15は、富士型に比 し、fiHi格は同

じで、! ! 自lリl率 が 0 - 20%高 〈、経済的で・ある 。

(ロ) コン フオート 15は、 下而開放型に比 し、照 11fJ

率は 0 - 14 %低いが、 直付型の価格 は20%安く、

経済的 である。

(ペ コンフ オート 15は、 富士型や下面開放型に比

し、 グレアが少 な く、快適な照明となる( 図 4 参

!!f ! )。

コンフオート15は、 i盛光角 を15・に しである( 図 的。

したがって、 図 6 に示すように 、手前 よ り3 列 目

くらいより遠 くのラ ンプは直接見えず、グ レアが

少 な く快適な! 撚lI ) j となる 。

一般に、! ! 古川紹具の遮光角を大き くすると、ラ

ンプが直接見 え緩 くなり快適な照l I)j 設備となるが、

逃光角を大き くすればするほど、器具効率および

f!百lI )j率 が低くな り、耳、経済となる 。図 7 の実験結

1. 0  
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図 4 照明器具の種類とグレア

コンフオート 15 (40W 2灯用)

プリズムパネル付器具 (4 0 W2 灯用)
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図 6 コンフオート 15は遺くのランプは直簸見えない
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照明器具のし事光角 (度)

図 7 這光角と指具効率、グレアの関係

果に も とづ いて、 器 具効 率 を で きるだ け落と さず、

グ レアの少 な くなる 角 度 と し て 、15・ の遮 光 角 を

選 定 し で あ る 。

- 応接室等に プリズムパネルを

応接 室 、 役 員 室 な どで は 、 蛍 光 ラ ン プが直 接 見

え な い よ う に 、そ して、 照 明 鵠 具 の 練 度 を 下 げ て

グ レ ア を 少 な くす るた めに 、乳 ｉ ｾ パネ ル付ｷＮｦ 具 が

一般 lこよく使用 されて い る。 しかし、 この乳 白 パ

ネル は透 過 率 が 低 く， 器 具 効 率 、 照 明 率 が 低 くな

る。図 2 、図 3 に よ れ ば 、 プ リ ズ ムパネ ル付 器 具

は、 乳 白パ ネ ル付 器 具 に 比 べ 、 直下 照 度 ( - 直 下

光度 ) は 1. 7倍、 総 具 効 率 は 1. 3倍 、 照明率 は 1. 3

- 1. 7倍、 価 格 は 同等と、 非常 に効率 よ く、 経 済

自句で あ る。

〔乳白プラスチックカバー〕 〔プリズム空イ プ〕

匂々ア日
ーソ

グレアゾーンにも光はでてい

るので、ま ぶし さがある 。

プラスチックの透過率が低い

ので、効率も低 〈♀っている 。

グレアゾーンの光は非 常に

少ないので、まぶしさが少ない。

プラス チ， 7 は透明プ リズ

ムで効率が尚 くなっている 。

@ ランプ プリズムで

光を 印折 ;制

¥ ノジググYl  仰するので

ーァァァγγ プリ払パネル グレ7 ' / ー

ンの光が少

♀い。

図 8 まぶしさと配光

プ リズムパネ ル は 、透1 I) j のパネ ルで あ る の で透

過 率 が高 〈、 図 8 に示 す よ う に、 プ リズ ム に より

光 を 下 方 向 に屈折 させ て いる の で 効 率 がよ い。 ま

た 、 下 方 向 に屈 折 しきれな い光 ( 図 の点 線 ) は、

斜 め 方 向 の グレ ア ゾー ンに 光 が 出 な いよ う反 射 さ

せているので、 図 4 に 見 る よ う に 、 グ レア が 少 な

く快 適 で 、 効 率 よ く 経 済 的 な照 明 と す る こと が で

きる 。

( よしかわたかひろ松下電工KK施設照明事業部'j;}; 築技術部長 )
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施工材料の頁

5 9  

波形化粧屋根スレート

(u 瓦) の特性 笹 山 秀 和

住宅屋恨材の中で、日本瓦 ( Jl S A  5208粘土瓦)

は、日本の気候風土に順応し、長い伝統をもって

おり、 I也方により使用比率の差はあるにしても、

全国平均4 5 %のシェアを保っている 。 また、ここ

数年来の設計者、顧客のニーズの変化にともない、

議業系屋根材の 中でも、いわゆる新生瓦が伸びて

きている 。 U 瓦は新生瓦のーっとして 、この日本

瓦の重:!j l ! 吾、水切れの良さを設計に生かし、多様

化の進んでいる住宅の屋根に適応する漸新なデザ

インを有するとともに、断熱 ・遮音 ・防水などの

機能面でも優れた屋恨材である。

住宅屋根材としての JI S 規格は、「セメン卜がわ

らj ( JI S  A  5401)、「厚型スレート j ( JI S  A  5402)  

が早くから制定されているが、昭和51年にはあら

た lこ「住宅屋根ふき m石綿スレート j ( JI S  A  5423)  

が制定された。 U 瓦はその 中の不等波状の化粧 石

綿スレートにほぼ相当し 、品質の設定、管理はこ

れに準拠しているが、さらに U 瓦独自の高品質化

を図っている。

U 瓦の仕様

図 1 および表 1 に示すように、 U 瓦は備方向に

日本瓦伎の j皮を 4 f悶つらね、縦方向は約 2 枚相当

の長さを待つ大版サイズである。また波の谷深さ

は47mmと、日本瓦の 1. 5倍程度あり、水はけ ・雨仕

舞に寄与するとともに葺き上がりが日本人の感党

に ? .. ; チする。 3.3m' 当たり 43kgの重盆は、 平板

宅根スレートと問機、円本瓦のヨt! i. tの必-y. に紺

表 1

図 1

寸 法

ftb き

l耳 さ

材 質

l 枚当たりの重量

3. 3m' 当たりのill 盆

3. 3m' 当たりの枚歓

主主効率 Ｈ ｾ事館 率Ｉ

国 定 方 法

l重l T.E 釘

固定方法

当し 、軸組へ

の負担を軽減

する 。 またつ

ぎの固定方法

とも合わせ、

地震に対しで

も安 全性が向

上している 。

l∞l 缶四 X 604mm X  47mm 

908mmX454mm 

5.5mm+ l. O- 0  

基材: 石綿スレート系

5.4kg 

*' H3kg 

8 枚

68% 

吊イー方式

リング耳、イル90mm

図 2 および図 3 に示すように、 U 瓦の固定方法

は瓦の後方を吊子とリングネイルで打ち止め、つ

ぎに重ねた瓦の前部を晶子の先端を折り曲げて抑
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える煽り止め工法を採用している 。標準施工法に

よれば、 2 階建の一般住宅において、 60m/ secの

風圧力が作用した場合にも建築基準法施 行令( 告

示 145号) を十分満足することを動荷重試験により

目在認している 。

図 3

耐風雨性能

U 瓦の水切り重ね長さは、標準で倹 100 mm、縦

150 mmあり、 JI S A  5423およびDI N 274 の規格に

合致する。ま'た、暴風雨H寺を想定した試験( 10分

間降雨量50mm、風速30m/sec) において縦重ねが

150mmであれば満足できる防水性能を発揮すること

が確認されている( 建築研究所への 依頼試験 未

発表)。 役物類との取り合い郎 、壁際等との取り合

い郎の雨仕舞についても、乾式工法( し つく い等

を使用しない工法) を採111し、施工のバラツキに

よる不具合の発生を防止している。

断熱性能 (防暑性能)

屋根面からの熱射流入を減少させるためには、

屋恨主主材料、下地材料、断熱材料などの総合の熱

コンダクタンスを小さくする必要がある。 U 瓦の

場合には、里子地図と瓦裏面の聞にできる波状の空

間が断熱効果に寄与する 。

実際の家屋における温度測定によると、同材質

の平板屋恨材の場合に比べ、最高温度で室内空! 日l

で1. 8. C 、里子地板裏面温度で9. 9. C低い f直が得られ

た。 この測定は隣接した同一形状の 2 階居室を中

心に実施したもので、配鑑、風向 ・風速による影

響等も考l . I ! r . しなければならないが、 図 4 のグラフ

にみるように、ほ 11 . ' 信頼できる差である 。 また、

同グラフから推測されるように、冷房に要するエ

ネルギーも節約されると考えられる 。

I. C )  

温

度

601  測定 S 53.  8. 29 

50 

40 

20 

10 

場所均玉県本庄市

_ . . 野地板裏面温度( u 瓦}

← _  ｾ＠ 4'  (平板a )

< > -。室内空間温度 IU瓦)

(平板瓦}

6  '7 8  9  10 11 12 13 14 15 16 17 

時間( 時)

図 4 室内・野地裏面の温度変化

遮音性能

図 5 に、残響室法音響透過損失の測定結果を示

す。一般に壁体の透過損失は平均面密度できまる

t王) 日本瓦は桟木工法であり、 胞工の良否とも 関係するので、

一般的な 1直と断定することはできない。

60 

51 

40  

宅

金K

530 

剣

10  

125 250 5∞ 1∞o  2000 4000 

周波数 (Hz )

図 5 瓦の音響透過損失

質量則に従うので 、 日本瓦が{憂利のはずであるが、

高周波域を除いて効果が少ないのは瓦 !日iの隙間の

ためと考えられる さ} また平板瓦と U瓦の差は、前

者が合板を含めた 一重E主的であるのに対し、後者

は二重壁的に機能するためと考えられ、 U 瓦は全

周波数領域にわた って良好な値を示している 。

耐久性能

日本における石綿ス レートの歴史は 11)1治初H11か

ら始まり、現存する最も古い[ 史 JFI 例 は、神戸の卜

ーマス邸のものといわれ( 施工明治37年) 、 70年の

風雪に耐えている 。石綿スレートは、年月を経る

に従い吸水率が減り強度が増加する性質があり、

耐久資材としての住宅に適した材料の一つである 。

U 瓦はこの基材の表面に塗装仕上げを施してあり、

現在まで 7 年間の暴露試験に耐えている 。屋根は

住宅の i司H立の中で最も厳しい外部作J . l l を受けるが、

その表面材の健色 lま、 外壁等と問伎の速さで進行

するのが望ぞましい 。 U 瓦にはアクリル系の特殊

塗料を[ 史111 し、下塗りとして無機質顔料層を設け

ているので、これらの要求を満足するものと考え

ている 。 ( 潮岬暴露試験HH始昭和50年10月)

施工性と品揃え

U 瓦は大版サイズで吊子固定方式の採川により、

平板瓦と同級に特殊な熟練なしで、均質にn き上

げることができる 。施工時やテレビアンテナ取り

付けなどの付帯工事においても、踏み古 IJ れ現象が

非常に起こりにくく、安心して使える屋根材であ

る。 U 瓦の f宝物には日本瓦の親しみやすきを表現

した標準シリーズ、スパニ y シュ瓦の聖書やかさを

表現し、施工の簡略化を計った丸棟シリーズ、資

m低減を目指した板金丸棟仕織の 3 シリーズが主

体であるが、最近では、軽量であること 、固定方

法が選択できること( 下地 を選ばない) などをメリ

ットとしてパラペットへ使mされるケースがでて

きた。 54年 1 月からは、日本住宅公団タウンハウ

スのコンクリートスラブ用の屋根材としても使! 日

され、次第に認知度が向上 してきている。

今後、これら省資源、省エネルギーにも役立つ

屋恨材として 、全国販売に向け取り組んでいく考

えである。

( ささやま ひでかず積水化戸工業K附 f; .  1問 材 ¥

事業本部屋恨材プロ ジェタト ::I J主任企画nJ



昭和53年度・第 8 回若い会員の集い

歴史的環境と建築設計

… 京都でのいえづくり・

まちづくりを中心に・・

レポート

土屋敦夫氏

京都の景観行政による制度のあり方

一 大西国太郎氏の講演

大阪や} j t " ｉｩＱ ｓ という郎市は、 Ｍ ｾｊ ー タにして出来上が

ったものではなく、幾多のlE史的な変濯を経て、今日

の大阪や京仰の MS市長観ができたのである 。そして現

在も激しく変貌しつづけている 。 そういった庶史的な

環境を生かしながら、現在が両生するところの新しい

環境をつく っていくのは非常に機しい 問題で、京都や

大阪という郎市において、それぞれ都市景観の手法や

保全ならびに淵豊富の淵和l も巽な ってくると 忠われる 。

本論では、京都を例にと って、京都ではどのような

形でどのような手法でもって歴史的環境と現在の郎市

活動との調和淵豊富をはかつてきたか、とくに昭和147
i
ド

に制定した「京部市市街地 ｾＮ観条例」を中心にして話を

進める 。

}jr  MSの市街地は、点、北、凶の三方を山で図まれ、

南に l持l けた土地柄で、その山々は市街地景観の背景と

なっている。ただ単に 1-f 長にな っているのではなく、

京都市民が日々これらの山を兄て、現在、京都に住ん

で生活をしているという実感をもち、京都市民の意識

をまとめあげる上で、非常に重要な役割l をこの悶闘の

山々はも っている。

京都市では、昭和1の初めから歴史的景観と現代的対

観の共存の Jレー Jレのーっとして 、反. u 也主主区を指定して

いる 。現在約14，000ヘクタールの広い地域にわた って

いるが、これは京初の市街化区域にほぼ匹敵する広さ

である 。

このl員数地区の制度では、凍結的保存ができないと

いうことで、京都の双ケ丘/ l ll発問題、鎌倉の鶴ケ丘八

怖宮の裏山の 1m発Ji lJ迎j が契機となり、昭和41年に古都

保存法が制定された 。この制度により、消水寺や修学

院出佐古ーなどとその背後の緑の山も 一体として「歴史的

風土特別保存地区」に指定され、凍結的に保存されて

いる 。

このようにして、市街地周辺部については風致地区

や古都保存法で豊富備されてきたが、市街地においては

系統だ った制度がなか った。そこで京都市では、昭和

40年代の初めから調査、t I I i :tL1、、 J十画、行政指導などを

おこない、昭和47年に市民のコンセンサスを得た上で

「京都市市街地長鋭条例」を制定した。

この条例は三つの柱から成り立 っている。

まずーっ自の柱は 、京仰の歴史的景観と現代的な 一

般市街地 との両者の澗利をはかるところの美観地区と

巨大工作物規制区成の制度である。 liiJ 者の制度は、市

街地の長鋭にと って 重要な{ 動きをしている御所、 二条

城などの大規模な歴史的建造物とその周辺市街地に、

また京都の中央を流れる鴨川の両岸沿いや ｭｾ 水の地域、

鴨川 と東山にはさまれた鴨京地区に「美観地区」を指定

している。後者の「巨大工作物規制区域」は京都タワー

問題の教訓を生かして制定されたものである。巨大な

鉄塔や高架道路について届出端1I にし、その規模形態、

意匠をチ ェックしている。

二つ自の往としては 、美観地区や巨大工作物規制区

域というネガティブな規制だけではなしに、より fi'1.r.Ji

的に補助金制度をJ { X り入れて、伝統的寺町なみや歴史

的な景観を保全し、より美しく I1基示していくために「特

別保全修公地区」を制定した 。 昭和 ＴＷ 年に ｾｉ 水の ｬ 宝寧

坂地区を、昭和49年に紙悶新柄地区を地元の方々の理

解と秘儀 (J'') 1 j : 協力のもとに指定し、昭和51if- には国の

「重要伝統的建造物群保存地区」の選定を受けている。

また今年の 3 月には、奥嵯峨の鳥居本地区が「重要伝

統的建造物群保存地区」に選定されている 。

三つ自の往として、京間1市では啓発事業を持続的に

行っている。景観討論や公証J I . シンポジウムというもの

を、おもに市民を対象に行 っている。

市街地: i ic観対策は市街地去観条例のみですべて対応

することはできないので、京都市で、は用途地域に連動

してお度地区を定めている 。周辺部は低く、中心部へ

行くにしたがってｉＧ ＺＺｊ くという身えをしている 。 中心 ｭｾ

ではm，:百府ピ Jレも，j I f 容すべしという考えから 45m，:'百度

地区を定めているが、 Ｓ Ｑ ｭ をￆ｡える ｪ ｊ［ｾ ? ，- については応

出制にしており、景観等に 1;1: l'分寺両日l厄をお臨1いして

いる。

ぶ仰の伝統的な田I なみ保存は、 J;( 1i1Sh. r ¥といわれる

「変化の過程を ill 悦した保全J をはかつている。 凹I なみ

保存というのは一極の町づくりにほか♀らないと 巧え

ている 。 r I 本の主主物は木造であり、個人住宅であると

ころから保存をしようとすると個人のな志で、被式保存

をしていかねばならなし、。 どちらかといえば、ソフト

ウエア的な阿づくり、あるいはそのルールづくりで、

建築協定的な符えでも って械式保存ということになら

ざるを得ない。 そこには、田Iづくりな識がないことに

は日本の阿なみ保存はできない 。

回Tなみ保存の1 : 1止は rnl ( やI也Ii!( 住民であり、行政の

i生訓は、これら市民ある L、はI也域住民の内に潜生する

斯くありたいという願望、あるいは微式を掘り起こし

て、そのコンセンサスを得たうえでルールづくり( 条

例化) をすることであると考えている。

(まとめ佐野利治・浅沼組)

歴史的環境と建築設計

高田 昇氏の講演ー

歴史的環境を背景にした術っくりは、今 11 の地域再

開発事業の手法としてきわめて有効である 。 というの

は、今日の地域開発の山内の一つ は、地域文化の振興

がうたわれているように、それぞれの地域の住民のコ

ンセンサスを得た特性と Ｔ 由 ＨＱ 性をよりｾＮ体的に ｊｦｾ 成し

ようとすることである。そのためには、地域の 1' 1然や

廃止i を踏まえたより広い地域文化を卜分に検討するこ

とが必要である 。

一方、 I也峻I l 日発、街づくりを進めてゆく予だても、

従来から進められてきたような交通システムに代表さ

れる衡のfi 絡づ くりや、公団に代表される街のコミ ュ

ニティーづくりとk どを、より予告l員約にぬう街の総合的

プロジェクトが求められている。そのためには、「わが

倍'I J を愛する住民IEj 践を基終にした住民の積極的な街

づくりへの参加か望まれるのである。

そこで地域プラナーが住民とともに街づくりを進め

てゆくためには、術の景観、街並み全体をどう} 形成し

てゆくか、その展望とともに、デザイン感覚を向上さ

せてゆくことが必要である 。そしてよL体策として、地

域の歴史、自制、紫材をもとにした4出向な創造活動と

しての1 ! i づくりがなされるのであろう。それはプラナ

ーとしての建築家が地域の住民と文化に十昆ざした新し

い建築家の生き織である 。

実に、 ｩｩｦ 程ｊｬＮｊｩ ｩｊ ｊｉｩｪととりくむ ｉ 也減 の ｉｾＮ 主計は、建築家と

地元の共同作業なのである 。

一一ー現在までの「歴史的街並みづくり」は、観光事業的

意味が強いため、外観デザインに重点が誼かれている

が、 rw並み J が地域の文化として恨づくためには、建

物の内容、生活を重要視すべきであろう 。

( まとめ 山形政昭・大阪芸術大学)

建築設計を通しての景観行政

一 新田 隆氏の講演 ー

ε歴史的対観をなせ. 守らねばならないかとということ

は、ただ古いからではI j : < 、古い時代において、生活

圏= 経済圏という中で、建築を作ることは、良い意味

で、自己顕示であり、また文化を作っていくエネルギ

ーであり、それが肢史的な rlJ で、1 t の J11 いものを作り

出してきたという; ' Q' I味がある 。 これを現代で考えて見

ると、高度成長mJ の中では、投資に対しての償却から、

形あるいはボリューム el C. が決ま っていると言っても

過言ではない。一部のごく限られた所に企業を象徴す

る超高層建築物が詮つことなどは、現代文化の代表と
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言える 。

美観地区は特別保存地区と根本的に途い、古い建物

の建て f: : t えが行われていくのが大前提である。景観問

題として、「残っているものと大きく違わさないために

瓦屋恨を作る」という程度の気持ちなら、将来どんな

街並みが、できるのか非常に心配なことである 。建て

f干えが進む中で、昔と同じ景観ができないのは、必拙

的なことでもあり、重要♀ことは、個々の建築家が本

当に取り組むことが必要なのであり、そのi R . f n が将来

の街並みを作 っていくということで良いと忠われる 。

今回の美観地区 l卓、言うまでもなく京本願寺の景観

にそぐわないものにならないように、 一種のデザイン

規制j をしているが、より 1見実的な方向としては、町単

位の、最観保全が必要であると思われる 。単に直線的

な線引きで決めるのではなく、建築協定などとの述結

により 一定の 11以上の物を作るのである 。これは京 dl l

の住人の伝統的: 否、識の強さ、また自分i圭の「田TJ に対す

る誇りの強さなどから考えても可能だと思われる 。

また法規制lの面からも建て替えのとき、現存物を残

すことは、機能上可能な場合でも非常に困縦である 。

今後、景観行政、消防法、基準法 e l C. f j : どの述動も必

要である 。

( まとめ 中川 ・野村建設工業)

パネルテε イスカ ッション

講師三氏よりそれぞれの立場から講演があ った後、

休恕を挟んで土屋氏を司会に質疑応答に移 った。 さす

がに行政官 Ａｉｊ 大西氏への質問が多く、規制に対する ［ｩｾ 都

市の体勢 ・街づくり構想 ・都市防災の問題 具体的指

導内容 ・デザイン論 ・経済問題にまで及んだ。

まず ;Jt 都市受け入れ側の姿勢として 、現場処当者は、

建築 ・土木 ・造園等各専門校術貝であり、定期的に勉

強会を| 別き、実力向上に努めているということである 。

担当者レベルで判断不可能な事例は、専門委員会美

観風致委員会に計 って決定しているという 。美 観 景

観とい ったデザイン上の問題はかなり主観的なもので

あり、建築家の力量とともに、それを審査する 111当者

の判定能力 ・規制基準が問題になる 。現在のJ { . 体的規

制l内容をみても、いまひとつこの点で不安が残 った。

つぎに京都市の街づくり締想は、 ｉｉｾ 和 ＴＴ 年「総のオ、

ｹ トワ ＭＷｾｊＺＺｊｊ として、歩行者空間、疏水 自転車

道の整備を推進し、良好f j : 古s市環境をめざしていると

い うことである 。そして都市防災については、京都市

の消防活動 1; 1 : . 、かなり皇室備され、防火水槽 ・消火後等

諸施設のI哲加をはか つている 。一方、従来のあじわい

をも った不燃材料の開発 ・実験を併行しているが、決

定的な材料の開発にはいた っていない。単体または部

分的主美観 京観とともに、広範圏な地区での美観も

取りあげられていたが、これについてはかなり被雑多

岐♀問題が山積しているが、とにかく美観地区周辺の

土地を、行政( ! ! IJ が'Ci 収、自己防衛につとめているとい

うことである 。 しかし文化財保護とは異なり、これか

らのm市計画と歴史的長観の保存両面から解決してゆ

かねば主らないことであり、解決策を兄出すのは主か

♀か困難である 。

この点に つ いて、高田氏は、法による ｾｑ 市 ｉｊ だけの美

観づ くりではな く、伝統的綴式を忠、実に守る地区対

比的調和をも った建築を肯定する地区に分けた ゾーニ

ング方式を縫案され、同時に基本的には建築家の力量

によるもので、失敗するよりは近似的調和を J十る方法

も考慮 しなければなら主いとされている 。 そして広〈

批評t古動の風潮を育て、 一般市民 建築家両者の啓蒙

が必要であると発言 された。

結局、古仰の美観景観問題は、単純に結論される

ものではな く 、法規制とともに設計者の自 ｉｊｾ を阻害し

ない行政( J ! l JのがI向きの姿勢 ・建築家の良心 ・力虫、市

民の協力と地域文化のレベル向上等々、多くの| 問題を

総f . I i して考えてゆかなければならないと i思う 。

( まとめ 宮崎敏子・竹中工務庖)
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歴 史 的 環 境 と 建 築 設 計

K. A  

私 は 、 今 ま で の と こ ろ 本 講 演 会 で 話 題 と な っ た

よ う な 、 歴 史 的 環 境 の 中 で 、仕 事 を 行 っ た 経 験 を

持 た な い。 よりよき人 間環 境 = 建 築 環 境 を め ざ す

人 間の一人として 、 そ れ ぞ れ の 歴 史 的 背 景 を ひ め

ながら、かけがえのない人 間的魅力にあふれたまち

( 京都、倉敷、神戸、機J兵等) でのまち作りに建築

を 通 じ て 参 画 す る こ と は 、 私 の 設 計 意 欲 を い ち じ

る し く も え 上 が ら せ る に ち が い な い 。 こんな背景

か ら 、 今 回 の 講 演 会 に 参 加 し た 。

歴 史 的 環 境 と い う こ と ば を 考 え る と き 、 時 代 背

景的には、京都産寧坂地区や、倉敷、望号筒等の江

戸時代以前と 、神 戸 北 野 町 や 横 浜 元 町 等 の 明 治 以

後に大目IJ できる 。 前 者 は 歴 史 博 物 館 用 観 光地 とし

て 、 ま た 後 者 は 、 エ キ ゾ チ y クなショッピングゾ

ーンとして 、 そ の 地 区 の 性 格 を 位 置 づ け る こ と が

できるだろう 。

このような 、歴 史 的 環 境 の 街 に お け る 建 築 家 の

仕事として、私はt J ; 11 f I にして多くは知らないが、

神戸北野町における安藤忠、雄氏の 2 つの仕事が思、

いうかぶ。 明 治 に よ る 神 戸 港 開 港 以 来 の 外 国 人 の

居 留 地 と し て エ キ ゾ チ y クな洋館建築が点在する

北 野 町 に お い て 、 ヒ ュ ー マ ン な 景 観 の 問 題 と 、 商

業 建 築 の 持 つ デ ザ イ ン の 新 奇 性 の 問 題 と の 相 魁 に

一 つ の 解 答 が 出 さ れ て い る と 感 じ る 。異人館のイ

メージを形態の全貌においてではなく、部分とし

て 壁 の テ ク ス チ ュ ア ー に 受 け つ ぎ 、 街 並 み を 、 形

態 的 な 類 似 性 の 追 求 と し て よ り も 、 ボ リ ュ ー ム の

問 題 と し て 建 築 規 伎 を お さ え た 氏 の 方 法 は 、 附 近

に多く建てられている 。形態のみ異人館に類似さ

せ た 建 築 物 と く ら べ 、 北 野 町 の 環 境 に よ り 多 く の

貢 献 が な さ れ た も の と 感 ず る 。

神 戸 北 野 町 に お け る 場 合 と 、 今 回 の 講 演 会 で テ

ーマとなった京都市の場合とでは、その地域のも

つ 性 格上 、 い ち が い に 同ー の レ ベ ル で は 考 え ら れ

な い で は あ ろ う が 、 京 都 市 市 街 地 景 観 条 例 の 中 で

示されている、美観地区内での形態市IJ 限= ( テク

ス チ ュ ヤ ー と し て は コ ン ク リ ー ト 、 金 属 等 の 物 量

感 を 感 じ さ せ な い も の 、 デ ザ イ ン と し て は 水 平 を

重視する ) や、また l茎l l i I 坂地区等に摘要される特

別 保 全 (1基景地区内での建築様式、使用材料、色彩

に 致 る ま で の 厳 し い 形 態 制 限 は 、 その粂例が告IJ 定

さ れ た い き さ つ ( 地 区 住 民 の 十 分 な る コ ン セ ン サ

ス) や地区の特殊性等を考え合わせたとしても、

なおかつ私達建築設計にたずさわる人間にとって

釈 然 と し な い も の を 感 じ る の で あ る 。歴 史 的 環 境

保 存 と い え ど も そ の 目 的 は よ り 良 き 人 間 的 環 境 を

作 る こ と に あ り 、 単 に 歴 史 上 の 一 時 代 の 様 式 を そ

の ま ま 凍 結 す る こ と で は な い と 考 え る 、 過 去 か ら

現代に生きさらに未来へと連綿と続く歴史の中で、

あるものは受けつがれ、あるものは変質しながら

生きつづける 。 …・ ・・ こうい ったことのない街は 、

舞台のカキ害IJ か、良くい って映画の七 γ トにしか

すぎないのではないだろうかワ

各 種 規 制 に つ い て 思 う

補 正也

年 を と る と 自 然 に 古 い も の に 関心 がわいてくる

よ う で す が、若い人々の主催でこの会が聞かれ、

真 剣 に 討 議 さ れ て い る の を み て 感心 しました。

古く良いものを保存し 、 それをみださないよう

な ま ち づ く り を し て い く こ と は 、 老 朽化 したもの

を 便 利 で 新 し い も の に と り か え て い く 行 為 と 相 対

す る も の で す が 、 共 に 人 間 の 欲 す る と こ ろ と 思 い

ます。

まちなみはそれが作られた時点で最も良〈バラ

ンスのとれた方法の集積であ った と 考 え ら れ 、 作

意 的 な 形 態 の 規 制 で な く 、 風 俗 、 習 慣 、 制 度 、 材

料 な ど の 面 で 規 制 さ れ 、 無 意 識 の う ち に あ る 種 の

統 ー が 生 ま れ た と 思 い ま す。

しかし現在は各面で多織な時代になり、かつて

の よ う な 統 ー が 成 立 し に く く な っ て い る た め 、 保

存 の た め に は 形 態 の 規 制 も や む を え な い と 思 い ま

す。

こ の 規 制 に つ い て 京 都 市 の 大 西 氏 に 具 体 的 に お

た ず ね し 、 答 え に く い と こ ろ を か な り 明 確 に ご 返

事 を い た だ い た こ と は 、 や や も す れ ば 抽 象 的 に な

りがちなこの種の討議をはっきりしたかたちでと

ら え る こ と が で き 、 今 後 仕 事 を 進 め て い く 上 で 大

変 有 意 義 に 感 じ ま し た 。

規 制 が あ る 場 合 、 こ れ が バ ラ ン ス 良 く 作 用 し 悪

法 と な ら な い よ う に 常 に 制 御 し て い く 必 要 が あ り

ます。 こ の 制 御 の 方 法 が 大 変 な 難 問 で あ る と 思 い

ます 。 具 体 的 に ど う す れ ば 良 い か は 考 え の 及 ば な

いところですが、多くの規制が定められた場合、

規 制 聞 の ア ン バ ラ ン ス だ け竺でもすみやかに是正し

ていくべきと j忍います 。

古 都 と は 関 係 な い こ と で す が 、 最 近 こ ん な こ と

が あ り ま し た 。 あ る ピ ル で 建 築 基 準 法 お よ び 駐 車

場 法 に よ り 武 重 な ス ペ ー ス を さ き 、 進 入 革 路 幅 を

一 車 線 分 の5.5mとらされ 、道路管辺{ J ! l J で は 歩 行 者

の 保 護 対 策 と し て 歩 道 の 切 り 下 げ 幅 を 一 車 線 分 の

4 mに規制されました 。 日月らかに建築主は規制の

ア ン バ ラ ン ス の 問 で 損 を し た の で す。

互 い に 目 的 を 正 し く と ら え 、 あ ら ゆ る 意 味 で む

だ の な い 規 制 を つ く り 、 単 純 に 結 論 の 出 な い 問 題

は さ て お い て 、 す ぐ 出 来 る も の か ら す み や か に 是

正 し 、 人 々 が ス ム ー ズ に 従 え る 規 制lや 雰 囲 気 が 生

ま れ る こ と を 願ってやみません。

(戸田建段)

何を保存するのか ?

光 安 義1専

3 月31日に日本建築協会主催で「歴史的環境と

建 築 設 計 ... . . . 京都でのいえづくり ・まちづくりを

中心に・ ・…・」 と い う テ ー マ で 、 行 政 者 の 立 場 ・建

築 家 の 立 場 ・都 市 計 画 者 の 立 場 と 、 そ れ ぞ れ の 立

幼から 3 人 の 講 師 が 話 さ れ る と い う こ と を 知 り 環

境 保 存 に は 、 少 な か ら ず 興 味 を 待 って い た の で 参

加 す る こ と に し た。

保 存 と い え ば 、 以 前 、 あ る 機 会 に 恵 ま れ 、 友 人

と 2 人でヨーロッパ旅行をしたとき、 「ヨーロ y

パの京都」と言われるフ ィレンツ ェ に立ち寄った。

中 心 部 は 、 観 光 客 も 多 く 、 観 光 化 し て い た の で 本

当( ? ) のフ ィレンツェを求めで路地表廻りをした 。



会場風景

そこには、電柱や電線のない石造の町並み、石ダタ

ミの路地など非常に印象深い光長が沢山あ った。

その中でも 一番強〈印象に残 ったのが、道路工事

現場であ った。 そこでは、工事のために 、今まで

敷き詰められていたであろうと忠われる石が道端

にキレイに積まれ、その備には、古ぼけたランプ

がぶ らさげであ った。 その古ぼけたランプは、電

線や電池を入れるケースが見当たらないのに光が

灯 っていた 。友人といろいろ捜して見たが、やは

り見当たらず不思議に思いランプのフタを IJIJ けて

見ると、中には太めのローソクが l 本入 っていた

のだ。 その現場が、たまたまそうだ ったのかも知

れないが、非常に感激したのを党えている 。

日本の保存を考えたとき、種々の指定を行い、

地域、 地区を決め、形態や材料、色までも法的に

規制し景観を保とうとしている 一方で、無雑作に

道路標識や' 1 U . f : 主を立て、電線を張りめぐらし、景

観を台無しにしてしま っている 。

また重要文化財に指定されたために家の改造や

修理が出来ず、こわれかけた中で生活している人

々や、時の流れとともに生活様式が変わ っている

にもかかわらず、生活形態を変えられずにいる人

々が非常に多いと聞く 。 そして、「・・… υ ・・ らしさ」

を保つと 言いながら、観光客を集め静けさや、索

朴さを破竣しようとしていることに何か矛盾を感

じでしかたカずない 。

保存とは、い ったい 何 を保存するのだろうか?

生活を無視し外観のみを保干字するのが保存であろ

うか。博物館にすることが保存なのだろうかつそ

れが保存であるなら、保存活動は全く無意味な活

動ではあるまいか。 しかし、京都の町や神戸の山

ノ手へ行くと、都心にない何かを与えてくれるよ

うな気がする 。

保存活動に意味 を見出すなら、それは、高田氏

が言っ ておられた「住民の来鋭意識を高めること」

ひいては 、心に{ 可かを与えてくれる町並みを造ろ

うという意識の保存であろうか。

( 光安建築設計事務所)

日 時 昭 和54年 3 月31 日(土)

開場13 ・30 開会14 :  00→閉会17 :  00 

会場薬業年金会館・5階・507号室 (南区谷町 6 丁目 36)

鵬 師 大西国太郎氏 (京都市都市計画局風致謀主幹)

高田 昇氏 ( C O M計菌研究所代表)

新田 隆氏 (生活空間計画事務所)

司会者土屋敦夫氏 (金沢工業大学績姉)

参加者 43名

スケ ジュ ール

14 :  00 開会のあいさつ 山形主査

14 :  05- 14 :  15 司会者説明 土屋敦夫氏

15:  15- 15 :  40 講 演 大 西 高田新国各講師

15 :  40→16 :  10 一一一パネルテ'イスカ ッションー一一

16 :  20→17 :  00 質疑応答・閉会
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|  

「歴史的環境と建築設計」講演会を終えて

土 屋 敦 夫

「歴史的環境と建築設計」という 、いささか堅苦 る状況 において 、 もつべき意義を 中心に話を展開

しいタイトルのパネルデイスカ γ ションの司会者 された 。 そして現代において都市づくりは地域の

として、まとめを書いてほしいと依頼されたが、 文化レベルを高めてゆくなかでなされねばならな

委員の方がすでに各パネラーのー要約をなさ ってお いこと 。 その場合、各地域特有の景観を保全する

られるので、私はパネラーのご意見に対する 、 き ことがその核 としてきわめて有効であること 。 ま

わめて主観的 な感想、というような風にまとめてみ た歴史的環境の保全は行政とデザイナーにその共

たい 。 同によるきわめて創造的な行為であることなどと

当日のサプタイトルが「京都でのいえ づ くり、 話された点が、豊富な体験のうえでの言葉である

まちづくりを 中心に」ということで、まず京都市 だけに感銘を受けた 。

都市計画局風致謀の大西氏が、京都市の景観保全 さらにお田氏は質疑のなかで、大西氏より説明

行政について、歴史的推移を 中心に話を始められ のあ った京都市で実施されている景観保存を 、行

た。 そこでは長観行政と 関 わりをもっ法律とそれ 政としてきわめて高〈評価 しつつも 、それが現在

による 地区指定、細かくは都市計画法による風致 のところ、いわゆる 観光地 を中心になされている

地区、古都保存法による歴史的風土特別保存地区 ことを指摘 し、今後の問題点として観光地ではな

京都市独自の市街地景観条例による美観地区、な い普通の田Tにおいてはどのような展開をみせるの

らびに特別保存修景地区、とい ったこむづかしげ か、また保存子法として 現在は形だけ、すなわち

な諸法律がどのように整備されたか、またそれら ファサード保存に限られているのであるが、建築

をいかに適用して具体的 な景観行政が進められた の内部 までも、さらに敷術すればそこでの住民の

かが話の中心となった 。要はそのような法律にむ 生活までをも含めて、どのようでなければならな

りやりせめたてられて 、行政側が対応をせまられ いと考えているのかが問われていようとつけ加 え

たというよりも、調査 ・立案による 蓄積をふまえ られた 。

ながら 、むしろそれらの法律を 利用し、必要とあ たしかに今後、町並み保存をはじめとする長観

らぱ独自に法律を制定して 、 きわめて 積極的に去 の保全が、地域の文化的核として、歴史的環境に

観保全に努めてきたという点が印 象 に残る 。 とく おける計画の重要な手法になるかどうかは、まさ

に指定にあたる場合の恨廻しの深さ 、住民側への にこのような普通の阿 において 、十分な説得力を

対応の細やかさは、ま ったく目をみはらされるも もち、その実施のためのプロセスを確立できるか

のであ った。 どうかにかか っている 。そのためにはまず、そのよ

つぎに新 田氏から、京都市の歴史的地区で実際 うな歴史的環境がきちんと評価され 、それが多く

に設計活動 を行 った経験をふまえて 、建築家の立 の人に理解される必要がある 。この意味において、

場より意見が述べられた 。 その 中では 、いわゆる お田氏がリーダーとして活断i してこられた中之島

伝統的な 町並みに居住する施主の、 町 に対する誇 保存運動で、毎年開 催 されている 中之島 まつりは

りは非常に強いものであることに、あらためて篤 その手段のひとつとして興味深いものである 。

かさ れたと発言があった 。私もか つてそのような いずれにせよ関西地方は歴史の古さ、ならびに

地区で居住意識などを調査したときに、 同様の感 重要度、さらには重層性からみて、このような歴

慨 をもたされたものである 。 どうもわれわれ 、現 史的環境がさまざまな特色をも って、密度漉く分

代の教育をうけた建築家やプランナーは 、伝統的 布しているのである 。歴史的環 境はなにも京者fl ゃ

な田Tや家に対する住民の強烈な愛着を、封建的 な 奈良だけの専売ではなく 、大阪にも 神戸 にも、そ

意識でbあり、俗悪な趣味として、あまりにも簡単 のf也関西一円にたくさんあり、その数の多さと種

に唾棄すべきものときめつけていはしなか ったろ 類の多さこそが、関西の生活環授を笠かに してい

うかと考えさせられたものである 。 るのである 。 ちかごろ 関西復f径がよくいわれてい

また 新田氏は 、古い建物をなんとか残したいの る。関西復権 とは奪われた関西の歴史における先

だが、設計条件をつめてゆくと 、 なかなか残せな 取り性を 、再度とりもどすことであり、それには

いということになる 。 そのために卵体は鉄筋コン 関西の盤かな皮史的環境を、 地域の文化の核とし

クリ ー トとして瓦屋根をのせるというような、な で再利用し、計画のなかに位置 づけてゆかねばな

にか消極的にしか思えない解決をとらざるをえな らない 。

くなると、実際の建築にあた った建築家の心情を 京都市における長ー観保全行政 1; 1 : 、今までの国ー

もらされた 。 じっさ い、 瓦の庇をく っつけるとか、 県 市町村という縦割りの行政組織のわくから ー

単なる 材料の問題 とかでなく、歴史的環境におけ 歩ふみだし、自分たちの IUTにと って何が価値があ

るも っと根本的なデザインの方法論がいまだ確立 るのか、何が必要なのかを見極めて、住民の要求

していないのである 。建築家は 何 もないどころか を先取りしつつ進められたものとしても注目され

すべて打壊してしま ったサラ地に、自己の建築を るものである 。 このたび、京都市における 一連の

建てることにのみ集 中 し、 まわりの環境、景観な 景観保全行政が、日本建築学会より本年度の業績

ど無視 もしくは l昨日兄さ れ るべきものとうけとられ : l ' t を受けることが決まり、行政 当局の着実な努力

てきたといってよい 。 が評価されたことはきわめて喜ばしい 。 これを 機

最後にプランナーの高田氏より、 中之島の景観 会に多くの町で歴史的環境を生かしたまちづくり

保存をはじめとする住民運動など幅広い活動を通 いえづくりが進められるようになることを期待し

じて、歴史的環境の保存が現代の都市計画のなか たい。

で、とくに新たな町づくりの子法が求められてい (金沢工業大学講師)

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 
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- 中国を訪ねてく 5 ) 一 一 王 柏 群

農村に思う

ｾｴｊ 江の ｗｊ はからョとして 全〈 爽やかです 。

バ ル コ ニ ー で Jj何一 杯 に 深 呼 吸 を し 、 そ れ か ら

食: h l ーで好物のお5*") と 何 豆 腐 (1味II{.守で機 酔 させ

た 豆 腐 ) で 朝 食 を と る の が 楽 し み で し た 。

ほ と ん ど 辿 11 の よ う に 、 久 々 の 再 会 を 喜 び

合 った IEJ ;tの 旧 仰 と 、 旧 友 と 、 あ る い は 北 京

で の 偶 然 の ，I.B会 に 篤 い た 11 本 で も 滅 多 に 会 え

えぬ旧知と 、 ビ ー ル や ワ イ ン を 飲 み な が ら 賑

や か に 聞 ん だ 公 食 や 夕 食 の l味もまた絡日Ij でし

.-
，ｾ 。

著 名 な 料 亭 へm1- : r されたり、数| 口| 北京飯山

へ ，ｾＧ， かけて会食したほかは 、 ほとんど約合の

華僑大厄' で食・Jj : をとりましたが、 Hキ折り独り

で 食 'Jc を す る 場 合 は 、 料 理 を 二 J211 も注文する

と食の紛れ、弘には到底食べ切れないので、も

っ ぱらミ川肉丸湯今と称して大きな ｉ ｾ Ｚｊ 1・I1rが

Ｕ 、 Ｖ コも人 っ たスープを 一 つ沌文し、 ｩ ＨＮｾ ｊｪ日

し た の を 党 え て い ま す 。 参 汚 ま で に ホ テ ル の

菜議( メ ニュ ー) の - :'i1) を記しますと、魁' tri ても

は、 |去l紙、妙魁 が1. 20元、 l列島幸場組0 .80; 亡、 ス

ー Ｗ Ｂ ｎｩ では持菜 ＱｾＺｊｽ Ｇ ￭ 湖、川 ｼ 勾 Ｚ ｨ ぬがいずれも

0. 70; C、 |央l 料 J ll1は、 古 老 |士]1 .207亡、 五日( ' J 二 |去l

Ｑ Ｎ ＴＰ［ 亡、完全、焼 ｾｌｬＲ Ｎ 60; 亡とい ったよι 介で、このほ

か冬茄 ｊ 必竹、紅Ｑｊ Ｇｴ ｾ￧ｴ 、 ｉ ￮｟ 彩持 ｆ 鋭ヲ ｩ［ 々品 ＱＱ はｾ

日 で す 。

、lill 年1 ; 亡が約113 1
1
jでしたから、 liiI 述 のl土Jl.t l

f 人 り ス ー フ は7911J という' ム: さです 。

二、 ミlズdi・11" の 小 料III U，t ; を覗きましたが、

あいにく，凶 ｩ 品川、 ￭ ｾ Ｇｦ ちＱｉ，ｲＭ ｉＯ Ｑｉが ｈ｜Ｇ しく車， ＧｩＢＧｊｍｩｦ め

ま し た カ ヘ も ち ろ ん ホ テ ル よ り すJ っ と安いそ

うです 。 11本 と の 給 与 ベ ー ス の JE を J57 えれば、

ー自主 ､ｩ ｌ｜Ｚにと っ てはね Ｎ ［Ｑ［が鰐くほど交くはＡｾ

じないでし ょ う が 、 ホ テ ル の メ ニ ュ ー や 政 天

d，ーにも: ! まれた 2251 で 安 (illi な!J! f 菜や以物型fi を比

るにつけ、 di J _ ( の食 '1: ;，fj の' ム:i l::を 'ITIi < 印象づ

け ら れ ま し た 。

，[If;(元 大 阪 を 合 む 北 京 市 東 城 区一 帯: ーの50万 住

民に、このｾｬｬ［な ｮ 菜や染物対 ｩ を供給してい

る 郊 外 の 人 民 公 社 を 訪 ね た の は 、 8 J  1191 1の

引 で し た 。 ホテルから l! ! i 南へ 'I i . で約 '1，11、T-ll1I.&

り、於 Ｑ Ｚ 尚人以公 社 の彼待 ｲ ｊｦへ将くと、 サ ｪＺ ｦ￭ｾ

l.:fr:の '1二)lli ' I:氏が公社の! 涜' ) : と現況を詳しく

ぶ し て F さいました 。

説 lリl が終わ って 、 現 在 総 uii 秘 54，OOOha、 人

口36，500人 (8 ，000111:借 ) を 擁 す る こ の 人 以 公

北京郊外貨土尚人民公社風景

82 建築と社会/1979年 711 刀

社の 一 角へＡｪ ｬ で ｾｬＢ ｦＺ に向かい、故初に今回の 社 を 川 波 し ま し た が 、 植 樹 も 進 み 、 屯 位 も 立

訪 中 で 都 市 住 宅 と と も に ぜ ひ 訪 ね た い と 思 っ ち 並 ん で 、- !，t!_ fllf の 変 留 も な い の ど か な 旧 国

ていた ｊｾ 村住宅を見せていただきました。 ｊｩ ｬ Ｉ［Ｈ です 。 しかしそのかげには必民述の厳し

門 を く ぐ り 、 へ ち ま が い く つ か ぶ ら 下 が つ い白然との闘し、の歴史が秘められ、それは現

た 棚 の 下 を 通 って、1/ : ] 1  1約 9 米 、 奥行 約 4 米 在 も な お 続 け ら れ て い た の で す 。

の 練 瓦 造 平 屋 の 母 屋 へ 入 り ま し た 。 厨 房 な ど 元 来 こ の一 帯 は 幅 約 130 米 、 高 さ 20 数 米 の

は 別 機 に あ り 、 母 屋 は ほ ぼ 61t 占大の部屋 3 * 砂 丘 が 2 キロ' 1 " にわたって続き、初HJJ の 敷 地

に 分 か れ 、 中 央 が 居 1m、 両 端 が 寝 室 で す。 庭 [(I j秘 の 3 分 の l を 占 め て い ま し た 。 必 民 述 の

に は 広 い 花 壇 や テ ラ ス の よ う な 場 所 ( 気 候 の 予で予:担 に 均 さ れ 必 地 に 変 貌 し ま し た が 、 後

よ い 季 節 は こ こ で 食 事 を す る そ う で す ) も あ 代 の 若 者 i主 に 過 去 の 状 態 を 伝 え る た め に 残 さ

り 、 敷 地 は ゆ っ た り し た 感 じ で し た 。 もう ー れ た の が 、 今 払 遠 の 立 つ 丘 な の で す 。

戸、月IJ の 必 家 も 敷地、 家 屋 と も ほ と ん ど 同 じ 牛 主 任 は初 期の 状 況 を 回 顧 し て ミ 冬 春 }i l砂

規模、形態で、恐らくこの公社の標準的な足芸 大 、 夏 季 乾 皐 多 、 秋夫 汗 娃叫 、 道 路没 イj 轍 "

氏住宅ーなのでしょう 。 と 凶 句 で 要 約 さ れ ま し た 。 冬 か ら 春 先 へ か け

居 間 へ入り 、 お茶や; 煙草をすすめられなが て の 119北 j瓜の 銘 威 一 一 樹 木 を 倒 し 砂 践 が 上地

ら 山 家 の 主知} と 気 さ く に お 訊 を し ま し た が、 を 被 う 、 い わ ゆ る 武 臨 万 丈 の 状 態 で す 。 ♀ li'

'ilJ: 灯 や プ ロパ ン 設 (1j ii も あ り 、 冬 は オ ン ド ル が つ の 多 い 夏 を 過 ぎ 高 温 多視 の雨季に人ると、

あ る の で i授 か く 、 住 ま い に l均しではこれとい 虫 害 や作 物の 腐 ら ん に 悩 ま さ れ 、 大 雨の 後 lま

ってィ、 { 更も感 じ な い し 、 結構 満 足 し て い る と 道 路 も 消 失 し 一 面の泥沼て・娃がl!lj く と い う 状

いうお、訴でした 。 中 国で は 大 部 分 が老 人 を 含 況 で す 。

む三 世 代 同 居 世 帯 だ と 11fl い て い ま し た の で こうい った 苛 酷 な 条 ('1・にもめげず、拙樹を

少 な く と も 部 屋 数 に つ い て の 希 望 な ど が!日j か 進 め 、 弁 ) ; を品ai り、排 /J ( 路を巡り、イI 機 j肥 料

れ る の で は な い か と 思 っ て い た の で す が 、 ぢ を 施 す な ど れ 々 と 努 力 を 重 ね た 農 民 迷 は 、 全

か に お 訴 を し て 、 勺 面 の 必 氏i主の 関 心 は 、 臼 t. . t で行芯をしぼ った揚句、ミ貧土圧砂" という

分 速 の 住 ま い よ り も 、 や は り 必 地や 生 産 に 向 方 法 で |二擦 の 改 良 に 取 り 組 む こ と を 決 め ま し

け ら れ て い る と い う 印 象 を 受 け ま し た 。 た。

f也村か ら日々と土を j進んで必 地 を 造 成 し た いわゆる J: の 位 換 仁 法 で 、 地 点 か ら 2 - 3

JAや 、 数 10キロも 先 か ら 岩 を 切 り附l いて延々 米ほと' j 'hli り下げ、車内 L: 伎 の 土 を 1* り1

1

1' ，しでは

と段業川ノ'J( Ji告 を築いた "吊 を雑 誌ミ号: で読んだ記 述( I(Oの砂燃と人れ伴えるのですが、 ー 111二位

憶がありますが、 9 f:u を 担 え る 人 11 を擁 す る 換 とい って も 、 広 大 な j災地 をHI 千にも っ ぱら

中 間で は 、 必地 が ま だ ま だ 充 足 さ れ て い な い 人プ ｊ で挑むのですから、大変な日 ｦｈｱｾ です 。

のが Ｇ Ｉミ， ｴ ＮＧｩＢて、すから、必以遠の ｬ ｬｩ 大関 心 ｾ ｊ ｯ［ が現 金以 - ;J. Lとな って f苦 闘 し 、 呪 在 ま で に す で に

11 ' なお土に向けられているのは、きわめて三1'1 8 0 0  haの 燥地 を こ の 方 法 で 改 良 し た そ う で す

然 の こ と だ と 思 い ま し た 。 が 、 牛 主 任 は 、 少 な く と も 2 、 31111 は 繰 り 返

か た わ ら の 牛 主 任 の 指摘 で は 、現在、身寄: さないと本、 ｬ￭ の効栄は ， ｾｂ て米ないでし ょ う、

り の な い 老 人 法 は 名 段 家 で 分 散 し て 世 訴 を 見 と淡々と ｉ ｾ ｬｪ されます 。 初会に ｮ むね、にと っ て

て い る の で す が、 とくに病弱な 老 人 の場合は、 は 令 〈 気 の 泌 く な る よ う な お .ili で し た 。

厳しい ｊｾ 作業の合ＱＯ ＯＱ ではとても行き届いた世 長い 中 国の ぼ 火 を 振 り 返 る と 、 終 日、引にを泌

却 を す る こ と が で き ず 、 設 (1j ii の 怒 っ た 老 人 ホ じて起こされた良民的起や必 μｾｩｩｩｾ 争、近くは

ー ム を ♀;念、に建設し、老人 j主の I面倒l を! t 中 し 段以による木、F 犬 同 の a や 毛 i二155の 指 導 に よ

て卜分に兄れるようにし、併せて ｊ ［ￆ 民連がヨｾ る |二地革命、と 11" 同 の 歴 史 は 段 以 の u 也や仰

心 し て 乍mに励めるようにしたし、 。 こ れ が 公 圧 者 と の 戦 い の 歴 史 だ と 言 って も 過 汽で は な

社の‘ ' ' 1 1函の重要な減量fi の一 つ で す 、 と い う お いでし ょ う。 中俗人民共手1 J [ l i 1の成立とともに、

ぷ で し た 。 1晩年の係文も- tJ.J un した「耕行イn WIJ の II Il忽

心混まるもてなしに感謝しつつ必家を辞し 、 も 現 実 化 さ れ 、 例 米 政 J(f の 指 導 の F に 令 間 以

つ ぎ の 比乍 先 で あ る 食 1111』工場 へ 向 か い ま し た 。 がまず広段4業を J符符5r7 え、つき

広必U.¥民と述が1 ' 1ら γ符，汚号3案長したという機械が肋 き、 453長IJ . ' t 工業の共体的状況に HI l して A 工 業 を 1，比

IJ ;t 11・|から恕1"1-'" まで 一 口 し た 流 れ 作 業 方 式 で 進 長 、 発 展 さ せ 、 本 f ドは主I ! 同30周 年 を 迎 え ま す 。

められているはるさめ工 Ｎｴ ｊ ｾｾ を 、 ムー性工均長の 公ネt の 小 I ｾＧＺｪ＠ 1，.. 、丘か ら ｉｾｴ めたとき ミ一 切 二 ＨＱＢ

案 内 で 見 .r: しました 。 公 社 に は こ の ほ か 、 れ ( ー に 経 済 的 に 貧1-1<1、 二 に 文 化 的 に (1紙 状 態 )

んがや ｊｾ［ 佐川ポンプや屯球ゃ 。 Ｑ Ｑ 倒 ｦｩｬｬ 品の工湯 と 3 わ れ た 解 放 liiI の荒脱した段村で、 - - ，1)-: 1"1:'

が あ り 、 で き る 限 り 必村 で の ( 1給1' 1足 を阿 つ が 唾 棄 す る よ う に 汗 った 言 集を ，141. い 浮 か べ ま

で い る そ う で す 。 IJ ｬ｜ ￭ｉ の規模や，ｾｾＨ， ｩｩｩ はともか す 。 ミJ 民h のJ I : 組は fllf 一 つ 抜 身 に 伐 さ な か っ

く と し て 、 従 業 の 工 業 化 と い う f' lI ;匹、に向か っ た 、伐 って い る の は 只 禿 111 だ け で は な い か "

て liiI 進 しようとする j災 以 述 の な 欲 がイー分 に綴 と。

わ れ ま す 。 4 つの与玖税.!.(代t 化、 と〈に広必u業Eの f刻比{代に化を i弔f( 人白

〈t縫釦E到Jj琢手や3身栄1長主右1友九夫.の 栽土焔高ぎ等;トλz、広必4業 経7幻; 冷? の多角化も として: 節1お1一J ニのム民H征l正EをIi附lH川f.j始 した f現μ{代¥: 1リ1' 1い何川1¥叫、サ|の広必占 L以

f虫f1視され、 広 い !栄i兵ミ樹図ではりんこご. を j試式食しま j述主は、干再尽び後代にこのような思いをさせぬ決

した 。 管 理 資 任 者 は 若 冠18才の州生でしたが、 芯: を秘めつつ、さらにいぱらの辺をI ; J J りli f. j い

必 村 に お・い て も 火 性 の 川 脱 振 り が 目 立 ち ま す。 て い く こ と で し ょ う。

果樹園のすぐ近くにある小山し、丘へ登って公



日本建築協会

月間の動き

昭 和54年 5 月分

理 事
dz』z  

23日 41時- 5 時 於会館集会室

出席者塚本、足¥J _ 正 副会長ほか14名

議事 (1) 定時評議員会開催 の{' Iニ

121 通常総会開催の件

131 会只倍加に関する ('1'

141 会氏名簿発行に l刻する件

151 入退会者に| 期する件

161 設備技術者法( 案) に l主lする ('1'

171  ｾｉｩ 告 事項

編集理事会

11 日 31時- 4 1時 於会館 3 階会議室

出席者前川 ｾｌｾ 長ほか Ｓ 名

議事 ( 1) 本年度の編集方針

121  ＱＱ ｴ｝和 ＵＳ 年度会誌 ｾ Ｇ ｩ 決算報 告

131  Ht]和54年度収支 fX7. と目標

(4)  そのほか

総務会計合同理事会

18 日 511寺' 1" - 711寺 於会館 集 会室

出席者 佐針、総村れ副会長ほか 4 名

議司J (1) Ut]手1I 53年度の収支 iJtXr. について

Ｑ Ｒ Ｑ 会勢 ｾ ｌ ｾ 会の設誼について

131 定秋、制J j I j ，Ul t.見程に つ いて

教 育 委 員

建築技術選書講座分科会

A .  

A  

2 日 51時、1" - 71時、ド 於会館 3 階会J接室

出席者 佐々木副委w是、勝目? 幹事ほか 2 名

議事 ( 1) 第 3 同企 IIIjj r構造，l ! - I珂とやさしい力' 佐

1  j につ いて

121  第 4 回以降の講座企 11町について

工高生教育小委員会

23日 511寺- 711寺 於会館 3 階会議室

出席者 斎藤副委以長、上野・植田 li 母車? 司王ほか1名

議 事 ;ti 25四工 [""1生デザインコンクール設計課題

選定に つ いて

住 宅 委

委員会

員

A .  

A  

7 日 511寺50分 - 811寺 於会館集会室

出席者小西委 ｌｈ ｾ ほか Ｙ 名

，;殺事 ( 1) スラ イ ド作成の ('1'

121  その{也

事 業 委 員

若い会員の集い打合会

A .  

A  

7 日 611寺 - 811寺、|土 於 iJ主辺盛和建築工房

出席者 iJit 辺盛和氏、川崎視則氏 ( JII 崎構造研

究所)

議 事 「建築家に Il.fI <  j の企 l踊について

若い会員の集い小委員会

8 日 6 時 一 81時50分 於会館集会室

出席者 阪倉副委只長 、岩本 ・斎藤両幹事ほか

12名

議事 (1) 第 1 回事業委負会の報告

(2 )  第 2 回「古s市住宅を考える (3 )j の企 11町に

ついて

(3)  本年度第 3 回以降の企 Iilil について

(4 )  そのほか

広報小委員会

9 日 6 時 - 8 時 於会館集会室

出席者 西 村 副 委 只 長 奥 村 ・ 片 岡 ・平川各幹

事ほか 7 名

J義司王 (1 )  第 l 回事業委員会の報告

(2)  第44回展示写真 rAST Mj について

(3 )  第45回以降の写真展示について

(4)  r 日影問題集」の会誌掲載に ついて

(5 ) 本年度の研修会企図について

(6 )  そのほか

見学会打合会

9 日 10時 - 1 時 於天理竹中作業所

出席者 竹中天理作業所、汗山富IJ 所長 . I{}j 山設

言|深長ほか 2 名

､ 晶 ｾ ｪＱ 天J l ILl 也区見学会についての企 11司

見学会小委員会

10日 5 時 - 7 時 於会館 3 階会議室

出席者 上出 ・南 両幹事ほか 3 名

議事 (1 )  第 1 団事業委員会の報告

(2)  4 月の見学会実施 報告

(3 )  5 月の企画について

(4 )  6 月の企 l砲について

(5 )  7 月以降の企 l唱について

(6 )  そのほか

委員会

17日 12時半 - 14時 於会館集会室

出席者 三品 委 只 長 乾 ・鶴間 ・凶村・阪念各

副委員長ほか 3 名

議事 (1) 各小委員会の事業報告及本年度の事業

企画について

(2)  そのほか

若い会員の集い第 4 回企画分科会

21 日 6 時半 - 9  B寺 於会館 3 階会議室

出席者石古主i ' i : ほか 3 名

議事 (1) 第4因企同「ディスカノく一大阪(5)J について

(2 )  兄学先の選定

131 企 11町内容について

は) その他

若い会員の集い 「建築材料を見る 」工場現地打合

( 大阪m業貝塚 E 場 )

26日 l 時 - 611寺、ド

出席者 八木惣刷、 l附良前- t ' ｌｾ 、斎藤 ￋ ￭Ｇ￬Ｚほか

4 名

耐火煉瓦の 工 場を兄Ｇ主し 、 Ｑ 司 工 ｊｾｪ にて企 ｉｲｬ￯ｬ 打ｻｍｩＭ

出 版 委

委員会

員

A .  

Z 玄

8 日 5 時半 - 7 時 、ド 於会館 3 階会議室

出席者 小林委只長ほか 3 名、 学芸品版社

議事 (1) 本年度- t ' 以長互選の1 ' 1

(2 ) 前年度引継 ぎ事項

(3) 建築技術選_，1;' 企11国の ('1二

(4 )  そのほか

編 集 委 員

作品作風小委員会

A .  

A  

9 日 41侍- 61時 於会館集会室

出席者 寺井 副委員長ほか 4 名

J轟l jJ (11  5 月号の報告

(2 )  6 月号の作品について

(3 )  7 月号以降の作品選定 について

は) そのほか

第 1回計画分科会

11 日 2 時 - 4 時 於会館集会室

出席者 片f!-1i¥1j委 w長、 2詰樫幹事ほか 4 名

ｊ 晶 ｾ ｪ 王 (1 )  7 月号rl島村施設の変貌」特集経過報告

(2)  9 月号計 l崎将J t 企 III U

(3)  今後の計 l岡村一集について

委員会

11 日 41侍- 6  n寺 於会館集会室

出席者 i河川委員長、渡辺副委員長ほか 5 名

議事 (1) 5 月号= 日影規制特集経過報告

(2)  6 月 号= ホテル建築と情報システム特

J t 報告

(3)  7 月号= 1品村施設の変貌特集報告

(41  8 月月= 許容応力 l立設計骨組 の終 局強

j支持集のl ' ド

(5)  Ｙ 月号］計 ＱＱ Ｑｪｪｾ， ｦ !.I主の (' 1'

(6)  10月 号以降特集の方針

(7)  嘘築の限」の7月一号以降の新執筆者の1 ' 1二

(8)  各小委 ｌｾ 会報 告 と協議

(9)  'H 告の頁小委貝会報告と協議

11回 収支目 標 の件

(11)  そのほか

8 月号 「許容応力度設計骨粗の終局強度」特 集 編

集幹事会

11 日 61時- 811寺、ド 於会館集会主ー

出席者 前川 ｾ ｌｈ 毛 、北村 幹 事、河村、南 各行

日IJ幹司王ほか 4 名

議事 r:w容応、7) 度設百|背中Eの終局強度 J (仮 称)特

集の企 IIJij について

広告企画小委員会

16日 41時- 5 1時、|主 於会館集会主ー

出席者 泌辺高IJ委只 J壬ほか 4 名

議事 ( 1)  Ｕ 月片、 Ｖ 月 Ｋ ［の 特 集ｼ羽 述 ｾｉｩ ;"i-

(2)  7 月号以降の企 IIJil について

(3 )  そのほか

投稿欄小委員会

17 日 41時- 6 時 於会館集会室

出席者 木村副委員長ほか 2 名

議:rjJ (1) 5 月号の報; 呈

(2 )  6 月日以降の企 11切について

(3 )  そのほか

9 月号計画特集編集幹事会

25日 2 時 - 4 1侍 於会館集会室

出 席 者 斎 藤 弘( 大阪府) 、片万信也 ( 京 大 ) 、

1"1.11 聞 界(C OM計同研究所) 、富樫幹事

ほか 4 名

J義司王 9月号計画特集の企画一庄 内問題 を中心に

第 1団施工材料分科会

25日 6 時 - 8 時 於会館 3 階会議室

出席者 向木 ・荒川 ・村上各委ぬ

J高司王 (1) 10月号施工材料特集の企 IrJ il

(2 )  r施工材料の頁」の米年以降の企 11日

「イ ンテリア特集」編集幹事会

31 日 61時- 911寺 於 会館集会室

辿聾 と社会/ 1979年 7 1P; - 8 3  



出席省 山崎度UB( ｛Ｑ 建設計Ｉ、安田 ｲｾ￭ >>.: ・柴田幸

&tt( ｲ 勾島屋工作所Ｉ村， ｾｉｊ 幹 ＧｦＩＺ 、安芸委只ほ

か 2 名

ｊ 晶 Ｉ ｬｾ i80年代 のインテリア」特! t の企 Illfl

法 規 委 貝
dZ L  Z  

委員会

18日 311寺 - 511寺 於会合'(j ! t 会宰

出席者 | 河本委t11長ほか 9r， 

治 Ｇ ｲｾ (1 )  正、別委 Ｑｾｊ 去の￬Ｑ￯出

(2) 法令アンケート文 '本の (' 1:

(3)  同スケジュールの ('1

(4)  そのほか

建 材 委 貝

ム

玄

委員会

24日 4 時- 6 時 於会館集会室

出席者 山問、元本正副委員長ほか 14名

議事 (1  )  厚ものイ干n・板について( 千代旧建材 IJ.

か j見11)1)

(2 )  6 月以降のメインテーマについて

(3 ) 新建材紹介コーナーについて

見

ムu，

+  

A .  

: n;  

茶室見学会 ( 第 1回)

大徳寺の緊光院 ・黄梅院の名席をたずねる

12日 2 時- 5 時

参J)II -ti ＳＶｾ 可

講 師 帝塚山学院大学教授 ，｛ｉｩｾ＠ 1判III 孝男氏

説明者 Jir l i J S府文化l I .t fu a n fln 也、失1( :

大阪・ 上六 ・市街地再 開発の経過と現状を聞く

( 上六地区第 l 棟市街地再開発事業施設建築物

新築工事の兄学会)

14日 l  時‘ !と - 4 時半

参加l省 27名

設 計( 休) 安井建築設計事務所

監 f111 日本住宅公同関西支社( 住宅)

( 的安井建築設計事局所( 施設)

}j't!i [  ( 建築pfJ 池 組 ・フジタ工業 ・モリタ主主

J2J 毛|百l企業体

、'i il 説1I ) I t ｊＺ，勺ｉ￮ ｬ ￤ｊ也再開発組合ｊｬ ｾＩ ｉ ｈＺＧ 中Es II ) j 正氏

交11' 建策J: i ，: 十事務所工 'lq.rj 所長原見昌志氏

ほか 5 名

若 い 会 員 の 集 い

建築家のための “ みどり " 学 習会 (7)

奈 良万葉縫物園と春 日奥 山原始林を歩く

19日 10時- 16時半

参加省 34名

講 師 奈良女 ｆ 大下助教段ＨｊｬｾＧ戸＼＼ｾ土 ・ 純物学 Ｉ

菅沼孝之氏

協 力 奈良県作翌日事務所

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 日 81時- 911寺、ド 於大阪グランドホテル

出席省 67r， 

吋 日 は 、 関 西 学 院 大 三 教 授 張 光 夫 氏 よ り

「社会環境の美化」についてお訴を伺 った。

A .  

:n;  計 査

上六市街地再開発ビルの見学

5 月 の 入 会 者 (敏榊品)

〔ト副本会f J . 1 社〕

円本住宅パネル L : I ' l 協同組合rj' 凶: I i 所

〔個人会Wor，)

秋本 r，Jtぷ 5ii* .k-}'1児 イiJJ;i Ｇ ｲｪ［ｾ 幸

間本 r主{査 川 端 定 幸 新川 隆

倣 米 淳一 雄 ｾｮ 繁男 三本 1r目t

t鼻11 ｾｈ＠

臣七

. IIIl  

8  Fl 、 9 日の向 H 公認会計士宮，I: _l'j 一夫氏によ っ

て、昭和53年度の会計監 ft を受〈 。

日本建築協会60周年記念出版 @ 建築技術選書

[ I D エ レ ベ ー タ ・ エ ス カ レ ー タ ・ 立 体 駐 車 場

木 村 利 雄 著

A 5 判 144頁 1000円

設備計画から実施設計・施工・保守・管理まで全工程の要点をずばり示す

〈内容見本 S = 0 4)

くすいせんのことば〉 関電産業(妹) 常務取締役 清水寿栄次

エレベーター ・エスカレー夕 、川本， ｉｾ F. 111  J!，，) をおねがいしたものである Ｎ 氏は永らくＺＮｾ

なと，いわゆる機械式搬送装 iFi は， ｩｬｬｾ 中 ｊ の ＱＢＩ

M化 ・輸送の大地化およびスヒードア y フな

どに何斗¥ 'IQ) j 所ピル ・マ ンンョン ・了i1，( 1，1; 

はもちろん ，h'j 覧会jj，，) からスキーn，) まで， 大

々 ｻ内 にかつ多 ＱＱＨＱＧ ， Ｉ に ｴｬｾ Ｑｉ Ｑ されるようにな っ て

きた . これに作いその装自の内符も大きく) l l i

歩し，名泌総とのI刻述も銀総多般化している.

まことに，これら搬送装此の述内が，これか

らの ｩｬｬｾ 拘なと Ｇ の ｦｬｬＧ｛ 打や巡れに，大きい［拶併が

あるといえるまで、にな っている

したが っ て ， ｩｬｬ 築 ｉｾｉ 係行 や Ａｬｬｩ ＧｩＺＺＢ 符型 ｈ Ｑ￮ は ，

エレベータ ・エスカレータなどについて ，従

米より以 上の!日.].じ‘ を払わねばならないが， こ

れに対応し ｆ ヒれな解説 ｉｉｾ 1J 叫{ まれていた

本，i} は，この要望に添う べ く， 日本池築協

会がj折' Nのm- 人告である木村ヰ11雄氏に執" fi

1・駐機にあ って，エレベータなどの I.l IsJ 胞工は

もちろん，社 ｉｬ ｬｉ ｪ ・ ｊＲＵ 汁の而でもｾ白 ｩ な経験を

つまれている

本ｾｽは ， 氏がその経験と ｾｚ ＢￇｊｪＺ 資料を傾注

し， ｻｻｴれたスタ ｹ フを総 ｦ 由 Ｑｾ し執併された，

J見代の搬送装; 丘について「これだけは j止J ド，

主Hっておいていただきた l ¥J というエ y セン

ス的指導: '} である .

本 Ｎｉｽ には， ｩｬｬ 築ｾ，ｾ準法との↑担 ｬ Ｎ￬ｦ，台数の決

定など恭ノド的なことはもちろん， jlk近 の問題

とな っている J lo' ，:;:;JII '  1' 11的イ'JII ' 'f J f !H1あ る

いは肢で川エレベータや， 災害H、りJ 策( 地従

・火 災 {i;'4t .  I切4ヒ) までも記，1世されており，

まこと 1::I I，y 立を得た詐 :1r- といえる 。

l.t <  I期{，f，のかたカずたに ， 1'1 { 三をも っておす

すめする次第である .

6 学 芸 出 版 社 京都市下京区木津屋橋通西洞院東入 f t 075- 343一0811

帰定する嶋合 !i J;:: に よれば よい

m・・' "・ (k... t. 】・ 1時間由 。の?宵費電力 (11.... ' 時 ) ) ( ft:I$1時 間

L νベー，.. ・'"・... 金'" 悶Eニ。，・e問''' ''>1'1"，竃 J，t ml 3.)5に
4 す

. 誕" ・姐完全働. ｾ ｲ ｬ､Ｎ ぺ ｦｾ ｦｗ ＮＮ ｊｊ ｬ ｩ す べて ｾ ＮＡＺＺ ＢＢＶＮ l. b・，- a

IHI ' =l 民営どで欄貸さは ゐが その . 1: 11.'1 た. . のでA・9 11 . . ‘ で情

. ' " ゐ， "'.司l J，U J;: Jt に.，t: " ..... に倹 " で@ゐ，

情" ‘ Il (k. .h/ 時}

11.‘..II R: 'U 動量 .，ω  )( 10'  ( ku l川叫

8; 1 . 1)  -il!IlIIl に向.・%レペー，.，.均&D・.. ，・〆・・3

注
岡 田 園 田 ‘ ， .

ｾＮＮ＠ ，. ，凶・;1<1: 1伺 岬}

掴 1 ' 35 x レペー， ＢＧｾ肉 Ｎ電 力 量

{ 目録進呈〉
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暑中お見舞申し上げます昭和昨盛夏

設 計 事 務 所 有 志

圃
式?で A7.R:I. 建築事務所

代表取締役 亀 井 晃 治

事 務 所 大阪市南 区谷町7丁目 12番地のl 新谷町第 3 ビル 2 F  T  E  L  (06)768- 1771(代)

ア トリ エ 東 大 阪 市 上 石 切 町 2 丁 目 1 4  - 35 T  E  L  (07437)3- 6137 

株式会社東建築設計事務所

代表取締役 東 秀 イ呆

大阪市北区天神橋3丁目 8番3号 マチスビル 電 話 06 ( 358 )  5598 ・3497

株式会社伊東建築設計事務所

代表取締役
介

J

A

1

 

原 永一郎

干556 大阪市浪速区幸町通 2 - 6  ( 清光 ビノレ) 電話 ( 562 )4343 - 5  

株式会社伊藤建築設計事務所

取締役社長
伊 藤 銭

本 社名 古屋市 中区錦 Ｓ 丁目 Ｓ Ｍ Ｖ ｻ 日本経済新 ｴｬｦｬ ビ ｉｾＩ 1[ ぷ<052>951- 111側。

東京事務所 東京 廊下代 H3区神田 美土代町 7 ( 久 保 ビル) 屯，;[; <03> 294-6061附

石 川 建 築 事 務 所

石 川

石 川

宏

誓

干 543 大 阪 市 天 王 寺 区 茶 臼 山 町 111 電 話 06 ( 779 ) 9491 (代 )

〒144 東京都大田 区羽 田旭町14- 1第7高橋 ピル405 電 話 03 (741)0574

8 5  



の 認 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

代表取締役 泉 沢
4;斤

にコ 史

〒530 大阪市北区西天満 4 丁目 12番 2 号( オオシマビル) T Eし (06) 364- 9071(代)

株式会社入江三宅設計事務所

代表取締役

炉 . . . . . .  

毛

2 豆

田

東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1丁目 18番 l 号( 第 10森 ビ ル ) 電話 03 ( 501 )  0286聞

大 阪 市 東 区 北 浜 4 - 4  8  - 3  電話 06 ( 201 )  5 3  0  5  

株式会社浦辺建築事務所

代表取締役所長 浦 辺 鎮 太 郎

取 締 役 副 所 長 松 村 慶 一

大 阪 市 北 区 悔 回 1 丁 目 12 番 39 号 ・新阪 急 ピ J レ 電 話06 (341) 1 7 2 7

.i-R>i l: 'IHnP.斤 γ日 ぷ 03( 263) 9  7  5  8  名 古 Ａ日 ｾｾ ｉ イＩＵ (1，斤 '.'l1" ｉｾ＠ I号 092( 761) 2  2  0  6  

@  
株式会社久米建築事務所

取 締 役 社 長 永 井 賢 城

本 社 東 京 都 港 区 西 麻 布 1 丁 目 13 番 11 号 電 話03 (403 )0251大代表

大飯事務所 大 阪市北区堂島浜1丁目4番27号 堂島中町ビ ル 電話06 (344)2096代 表

株式会社篠田川口建築事務所

株式会社協同設備事務所

代表取締役社長 川 口 喜 代 枝

名 古 屋 市 東 区 泉 1 丁 目 21 番 2 1 号

T  E  L  962 ー 7 5 8 1 ( 1に)

T  F: L  971 - 2  2  5  5  ( 協同)

@  
株 式 会 社 昭 手口

Z 凡

百又 計

建築 ・都市・上下水道

調 査 計 画 設 計 監 理

代 表 取 締 役 社 長 岡 本 行 普

代表取締役副社 長 林 唯 夫

本 社 事 務 所 大阪市西区祈町 1丁目 5 番7 号 四 川島ピル T E L 代表 532ー3421

神 戸 事 務 所 神戸市葺合区八幡通4丁目2番17号 久 徳 ビ ル T  E  L078- 251- 0651 
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図

株 式 会 社 倉U 美

; ; n"  

員 又 言十

代表取締役 中 原 英 雄

大阪市北 区末広町3番21号 星 和 地 所 扇町ビル6階 T E L 大阪 (06)312- 3587代表

⑥ 
株式会社 小

西
九

又

岬

二
一
一

n

H

計

取締役社長 小 西

本 社 世

大 阪 事 務 所 大 阪 市 西 区 立 π 堀 1 丁 目 12 番 16 号 電 話 (532)4051代炎

東京事務所 東京都千代田区神田鍛治町 3 - 3  ( 大木ピル内) 電話 (256)9301代表

広 烏 事 務 所 広 島 市 大 手 町 2 丁目 7 番 l 号 ( 三 葉ピル) 電話 ( 46) 0 1 4 4

句9
株式会社

東 海 設 計

代表取締役社長 小 坂 忠 勝

本 社 名 古 屋 市 中 区 栄3丁目 7番1号 (伊勢町ビル) 干460 TEL052- 261- 2651 ( 代表)

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 京 橋1丁目 14番4号 (東信的レ) 干104 TEL03 弓61 - QS15(代 表)

東西建築サービス株式会社

取締役社長 布 袋 図 雄

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 4  8 電 話 202- 3626

東 京 事 務 所 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 馬 喰 町 2 - 1  - 1  電 話 663- 1765

( 住友 銀 行 浅 草 橋 ビ ル6階)

出 張 所 名 古 屋 ・広 島

株 式 会 社 東 畑 建 築 事 務 所

代表取締役社長 東 畑 謙

本 社

大 阪 事 務 所

東 京 事 務 所

名古屋事務所

北 九 州 支 所

大 阪 市 東 区 伏 見 町 5 丁目 1 9  電 話 大 阪 (06)202- 0391

東京都千代田区永田町 2 ( 永田 町ビ ル) 電 話 東 京 (03)581- 1251

名古屋市中村区名 駅 3 (堀内ビル) 電話名古屋 (052)571- 8471

北九州市小倉北区魚町 1 - 4  - 21 電 話 小 倉(093)541- 6531

( 北九州清和ビル )

⑩ 
株 式 会 社 内 藤 建 築 事 務 所

代表取締役会長 内 藤 資 忠

代表取締役社長 片 山 光 生

本 社 〒 606京都市左京 区中大 域町 1 8 9 番地 電話075(781 )4111代

事 務 所 ・出張 所 青森・東京 ・松 本 ・静岡 ・名古屋 ・京都 ・祭良 ・大阪

高知 ・福岡
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株 式 会 社 日 2重言受言十

清

夫

男

元

滋

憲

塾

菅

谷

安

小

藤

田

川

品

売

師

事

M

M

士

代

代

ら

↑

九

戸

ザ

肘

川

役

同

務

締

恥

時

取

大

土

〒541 大阪市東区横堀 2 丁目 3 8

電話 o6- 2 0 3 - 2 3 6 1 (大代表)

有限会社村野，森建築事務所

大 阪 市 阿 倍 野 区 阿 倍 野 筋 2 - 3  - 8  電 話 ( 624 ) 0  9  2  6 代 表

研 究 室 大 阪 市 南 区 心 斎 橋 筋 1 - 4  3  電 話 (253 ) 0  8  7  5 代表

東京事務所 東京都中央区日本橋茅場町 2 - 3 電 話 (669) 5  6  5  1 代表

う民

株式会社安井建築設計事務所

代表取締役社長 佐 野 正

本 社 大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 7 番地 電話 06(943)1371 (大代 )

支 社 大 阪 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 神 戸 ・ 福 岡
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暑中お見舞申し上げます 昭和 54年盛夏

建 設 業 者 有

τ k  

. 0、

&  

様 式 会 社

三重量

京 建

二. . .  

F 司 面 支

取締役社長 三同主

木 宏 '1:見

専務取締役

官官 田 義 1芳
大 阪支庖長

本 社 大 阪 市 大 淀 区 大 1定 期 1 - 4 ー 15 T  E  L06(458)5851 

東 京 本 社 東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 2 - 17 - 3  T  E  L03(407)8511 

大 阪 支 広 大 阪 市 大 淀 区 大 淀 南 1 - 4 ー 15 T  E  t. 06(458)5851 

。。
株式会社 あ め り

Ｑｊｾ＠
屋

取 締 役 社 長
目リ 野 慶 太 良E

t係、

、:Jl

本 社 干 530 大阪市 北区中之島4丁 目3番25号 電 話 代表 (444) 1501番

株 式

浅 :召 組之ヨス〉、

社

取締役社長 j斐 沼 茂 夫

本 社 ・大阪市天王寺区東高津田T S 番 地 の l 電 話 大代表 (768) 5222 

東京本社 ・東京都新宿区荒木町 5 番 地 電 話 代 表 (357)  026 1  

支 l苫 ・名古屋 ・札幌 ・仙台 ・広島 ・福岡

<D 

株

会
言 新 …

取締役社長 新

工 務 所

BB 

本 庖 ・ 大 阪 市 北 区 曽 恨 崎 2 丁目 8 番 7 号 電 話 代 表 大 阪 (313)1331番

支庖・東京都千代田区後楽町 2 丁目 1 番 1 4 号 電 話 代 表 東 京 (291) 3741番

支 庖 ・名 古屋市中区大須 4 丁目 l 番71号(時計ピル ) 電話 名古屋 (262)1725番

..  
安藤建設株式会社大阪支庖

常務取締役支庖長 岡 幸夫

大 阪 市 福 島 区 福 島 6 丁目 3 番 2 1 号 電 話 代 表 (453) 2  1  9  0  

本 社 ・ 東京 都中央区八重 iH1Z丁 目2番7号 電 話 大 代 表 (272) 7  4  1  1  

支 庖 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 静 岡 ・ 九 州 ・広 島 ・ 横 浜 ・ 札 幌

営業所・千葉・横浜・水戸・盛岡 ・新潟・神戸 ・京都・沼津・札幌・宇都宮・北九州・熊本
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4惨

式

社

株

会 井 上 組

取締役社長
井 上 福 蔵

本 社 大阪市都 島区 網 島 町 6 番 2 5 号 大阪 (351) 0530  (352)  4031- 4  

出 張 所 神 戸 市生田区加 納 町 3 丁 目2 番 地 電 話 神 戸 (33) 1  7  8  0  

ｉｦｾ＠
、車4グ

株 式
dアh  

西 組
」z合zh  

社

取締役社長
メ7与、

西
コτ吉z三b守E ?  -

雄

本 社 大 阪 市 天 王寺 区 上 本 町 7 丁目 2 番地 ノ 1 電 話06 ( 779 ) 3361

支 庖 東 京 都 新 宿 区 内 藤 町 1 番 地 電 話03(354 ) 0  5  8  1  

営業所 京 者日 ネtt
戸 西 宮

メ山ミ
良 埼 玉

@  

株

会

式

社
大

必

瓜

ド
i

f

 

組

取締 i支社長 大 林 芳 良日

東京本社 ・東京都千代田区神 間司 町 2 丁目 3 番地 電 話 大 代表 (292) 1111番

本 庖 ・大 阪 市 東 区 京 橋 3 丁 目 3 7 番 地 電話 大代表 (943) 1131番

支 庖 ・札 幌 ・仙 台 ・横 浜 ・北 陸 ・名 古 屋 ・神 戸 ・広 島 ・四 国 ・福 岡

取締役社長

制 組

@  
株 式 会 社 奥

奥 夫

本 社 大阪市阿倍野区松崎町 1 の 2 の 3 電 話 大阪(06)621 - 1101(大代表)

東京本社 東京都港 区元赤坂 1 の 3 の 10 電話東京 (03)404- 8111 ( 大代表)

支 庖 札幌仙台-浦和 東京償浜 ・千葉 ・名古屋 ・大阪神戸 広向 ・高位 ・北九州・福岡

鹿 島 建 設 株 式 会 社

取 締 役 社 長 石

取 締 役 支 防 長 奥

J  11 

村

ム

ハ

土

口

郎

朗

本 社 東 京 都 港 区 元 赤 坂 1 - 2 一 7 電話 03 (404)3311 (大代 )

大阪支庖 大 阪 市 南 区 鰻 谷 西 之 町 6 電話 06 (245) 2311 (大代 )

舎が

株 式

会 社
神 崎 組 大 阪 支 応

取締役支庖長 江 藤
申

J じ，、 (貫

大 阪 市 北 区 曽 根 崎 ] 丁 目 1 - 3  6 電 話 大 阪 (341 ) 7371 (代表 )

本 社 ・ 姫 路 市 北 条 口 8 6  - 3 電話 姫路 ( 23) 2021 (代表 )
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株式舎社柄谷ヱ務右
⑨ 

良日

電話大阪 06(411 )  1  4  5  1  ( 代)

神 戸 ・ 高 砂 ・ 豊

}I 頃

/ . 、、

- Q  

尼 崎 市 玄番 南之 町 4 番 地

大 阪 ・ 西 宮

柄取締役社長

本 社

営 業 所 田

設建畿近
社

A  

Z 三式株

①

 大阪06 (448)5601代

07755 ( 2  )1361 - 2  

敬

話

話

電

電

崎

大阪市西区江之チ島 1γ 目2 揺:2号

!

 

l

 

j

 

取締役社長

社本

滋賀県菜太郡栗東町岡 1 9 3 め 1

近 鉄 住 宅 建 設 株 式 会 社

滋賀 支社

夫正梨木取締役社長

2581代表

維大阪支広

(763)  大阪 06電話大阪市南区谷町 9 丁目 l 番 地

谷

〒 542

株式念社熊

⑨〉
牧 田 甚

熊 谷 太 一 郎

専務取締役大阪支庖長 星 野 晴 彦

東京都新宿区津久戸町 1 7 番 1 号 電 話 (260) 2111番( 大代表)

大阪市都島区片町 2 丁目 1 0 番 5号 電 話 (352) 1151番 ( 大代表)

長

長

ム

E

社

f生

f支

締

締

取

取

本 社

大阪支庖

会 社設 工 業 株 式甲 南 建

ゐ
電 話 ( 06) 3 0 8 - 1551大 代 表

官電話 (06) 427- 9631代 表

電 話 (03) 253- 4455代 表

電 話 ( 078) 221- 6293，吋表

電 話 ( 0722) 29ー o 0  8  8  

電 話 (092) 471- 7  2  7  1  

電 話 ( 052) 6 8 1 - G  7  4  5  

代表取締役 原 精

大 阪 市 淀 川 区 十 三 本 町 2 丁 目 4 醤 2 8 号

尼 崎 市 南 武 庫 荘 2 丁 目 7 番 2 3 号

東 京 都 千 代 田 区 神 田 須 田 町 1 - 18( 共 同 ピ ル )

神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 了 目 2 番 8 号 ( 松 井 ピ J レ)

甥 市 宿 屋 町 東 3 了 1 番 1 9 号

福 岡 市 縛 多 区 博 多 駅 前 3 丁 目 2 番 8 号 ( 住 友 生 命 ピ ル)

名 古 屋 市 熱 田 区 富 江 田T 1  1  1  

組j由鴻社株 式 会ｾＸ＠
藤

大阪市東区北久宝寺田T4  - 27 電話大阪 (244)3500 ( ダイヤルイン受付台)

東京都千代 田区神田駿河台2-3- 11 電話 東京 (296)7700( ダイヤルイン受付台)

名古屋 ・広島 ・福岡 ・鹿児島 ・松江 ・仙台・高怯 ・札幌 ・横浜 ・神戸 ・京都 ・金沢

池j鳴取締役社長

本 社

大 阪 本 応

東京本庖

支 庖
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ｾ＠ 株 式 会 社
金 岡。 組

代 表 取 締 役 金 問。 手リ

民久

陀主

本 社 〒543 大阪市天王寺区椎寺町66番 地 電 話 大 阪 (779)7731 (代 表)

母
佐 藤 工 業 株 式 会 社

取締役社長 佐 藤 欣 治 ・常務取締役大阪支庖長 小 町 谷 武 司

本 社 ・ 東 京 都 中 央 区 日 本 橋 本 町 4 - 8  電 話 東 京 (661) 1231  ( 大代)

大 阪 支 店 ・ 大 阪 市 東 区 北 浜 1 - 2  5  電 話 大 阪 (203) 7221( 代 表 )

支 庖 ・東 京 ・名 古 屋 ・北 陸 ・札 幌 ・福 岡 ・仙 台 ・広 島 ・横 浜 ・四 国

清 水 建 設 株 式 会 社

社 長

副 社 長 大 阪 支 庖 長

里子 土也 来己

木 下 正 利

• 俗文建設株式令私

常 務 取締 役 大 阪 支 庖 長 楠 本
回

目

三丘二

1 0  

大阪支庖 大阪市東区北浜 5丁目 2 2番地( 新住友ヒ' ル 2号館) 電話 06(  220)  8  7  1  2  

本 庖 東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 1 3 番 地 電話 03(353)代表5111番

。
株 式

会 社 銭

輝

吉

岡

高

組

取 締 役 社 長 銭 之

本 社 ・ 大 阪 支 社

東 京 支 社

支 庖

営 業 所

大 阪 市 西 区 西 本 田T 2 丁目 2- 11 電 話 大 阪06( 531) 6431 (大 代 表 )

東 京 都 千 代 田 区 一 番 町31番 地 電 話 東 京03 ( 265)  4611 ( 大代表)

札幌・仙台・千楽 ・横浜 ・北陸・名古屋 ・広島・四国・福岡

剣|路ー帯広・苫小牧・函館 ー，' ..若草・盛岡 ・秋凹・山形 ・稲 .l; 3 ・ノド戸 ・字 IifS宮

市 ｉ 紙 ・浦和・ 多 Ｑ ＢｴＮ Ｎ 甲府 Ｎ ｾ ［山・ 金沢 ・祈弁・ ｪ え里子・岐阜 ー 静岡 ー 津大津

京郎・神戸ー和歌i J J ・徳ぬ・松山 ・山知 ー総 江 間 LLJ ' 1111 l' 北九州・長崎

熊本 ー大分・宮崎 ・鹿児. ( ; ， .?l' ll純

• 大 成 建 設 株 式 会 社

本 社

大 阪 支 庖

支 庖

取 締 役

社 長

専 務 取 締 役

大 阪 支 1育長

東 京 都 中 央 区 銀 座 2 丁目 5 番11号 T E L 東京 (567)1511大 代 表

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7 番 地 T E L 大 阪 (262)1131大 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡 ・札 幌 ・仙 台 ・ 広 島 ・ 横 浜 ・新 潟 ・高 松

イ主

原

古

田 演=
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株

大 沢

大 沢

大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 4 番 21 号 電 話 06( 538) 0881代

大 阪 市 東 区 今 橋 五 丁 目 二 番 地 電話 06( 203) 0373代

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷 二 丁 目 十 番 七 号 電 話 03( 407) 7426代

名 古 屋 市 中 村 区 著 狭 町 一 ノ 二 五 電 話 052( 581 ) 7376代

松 江 市 和 多 見 町 一 七 五 電 話 0852( 21) 3747代

富 山 ・ 岐 阜 ・滋 賀 ・ 兵 庫 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 静 岡

社式 会

幸 平

↑専

設建

取締役会長

取締役社長

幸大
@  

本 社

本 社 分 室

東 京 支 1書

名 古 屋 支 1苫

松 江 省 割 健 所

出 張 所

底務工中竹
株 式

会 社

κp、
てV

錬

大 阪 市 東 区 本 町 4 丁目 2 7  電 話 大 阪 (252 ) 1201番( 大代表)

北 海 道 ・ 東 北 ・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 広 、島 ・ 九 州

千葉・横浜 ・静岡・ 金沢 ・京都 ・神戸 ・岡山・ 高松 ・北九州

中竹取締役社長

本 庖

支 庖

営業所

鉄建建設株式会社大阪支庖

⑧ 
章島児

西 日 本 業 務 担 当

常 務 取 締 役

良E

大阪市大淀区天神橋 7 丁目 1 - 1 0 (天六阪急ピル) 電話 (358 ) 0321 ( 代表)

本社・ 東京都千代田区三崎町二丁目五番三号 電話東京 (262) 3411(代表)

越子金常務取締役支庖長

田 建 設 22 大 阪 支 庖戸。

@
雄

大阪市西区西本町 1 丁目 13- 47 (新信濃橋ピル) 電話06- 531- 6561 (大代表)

本 社 東 京 都 中 央 区 京 橋 1 丁 目 7 - 1  

支 庖 東京 ・関東 ・横 浜 ・名 古 屋 ・ 札 幌 ・仙台・広島 ・四国 ・九州

秀納力日
常務取締役支庖長

東 漆 興 業 株 式 含 祉 大 阪 支 底

⑪ 
田中巌夫

東京郎千代田区大手町 1 - 5 - 4  

安田火災大手町ピル

大阪市北区茶屋町 18ー 21 豊崎ピル 電 話 大 阪 (373) 1  1  8  1  

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 福 岡

常務取締役

支 庖 長

電 話 東 京 ( 212) 3261

小松英二

取締役副社長

大 阪 駐 在

社本

大阪支庖

支 庖

⑨ 
社急 建 設 株 式 会東

八 木 勇 平

平 田 順 次 郎

取締役社 長

＿［ｾＮ務 ｌ 収締役

支 府 長

電話06(313) 1371 (代 表)

電話03(406) 5111 (大代表)

大阪合同ビル

1  - 16 - 14 

93 

大阪市北区堂山町 1-5

東 京 都 渋 谷 区 渋 谷

大阪支社

本 社



I T、
てフ

飛 島 建 設 株 式 会 紅 大 阪 支 庖

支庖長 熊 谷 良 訓

大 阪 市 東 区 島 町 2 丁目 2 8 番 地 電 話 大阪 ( 942) 2  4  8  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南2丁目 3番28号 電 話 東 京 (263) 3151 ( 大代表)

支 庖 札 幌 ・仙 台 ・東 京 ・横 浜 ・名 古屋 ・北 陸 ・四 国 ・広島 ・福岡

営業所 神 戸 ・和 歌 山 ・京 都 ・滋賀 ・堺

③ 
日 本 建 設 株 式 会 社

取締役社長
生回重 政

本 社 大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 5  T  E  L  (261 )  7  5  9  1  - 8 干541

支 庖 東 京 ・大阪・名古屋・福岡・広島・仙台 ・札幌・四国 ・沖縄

@  明日を ささえる

西 松 建 設

本 社 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1 - 20- 10 電 話 03 ( 502)  0211 

野 村 建 設 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 岩 本 義 心

本 社 大 阪 市 東 区 高 腿 僑 2 丁目 9 番 地 電話 (202 ) 4  7  9  1代表

東京支庖 東京都千代田区大手町 2 丁目 1 番 1号 電 話 (241) 4  1  7  1代表

@  

株 式

会 社 間 組 大 阪 支 底

専務取締役

大阪支庖長

土 上 三 之 丞

大 阪 市 東 区 瓦 町 5 丁目 20 番 1 号 電 話 (201 )2 7 5 1 (大代表)

本 庖 ・東 京 都 港 区 北 青 山 2 丁目 5 番 8 号 (405)  1  1  1  1番( 大代表)

支 庖・東京・大阪・名古屋・福岡・仙台・北陸 ・札幌・広島 ・高松・海外工事局

@  続 長 谷 川 工 努 盾

取締役会長 長 谷 川 武 彦

大 阪 支 社 大 阪 市 東 区 平 野 町 5 - 4  0  電話 06(203)  5  611 

本 社 東 京 都 港 区 赤 坂 3 丁目 21 番 20号 電話03(586)  5451 

94  



告齢

未来をひらく

常務取締役大阪 支!市長

フジタ工業

志 賀 修

大 阪 市 北 区 堂 島 2 丁目 l 番 1 6 号 電 話 ( 345) 代 表 7 6 7 1  

本 社 ・東 京 都 渋 谷 区 千 駄 ヶ 谷 4 - 6  - 1 5  

支庖 ・東 京 ・ 横 浜 ・名 古 屋 ・ 大 阪 ・広 島 ・高 松 ・福 岡 ・ 札 幌 ・ 仙 台

海 外 ・リ マ ・カラカス・サンパウロ ・キトー ・ロ サンゼルス・グアム・クウェート

② 
不二建設株式会社

取 締 役 社 長 山 口
五
ロ良日

大阪市西区西本町 3 丁目 l 番 9 号 〒550 電話 06 (541) 5534代表・ 9301代表

本 社

東京都新宿区西新宿 4 丁目 5番2号 干160 電話 03 (377)  5)  7  1  代 表

支 底 名古屋市中区千代田 4 丁目 11番17号 〒460 電話 052 (321)  8  4  8  1  代 表

福岡市i尊多区降多駅前 2丁目 l 番 l 号 〒812 電話 092 (431) 0 5 3 3  代 表

出張所 札幌 ・仙台 ・静岡 ・大垣 - 四日市 ・京都1・姫路 ・広島 ・大分

@  
株式会社 藤 木 工 務 庖

取締役社長 藤 木 鎌 一

支阪本語 ・ 大 阪 市 東 区 商 事 幸 町 1 丁 目 1 3 電 話 06( 942)  1461 ( 代 )

支 庖 ・ 東 京 都 新 宿 区 三 栄 町 2 3 め 4 電 話 03( 357 ) 1611 ( 代 )

倉 敷 市 鶴 形 1 丁 目 1 0 の 3 2 電 話 0864(22 ) 3330( 代 )

高 松 市 丸 ノ 内 1 1 の 1 3 包 括 0878( 51 ) 7272( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 院 奔 町 1 3 電 話 075( 311 ) 4131 ( 代 )

福 岡 市 博 多 区 博 多 駅 南 4 丁 目 18 の 2 電 話 092(441 ) 6585( 代 )

営 業 所 ・ 埼 玉 ・多 摩 ・静 岡 ・ 名 古 屋 ・ 字 治 ・岡山・徳島・新居浜・熊本

+  
真柄建設株式会社大阪支庖

常務取締役支庖長
佐 々 木 孝 治

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 京町堀 3 丁目 12番地 電 話 大 阪 ( 06) 443- 0641(代表)

東 京 本 社 東 京 都 千 代 田 区 麹町5丁目 1番地 電 話 東 京 ( 03) 263- 1211(代表)

支庖 ・営業所 東京・名古屋・金沢 ・富山・福井 ・京都・大津・神戸 ・新潟・広島・福岡

@  
節目建設工業稼式会社大蔵支庖

取締役支庖長 井 戸 賢

支 庖 大 阪 市 都 島 区 東 野 田 町 2 丁目 4 番 2 0 号 電 話 大 阪 ( 353) 7891( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 富 士 見 2 丁目 10番地の 26号 電 話 東 京 ( 265) 5551( 代表)

。 株 式 会 社
松 村 組

取締役社長
松 村 雄

本 社・ 大 阪 市 北 区 天 満 2 丁 目 1 番 33号 電話 大 代 表 大 阪 ( 353) 1131

支 庖 ・ 東 京・名 古 屋 ・ 札 幌 ・ 仙 台 ・広 島 ・福 岡
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⑥ 

三 井 建 設 緊 大 阪 支 底

大阪支庖長 森 川 祐

大阪支庖 大阪市北区中之島 3 - 4 一18(三井ピル 2 号館) T  E  L  06- 443 - 1321  

本 庖 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 3 - 10 ー 1 T E L  0 3 - 8 6 3 - 3111 

@  
村 本 建 設 株 式 会 社

代表取締役 キす 本

盛包

玉三
品司

本 庖 奈良県北葛城1:r5広陵町安 :'111547 '，'l1. 1Ii 大手1] 尚日1 ( 55)  1  1  5  1  ( 代ぷ)

大阪本社 大阪市天王寺区 と本IIIJ9丁目 49 i'll 話 大 阪 (774) 2111 (受付案内台 )

東京支庖 i'li ｉ｝［ ｲＮ東 京 Ｈ ＲＳＸ Ｉ Ｒ ＱＱＱ Ｈｾ 付案内台Ｉ 名古屋支庖 1仏i，fi :1' ，古屋 ( 241) 1511(1¥':) 

福岡支后 従 ぷ 祈 問 (711 )9251 三 重 支 庖 屯 li ，fi 津 ( 26) 2949 

⑮ 
望 月 建 設 株 式

芝〉

社ェョ;

取締役社長
望 月 太 良日

本 社 大阪市北区的根崎新地 1 丁目 1 番23号 電 話 大 阪 (344) 8651(代表)

。
株式会社 3対F木"  組

取締役社長 PオF木く 幸 彦

本 社 大 阪 市 東 区 横 堀 2 丁 目 1 4 番 地 電 話 201 - 2761 ( 代 )

支 山 東京 ・名古屋 ・九州| ・札幌 ・奈良

'id;業所 仙台 ・新潟 ・横浜 ・滋賀 ・京都 ・神戸 ・広j; 占・熊本 ・高松

。
株 式 会 社 盛 工 務 庖

代友取締役社長 盛 道 雄

大阪市北区南森町1丁目 1番 26号 ( 成輿ピル) 電話 ( 364) 1581 ( 代表)本 社

支 出

営業所

豊 中

神 ー
両 氏 ・ 君子、 川 玉 塚

⑨ 

綜 合 建 設 業 ・ 一 級 建 築 士 事 務 所 ・ 宅 地 建 物 取 引 業

、

蕊 薮 内 Z 務 Jき

社

所

出

場

業

示

本

営

展

大| 以 I(.f t  1 塚 di 鳥 羽 183- 1  電 話 (0724) 33- 2 0 0 1  (代)

大 | 以 ・ 土W IJL j 冶・ .  手U 泉

大| 仮 I{t 1-1 塚 市 三 ツ 訟 招 山 1 7 2 6 (s: l也
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暑中お見舞申し上げます昭和54年盛夏

建 材 ・ 設 備 工 事 ・ 報 道 印 刷 業 者 有 志

ぐ主〉

@  

I n白

eB 

アイエム換気工業株式会社

代表取締役 松 岡 晃 一 郎

本 社 大 阪 市 浪 速 区 芦 原 町 1 1  8  3  T  E  L  (06)561- 3901代

東京営業所 東京都荒川区西日暮里6-42・8飯田ビル lF T  E  L ω3)894- 8831 

三同包

盛 建 材 株 式

..6-. 

社' %'  

取 締 役 会 長 青 盛 繁 男

取 締 役 社 長 青 盛 巌

広 島 市 舟 入 幸 町 1 9 番 1 0 号 電 話 0822- 92- 3200 

福 岡 岡 山 松 江 下 関 徳 山 ・ 鹿 児 島

伊 奈 割 問 練 武S 社

取 締 役 社 長 大 岩 和 雄

取締役支庖長 岩 崎 利 雄

本 社 愛 知 県 常 滑 市 鯉 江 本 町 3 - 6 電話 (0793) 5- 2  7  0  0  

大 阪 支 匝 大 阪 市 西 区 新 町 1 - 7  - 1 電話 (06) 532- 6  0  8  1  

株 式
Z42玄h  

社 梅 彦

取締役社長 松 水 嘉 良日

本 社 大 阪 市 北 区 中 崎 西 3 丁目 1番 2号 電 話 06 (371)  4  0  3  6代

営 業 所 大 阪 市 北 区 中 崎 西 2 丁目 1番 3号 電 話 06 (312)  6  1  7  1代

茨 木 工 場 茨 木 市 字 清 水 2 4 6 番 地 電話0726 (43)  5  1  8  5 代

防煙山臨m で 伽ノ

11¥俣シャ11，9- 工業率朱式会社大阪支庖

代 表 取 締 役 社 長 小 俣 茂

取 締 役 大 阪支 庖 長 栗 栖 千 宣
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φ  文 阪 麓 飾 株 式

。
官

取 締f支社長 姥 川
矢口 、生

日 1旦

本 社 大 阪 市 西 区 京 町堀 1 丁目 1 3 番 2 4 号 屯 話 06 (444) 1410( 代 )

営 業 所 以 ボ 郎 港 |足 州 新 矯 2 - 2 6 - 1 電 話 03 (437)  2577( 代 )

神 戸 市 生 出 以 下 山 干 通 2 - 15 (聯 合 ピ ル ) 電 話078 (321) 2009( 代 )

(j) 

株 式 会 社 研 文 社

株 式 会 社 東 京 研 文 社

〒530 大阪市北区堂山田Tl 3番17 ):j- 7む吊06(314)0151( 代 )

〒112 東京荷11.)(: 京区間 U l 丁目 3 番 3 片 ( lI ，{吊03(269 )6331( 代 )

。
5頁 賀 工 業 株 式

.，d.. 

社Z 玄

5頁 賀 孝取締役社長

本 庖 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 1 丁目 2 番 30 号 電話 (06) 441- 5  1  7  1  

支 店 東 京 ・大阪・横浜・名古屋・京都・神戸 ・広島 ・福岡 ・札幌・千葉 ・静岡 ・金沢・高松 ・仙台

多

よりよき環境へ技術で挑む一一一一

株 式 会 社 精 iH 
取締役社長 木

専務取締役 和

内

田

J青

正 八 郎

本 社 大阪市南区瓦屋町3番丁68番地( オートセ ンター ビル ) 百三話768- 5031聞

東京支! 苫 東 京都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号( 九段ビル ) 電 話262- 3241({ t) 

③ 

東 西 ア ス フ ア ル ト 事 業 協 同 組 合

西 日 本 床 工 事 事 業 協 同 組 合

株式会社タテパヤシ商庖

代表取締 役
舘 林 彦 四 郎

干601 京都 市 南 区 西 九 条 大 田 町 37 電話 ( 075) 681 - 7 2 2 1  (代 )

心

ぢ

車 千 穂 亀 械 株 式 会 結

取締役社長 岩 崎 久 雄

本 社 大 阪 市 都 島 区 中 野町 4丁 目 8番 10号 電 話 06 ( 358)  1171大 代 表

支 庖 東 京 都 港 区 虎 ノ 門 1丁目 13番 5号 電 話 03( 503) 0718代 表

福 岡 市 中 央 区 天 神 1 丁 目 10番 24号 電 話092( 712) 0126代 表

営 業 所 鹿 児 島 0992 (24) 0115
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@  

⑮ 

⑧ 

⑧ 

お

孟三

東亜印ルーフイング

東 亜 工 業 株 式 会 社

本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4番27号 電話0729- 94- 5682

営業所 東 京 ・ 名 古 屋

工 場 大 阪 ・ 東 京 ・ 和 歌 山

東 亜 ア ス 防 水 工 事 ス ー パ ー シ ー ト 工 法

合 繊 不 織 布 ・ T N コ ー ト 使 用 の メ ン ブ レ ン 防 水

iZ官i 東Eアスアガレト防水事業協同組合

干581 大阪府八尾市南太子堂 6 丁目 4 番 2 7 号 電 話 0729- 94 - 5682 

a a 互 j模 様 式 舎 社

代表取締役 友 田 俊 夫

本 社 〒534 大阪市都島区都島中通 3丁目 3番6号 電 話 06(921 )0331- 6 

奈良営業所 干631 奈 良 市 鳥 見 町 3 丁目 9 番 5 号 電話 0742 (43)  5620 

TOTO特約庖株式会社

代 表 取 締 役

ニヒ

仁コ

守三' 7

田 庚 助

本 社 〒543 大 阪 市 天 王 寺 区 烏 ケ 辻 町 6 1  電 話771- 9123間

営 業 所 〒544 大阪市生野区巽西2丁目 7番24号 電 話758- 7280制

柏原配送センター 干 582 柏 原 市 円 明 町 2 1 7 番 6 6  電話 (0729)77-7280: :1-1:1 

株 式

会 社
西原衛生工業所大阪庖

代表取締役社長 イ半 良E

大 阪 市 大 淀 区 中 津 6 丁目 8 番 4 号 電 話 大 阪 (458) 3531番( 代)

大 阪 で 唯 一 の

顎日 刊 建 設 新 聞 社

代 表 取 締 役 中

代 表 取 締 役 中

山 豊 雄

山 敏 夫

大阪本社 大阪市東区高麗僑 1丁目 3 ( 東洋ビノレ) 電話 202- 6861(代表)

役 員 室 大 阪 市 東 区 高 麗 橋 詰 町26 ( ユニ高麗橋) 電話 941- 6847 (代表)
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*  
密 日 刊 建 設 産 業 新 聞 社

取 締 役 社 長 花 村 茂 彦 専務取 締 役 山 漫 敏 郎

大阪支社 大阪市東区淡路町1丁目 14( 八千代ビル) 電話06(231 )8171 (代)

神戸支局 神 戸 市 葺 合 区 八 幡 通 4 丁目 2 - 25 電話078(291) 0541 - 2

京都支局 京都市上京区河原町丸太町東入俵屋町460 電話075(211 ) 1 9  1  1  

本 社 東 京 都 板 橋 区 板 橋 町 1 丁目 4 8 - 8 電話03(961 ) 1691 (代)

ー惨

翠日刊建設通信新社関西支社

大 阪 市 西 区 京 町 堀 1 - 6 - 2 3 エ ハ ラ ピ ル 電 話 (444)  4  4  5  1代表

本 社 ・ 東 京 都 港 区 西 新 橋 2 一 1 1  - 4  電話 ( 502) 8  5  8  1代表

…@闇

マルヱス印. . . ルーフィング A シ ン グ ル

日新工業株式会社大阪支庖

大 阪 支 庖 長 鈴 木 明 次

本 社 営 業 所 東 京 都 足 立 区 千 住 東 2 ー 2 3 - 4  台 東京 ( 882) 2424(代)

大 阪 支 庖 大 阪 市 東 淀 川 区 瑞 光 通 り 4 - 3 0 - 2  宮 大阪 ( 329) 7737- 40 

出 張 所 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 山 形 ・ 工 場/ 東京・埼玉・山形

@  

日本アスフアルト防水工業協同組合

関西支部

大阪市東淀川区瑞光通り 4 - 3 0 - 2 日新工業株式会社大阪支庖内

電 話 ( 329)  7  7  3  7  - 4  0  

。
日本アスフアルト防水工業協同組合員

日 新 工 材 株 式 会 社

代 表 取 締 役 井 場 正 孝

〒550 大 阪 市 西 区 新 町 1 丁目 12 番 2 3 号 電 話 06 (541) 3785(代)

活字のない印刷

⑨

 

日 本 写 植 印 刷 株 式 会 社

代表取締役 神 田 都 義

本 社 干545 大阪市阿倍野区阪南町 7 - 5  - 30 電話06 (606)  1  111 代

日本写植センター 〒892 鹿児島市名山町 4 - 7 三宝ビル 電話0992 (26) 4371 

津山写植セ ンター 〒708 津山市大手町 8 番 5 号模範庖会館 電話08682(  4)  1771 

沖縄写植センター 〒900 南風原村兼城 沖縄印刷団地電話0988 (55) 610。

1 0 0  



⑧ 

⑧ 

Ｎ問。 ｦｲｾ ｩＷ ａ Ｍｴ ｾ ・

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

取 締 役 社長 杉 村 正 郎

本 社 大阪市淀川区新北野1γ 目4番21号 電話 代 表 06 ( 302)  0231 

営 業所 名 古 屋 市 南 区 観 音 町 6 - 7  電 話 代 表 052 (692) 1141 

富 士 造 園 土 木 株 式 会 社

代 表取 締 役 金 岡 秀 輔

本 社 宝 塚 市 山 本 東 2 丁 目 6 番 17 号電話宝塚0797- 88- 0501- 6

大阪営業所大阪市北区末広町 3番21号 星 和 扇 町 ピ ル 電 話 大 阪06- 315- 7035

ビ ニ ロ イ ド 防 水 責 任 施 工

ア コ シ ー ト 防 水 責 任 施 工

A C: J目P 回 責 任 施 工

防 熱 工 事 設 計 施 工 哩E ・， 三 星 産 業 株 式 会 社

プラスオール Ｑ｟Ｎ ，，， ｾｮ｟ｾ ｾ＠
} 製 造 販 売 軍 ，

コ ー キ ン グ J ｟｟Ｇ ｖ ｾ ，ｾ＠ W 

〒550 大阪市西区京町堀 I ー10ー17(大栄ビル ) Tel. <443>9721(代)

干101 東京都下代川区神田小川町3-28(三東ビル ) Tel. (292)1961(代)

凶

ぐ?

ho t  

装 美 建 材

金 属 建 材

.'1 ｾ＠ ';1< I  ￎｽｲ 固 十 ｌｾ 見 <721>6031 ・ 6307 仙 ずi <21>5366(代)

f ， ，'， l-rl .  <931>457 4 ・3393 n'o¥l尚<78>3361(代)

自主化成. 2 : . 掠式含社代理庖

新日間和工繁械式奮枇代理庖

ι ' Y 三 産 業 構 武 吉 紅

代 表 取 締 役 傭 馬 正 明

ｾ ＵＵＰ 大阪市西区靭家町 Ｑｔ 貝 ＱＷ 番 ＱＵ 号電話 ＨＰＶ Ｉ 大代表 ＴＴＱ ー ｯ 3  7  8 番

⑮ 725 広島出張所・広島県竹原市竹原町本JII 1  5  1  4  - 9  工場・大津、竹原

営業品目 建築金物、装飾金物、金具金物、

其他諸金物別注設計製作、オリジナル金属製家具

株式会社山本金属製作所

〒542 本 社 ・ 本 社 工 場 大 阪 市 南 区 西 賑 町 2 5  T  E  L  (761 )  0  1  2  7代

〒570 守 口 工 場 守 口 市 浜 町 2 - 1  T E L (993)  7  1  9 2  

芸 ｾｴｫ Ｑ［Ｎ建材託
No. 1 販 売 部 ・No. 2 施 工 部

本 社 大 阪 市 西 区 四 ツ 橋 筋 四 ツ 橋 角 電 話 541 - 1861 - 8  

東 庖 東 大 阪 市 金 物 町 3 番 l 号 電 話 723- 2277- 8

山 建 ソ ー ピ 大 阪 市 西 区 南 堀 江 1 ( 立 花 通 ) 電 話 541 - 2152- 3

1 0 1  



⑥ 

102 

株式含社米田工務底

取締役会長

代表取締役

米 国 治 郎 兵 衛

米 田 良 男

本 社 干543 大阪市 天王寺区逢阪上ノ 町 7 T E  L 大阪 ( 06) 771- 7771代 表



地玉三，空

U 2 u k ' こコ

総合天井システム相当認 |  

耐震・耐火そして軽量化を誇る総合天井システム、J ライン工法¥¥¥¥ALTS工法、、 13 : 当往担自の

照明灯ユニットおよびアルミ製TJ ' i ーを建物のモジュールに配列し、天井仕上げ材と一体化し

だシステム天井です。空調、照明、防災機器、スピーカーなどの設備ゾーンとの組み合せ、さら! こ

間仕切、ブラインド BOXなどの取り付けも可能| こした多機能を誇っております。 CPAT.6件)

奥 村 兵衛株式会社日

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 丁 目 3 番 ア 号

東 京 都 港 区 新 橋4丁 目2番 第 29森 ピ ル

福 岡 市 縛多 区 住 吉 2 丁 目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町 2 丁 目 1 番 6 雲

仙 台 市 本 町2丁 目1番 8号 第f 広 瀬 ビ ル

沖 縄 県 那 覇 市 室 川 1 1 9番 地

干 530 電 話(06) 312- 4131( 何

〒105 電 話 (03) 437 - 3361(ffi 

干 812 型電話(092)291- 0459('側

〒451 電 話 (052) 522- 543創的

〒 980 電 鱈 (0222) 65- 656以内

干 900 電 話 (0988) 53- 685α 側沖 縄

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

奥山式・熱工法・冷工法総合防水層

本 社

支 庖

倉 庫

創 業50有 余 年 、 当 社 で は 製 品 製 造 か ら 責任 施

工 までの - l' f した 作 業 システムにより 、漏 水

原 因 を 克服 した 理 想 的 な 総 合防水 層 を完成 さ

せ ました。

・ 奥 山 式 総 合 防 水 層 の 特 長

継 目 が な い / 温 度 変化 による 伸 び が な い/ 腐

らない / 柔 軟 性 に 富 ん で い る / 耐 候 性 に 優 れ

ている / 製 品 及 び 施 工 技 術 が 優 れ て い る / 完

全 絶 縁 工 法 で施工 出来る

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座8- 4-9 電 話03(571 )2703 

神戸市生田 区北長狭通 4 - 1  ( 英和ビ ル)

電話 神戸( 331) 0881- 3  

大阪市北区西天満2丁目 6番8号( 堂ピル5階)

電話 大阪 ( 364) 2031- 4  

神戸市葺 合区八幡通 1 - 5  ( 電話221 2923)  

カッパー防水帯

コーノ〈ータイト

オクロン防水帯

新工法プレノテク卜吹付工法

- ぉ申込次第カタ ログ進呈

厚 木 出 張 所 厚 木 市 金 田 字 宮 畑 259 電 話0462(21)ω92

大 阪 事 務 所 大 阪 市 淀川 区東三 国6- 1-41 電話 06 (391 )  1081 

名 古 底 出 張 所 名古屋市南 区 若 草町 3 - 3 電話 052(811)  3660 

九 州 出 張 所 佐 賀 県 路 日 町 電 話0952(47)2945

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材・壁材・谷樋棟包水切りに

大 島 応 用 化 学

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

東 大 阪 市 新 庄 ( 745) 5 1 2 1 - 5  
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空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 闘 和 ・ 冷 暖 房 段 備

設 計 ・ 施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ 郡朝日3 : 業社

本 社 東 京 都 港 区浜松田J 1  -25- 7  電話 (434) 6171(大代)

大阪支社 大阪市淀川区加島 1- 58- 59 電話 (302) 2  2  7  1  (代)

支 庖 北 海 道 ・ 東 北 ・ 名 古 屋 ・ 中 国 ・ 九 州 |

営 業 所 釧 路 函 館 ・盛 岡 横 浜 ・静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

空 調 ・ 衛 生

防 災 ・汚 水 処 理 設 計 地 工

委 〈 株 式

会 社
大 阪 城 口 研 究 所

104 

取締役社長 城 口 庸 平

阪 市 北 区 角 田 町 2 番 15 号 従 話 大 阪 372局7151( 代 )

京都市東山区大和大路正 面 上 ル 電 話 京 都5611弓4944( 代 )

神 戸 市 生 国 区 下 山 手 通 六 / ー 電 話 神 戸 341局 5 8  9  2  

電気・空調・衛生・防災・産業廃水設備

設 計 施 工

. " 大阪電気暖房株式会社

本 庖 大阪市内ir，z i [ 戸沼 l γ 日10番170" 〒 550 1lJ:，1再(441 )8231  

本 社 東京都中央区銀座 2 了判 2 樟 17 勾 〒 104 'm話 (535)5251  

支 社 大 阪 東 京 名 古 曜

支 庖 札帆・仙台・金沢・広島・伺 l湖

営業所 新潟・天王里 ・岡山 高総 ・熊本

出張所 得広 . Ｎ ， ｾｦ 森・秋凹・感 ｬ 湖 前編ー 千楽・償f兵 ，静l凋

1吉山 福井盛田・京仰や，.戸 ・徳山ー鹿児島 ー那街

海外支庖 シン ガ ポ - )レ

- 給排水衛生 ・冷暖房

・空気調和設備 ・その他管工事一切の設計・施工

⑮ 斎 久 三 業 株 式 会 社

本 社東京都千代田区大手町2ーか2 ( 日本 ピル)

電話 03-( 270) - 741 1(:的

大阪支社 大阪市北区中之島4- 2- 38 電話 06- (443)  504H1的

支 底 札 幌 ・ 岡山

営 業 所 仙台 ・千葉 ・名古屋・金沢・高松 ・広島 ・福岡

出 張 所 福 井 ・ 倉 敷 ・ 苫 小 牧

空 気 調 和 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 水 道

電 気 設 備

厨 房

三 機 工 策

ム

環 境 衛 生 施 政

荷 役 連 鎖 機 械

化 学 鉱 山 機 械

22 大 阪 支 庖

取締役社長 各 務 節

大阪支庖長 稲 畠 和 治

大 阪 市 東区 北 浜 2 丁目 2 2 番 地 電話 大 阪 ( 202) 代 表307 .1

本 I苫 東 京 日 比 谷 ・ 三 僧 ビ ル

支 庖 名古屋、緬問、札州、広島 、仙台 ‘ 北陸

出 量 所 慣浜. 高松. 静岡 . 貧 困、岡山 、金沢

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施工

φ 三建設備工業ヰ結審社

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 紅 徳田J 3 番 5 号 電 話 ( 352) 1 1 3 1  (代 )

本 社 東京都中央区日本僑蝋伎町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431 ( 大代 )

支 社 名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・広 助 ・福岡・ 金 沢 ・新 潟 ・横浜

。
東京本活

大阪本 l苫

支 庖

ｈ Ｎ ｾ 強 ｲ ｬｔ

空 気 闘 和 ・ 衛 生 設 備 設 計 施 工

株式会社

-‘ 

-・ー

-ー-

晃 空 調

東京都新宿区西祈宿 新宿住友ビ ル 屯議 03- 344- 1911

阪市北区西天満 3 丁目 13is: 20号屯，活 06- 363- 1371 

名古 屋市 中 村 区 下 t豊島町 11 - 2 屯"初 52- 581 - 8571 

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22 号 1tL;丹0822- 47- 4535

福岡市中央区大名 2 丁目 4 搭22号 泣 訴092- 761 - 3795

仙台・繍浜・稲井京都・神戸 ・松 江 沖 縄

( e1 空 調 衛 生 ・ 冷 凍 冷 蔵 ・ 地 盤 凍 結

6 ヨ面白 よりよき環境へ技術挑む一 一

窃 v 株 式 会 社 精 研

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 31昨丁68帯地( オートセンターピル2階)

郵便番号542 ｾ 電 話大阪 ＨＰ Ｖ Ｉ 768- 5  0  3  1  1佐

東 京 支 底 東 京 都 千 代 間 灰 九 段 南 2 丁目 2 番5 号( 九段ピル 8 階)

郵便番号102 m将 来 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4  t!I= 

著書新日本空調株式会社

大 阪 支庖大阪市北区ｾ白 浜 Ｑ 丁目 Ｒ 番 Ｖ 号Ｈ新大ピル Ｉ

電話 (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代 )

本社・ 東京都中央区日本僑本石町4- 2( 三井第二別館)

包括 (03 )  279 - 5  6  7  1  ( 大代 )

名 古 屋 ・ 九 州 ・ 広 島 ・ 札 帆 ・ 東 海 村 北 陸 ・ 大 分

cl eanOi r  

。2自主壬j警捗三金舎fさ
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第一エ業株式会社

大阪支庖

r 冊目目白IRコ 空 気 調 和 設 備

設計施工

換気・除塵設備

東 洋 熊 工 灘 格 式 会 極 大 阪 安 値

大 阪 市 西 区 靭 本 田T 3 ー 1 - 2  7  T  E  L  (443)  8  0  7  1  

本 社 東 京 総 中 央 区 京僑 2 丁目 9 T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空気調和・衛生1 2 : 備 大阪ガス指定工事会社

12:肘 ・織エ

ガス1 2 : 備・ガス住宅設備 大阪ガスn備後器特約庖

。 大 晃 設 備 株 式 会 社
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大阪支 I苫 大阪市北区芝田 1丁目 4- 8 ( 北阪急ビル 9 階)

電 話 大 阪 ( 372) 2  5  1  1  ( 代表)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁 目 2 番地

給 ・排水・衛 生・消火・暖冷房 設備

おお西原衛生工業所大阪庖

大阪市大淀区中津 6 丁目 8 番 4 号 電話大阪 ( 458) 3531番

支底 ・営業所 福岡 ・京都 ・広島・天理 ・川西

⑥日本管工業株式会社

本社及京. : t : 庖 京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 ilf r 2  0  ｾ陸地 ｴｔＩ 1  

包 括 ( 681 ) 5  1  0  1  - 5  俺 問 符 刷 : 691 i 10“  

大 阪 支 底 大 阪 市 北 区 天満 ト5- 20 1電話( 06 Ｉ ＳＵＲ ＭＳ ＵＰＱ ｾｾ＠

四 日 市 支 唐 四 日 市 市 西 末 広 岡T 泡 15( 0593 ) 53ー 7431附

津 営 業 所 治 市 栄 町 2 ー I I I 屯 話 ( 0592 Ｉ ＲＶ Ｍ ＳＶ Ｑ Ｐ ｾｾ＠
滋 賀 営 業 所 大 海 市 打 出 浜 13 - 1 5 電 話 ( 0775 ＩＲＲＭＹＷＳＸｾ ｴＩ＠

名 古 屋 営 集 所 名 古 屋 市 中 川 区 百 船 町 1世話 ( 052)363- 0681  ｾＱｪ＠

C;"IM. ｾ舎町震后樗 ｉｾ

キ電'ー....

③域福説草橋斉ig

J J IIJ  

@平曲互業株式会社

大 阪 市 西 区 il 戸程 1 - 22- 7 T E  L (441 )的 1994 ・( 443)開0331

⑬ 山 田 工 業 幅 譲 倉 紅

本社且管工事U !iI 大 阪 市 西 区 車 町 担 1 - 6  - 8 電話06(44) )81611;; 代量)

喧喧量置 4 車部 大匝 市li II I ( K三 S 匝繭 1 - 1  - 35 電話 061湖 11‘9l ( 代量)

車 車 主 庖 軍事匹江車区亀戸1- 8 - 4  1自国 ビル1 電J l ; 03168318421 1代轟l

名 古 屋 王 唐 名 古 屋 市中区輩 2 - 16 - 131車量ピル } 電話 052(202X同行( 代量}

福 岡 支 庖 福間市情1 - 区博多駅舵- 4-30(いわきピル) 電話 ω2(451胤 56

出 量 踊 神 戸 居 山
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電 気 附 ⑤

陽 電 気 株 式

代表耳Z締役 山 本 博 三

壮 大 阪 市 北 区 中 之 鳥 3 - 2  - 4  制 日 ビ ル

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 )

甫 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3 8 5 ) 1 3 6 1 (代 }

京 都 市 右 京 区 西 京 極 高 野 創 f 2  1  

T E L 京 <<s 015 (  3  1  1 )  1  1  8  5  ( ft )  

市 中 央 区 複 院 1 - 1 ‘ - 8  

T E L  悩 岡 ω2 ( 1 1 1 ) 6 1 6 8  

電 気 股 備 ・建 材 そ の 他 の 頁

社

.6. .  

:z:t 

設 計 施 工

朝

設 計 施 工

栗 原 工 業 繍 式 会 紅

電気・言十装工事

6逮

回時ζ

本

本社官官事匝所

京 銀 . 咽 陣 所

英

大 阪 市 北 区 角 田 町 1-1 東 阪 急 ピ ル T E L 0 6- 313- 1101 

支 l苫 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 舞 踊 ・ 京 都 ・ 天 王 室

大 阪 商 ・ 神 戸 ・ 広 島 ・ 四 国 ・九 州

信原栗取締役社長

樋 岡福 岡 出 損 所

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

姉 川 正 男
常務取締役支社長

大阪市東区高関僑五丁目 二八番地 電話大阪 (202)0325- 9番

本 社 東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 1 丁目 4 番 5 号

支 社 札 幌 ・仙 台 ・]. L ノ 内 備 浜 名古屋 ・福岡

営 業 所 ・ 出 張 所 全 国 主 要 都 市 21今所

電 気 工 事 設 計 施 工

且
，、

代 表 取 締 役 坪 井 大

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8 ( 金 ピ ル 7 階 )

電 話 (361 ) 3  6  7  1  (代 )

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 箱 崎 町 20 番 5 号

電 話 (671 ) 1  4  7  8  (代 〉

川 崎 ・ 相 模 原 ・ 堺 ・ 福 山

社一
一・・・圃圃.

株 式 会 社

社

底

2事

支

出 張 所

電気・計装・空調工事設計施工

企込

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空 関 エ 司E蚊 針 施 工

￞Ｇｾ卜圃気工［Ｚ［］Ｎ［二 ｙ リレヲ論武 ｑｦｴ

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 天 満 5 了 目 l 番 3 号

T E L  06- 364- 3056 (代)

東京 ・神戸・広島- 岡山

名 古 屋 ・ 岡 山 ・ 札 幌 ・苦 小 牧 ・浜 松 ・滋賀

京都・ 高砂 ・三原 ・徳山・松山・新居浜 ・福岡 ・沖縄

取締役社長

本土

支 唐

事 業 所

本

宝 電 機 株 式 会

取締役社長 嘉 納 伝 三

大阪市北区西天満 2 丁目 6 - 8  ( :堂ビ ル 3 階 )

電 話 (364 ) 1  4  7  1  (代 )

東京都港区新僑 2 - 1  6  ( ニュー新僑ビル 7 階)

電 話 (504 ) 0  2  3  1  

名 古 屋 市 北 区 減 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

電 話 (991 ) 5  1  3  1  (代 )

・ 堺 ・ 千 葉 ・ 字 都 宮 ・ 熊 本

社

ゐ

n  

底

底支

支

本

神 戸ｦＮｾＮ 業ｬＧ庁

電 気 工 事 設 計 施 工

令 富 士 電 業 株 式 会 社

総合段備工事〈股針・施行〉

電 気 ・アンテナ ・送 電 線 ・プラント・針装 ・空 欄 ・土 木 ・建 築

⑧ 太陽工藤工事雲を

中 実

大阪市西区北堀 江上通 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代褒

東 京 ・ 名 古 屋 ・広 島 ・ 福 岡

田
取締役社長

ネ士本

Rli 

大 阪 市 福 島区福 島 7 - 22- 8  

T E L ( 侃 ) 452- 1151 (大代 )

東 京 ・ 名 古 屋 ・ 大 阪 ・ 広 島 ・ 福岡

四林

、
l

 

J

 

取締役社長

社本

営業所

Board &Sl ate 

@明

要時

フ タ パ 需 3阪

事業所

Standard 

員 木 建 入 . "j 落 防 止

耐震重量

TEY経匂聖)声

ナ

ニ

ワ

瓦

株

式

会

社

別注壁紙 ( クロス ) 御相談は

シマクロスで

司令 L マクロス株式会社
義

⑮日本写植印刷株式会社

者日

干545 大阪市阿倍野区阪南町7-5-30 骨 06 (692)  3425代

〒892 鹿児島市名山町4-7 三宝ピル 官民192 (26)  4371 

〒708 津山市大手町8番5号 機艶広会館 雷 Oお82 (4)  1771 

干900 南風原村兼械 沖縄印刷団地 雷 ω88 (55)  61∞ 

田神代表取締役

本 社

B 本写緬セ ンヲ ー

遠山写植セ・ン7 ー

沖縄写値センヲー

干 550 大 阪 市 西 区 本 田 3 丁目 2 - 1 8

T E L .  ( 0 6 ) 5 8 1 - 7 4 6 1  ｾＵ＠
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建 材 ・ そ の 他 の 頁

大 仏 瓦

ー大 仏 敷 ・ 貼 瓦

大 仏 タ イ ル

大イム古t t タ イ ル

社 寺 数 奇 屋 用 瓦 ー

床 ・ 壁 内 外 装 用 瓦

内 外 装 用 耳 慣 変 美 術 タ イ ル

古 代 土 器 開 高 温 〆 タ イ ル

@  
株 式 会 社 矢 橋 大 理 石 商 庖

大 阪 支J吉

z .  
...歯掴l

京 師 市 東 山 区 今 開 計 大 仏 壇 出 町 9 の 9 075(541 )33.. ( 代 }

東 京 臨 斬 宿 区 西 早 稲 田 3 丁 目 23# S 守 03 (202 )7801  ( 代 }

♀ 稲 田 セ ン ト ラ ル ビ ル 1 F  

京 師 清 水 ー 山 城 端 戸

株 式 会 社

大阪市東区高従僑 2 丁目 9 野 村 ビ ル 51;皆 電 話 大 阪 ( 202 ) 4905

唱Z こ

壁 装

カ ー テ ン

カ ー ペ ッ ト

吾1・
床 用)(壁 用ｅ ＺｴＮｾ唖Ｎ［ｭ書画面事国ｾ］Ｍ］Ｍ

(ボード類直貼り接着材)ｅ ＺｴＮｾ・ ｅ 詞・・・・昭 ｅ ・・・・ ｳ・

大 阪 営 難 所
(土質安定用石膏)Eヨヨ調圃措置副置司園田園

〒 1 0 5

干 1 5 0

ヰ土

東 京 営 難 所

本

会 社サ ン エ ス 石 膏 株 式

〒530 大 阪 市 北 区 堂 仏 2 丁目 4 - 1 7  大 阪 本 社

関 西 営 業 所

札 幌 出 頭所

特殊壁装材製造販売

凹. 地! とに! ?)(株')ifi ! J ! I: J !J Cト

サンケークロス

割《

場

一

二

工

第

第

島 株 式 舎 j私

* 京 伺5中 央 区 日 本縮 小 伝馬田T l - 4 0 T E  L ( 03) 663- 3371 

大 阪 市 平 野 区 背 戸 口 2 - 14  - 14  T  E  L  ( 06) 702-8102 

名 古 屋 ( 052) 932 - 1381  札 帆 ( 011 ) 74 1- 3721  

広 島 ( 0822) 93- 4676 

J  11 

本 社

大 阪 支 庖

支 庖

更 に 充 実 の

傘J I l - ' 7a X 1 5集 新 発売.ゲ

見 本 I帳 御 入 用 の 節 は 御 一 報 下 さ い

で思固定額鹿田喜倍大阪支庖

悶ヨコ

奉 仕 感 謝 の 庖

タ イ ル 工 事 施 工

:= '1) 淳 窯 濠 歳 月S⑪ 

干 564 吹 田 市 広 芝 田T 13  - 31  

T  E  L  06(386)  6  5  1  1  ( 代)

〒 160 東京都新宿区新宿 2 - 8 - 1

T  E  L 03 ( 354)  2  6  4  1  ( 代)

本社 ・壁装 館

大 阪 市 西 区 西 本 町 l ー 13- 33( 靭 本町 パス 停 前 )

電 話 大 阪 06( 532)代 0461 . 5 5 0  

祉本

ｾ ｩ｜ ｾ ｩＡ＠ ｾ＠ 'f: /  B 腕 明 下

信

号

種

ガ ラ ス 製 品 卸 問 屋

セ卜モノのデパート

各ポ
、ソ

酸

陶器、

耐

日 J [ I : J  

闘 会 社 J I l 川商庖

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話 ( 06 ) 702一7814 - 7  

東 京 事 業 所 ・ 名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

建段省総定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基付同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

ソリジットスタイン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

建築物南舗自等造作工事、家具建具・室 内 装 備 工 事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 uト敷物壁紙類一 式/ 設 計 施 工

D E C OR A T OR S ，L  T D  F U T A B A Y A  

r  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 会 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ω 6)349 - 9 1  9  3 代 表

大阪府知挙建築業者許可( 般 - 48) 第 12064号

1 0 7  

臨翠
( 創 業 大Eて7 年 )



防 煙 火 盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル⑪ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピーアッフ・@ シ ャ ッ タ ー - 汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 ン ヤ ツ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 盤

防災

-・-

防発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

豊 か な 経 験

最 新 の 技術

東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本 社 : 大 阪 市 東 区 両 併 町1- 12 日 生 ピ ル 宮 (943)6571代 表

東 京 ・償 浜 ・盛 岡 ・君1; 山 ・水 戸 ・浜 松 ・岡 崎 ・名 古 屋 ・富 山 ・大 津 ・京 都 ・堺 ・神 戸 ・広 鳥 ・福 岡 他 全 国 主 要 都 市

〔特集号案 内 〕

・躯体生産技術の向上を

めざして 特価 Y

( 8月18 日全国書庖発売)( 54年9月号〕

780  
- 住宅の断熱構造と施工法

特f面￥ し300
- 建築 と接合

. 軸 組工法用金物の規格

- 住宅部品システムの普及

ヰ寺価 Y 1.400 

. ねじ鉄筋を用いた RC集合住宅

- 工事環境と技術対策

特 価 Y 1.000 

. PC円柱を使用した ラーメ ンプレハブ工法

- 日 常災害の実態と日常安全性の評価

建 設 省 建 築 研 究 所 監 修

月 干IJ

建築技術

年 間 購 読 料 ￥ 8，含4む00)  

( 送料

定価 ￥700 

特 価 Y 1.000 
- 住宅の遮音. GRCと建築への応用

4  

t."f 

中

/ /  

↑専

著

発

τ 三 =

7 己

言平

設

計

者

と

現

場

マ

ン

の

た

め

の

井

上

本
健

著

1、，♂R

J 奇

接

号-: :1: : '

ロ7i :

B

5

変

型

判

・

1

4

9

頁

-

u

r

2

9

0

0

(

送

料

￥

2

0

0

固

と

手

で

確

か

め

た

水

と

土

の

記

録

北

中

克

己

著

最

新

場

所

打

ち

ぐ

L 、

コニ

j去

A

5

判
・

3

2

5

頁

・
￥

3

5

0

0

(

送

料

￥

2

0

0

専

門

技

術

者

の

た

め

の

同

編

集

部

編

構

造

問

題

快

答

集

A

5

判
・

4

3

0

頁

・
￥

3

、

8

0

0

(

送

料

￥

2

0

0

)

建

事長

自己 ?  
B り

5 や

変 す

型 く

半U 方包

h ' r  コこ

も月肉 し

2  >や

頁 す

ぎ 井酉i

子 上 筋

i 言売博完

全 北 導

蒋 公

￥ 止 官

Z 宏

i 本 書

生

活

環

境

造

り

に

好

個

の

設

計

資

料

;中

中

住

宅

団

地

の

造

園

施

設

8

5

判
・

1

1

4

頁

・
￥

1

6

0

0

(

送

料

￥

2

0

0

快

適

な

住

環

境

を

造

成

す

る

た

め

の

技

術

資

料

小

池

正

次

著

住

宅

団

地

の

土

木

設

計

8

5

判
・

l

l

3

頁

-
￥

1

6

0

0

(

送

料

￥

2

0

0
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ト

設備合理化に貢献する

ミ; 程! J U : ユトヨ山: J O

S K- l 0 0 S標 準 型

ｓｋ 型 ・ Ｑ 層式神 ｾＩ Ｏ Ｒ 層式 Ｏ Ｓ 層式 Ｏ 床置 式 Ｏ 土問 用

・ 実 用 新 案 特 許 第 1196331 号

( ステンレス製)

厨 房 の 汚 水 に 含 ま れ て い る グ リ ー ス 介 は 配 管 設 備 を 著 し く 損 傷

します 。 し た が っ て 損 傷 を 防 ぐ に は 配 管 設 備 の 手 前 に お い て 阻

集 す る の が 配 管 設 備 を 長 〈 使 用 す る コ ツ で す 。 S K式グリースト

ラ ッ プ は こ の グ リ ー ス を 阻 集 す る ば か り で な く ト ラ ップ ・マ ン

ホ ー ル ・受 カ ゴ ・ ス ラ イ ド 板 ・排 水 管 ( フ レ キ シ ブ ル ジ ョイン

卜) に 至 る ま で セ ッ 卜にな っ て い ま す の で 突 貫 工 事 に も 充 分 間

に 合 い ま す 。 又 、 従 来 の 鋳 鉄 製 ・鉄 筋 防 水 モ ル タ ル 製 の も の は

重 量 的 に み て も 取 付 回 数 が か か り 大 幅 な 人 件 費 が 必 要 で す が、

S K式 グ リ ー ス ト ラ ッ プは 軽 量 で 簡 単 に 取 り 付 け が で き 、 据 付 貨

が 大 幅 に 低 減 さ れ ま す 。 又 、 残 j査は受カゴで取り除き、 トラッ

プ 本 体 は ス ラ イ ド 板 に よ り 仕 切 っ て あ り ま す 。 こ れ を 取 り 外 す

事 に よ り 清 掃 が 簡 単 に で き ま す 。特 に 各 部 品 が 腐 食 し な い の で

大 変 衛 生 的 で す 。 又 、 サ イ ズ が 豊 富 に あ り ま す か ら あ、腐 の 大 き

さ、種 類 に 合 わ せ て 無駄 な く 選 定 で き 大 変 経 済 的 で す。

弊 社 は 日 本 で 初 め て グ リーストラ ップ の 規 格 化 を 図 り 既 に 全 国

的 に 発 売 致 し て お り ま す 。

こ れ ら の 製 品 は 設 計 事 務 所 ・建 設 業 社 ・設 備 業 社 を 始 め 各 方 面

か ら 多 く の 引 合 を 頂 き 、弊 社 も た ゆ ま ぬ 研 究 を 続 け て お り ま す。

又 、 規 格 品 の 在 庫 も 多 く 持 ち 皆 様 の 需 要 に お 答 え し て お り ま す。

尚 、 規 格 外 の 製 作 も 致 し て お り ま す 。

〈お も な 納 入 実績 〉

札 幌 全 日 空 ホ テ ル / 札 幌 グ ラ ン ドホテル / 厚 別 副 都 心 商 業 セ ン ター /

青 森 グ ラ ン ド ホ テ ル/ 仙 台 タ ー ミ ナ ル ヒ' ル / 新 潟 新 沼 地 下 街/ 新 東 京

国 際 空 港/ 筑 波 学 園 都 市 / 津 田 沼 北 口 再 開 発 / 東 武 デ パ ー ト / 迎 賓 館

/ 第 一 ホ テ ル / 三 井 物 産 大 手 町 ビ ル / 安 田 火 災 海 上 新 本 社 ビ ル / 野 村

不 動 産 新 宿 ピ ル / 新 宿 セ ン タ ー ビ ル / 池 袋 サ ン シ ャ イ ン シティ / 西 武

デ パー ト 浜 松/ 豊 橋 フ ァ ミ リ ー プ ラ ザ / 名 古 屋 タ ー ミ ナ ル ビ ル / 千 里

レ ジ ャ ー セ ン タ ー / 吉 本 ダ イ ヤ ビ ル/ 阪 急 グ ラ ン ド ピ ル / 大 阪 駅 前 市

街 地 改 造 ピ ル / 国 鉄 吹 田 駅 前 市 街 市 再 開 発 ピ ル / 三 宮 市 街 地 再 開 発 ピ

ル A 棟 / 広 島 ス テ ー シ ヨ ン ビ ル/ 鳥 取 一 番 館/ 高 松 ワ シ ン 卜 ン ホ テ ル

/ 徳 島 大 学/ 平和会館新↑ 導者日ピル/ 西 日 本 新 聞 渡 辺 ピ ル / 福 岡 天 神 地

下 街/ 沖 縄 西 武 オ リ オ ン ホ テ ル / 他

〈営 業 品 目 〉

S K式グリース トラ ッ プ/ S K式 ガ ソ リン ト ラ ッ プ/ 雨 排 水 ト ラ ッ プ/ 散

水 栓 ボ ックス / パ ル プ ポ ッ クス / 他 ス テ ン レ ス 製 品 加 工 会 般

設 計 ・製 作 ・ 販 売

※ カ タ ロ グ ・ 資 料 こ 希 望 の 方 は 大 阪 営 業 所 へ ご 一 報T さ い 。一 一 一 一 一

製 造 発売 元

下 回 機 工 株 式 会 社

大阪営換所/ 干m 大阪市淀川区西中島4- 5- 9( 浅井ピル) 宮 06 ( 304)  5481ij 也

本 社/ 干 130 東京都墨田区東駒形4- 6- 9(和幸ビル)
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; 芸品f官よJ l I J I レヲ Jl- J 9J l  

錆 び な い ノ

わ れ な い ノ

燃 え な い ノ

長 尺 物 ・ 色 彩 豊 富 ・ 責 任 施 工

品種・オリエンタルカラースーパーメタル ( C5 PM)

・オリエンタルスーパーメタル ( 5 P  M)  

・ オ リ エ ン タ ル メ タ ル ( 0 P  M)  

・オリエンタルスチールライト ( 5 T  L )  

・ オ リ エ ン タ ル サ ン セ ラ ム ( 5  5  )  

'  
波板規格 S 小波・S 大波 . V i.皮・ボックス波 .W ジャンポ波・V デッキ

S V ジャンボ波 ・其の他、
用 途 平板・波板・棟包 ・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

各種換気装置〔モニター・ベンチレーター・ムーパー・エキゾスター( 強制) )

ホーンタイト( 防音壁) . ス チ ー ル シ ン グ ル ・ 其 の 他

※ カ タ ロ グ を 御 請 求 下 さ い

轡市 ' J I !J 9J l J. 9J l 製造掠式会誼

大 阪 本 社 〒660 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26 松 本 ピ J レ 電 話 大 阪 (06)412- 5131( 代)

営 業 本 部 干660 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 44 電 話 大 阪 ( 06) 488- 1081(代)

支 J吉 及 工場 大 阪 . i L1+! ・名 古 屋 ー広 島 ・ 東 条 ・刈 谷

姫 路 ( 東 洋 建 材 工 業 株 )

東 京本 社 及 工場 干335 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 32 号 電 話 蕨 (0484)42- 3115( 代 )

支 底 及 工場 束 北

建築に新しい時代を拓く内・外壁材/

l簡になヨイ軒

- 年 中 快 適

・耐火パネル

- クラックが入らない

・工期の短縮化

‘
へ

l

ベ

ル

ラ

イ

ト

使

用

木

造

住

宅

(
大

阪

府

高

石

市

・

G

邸

)

最 高 の 技 術 が 生 み だ し た

新 し い 素 材

ヘーペJL
O  

朝関重

- 吸音吹付化粧材

耐 火 ・ 防 火 ・ 断 熱 ・ 結 露 防 止

ソノライト jEjii
( 法定防火材 ・建設省認定・基材同等第0003号)

⑧ jT31塁塁翌五暫附)

明 石 支 庖 〒673 明石市西新町 2-12- 14 公 078(922)  0007 (代)

高 槻 営 業 所 〒569 高槻市宮田町 2- 1  -29 'll.' 0726 (96)  2889 

中国営業所〒 742 柳 井 市 宮 本 浜 (柳井総合卸センター内)

公 08202(2) 5211 
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っ た 配 電 線 や 変 圧 器 な ど の 改 修 、 増 強 工 事 な ど が 必 要 で I I 作 業 停 電 に 、 一 層 の ご 理 解 と ご 協 力 を い た だ き ま す よ う 、

こ の 場 合 、 や む を え ず 作 業 の た め の 停 電 を さ せ て い た だ 出 な お 、 停 電 す る 地 域 の み な さ ま 方 に は 、広 報 車 、 ピラ 、

く こ と が あ り ま す 。 停 電 範 囲 と か 時 聞 を で き る だ け 少 な . ポ ス タ ー 、 有 線 放 送 な ど で 前 も っ て お 知 ら せ い た し ま す

くするよう 努 力 し て い ま す 。

停電をなくすための停電



建
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と
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会
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開
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岡
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団

法
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M

年

7

月

お

日

発

行

(
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月

1
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日

発

行

)

昭
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剖

年

3

月

間

日

第

3

種

郵

便

物

認

可

日

本

建

築

協

会

最適. グ既設防水層の改修に -
T

M

大

阪

市

東

区

北

浜

3

l

u

フレJ コートD X防水工港

電

話

大

阪

0

6

(

2

3

1

)
9

6

4

『

・

ョ
・

0

4

守

・

9

6

4

0

(

褒

紙

デ

ザ

イ

ン

・

永

団

結

三

)

園田新工

常 温 ゴ ム ア ス フ ア ル ト 塗 膜 防 水

卜DX防水工法とは・・・・・フレノコー

. 安 全 ・ 無 公 害 の 常 温 工 法 で す 。

. 合 成 繊 維 を 基 材 と し た 分 厚 い 本 格 的 な コーム ア ス フ ァ

ル ト 塗 膜 防 水 工 法 で す 。

・ 硬 化 剤 の 使 用 に よ り 、 強 制 造 膜 が で き ま す 0

. 既 設 防 水 層 の 補 修 用 に 適 し て い ま す 。

・ 通 常 使 用 範 囲 内 で の 低 温 脆 化 、 高 温 流 動 が あ り ま せ ん。

. 6.  

' l X 式株業

振

笹

口

座

大

阪

三

九

九

七

五

番

定

価

六

五

O

円

工

本社・東京営業所 ・ 東京都足立区千住東2- 23- 4  tr (882)2424( 代表)

大阪支庖 ・ 大阪市東 淀川区 瑞光 通り 4-30-2 含 06(329)7737( 代表)

営 業 所 ・ 九 州 合 092(451) 1095 . 名古屋 台 052(741)6257

. 札 幌 tr 011 (281) 6328 

出 張 所 ・ 広 島 台 0822( 21 ) 1019 ・ 仙 台 包 0222(63)0315 

場 ・ 1奇 玉 ・ 山 形 ・ 北 海 道

03379 - 7  雑 誌

ヱ


